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財団法人茨城県教育財団では，昭和52年度より埋蔵文化財発掘調査事

業を実施しており，本年度で3年を経過しようとしています。本書は

昭和52年度より昭和53年度にわたって実施した竜ヶ崎ニュータウン

内の外八代遺跡の発掘調査結果を集録したものであります。

郷土の原始◎古代の文化を究明するにあたり資するものがあろうか

と考えます。その意味からも，本書がより多くの方々に御活用いただ

けるよう希望いたします。

なお，この事業推進にあたり，茨城県教育委員会◎竜ヶ崎市教育委員

会◎宅地開発公団をはじめ関係機関の御協力と御指導にたいし，厚く

お礼申し上げます。

昭和55年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　竹　内　藤　男



例　　口

瑠　本書は宅地開発公団と財団法人茨城県教育財団との業務委託契約に基づいて，昭和52年度

から昭和53年度にわたり実施した竜ヶ崎市八代町に所在する外八代遺跡の発掘調査報告書

である。

2　昭和52年度の発掘調査は，財団法人茨城県教育財団竜ヶ崎事務所調査員山本貴之抽l井正

一が担当し，昭和53年度の発掘調査は，財団法人茨城県教育財団主任調査員青木義夫◎調査

員桜井二郎◎嘱託調査員橋本勉が担当し，茨城県教育委員会◎宅地開発公団竜ヶ崎事務所◎

竜ヶ崎市教育委員会の諸機関をはじめ地元協力員の協力を得た。

3　本書での遺構は次のとおり，記号をもって表示することにした。

S「一一一住居址e SB－掘立柱建築址◎SA～柵列◎SD－溝状遺構e SH－堀状

遺構◎SKw土壌◎SXMその他の遺構

4　土層解説および土器の色調については『標準土色帳』（農林省農林水産技術会議事務局監修e

財団法人日本色彩研究所色票監修）を用いた。

5　出土遺物の整理は，桜井二郎◎渡辺和子が担当した。

6　本書の執筆に関しては，遺構と遺物の石製品◎鉄製品を桜井二郎が担当し，遺物の土器に

ついては渡辺和子が担当し編集した。別編として青山学院大学講師伊稽正雄氏の寄稿を賜わ

った。

7　別編　中世城郭としての外八代遺跡については，筆者の意向により歴史仮名遣いを用い

た。

8　遺構の測量は，中央航業株式会社による航空測量を実施した。

9　前述の御指導◎御協力を賜わった各位◎諸機関に対し，文末ではあるが感謝の意を表した

い。
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第Ⅲ章　調査に至る経過

竜ヶ崎ニュータウン建設の計画は，昭和46年1月に「竜ヶ崎牛久都市計画事業」として市街

地開発事業に関する都市計画が決定された。

茨城県教育委員会はすでに昭和45年に首都圏整備計画地域に含まれた当地区の控蔵文化財

の分布調査を実施し，これらの調査によって遺跡の所在を確認し，文化財保護上必要な資料

（註1）をえ，これらに基づき当時日本住宅公団と長峰城跡◎別所貝塚◎屋代城等文化財の保存

について必要な措置を講ずる協議を重ねた。

昭和51年4月1日竜ヶ崎ニュータウン開発事業については，日本住宅公団から引継ぎが行

なわれ，宅地開発公団が当該事業を実施することとなり，埋蔵文化財包蔵地の現況については，

月日も経過し従来の状況の変化が著しいため，茨城県教育委員会は再度の分布調査を実施した。

これに基づき，北竜台地区8遺跡◎龍ケ同地区14遺跡について協議した結果，一都保存となっ

たが19遺跡については現状保存が困難なので記録保存の措置を講ずることとなった。

茨城県教育委員会は県内各地の開発事業の進展に伴い埋蔵文化財発掘調査の需要の増加によ

り，昭和52年4月より，財団法人茨城県教育財団本部の中に調査課を新設してこれに対応す

ることにした。茨城県教育財団は茨城県教育委員会の指導により「北竜台及び龍ケ同士地区画

整理事業の施行に係る埋蔵文化財発掘調査」の「業務委託契約」を宅地開発公団と締結した。

これらの事業を進めるにあたり竜ヶ崎市古城3130番地に竜ヶ崎事業所を設置し，発掘調査員

4名を配置し松葉遺跡と外八代遺跡の発掘調査を実施することとなった。

なお外八代遺跡は多数の遺構等を検出したため茨城県教育委員会◎宅地開発公団と協議を重

ね昭和53年度も引き続き発掘調査を実施することとなった。

註瑠『茨城県における開発区域遺跡分布調査報告（1）一石同市◎竜ヶ崎市◎北相馬郡守谷町一』

茨城県教育委員会　昭和46年3月
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第2章　遺跡の立地と環境

且。地理的環境

竜ヶ崎市は茨城県の南部，霞ケ浦の南西に続く稲敷台地上の南端部に位置する標高10～30m

ほどの台地と利根川◎小員川とその支流によって形成された沖積地とから成り，竜ヶ崎市街地

は水田とほぼ同じ標高4mほどの沖積地上にある。市街地の南西方には猿島台地の先端部をな

す奥山台地があるのみで10kmほどにわたる沖積低地が開け，その中を流れる小員川が竜ヶ崎市

街地をさけるように南下し利根川と合流し，さらに南の千葉県木下周辺の台地に続いている。

地質は成田層下層の砂礫層を基盤とし，台地は凝灰質粘土層および関東ローム層が覆っており，

谷部は軟弱な粘土および腐蝕土の堆積がみられる。

外八代遺跡は前述の龍ケ岡地区の南端部の八代町新屋敷2，856番地に位置し，標高20mほど

の平坦な台地上で東に伸びる稲敷台地の南端部はいずれも南東から北西へと樹枝状の支谷が侵

入している。外八代遺跡の所在するこの八代台地は幅400～500mと広く，西方500mほどで

屋代城遺跡に続き，八代町の集落はこの台地の南辺部に沿って形成されている。

調査対象区域は27，000m2ほどの面積を有し，地目は畑地で標高平均24mほどである。北側

には樹枝状に小支谷が入り込み，地区全体は鷲が翼を開いたような形をなし，東側を東部地区，

中央先端部を第1突端部，さらに西側を第2突端部と仮称する。沖積地の水田面までの比高は

12mを測る。

2。歴史的環境

竜ヶ崎ニュータウン内の埋蔵文化財調査対象遺跡は，昭和52年4月現在で龍ケ同地区15遺

臥　北竜台地区7遺跡である。しかし，北竜台地区において工事用道路建設等によって新たに

遺跡が発見され，昭和52年度に茨城県教育委員会により新遺跡の確認調査が実施され，沖餅遺

跡◎赤松遺跡等7ヶ所が対象遺跡として昭和53年度から新たに加わり，沖餅遺跡◎赤松遺跡

の調査が実施された。さらに昭和54年度には，大羽谷津遺跡◎廻り地A遺跡◎打越A遺跡◎

打越C遺跡◎ウツブタ遺跡⑳中根台塚群◎廻り地B遺跡の調査が実施された。

龍ケ岡地区の調査は，昭和52年度～昭和53年度まで外八代遺跡の調査が実施され，昭和54

年度からは前清水遺跡（R13）塚下遺跡（R14）屋代城遺跡のA地区（R6A）の調査が実施され，

前清水遺跡からは溝状遺構，その内側に掘立柱遺構が確認され，地下式土壌等が検出され，中
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世期の遺物等が出土している。

塚下遺跡からも中世期～近世にかけての遺物が確認されている。かねてより外八代遺跡との

関係が問題となっていた屋代城跡の東側◎A地区の調査が後半末に実施され，草刈作業中に新

たに土塁状遺構の検出をみた。今後の調査により外八代の城館跡との関連がかなり把握される

であろう。

この屋代城跡（R6）に関しては，稲敷郡史に「大字八代の中央桂呂寺の傍に在る小丘にして其

面積大約三千坪なり現今，概ね耕地となりたれど建武中興八代信経此におり，足利氏に属し興

国2年高師冬，信経を先導して信太庄を改め亀谷◎馴馬の諸城を陥り」とあり，馴馬城は南北朝

期に高井城（R14）と共に宮方として奮戦したとされている。その後文亀年中に屋代三郎四郎治

時，屋代五郎四郎政国口いて地虞に擦るとあり，さらに天正朔に八代右京の記録がのこるのみ

である。

屋代城跡の東方には長峰城（Rl）が在り，さらに谷津をはさんで東側に登城山館跡◎要害城

跡が位置し，南方の独立丘には竜ヶ崎城跡（現在竜ヶ崎二高）◎西方に馴馬城跡◎さらに西北の若

柴の宿内に若柴城があり，宿はずれに金竜寺がある。若柴の宿は17世紀の前半に水戸街道の

若柴の宿であった。

以上のように龍ケ岡および北竜台地区においてはかなり多くの遺跡が各時代にわたって点在

している。
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第1図　遺跡位置図

竜ヶ崎ニュータウン（龍ケ岡地区）内遺跡および周辺の遺跡

番号 遺　 跡　 名 種 類 備　　　　 考
番号 巨 跡 名

種類 備　　　　 考

R l 長　 峰　 城　 跡 ★

昭52～ 53年度調査

R 13 前　 清　 水　 遺　 跡 ● 昭 54年 度調査

R　2 長　 峰　 古　 墳　 群 ▲ R 14 塚　 下　 遺　 跡 ● 昭 54 年 度調査

R　3 十　 三　 塚　 塚　 群 ● R 15 町　 田　 遺　 跡 ●

R　4 尾　 坪　 台　 遺　 跡 ●

●★

★

16 員 ．原　 塚　 遺　 跡 ★

R　5 外　 八　 代　 遺　 跡 17 向　 井　 原　 遺　 跡 ●

R　6 屋　 代　 遺　 跡 昭 54 年度調 査～ 18 西　 平　 遺　 跡 ●

R　7 稲 荷 塚 古 墳 群 ▲ 19 馬 込 稲 荷 遺 跡 ●

R　8 南　 三　 島　 遺　 跡 ● 20 要　 畠　 山　 遺　 跡 ★

R　9 ダ　 ン　 ゴ　 塚 ● 2 1 半　 田　 遺　 跡 ●

R lO 町　 田　 塚　 群 ● 22 登　 城　 山　 館　 跡 ★

R ll

R 12

か　 が　 み　 塚

高 井 城 下 城 跡

●

★

23 竜　 ヶ　 崎　 城　 跡 ★

（●集落跡　一古墳群　★城館跡）
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第3章　調査の経過

昭和52年4月に茨城県教育財団本部に調査課が新設され，すでに埋蔵文化財が開発区域内

に確認されている竜ヶ崎ニュータウン地内の調査方法等の検討を重ね北竜台地区内の松葉遺跡

（R21），龍ケ岡地区内の外八代遺跡の（R5）の発掘調査の鍬入式を7月22日に茨城県教育委員

会，竜ヶ崎市教育委員会，宅地開発公団をはじめとし，地元協力員等の参加を得て挙行した。

以下昭和54年3月まで実施された発掘調査の経過について段階的に記述する。

昭和52年7月～8月

発掘調査対象区内の草刈作業を実施し，地区設定は宅地開発公団基準点Nは377を任意点とし

磁北に沿ってⅩ軸（東西）Y軸（南北）を40m四方の大調査区に分割し，さらにその大調査区内を

100分割し，北から南へA◎B◎C………西より東へ1◎2◎3………とし，このように分割

した小調査区を「Alal」◎「BIc3」のように表記し，大調査区32地区を設定する。

この設定後調査区域内における遺構◎遺物の分布状況を把握するための第1段階の調査を実

施する。

9　月

第1段階の調査により，ほとんどの小調査区域より何らかの遺構，またはその一部が検出さ

れた。特に，D8◎D9地区からは，幅約10m，深さ4mという大規模な大溝の検出により，

城館跡に伴う遺構と想定してあわせて調査を進行する。

10　月

第1段階の調査の進行によりほぼ全域に遺構の分布がみられ，さらに調査区域が東西に伸び

ていることが排土処理に大きな問題となる。これらの問題を合わせて検討し東部地区◎C8◎C9◎

D7◎D8◎D9◎E8◎E9◎F8◎F9◎G7◎G8区内の調査を実施し，とりあえずほぼ中央部に位

置するE6地区を臨時の排土置場とし，土ノウを造り排土の流出を防止する士どめを実施する。

以後東部地区の北側C8◎C9区より南下しさらに西方する方針で調査を進めることにし，その

結果土壌状遺構◎住居地状遺構等の検出をみる。

11月～12月

調査対象区は，C8◎D8◎D7◎D9◎E8◎E9地区に移り大規模な溝状遺構は西北から東南

に走る出桝形状の堀の形態を呈することが除々に解明される○さらに多数の遺構等を検出する

ことができた。年末年始に入るため，遺跡内の安全対策および発掘器材の整備を行ない現地作

業を中断する。

－5－
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53年1月

年末年始の中断期間に現地も霜等のため荒れる。引続きD7区の調査を実施するが，当地区

は傾斜地でありローム面までかなり深く発掘作業は非常に困難をきたしたが，斜面下位の部分

を北より西南に走る堀状遺構の落込みを確認することができた。

2　月

D7区調査に引続き，E7◎E8eE9区内の一部を調査する。その結果，西北より南東に走

る堀状遺構の様態をほぼ確認することができ，さらに堀以北に住居址状遺構33軒，他に土壌

状遺構等を検出することができた。

3　月

室内作業に移り，遺物図面等の整理を実施する。

昭和53年4月～5月

前年度の調査に引き続き東部地区（南東部）E9◎F9区より西方する方針で調査を進めてきた

がE6区内に盛土していた排士もほぼ限界に近くなり，その対策をかねて，東部地区南側の一

段低いG7◎G8区および西部地区突端部B2◎Cl◎C2◎C3区を再考慮して調査を実施し

たが，G7◎G8区より陶磁器等が多数検出され，また，西部地区突端部B2◎Cl◎C2◎C3

区における遺構の分布は少ないと想定されたが，東部地区より排土を運搬するにはあまりにも

距離がありすぎるための現状にとどまざるをえない。

6　月

さらに西部地区やや南方の調査B2◎C2◎C3◎C4◎C5◎D4◎D5◎E4◎E5区を実施

し，Cl区～B2区にかけて幅約1m◎深さ0．2～0．4mの溝状遺構◎D4～D5区にかけて幅

2～4m深さ02～0－4mの溝状遺構を確認し，さらにF8区からF7区にかけて西北へ南東に

向う溝状遺構を検出する。

7　月

城館跡の調査と並行して，すでに確認されている東部地区内の遺構調査を実施し，その結果

北向に並ぶ4棟の掘立柱建築遺構（SB）◎さらにその東傾斜面に柵列状遺構（SA）を検出するこ

とができた。

8　月

東都地区C8◎C9◎D8◎D9区内のベルトを除去し，確認面まで表土を排土しプランの再

確認を実施したが，異常乾燥により確認◎作業等もあまり進展をみない状況である。

9　月

暑さも除々にやわらぎ，ベルト除去した地区のプランの確認を終了させ，航空写真撮影を実

施する。

ー7－
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第3図　外八代遺跡調査区全体図
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10　月

D7◎D8◎D9◎E8◎E9区にわたり検出された堀状遺構をSHOlと仮称する。この堀以

北の住居遺構数は40軒前後と想定し，堀以南の住居遺構番号をSIO40から仮称して南側の調

査も進める。その結果一部分の重複する遺構を残し，SIO52号まで調査を実施する。掘立柱

建築遺構はSBO15まで想定されるがSBOlO～015に関しては多数の土壌群が集中しその

確認を困難としている。SHOlはその後の調査によりD7e8において北方向へほぼ直角に

曲がる様態を呈することが確認された。

11　月

さらに南側のE8◎E9◎F9区の表土排土を行い，新しい遺構の検出に努めた結果，ほぼ全

面に住居遺構等が検出され，かなりの重複がみられる。E7◎E8区から検出されたSDOOlは

はF8区に伸びることが確認され，さらにその南側に接してSDO02が検出される。新たな遺構

の検出作業はSIO74◎SK220号まで確認し，重複し一部未調査の住居遺構を含むSIO62号ま

での調査を実施できたが霜等による影響で作業能率を著しく低下をよぎなくされた。

12　月

E7◎E8◎E9区内に検出された遺構，SIO78◎SK237号までの調査を実施し，測量◎写

真撮影後その遺物のほとんどを取り上げる。SHOlの調査は東端部（F9区）の一部分を残しほ

ぼ完揺することができ桝形部（南東コーナー部）斜面中段に，宝匪印塔の塔身部を検出，さらに東

側橋脚部付近より瓦質火舎（底部片）を検出する。またかねてより懸案であったE6区の盛土も

宅地開発公団により処理された。年もおしせまった12月19日に東部地区周辺の航空測量を実

施し，一部の補足調査を行ない年末年始に入る。

昭和54年1月

1月10日より現地作業を再開し，盛土を除去したE6区の調査に入る。さらに新たに検出

された遺構SIO85◎SK250号までの調査を彙施する。E7区内のSDOOlの南西部に数基の喝

下式境を確認した。さらにE6区の調査の進展により南北に走る堀状遺構SH02を検出し，そ

の断面形状はW字型状の畝状堀を呈し北へ向うにしたがい西側に張り出す鍵型状を示めすこと

が確認される。

2　月

SHOlを完掘し，桝形部の両側に橋脚と思われる，張出し及び平場を検出する。D7区斜面

下に検出されたSH03の調査を実施するとともにSDOO2◎SDOO4◎SDOO9完掘。SH02は南

方に伸びると予想されたがF6aOにて立上がり，さらに南側の拡張を実施したが検出されず，

南側の防備に若干の疑問点を残す。

－9－



爵

3　月

SHO3◎SDのSK◎S巨etcの遺構調査を完了させ，航空写真撮影を実施する。なお東部地

区に残された住居遺構のカマド計測等の記録調査を実施し遺物を全て収納する。現場倉庫の発

掘器材，倉庫等を撤収させ，昭和52年度から53年度にわたる外八代遺跡の発掘調査は終止符

をうつ。
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第4章　遺構⑳遺物

且。住居址（SI）

＄帖mi（第5図）　本住居址は，E9e7e f7に確認され，調査地区の東端部斜面に検出

され，SKOOlに東南部を切られている。

主軸方向はN一一ll40－1一一一

Eで，長径4」m e短径

3．95mはどの方形状の

平面形を示すと考えられ　⑤

るが東北コーナー部と東

壁は急傾斜面に接するた　風／

め調査を実施することが

できなかった。

遺構は表土下第Ⅳ層面

に検出され，壁高は西壁

が約50cm内外で北壁30

cm。南壁20cmほどであ

る。床はロームであり，

ほぼ平坦をなし，硬質の

床面を呈している。

炉址はやや北壁よりに

位置し，長径70cm・短 第5図　SI OOl　実測図

b

iご

革
サー
ru

l

閤

㌧

t

径56cmほどの楕円形の

平面形を呈し，皿状に8cmほど掘られている。内部は焼土が充満し炉床は硬く焼けている。

ピットはPl～P4と壁側構内に12個ほど検出しPl～P4はやや東よりであるが主柱穴と考え

られ，直径はそれほど大きなものではなく，深さは20～27cmほどである。壁側溝は西壁と西

南コーナー部で一部切れているがほぼ全周すると考えられ，部分的に壁側穴を有するがそれほ

ど深いものではない。

遺物は西側床面に整形土器e壷形土器等が出土している。

一日－



癖

出土遺物（第6図）　出土した土師器は，図示した壷，聾のほかにパケ目調整した婆の小片，

ていねいにへラミガキした高杯の小片がある。

1の壷は，住居址のほぼ中央に口綾部を下にして置かれていたもので，パケ目調整のあとで

いねいなへラミガキを行なっている。

2の聾は住居址の南端で出土しており，やはり目線が下になっていた。頸部が鋭く「く」の字

状に屈曲し，胴部の器面を内外ともにへラ調整しており，内側には輪積みの痕が伺える。

その他の遺物では覆土中から土製紡錘車が1点みつかっており，側面下端に一周，底面は十

字形に列点がある。

第6図　SI OOl　出土遺物

I ピ ット

番　 号
長径c m 短 径cm 深さc m 備　　 考

ピ ット

番　 号
長径cm 短径c m 深さc m 備　　 考

P I 不　 明

1 9

主柱穴 P 3 2 6 2 3 2 7 主柱穴

P 2 2 0 主柱穴 P 4 2 5 2 4 8 主柱穴

SB OO2（第7図）　本住居址は調査区東側のD9h4◎　h5◎i4◎i5に確認され，西北

コーナー部にSI O04が切り合いSHOlの北側に位置している。

主軸方向はN－250－Wで，長径6．35m。短径6．27m。面積39．81rrfはどの方形状の平面

形を呈している。

遺構は表土下第2層より検出されているが，旧表土層が極浅く，壁高は10～15cmで東壁お

よび両壁の一部は確認できない程である。床はローームであり東側にやや傾斜するがほぼ平坦を

なし硬質の床面を呈し，西壁側溝のほぼ中央より東に長径1．1m。短径0．11mほどの溝状のも

のが走っている。

壁側溝は北壁より西壁e南壁の西南コーナー部まで検出し壁側穴が不定間隔で検出された。

ピットは6個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，P5は貯蔵穴である。

覆土は極薄い土層で焼土e炭化物を多数含み，床面からも多数の炭化材と焼土を検出し火災

をうけていると考えられる。

カマドは北壁のほぼ中央部にあり，N－10hWで，長径1．34m e短径1．11mほどの不定栢

－12－
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D－2140　　　－D′

ヽ忘豪γ

S1002　貯蔵穴土層解説

Hue7．5YR2／3　極暗褐色　　ローム粒子e焼土粒子・木炭粒子含む
Hue7．5YR3／2　黒　褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子・木炭粒子含む
Hue2．5YR3／4　暗赤褐色　　焼土ブロック含む
Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム小ブロックe木炭粒子含む

第7図　SI OO2　実測図
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円形状を呈しているが，二次的な削平を受け極薄く焼土・粘土が観察されるのみである。カマ

ドの東側に長径96cm・短径62cm・深さ35cmほどの貯蔵穴P5が位置し，壁ぎわに杯が検出

された。

遺物はカマドの西南側床面に杯等出土している。

出土遺物（第8図）　遺物の量は少なく，土師器の蛮・杯などがある。窪は胴部の小片で，完

形に近いのは杯と椀だけである。

椀は，ちょうど球を半分に割ったような形で，底部をヘラケズリ調整しているが，木の葉の

圧痕が伺えるものもある（6）。

杯は，口綾部が素縁でやや内傾して立ち上がる形と，口縁部と底部の境に明瞭な稜をもち，

口縁が内偵して立ち上がる形の2種がある。後者の杯の内面には放射状のへラミガキが認めら

れる（4）。

∈∃＝召　∈‡∈訝

二＝：・．3
第8図　SI OO2　出土遺物

二＝・・．

ピ ッ ト
番　 号

長 径 c m 短 径 c m 深 さ c m 備　　 考
ピ ッ ト

番　 号
長 径 c m 短 径 c m 深 さ c m 備　　 考

P l 3 8 3 1 6 8 主 柱 穴 P 4 3 7 3 5 6 9 主 柱 穴

P 2 3 9 3 0 1 1 4 主 柱 穴 P 5 9 8 ・ 6 2 3 5 貯 蔵 穴

P 3 4 3 3 6 7 2 主 柱 穴 P 6 2 0 1 9

Sl003（第9図）　本住居址は，調査区東側のD9il・i2・jl・j2に確認され，斜面

上にあるSI O18の西側に位置している。

主軸方向はNq26・50LWで長径5・97m短径5・8m・面積34．62m2ほどで東北コーナー部が

北側にはりだす方形状の平面プランを呈している。

遺構は表土下第2層面より検出され，壁高はわずかに10cm内外でゆるやかに立ちあがり，

東北コーナー部と東南コーナー部がややはりだし，東壁の一部は確認されない程である。

ー14－
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第9図　SI OO3　実測図

…15－



l・‘、

カマドは，北壁や西よりにあり主軸方向はN－420－Wで長径56cm・短径38cmほどの不定

楕円形状を呈し，北壁をわずかに掘り込み，若干の焼土が遺存するのみである。

ピットは5個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，P5は貯蔵穴である。ほかに西壁ぎわ

に壁側穴が観察される。

遺物はPl直上に杯・婆が出土しているが，覆土が極浅いためほとんど遺存していない。

中世期に築城された主郭部桝形のほぼ主軸方向に位置し二次的な削平を受けていると想定さ

れる。

出土遺物（第10図）　遺物は，土師器の賓e杯がある。

1の賓は小型で口縁端部が平坦にひらく。2・3の杯は鉢に近い形で，休部から底部にかけ

てへラケズリ調整しているが器壁は肉厚である。4は外稜をもち口綾部が内傾して立ち上がる

形で，内面には放射状のへラミガキが施されている。5は4ほど明瞭な稜はなく，口綾部が垂直

に立ち上がり，やはり内面に放射状のへラミガキがみられる。

「：「＿

第10図　SI OO3　出土遣物

ピ ット
番　 号

長径c m 短 径 c m 深 さc m
l

備　　 考
ピ ット
番　 号

長径 c m 短径 c m 深 さcm 備　　 考

P l

P 2

P 3

6 1 6 0 5 0 主柱穴 P 4 5 0 4 6 6 6 主柱穴

3 9

5 6

3 6

5 2

2 5

6 5

主柱穴

主柱穴

P 5 1 0 0 9 3 1 5 貯蔵穴

Sgの鍼（第11図）　本住居址は，D9f2e f3e f4・g2e g3eg4e h2。h3にわた

り確認され，東側柵列の傾斜面上やや西よりに位置し，SI O02と切り合い関係を持ち，中央

部より北側にかけてSB OOlが位置する。

主軸はN－2．10～Wで，長径7．59m e短径7．22m e面積54．79m2ほどで西南コーナー部が

やや張りだす方形状の平面プランを呈している。

遺構は表土下第2層より検出され，壁高は西壁は22cm弓ヒ壁は13cmほどでほぼ垂直ぎみ

に立ちあがり，南壁は9cm，東壁は4cmほどでゆるやかに立ちあがり，東南コーナー部はほ

－16－
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C－23・702　　　－C’

SI OO4　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子（中）eローム小ブロック（少）

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子抄）・ローム小ブロック（少je廃土粒子（少）
2．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒子（多）eロームブロック（多）
3．　　HuelOYR4／4　褐　色　　ローム粒子仲）

第11図　SI OO4　実測図
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磁

とんど確認できないほどであるが，SI O02の西北コーナー都に貼床状の様態が若干ではある

が確認された。

床は，ほぼ平坦をなし，堅く，西北より東南にかけてゆるい傾斜を示している。壁側溝は，

東南コーナー都を除き幅20cm内外でほぼ全周し深さは西壁，北壁がやや深く10cm内外であ

るが他溝はごく浅く壁側穴を有している。

カマドは北壁中央部やや東よりにあり，主軸方向はN－00で長径110cm e短径89cmほど

で北壁ぎわの床を8cm e北壁を約50cmほど掘込み焼土と砂質粘土と若干のカーボンを含むが

住居址全体が削平を受けていると思われ，ごくわずかに遺存しているのみである。

ピットは8個検出され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，ピット中段まで措鉢状に掘られ，さら

にほぼ垂直ぎみに落ちる様態を呈している。P5は南壁ぎわほぼ中央に位置し不定長方形状を示

し貯蔵穴とも考えられるが入日の何らかの施設とも考えられ不明である。全域から焼土および

炭化材等が検出され，火災にあったと考えられる。

出土遺物（第12図）　土師器の賓（大型，小片）◎甑◎高杯◎杯◎椀がある。

lの甑は，目線部の内側に沈線がめぐり頚部から胴部にかけてゆるやかに屈曲する。胴部下

半の外面には，斜め方向のへラミガキが施されている。

2の高杯は完形で出土したもので，杯部の外稜上部に二圏の沈線がめぐっている。本遺跡の

鬼高期の住居址からは，この時期に比定される高杯の出土例は少なく，さらにこの形の高杯は

i点であり貴重な資料と言えよう。

杯は，素緑でやや外傾して立ち上がる目線部をもち，内面に放射状のへラミガキを有するも

－、

第12図　Sl OO4　出土遺物

－18－
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の（3）と，やや小型で外稜0垂直立ち上がり目線のもの（4）とがある。4の杯の底部内面は，

へラケズリのあとていねいにみがいている。5の椀は鉢に近い形で，この器形はSIO02とSI

O04でしか検出していない。

1から3はカマドの西南部に接して，4はカマドの西側，5はP3の北側からそれぞれ出土

した。

！ ピ ッ ト

番　 号
長 径 c m 短 径 c m 深 径 c m 備　　 考

ピ ッ ト
番　 号

長 径 c m 短 径 c m
桓 c m

備　 考

P l 7 3
！

6 7 7 4 主 柱 穴 P 5 6 5 6 3 4 3

P 2 8 5 8 0 7 6 主 柱 穴 P 6 2 0 1 5 1 0

P 3 9 3 8 9 6 9 主 柱 穴 P 7 1 5 1 4 3

P 4 8 5 8 5 5 9 主 柱 穴 P 8 2 7 2 0

S1005（第13図）　本住居址は，Dt圧3・d3・d4区に確認され，東側の掘立柱建築址

SB OO2　静003の柱穴の掘り方が中央やや南に切りあっている。

主軸方向はN－79⊥Wで，長径

4．45111・短径4．04・面積17．97

m2ほどの隅丸方形状の平面形

を呈している。

遺構は二次的削平を受けてお

り，極浅い黒色土でプランが確

認されたもので，壁高は西壁が

5cmほどで立ちあがるが東北

コーナーから南壁にかけてはほ

とんど確認できない。西壁ぎわ

には部分的に壁側溝が確認され，

壁側穴が不定間隔で検出された。

床面は堅いロームであり，炉は

わずかに床面を皿状に掘り窪め　A

ている。

ピットは8個ほど確認され，

ほぼ中央部に位置するPl～P4が

主柱穴と考えられ，他はさほど

深いものではない。

第13図　SI OO5　実測図
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出土遺物（第14図）弥生式土器の壷の小片が壁周辺から少量土出している。

1・2は口縁部で，外面と端部に縄文の押捺がみられ，2の下部にはへラ状工具による刺実

が施されている03～6は頚部で・3・4・6は無文帯があり，以下は縄文が施されている。

5は6本を単位とした櫛状工具による山形文が配され，以下にはへラ状工具による格子が描か

れている。他は付加条の縄文を施した胴部の小片である。

戒寝uHJrP 町領思想陣勇

8　　　　　　　　　　　10

ピット
番　 号

長径cm 短径cm 深さcm 備　　 考 ビット
番　 号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

Pl 4 6 4 4 4 8 主柱穴 P 5 2 2 17 6

P2 2 8 2 6 3 9 主柱穴 P6 1 8 13

P 3 2 4 2 1 4 7 主柱穴 P 7 18 9

P 4 4 6 3 5 4 7 主柱穴 P8 1 2 8

Sl006（第15図）本住居址は東都地区の北端C8e3・e4・f3・f4に確認され，SK

O26に切られている。

遺構はかなりの削平を受けておりプランを確認することはできないが東南コーナー部に5cm

はど壁側溝がクランク状に検出され，3ヶ所に壁側穴がみられ，Pl・P2のピットが主柱穴と

考えられるかどうかは疑問である0床はそれほど堅いものではなく，北側にゆるい傾斜を示し

ている。

出土遺物（第16図）遺物はほとんどなく，付加条の縄文を回転方向をかえて施した弥生式

土器の小片を検出したのみである。

ー20－



第15図　SI OO6　実測図

ビ ット
番　 号

長径c m 短 径cm 深 さc m 備　　 考 ピ ット
番　 号 長径c m 短径 cm 深 さc m 備　 考

P l 2 5 2 4 4 0 P 2 3 0 2 6 3 2

SIOO7（第17図）　本住居址は東部地区の北端C8d9・dO・e9・eO・f9・fOに確

認され，SI OlOが北壁を切り込んで位置し，表土より遺構確認面までやや深く東部地区北側

に在る住居跡の中では比較的遣存状態が良好である。

主軸方向はN－260－Eで短径6．1m・長径はSIOlOに切られ不明権であるが6mほどと

想定され，やや隅丸状形状の平面形態を呈すると考えられる。

遺構は表土下第3層から掘りこみ確認され，壁高は西壁が70cm・東壁が73cm・両壁67。m

ほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがるが東壁コーナー部はややゆるい傾斜を呈している。西壁から

両壁のコーナー部まで壁側溝が深さ10cm内外で半周している。床面はほぼ平坦で堅いローム

であり，炉址はSI OlOにより確認できない。

ピットは19個検出され，Pl～P。はやや長楕円形状を呈しているが主柱穴と想定される。

他のピットはそれほど大きなものではないが，P8～P】。は南壁コーナーにP12～P15は西壁コー

－21－
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ナ一にほぼ同じような位置穆形態をなし南壁にほぼ平行している。中央部やや西よりに確認さ

れた長方形状の土壌は本遺構の床を掘り込み，SI OlOに伴う遺構と考えられる。

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，ほとんどがローム粒子を含み，暗褐色土層が70～

90cmほどの厚さに堆積し，壁ぎわに褐色土層がみられ，遣物は弥生式土器が若干であるがほ

とんど東壁ぎわに浮いた状態で検出されタ床からは中央部付近に数点出土したのみである。

出土遺物（第19図）　弥生式土器の壷の小片が出土している。

口綾部は3点を数える。1は，目線下部にへラ状工員による刺実があり，2は複合目線，3

は端部が平坦で下部に感状の突起がみられる。いずれも外面と端部に縄文の押捺を施している。

5から9は頸部で，5は無文帯を有し，以下は縄文が施されている。6ほ櫛状工員で区画し

たあとへラ状工員でジグザグ状を描き，下部には感状の突起をつける。7から9は櫛状工員に

よる施文の下部に縄文を施している。

4は肩部で上部に刺実があり，以下は縄文である。

10は，頚部から胴部にかけて残っており，頸部と胴部の縄文の間に無文帯をおく。Hは胴

部中位から下半部で，羽状効果を出している。i e Hは同一個体の可能性が強い。

13e14◎15は頸部から胴部に至るもので，器壁がやや肉厚である。焼成が軟弱なための

文様がわかりにくいが，頚部にへラ状工員による区画がされ，無文の部分と交互にへラ状工員

による格子文でうめられている。その下は，6本単位の櫛状工員による界線が一周し，以下は無

文帯をおいて縄文が施されている。

その他の胴部片は，軸や原体の太さの異なった付加条の縄文を施した小片である。24e25。

26は底部で，外面に木の葉の圧痕がみられる。

ピ ッ ト

番　 号
長 径 c m 短 径 c m 深 さ c m 備　　 考 ピ ッ ト

番　 号 長 径 c m 短 径 c m
［
深 さ c m 備　　 考

l

P l 3 2 1 2 5 2 主 柱 穴 P II 2 2 1 6 2 6 つ

P 2 3 4 1 5 4 2．8 主 柱 穴 P 12 2 0 1 6 3 1．2

P 3 3 8 1 8 4 3 ．4 主 柱穴 P 13 1 6 1 2 2 5．4

P 4 3 6 1 8 5 3．2 主 柱 穴 P 14 1 7 1 6 2 5．6

P 5 2 9 1 9 3 0 P 15 2 2 2 0 3 0．5

P 6 2 6 2 1 1 0 P 16 2 7 2 1 1 2

P 7 4 7 4 2 1 7．5 P 17 1 8 1 2 1 3

P 8 2 0 2 0 2 5 ．2 P 18 2 3 2 0 3 7 ．5

P 9

P lO

1 8

2 0

1 8

1 3

1 3 ．8

2 7 ．2

P 19 1 7 1 6 1 4
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第17図　SI OO7・010　実測図

・三盆・・l

第18図　SI OlO　カマド実測図

S1010　カマド土層解説
1．a Hue7．5YR4／3

b Hue7．5YR4／3
2．a Hue　5YR3／4

b Hue7．5YR4／4
C Hue7．5YR4／4

褐　　　色　砂質粘土（多）かたくしまっている
褐　　　色　砂質粘土（多）かたくしまっている
暗赤褐色　焼土ブロック（少）・木炭粒子（少）e砂質粘土仲）
褐　　　色　焼土ブロック（少）・砂質粘土（中）・焼土粒子（小）
褐　　　色　焼土ブロック仲）・砂質粘土（少）

焼土粒子仲）・木炭粒子（少）
d Hue7．5YR4／4　褐　　　色　焼土粒子（少）e砂賢粘土（多）

3．　Hue7．5YR6／4　にぷい橙色　灰層e焼土ブロック（少）・木炭（少）
3．　　Hue2．5YR3／4　暗赤褐色　焼土層
4．　Hue7．5YR4／6　褐　　　色　ロームブロック仲）・焼土粒子（少）

S1007　0用　土層解説
1．a Hue．7．5YR3／2　黒褐色　　ローム粒子（少）

b Hue．7．5YR3／2　黒褐色　　焼土（中）
2．a Hue．7．5YR3／3　暗褐色

b Hue．7．5YR3／3　暗褐色
c Hue．7．5YR3／3　暗褐色
d Hue．7．5YR3／3　暗褐色

ローム小ブロック（極少）・ローム粒子（少）・褐色軟質ブロック（少）e若干ボソボソで軟質
ローム粒子（少）・ローム小ブロック（少）
ローム粒子（極少）
ローム粒子（少）・褐色軟質ブロック（少）

R3／4　暗褐色　　焼土仲）
Hue．7．5YR3／4　暗褐色
Hue．7．5YR3／4　暗褐色
Hue．7．5YR3／4　暗褐色
Hue．7．5YR4／4
Hue．7．5YR4／4

褐
褐

色

色
6．Hue7．5YR2／2黒褐色
焼土土層解説
1，Hue7．5YR3／2黒褐色
2．Hue7．5YR4／4褐色
3．Hue7．5YR4／4褐色
4．HuelOR3／2暗赤褐色
5．HuelOR2／2極暗赤褐色

ローム粒子（多）・褐色軟質ブロック（中）・焼土粒子（中）
ローム粒子（極少）
ローム粒子（多）・焼土（中）

暗褐色軟質ブロック（中）
ローム小ブロック（多）

炭化物・焼土（少）・砂賢粘土（少）・ローム粒子
炭化物（1層より少）砂質粘土・ローム粒子eロームブロック（少）
炭化物わずか，ローム粒子・ローム粒・ロームブロック沙）
炭化物・焼土・ローム粒子が混入
炭化物・焼土粒・粒子ごくわずかのローム粒子
白っぽい木の粉状のもの混入
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第19図　SI OO7　出土遺物
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SBの臆の（第17図）本住居址はC8d9edO。e9eeOに確認され，SIO07の中央部か

ら北壁を切り込んで位置している。

主軸方向はN－12LWで長径3・91me短径3・91me面積15．28m2ほどでカマドが北壁中央

部やや東よりに位置する方形状の平面形を呈し，焼土がカマド西側および東南コーナーから西

よりに多量に検出された。

壁高は北壁が66cme西壁が86cm e両壁83cm。東壁75cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあが

る東北コーナー壁がややゆるく東に張りだしている。壁側溝がカマドから幅20cm内外，深さ

10cmほどで全周している。床面は堅いロームで，ほぼ平坦であるが東北にややゆるい傾斜を

示している。

ピットは2個で東北コーナーよりにPlがあり，ほぼ対角線上にP2が位置し主柱穴と考えられ

る。

覆土は，ローム粒子。ローム小ブロックを含む暗褐色土が65～90cmほど堆積し，床および

壁ぎわに焼土粒子が検出され，火災にあったものと考えられる。

カマド解説（第18図）竃はカタカナでカマドとして表わし，平面実測図のlラインはカマ

ド確認面で焼土や粘土の広がっている範囲を示しているCカマドの覆土を除去していく際に明

らかに袖部の原形を残していると認められる場合は一点破線（2ライン）で表示し，灰の範囲は二

点破線（3ライン）で示し，純然たる焼土の範囲が確認された場合は（4ライン）で表示した。

部分名称は，掘り方の状態に主体をおき「焚口部」「燃焼部」「煙道部」と区別したが，これら

の名称は便宜的なものであって各部を明確に区部し得るものではない。

カマドは，北壁やや東よりに主軸方向N－13．50hWで長径98cm。短径94cm。面積0．92m2

ほどであり遺存度は良好で，壁を35cm幅で20cmほど掘り込み，煙道部とし火床は床面より

6cm低くなるだけである。

抽部は砂質粘土で造られ，53cm間隔をあけて，北壁より住居側へ約90～120cmほど突出

し，天井部も同層から成り燃焼部に薄い灰層が認められ，多量の焼土eカーボンを含む。

カマド内の遺物は少量出土し，天井部の補強に用いられたものと考えられる。

住居址内から焼土が多量検出されている。

出土遺物（第20図）土師器の賓◎杯があり，2e4を除いて住居址の南壁寄りに集中して

検出された。

1の賓は大型で日録が短く，外へひらかない。また，底部もやや下ぶくれで，胴部から下半が

どっしりとした印象をうける。2はカマドの焚口にかぶさっていたもので，同一個体と思われ

る土器片がカマドの中に散乱していた。

甑は，最大径が口綾部にあり，底辺部へかけてV字状にすぼまる形で，本住居址で多く見ら

～26－
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れる形である（3e4）。4はカマドの西袖脇から出土した。

杯は5のようには外稜が明瞭でなく，内面をへラミガキしているものと，ヨコナデしただけ

のものがみられた。

ピ ット
番　 号 長 径cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

ピ ット
番　 号

長径c m 短 径c m 深 さc m 備　　 考

P l 6 4 5 8 9 6 主柱穴 P 2 3 8 3 1 4 5 主柱穴
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Sl008（第22図）　本住居址は東部地区西端C8f2・f3・g2・g3・に確認され，SI

O02を大部切り込んで位置し，西側は長方形状のSKO36によって切られている。

主軸方向はN－6．50…Wで，長径4．7m e短径4．53m。面積2上29m2ほどで東南壁がやや南

に張りだした方形状の平面形を呈している。

壁高は東壁が36cm e北壁が24cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがり南壁は34cm　ほどであ

る。西壁はSK O36により切られ確認できない。

床はほぼ平坦で堅いロームであり，南側中央部にSK O69　e SK O70が切り込んでいる。

壁側溝は36cm内外の幅でカマドと土壌によって切られる部分を除き全周すると想定される。

ピットは4個確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。

覆土は，褐色土層からなり，床中央から西北部はかなり撹乱をうけ削平されている。

カマドは（第21図）ほぼ北壁の中央部に位置し，主軸方向はN－0．㌘－Eで，長径135cm・短

径98cmほどで，北壁を約60cmの幅で50cmほど掘り込み，ゆるい傾斜の煙道部となる。火床は

不定形で床を10cmほど掘り窪めて造られており，袖部の両側は撹乱によりかなり破壊されて

いるが白色粘土からなり，東袖はやや砂質の粘土で構築されている（62cmほどの間隔を有してい

る燃焼部に支脚とわずかな土器片が検出された。

遺物はPl付近に土製支脚が検出され，カマド付近に婆と杯等検出された。

出立遺物（第23図）　土師器の大型賓の甑。杯などがある。

ユの賓はカマド付近から出土しており，目線部は平坦で頸部からゆるやかにひらく。甑は小

片のため掲載を省いた。

2の杯もカマドの東袖付近から出土しており，内面

をていねいに調整している。

その他の遺物では，土製支脚が2点あった。

SiOO8土層解説

日豊漂昔；雷雲豊　富　禦禁、ブ。ツク蠣土。少）
3．Hue7．5YR　　6／3にぷい橙色　白色粘土（多）・焼土（徴）
4．Hue7．5YR　　4／3

褐　　　　　色　焼土の小ブロック仲）・炭化物（少）。粘土（中）
5．Hue2．5YR　　　3／2

暗　赤　褐　色　黒色の粒（多）e粘土（少）・廃土の粒（多）
6．Hue2．5YR　　4／4

にぷい赤褐　色　焼土の小ブロック（微）・焼土粒子（徴）・粘土（徴）
7．a Hue2．5YR3／4

暗　赤　褐　色　焼土の小ブロック（微）・焼土の粒（多）
b Hue2．5YR3／4
暗　赤　褐　色　廃土の小ブロック（中）・廃土の粒（多）

11．Hue2．5YR　　3／4

暗　赤　褐　色　炭化物（微）・砂質（微）・焼けたローム小ブロック（多）

12・Hue7・5YR　　4／5

にぷい褐色　砂質粘土（多）・ロームの粒傲）

第別図　SI OO8　カマド実測図
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第錮図　SI OO86022　実測図
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第23図　SI OO8　出土遺物

ピ ット
番　 号

長径cm 短径cm 深 さcm 備　　 考
ピ ット
番　 号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　　 考

P l 3 8 3 2 3 6 主柱穴 P 3 3 7 3 6 3 8 主 柱穴

P 2 4 0 4 0 3 4 主柱穴 P 4 3 2 2 8 3 9 主柱 穴

Si O22（第22図）　本住居址はSIO08と重複し同地区より確認され，東南コーナーはSK

O19によって切られ，北側をSKO36。SKO71の長方形状の土壌によって切られ，櫓台部分と

想定される土塁状遺構に接して位置している。

主軸方向はN－20．50－Wで正確な規模は把捉できないが東西が5．52mの方形状の遺構と想

定される。

壁高は26～78cmほどであるが南側以外は不明確である。壁側溝は西南壁ぎわより南壁にか

けて確認された。

ピットはわずかに長軸40cm e深さ63cmほどのPlが確認され，SKO70　e SK O69内にも

ピット状のものが検出されたが本遺構に伴うかは不明である。

覆土は南側で暗褐色土が30～40cmほど堆積し，北側は確認できないほど削平されている。

遺物は（第24図）SIO36の壁ぎわに杯が検出されたが本住居に伴うものかどうか不明である。

炉は検出されず，カマドもSI O08とSKO36により検出されない。

‾l‾二「＿‾l
10cM

第鍼図　SIO22　出土遺物
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SWO9（第26図）　本住居址は東部地区西端のC8h2eh3eh4ei2ei3ei4　に確

認され，南にSBO12が接し，北壁をSKO17が切り込んでいる。

カマドは北壁の中央部に設けられ，住居址の主軸方向はN－19．50－Wで，長径4．88m e短

径4．65m。面積22．69m2で方形状の平面形を呈している。

壁高は20～28cmほどで，カマドから西壁に幅20cm，深さ11cm内外の壁側溝があり，南壁

測溝は撹乱をうけ不明確である。床はほぼ平坦で堅いロームであり，東南コーナーのSK158

（SB O12－－P6）が切り込んでいる。

ピットは6個確認され，Pl～P。は主柱穴と考えられるがP2は段差を持ち，P4はやや大き

い。P5～P6は壁側穴的なものと考えられる。

覆土は，ほとんどがローム粒子・小ブロックを含む暗褐色e褐色士層からなる。

カマド（第25図）は北壁の中央部にN－5・50－Wで，長径135cme短径90cmほどで，北壁を

50cmほどの幅で25cmほど掘り込み煙道部としている。火床は長径70cm・短径60cmほどの

楕円形状に約14cmほど床を掘り窪めてある。袖部は黒色土混じりの砂質粘土層で，北壁より

やや東南向きに構築され，燃焼部15cmほどでわずかの土器片が検出され，天井部はわずかに

5cmほど残存し，ほとんど削平されていると考えられる。さらに焚口の南方床に焼土が検出

されている。

遺物は南壁側溝よりに賓片も覆土中より須恵器の杯が出土している。

出土遺物（第27図）　土師器の賓・杯，須恵器の杯がある。

1は口径23・4cmを測る大型賓で，目線が短く屈曲して内側が凹面になり，外側で段をつくる。

杯は外稜e内傾立ち上がり目線の小片がある。

2の須恵器の杯は，ミズビキ成形のあと回転

へラケズリ調整を行なっている。

S1009　カマド土層解説
Al．Hue2．5YR4／3　にぷい赤褐色　砂質粘土抄）黒色土（少）木炭灰（微）

やけたロームの粒（微）
2．Hue2．5YR3／3　暗　赤　褐色　砂質粘土仲）焼けたロームの粒（中）
3．Hue2．5YR4／6　赤　褐　色　ロームの焼けた粒（少）

ロームの焼けたブロック（少）
4．Hue2．5YR4／3　にぷい赤褐色　砂質粘土（多）やけたロームの粒（微）
5．Hue7．5YR7／3　にぷい橙色　砂質粘土（多）
6．Hue7．5YR6／3　にぷい褐色　砂質粘土（多）ローム土（少）

Bl．Hue7．5YR4／4　褐　　　　色　砂（微）・焼土の粒（微）e黒色土（徴）
2．Hue2．5YR

3．Hue2．5YR
4．Hue2．5YR
5．Hue2．5YR
6．Hue7．5YR
7．Hue2．5YR
8．Hue7．5YR

2／2　極
3／3　暇
4／6　赤
3／4　暗
3／3　暗
3／2　暗
3／3　暗

暗赤褐色
赤　褐色
褐　色

赤　褐色
褐　色

赤　褐色
褐　色

木炭片（微）・ロームほぼ焼けた粒（徴）・灰（微）
白い色の砂（小）・焼けたローム粒（微）
白い色の砂（微）
焼けた土のかたまり（微）
炭化物（徴）・焼土粒（微）
砂質（少）・廃土粒（少）・炭化物（徴）
砂質仲）・焼土粒（微）・炭化物（微）

第25図　SIOO9　カマド実測図
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S1009　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒子仲）
2．　Hue7．5YR4／4　褐　色　軟質褐色ブロック（少）・ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）
3．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子（少）

b Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ロームブロック（少；・軟質褐色ブロック（少）
4．　　Hue7．5YR3／3　褐　色　　ロームブロック（少）

第26図　SI OO9　実測図

ピット
番　 号

長径cm 短径cm 深さcm 備　　 考
ピット
番　 号

長径cm 短径cm 深 さcm 備　　 考

Pl 2 6 2 6 2 9 主柱穴 P 4 4 3

l

4 1 1 7 主柱穴

i

P2 6 5 3 4 1 8 主柱穴 P5 1 8 1 7 1 8

P 3 3 4 2 6

i

5 3 主柱穴 P6 3 0 2 3 6
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SE針Ⅲ（第29図）　本住居址は東部地区の東北斜面C9g3eg4eh3eh4に確認され，

SI O12を切って位置し東側は調査区域外で急崖となっている。

主軸方向はN－7．50－Wであるが東壁の追求が不可能であり，現況での長径は4．63cm e短

径4・62m e面積2上39m2である。傾斜地であり表土からの深さは西壁ぎわで1．8mを測る。南

壁は約80cmほどである。西壁は床面よりほぼ垂直に立ちあがり中段で約300の角度で傾斜し

ている。

床はロームをかなり掘り込み，堅くほぼ平坦であるがやや南に傾斜を示している。壁側溝の

西壁は幅40cm内外で18cmほどの深さを有し，西南コーナー付近で狭くなり南壁で20cmほ

どになり立ちあがる。

ピットは3個ほど確認されているが，西側に並んで検出されたPl～P3は主柱穴と考えられ，

P2は補助的な柱穴と考えられる，東側については未調査で確認できない。

カマドは北壁の東よりに位置し，SIO12の床を約90cmほど掘り込んで構築され，主軸方

向はNM7の50－Eで，長径100cmで，短径は東壁によって確認できないが現況で70cmである。

焚口部を西南方向に向け，袖部は残存せずわずかに天井部と考えられる砂質粘土層が潰れた状

況で検出される燃焼部に多数の土器が検出されタ天井部付近からも多数出土しておりあたかも

廃棄されたような状況である。遺物は燃焼部東よりから支脚弓ヒよりに賓片が検出された。

覆土は，第162層が褐色土の表土であり，第3層がやや堅いにぷい褐色土，第8層が黒色

土が入り込み，第6層は明褐色のローム層が流れ込んでいる。

床面付近からの遺物はほとんど検出されなかった。

出土遺物（第30図）土師器の窪がカマド中から出土している。

1は大型蜜の目線部，2は底部で

ある。2は外面をタテにへラケズり

調整しており，この種の長胴と考え

られる大型賓の出土例は，本遺跡で

は少ない。3はやや小型で，頸部外

側にヨコナデによる凹面がめぐる。

4の賓も小型で，目線部内側が凹面

をなす。4は第1次調査で検出した

ものである。

その他の遺物では，土製の支脚が

出土している。（5）
第28図　SI Oll　カマド実測図
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Sl OII　土層解説

1．Hue7．5YR4／
2．Hue7．5YR4／
3．Hue7．5YR5／
4．Hue7．5YR4／
5．Hue7．5YR5／
6．Hue7．5YR5／8
7．Hue7．5YR3／4
8．Hue7．5YR2／2
9．Hue7．5YR2／3

褐

褐
に

褐

明

明

暗
＿里

ノ：：；

ぷい褐

褐
褐

褐
褐

暗褐

色　表土
色　表土
色　ロー
色　ロー
色　ロー
色　ロー
色　ロー
色　ロー

色　ロー

S1

1．

2．

OIIカマド土層解説　　　　　　砂質粘土仲）eローム粒子仲）含
Hue7．5YR4／4　褐　　色　焼土粒子（少）含

a Hue7．5YR3／4　暗褐色
b Hue7．5YR3／4　暗褐色

3．a Hue2．5YR4／6　赤褐色
ローム粒子含　　　　b Hue　5YR3／4　暗赤褐色
ローム粒子含
ローム小ブロック含　　C Hue　5YR3／4　暗赤褐色
ロームブロック含

≡三菱曇　告言霊鵠鵠褐富
第29図　SI Oll e O12　実測図

－34－

焼土ブロック（極少）含
廃土粒子（少）含
焼土層
廃土ブロック（少）含

焼小ブロック（少）・焼土粒子（率含
廃土ブロック（少）・粒子（中）含

ロームブロック（少）含
焼小ブロック（少）含
ローム粒子仲）含
ローム粒子（少）・焼土粒子（少）含
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第3の図　SI OH　出土遺物

Sl馴帽（第29図）　本住居址はC9g3eg4に確認され，SIOHにそのほとんどを切ら

れ，さらに調査区域外に伸びるので平面形および規模等の把握は困難である。

床はほぼ平坦でSIOllと10cmの比高をもち，壁はゆるやかに傾斜を示している。

遺物はほとんど検出されなかった。

別の柑　本遺構はC9d2e e2に確認され，東部地区の東北端部に位置している。当

初はSKOO2eO03として不定形の土壌状の遺構としてとらえ，調査後住居址状遺構としたが，

住居としては不規則であり，遺物もはとんで検出されず，床もかなりの凹凸がみられる。壁高

は南側で70cmほどであるが西側は20cmほどの段差を有している。

覆土は表土下第2層より撹乱を受けている。なお，中世城館跡の主郭部の東北（良）の方向に

位置し鬼門でもあり，城館跡に伴う何らかの遺構としての可能性も考えられる。

SM摘（第31図）　本住居址はC8f6eg5・g6eg7・h5eh6e h7ei5ei6　に

確認され，SI O15が北側に重複し，中央から南にかけてSBOO7eSBO06が重複し，さらに

SKO15eSKO64～067までの土壌が切っており，かなり重複関係がみられる。

主軸方向はN～480－Wで，長径7．96m e短径6．96m e面積55．40IT自まどの長方形状の平

面形を呈している。

壁高は約10cm内外で浅く，壁側溝が東南コーナー付近を除きほぼ全周する形で幅23cm内

外で深さは8cmほど確認されるのみである。

覆土は暗褐色土の第1層のみでありかなりの撹乱を受けている。

床は，北壁をSKO64～067までの土壌により切られ，SKO66からわずかな焼土を検出し，
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毒し、

おそらくカマドを破壊していると想定される。さらにSK O15が北壁ぎわより東南の中央部に

かけて4．55mほど床を切り込んでいる。床面はほぼ平坦をなしやや南に傾斜を示している。

ピットは6個確認され，Pl～P3までは主柱穴と考えられる。P4はSB OO6－P5と考えられ，

さらに中央よりのSKO15に接する土壌の輪郭はSBOO6－P5である。実測図のSBについては

輪郭のみにとどめることにしたが断面図がかかる場合には下場をも記入することにした。P6は

SB OO7－P5と考えられる。さらに東南にSB OO6－P7が位置し，西南コーナーにSB OO6M

P4eP3が位置している。P5はSI O15に伴う柱穴と想定される。

遺物は，覆土が極浅いためほとんど検出することができない。

Si O瑠5（第31図）　本住居址はC8f5e f6。g5eg6に確認され，SI O14に切られ，

東部地区の北側に位置している。

主軸方向はN－240－Wで，長径5．29m e短径4．89m q面積25．86m2ほどで西北コーナーが

やや隅丸状を示す方形の平面形を呈している。

壁高は12cmほどであるが南壁はSI O14に切られている。壁側溝が西南コーナー付近を除

き，幅20～30cm内外，深さ10cmほどで一周している。

炉址は，中央部よりやや北側に長径82cm。短径78cmほどの楕円形状を呈し，床を深さ5cm

ほど皿状に掘り窪め，炉床は堅く，内部にはわずかではあるが焼土が充満していた。

床はほぼ平坦をなすロームであり，西南部をSKO64～067によって大部分を破壊されてい

る。なお北壁ぎわおよびその両側と東南側に焼土が検出され，火災にあったと考えられる。

ピットは，PlとP5が考えられるが，P5は主柱穴と考えられる。

出立遺物（第32図）土器は，弥生式土器の壷の小片が少量出土している。

器形は，頸部がゆるやかに内側に弧をえがく類で，文様からいくつかに分類できる。

lは，やや器壁が厚く，外側に粘土紐を貼りつけて，へラ状工員により刻み目を入れており，

端部には縄文の押捺がみられる。2は複合目線をなし，複合部と端部に縄文を施す。3は目線

部の下にへラ状工員による刺実があり，端物には縄文の押捺がみられる。

3　e5。6。9　e10　017は同一個体と考えられる。頸部は無文帯を配し，胴部には斜行縄

文を施し，底部外面には木の葉の圧痕を残している。

頸部は，4本を単位とした櫛状工員で区画しているほか，波状の櫛描文をもつもの（7）S字

状結節文をもつもの（8）などがある。胴部片には，原体の異なった付加条縄文がみられた。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考
ピッ ト
番　 号

長径 c m 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

P l 6 7 6 7 2 9 主柱穴

〝

〝

P 4 8 4 6 7 3 0 主柱穴

P 2 1 10 8 9 2 8 P 5 5 5 4 1 4 3 S I O 15 主柱穴

P 3 15 8 1 1 1 3 4 P 6 18 8 8 5 4 3 SH OO7 － P 5
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S10i5　土層解説
1．a Hue7．5YR3／3　暗褐色

b Hue7．5YR
2．　　Hue7．5YR
3．　　Hue7．5YR
4．a Hue7．5YR

b Hue7．5YR
C Hue7．5YR

3／3　暗褐色
3／2　黒褐色
4／4　褐　色
3／3　暗褐色
3／3　暗褐色
3／3　暗褐色

－1－1一一一、一一　一一＿　＿芋－＿＿＿＿＿＿＿＿＿、－

ごくわずかの焼土・ロームブロック・ロームの粒（多）
ロームブロックeロームの粒（少）
ロームブロック。ロームの粒（わずか）焼土（ごくわずか）

ロームの粒（少）・炭化物焼土（ごくわずか）
ロームブロック・ローム粒（多）
a・bの中間くらいにロームブロック。ローム粒

焼土土層解説F－F′
1．Hue7．5YR3／2　黒褐色　　ローム粒子（少）・焼土のかたまり（少）
2．Hue7．5YR4／4　褐　色　　焼土のかたまり（多）
3．Hue7．5YR4／4　褐　色　　焼土（少）

第31図　SI O14．015　実測図
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第32図　SI O15　出土遺物

S1016（第34図）本住居址は東部地区の東端斜面C9i4・j4・j5に確認され，SI

Oll・SI O18の東南に位置し，東壁は調査区域外にある。

主軸方向はN－110－Wで，長径3・59mほどで短径は東壁の追求が困難なため現況では1．86

m，面積6．67m2ほどである。

カマドは北壁に位置し区域外に接している。南北に長い長方形状の平面形と考えられる。

壁高は，西壁88cmほどではぼ垂直ぎみに立ちあがり傾斜面に接している。

床は，はぼ平坦なロームであり，Pl・P2が確認されカマドとはぼ同一直線上に位置し主柱

穴と考えられる。

カマド（第33図）は，北壁に位置し，主軸方向はN－160LWで，長径84cm・短径76cmほど

を測り，北壁を幅50cm，約450の角度で31cmはど掘り込み煙道部としている。柚部は良

く逼存し，黒色土まじりの砂質粘土で築かれ，36cmはどの間隔を有し，焚口部は東南に開い

ている0天井部も砂質粘土からなり，わずかな土器が検出され天井部の補強に使われていたと

考えられる。

出土遺物（第35図）　土師器の蓬，須恵器の杯・皿が出土している。

1は大型賓の胴部で．胴部外面にあらいへラミガキを有し，下部にはススの付着が認められ

る。2は須恵器の比較的広い大皿で，この種類の皿はSIO39からも出土している。3ほ須恵

器の杯でミズビキ成形によっている。1・3はカマド付近から，2は覆土中から出土した。
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SI OI6　カマド土層解説
1．aHue7．5YR3／4　暗褐色　砂質粘土（中）

bHue7．5YR3／4　暗褐色　砂質粘土層
CHue7．5YR3／4　暗褐色　砂質粘土層，

焼土粒子（少）木炭粒子（少）
2．aHue7．5YR3／4　暗褐色　焼土ブロック（少）

焼土粒子（中）
3．　Hue7，5YR2／2　黒褐色　木炭粒子（多）

木炭，焼土粒子（中）
4・　Hue7，5YR4／6　褐色

焼土粒子（朝

S1016　土層解説
1．a Hue7．5YR4／6　褐色

ローム粒子（極少）ローム小ブロック（少）
b Hue7．5YR4／6　褐色
ローム粒子（中）ローム小ブロック仲）
ロームブロック順少）

2．　　Hue7．5YR4／6　褐色
ローム粒子（中）ローム小ブロック（中）
軟質ロームブロック（少）

3．　　Hue7．5YR4／6　褐色

ロームブロック（中）ローム小ブロック（少）

第33図　SIO16　カマド実測図

S1017（第36区D　本住居址はC8i8・i9・j8・

j9に確認され，かなり削平をうけ西側にはSB O07が接

しSI O03が東側に位置している。

主軸方向はN－290－Wで，長径5．84m・短径5．82m・

面積30．83m2ほどで北コーナー部がやや張りだす方形状

の平面形を呈している。

壁はほとんど残存せず，深さ6cmほどの壁側溝が南側

と西側の一部に幅10～20cmほどの幅で確認され，北側は

20～42cmの幅を有してやや北側に張りだす。東側はほ

とんど確認できない状況である。北側中央よりカマドの一

（：・．l：l：：Il～｝，：lI
l

l　、

1

用
－　・

皿

A－22．80

ト一　号m j

第34図　SIOユ6　実測図
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部と考えられる焼土が若

干検出されたがほとんど

残存していない。

床はほぼ平坦なローム

であるがやや北側にゆる

い傾斜を示している。SK

165（SKOO7－Pl）が中央

部やや西よりに，SK191

が南よりに位置し床を振

り込んでいる。

ピットは10個確認さ

れ，Pl～P4は主柱穴と

考えられ，P9は三角形状

を呈LP2の南方にあり，

P6eP8は長隋円形でP3を

はさんでいる。P7ほ西南

コーナー部にやや出た形

で検出されている。本遺

構も伴うものかどうかは

疑問である。

覆土はほとんどなかっ

たが第1層の暗褐色土層

A＿

』豊讐＝』

第37図　SI O18　実測図

からわずかな焼土・炭化物を含むことから火災にあったと考えられる。

遺物はほとんど検出されなかった。

別の瑠＄（第37図）　本住居址はC9h3・i3に確認され，SIO16の西側斜面上にあって

東諒の大部分を欠損している。わずかに西壁とそのコーナー部までの壁側溝が確認できるのみ

である。

壁はゆるやかに傾斜し，壁側溝は幅20～30cm・深さ10cmほどである。床はほぼ平坦をな

し，北側にPlが確認され，長径27cm・短径26cm・深さ65cmほどの主柱穴と考えられる。

遺物は検出していない。
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ピッ ト
番　 号

長 径c m 短径c m 深 さc m 備　　 考
ピッ ト
番 ．号

長径 c m 短径 c m 深 さcm 備　　 考

P l 6 1 6 0 5 2 主柱穴 P 6 7 0 3 3 3 0

P 2 6 2 4 5 5 3 主柱穴 P 7 4 9 3 3 4 7

P 3 6 0 5 3 4 9 主柱穴 P 8 7 8 2 4 3 1

P 4 6 6 5 3 3 6 主柱穴 P 9 4 9 3 5 4 7

P 5 6 2 5 4 6 6 P lO 7 0 4 6 4 4
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Sg O瑠9（第38図）　本住居址はC8j5っ6・D8a5・a6e b5。b6に確認され，北壁

がSI O35に接し，SB O14e SB O15が重複し，SB Ollが西南コーナーに接し，ほぼ同形態

をなすSI O21の南側に位置している。

カマドが北壁のほぼ中央部に位置し主軸方向はN－9．20－Eで，長径6．81m e短径6．74m・

面積45．89m2ほどで西北コーナーがやや隅丸な方形状の平面形を呈している。

壁高は，北壁ぎわがやや深いだけで他は浅く5～14cmほどである。壁側溝はカマドをのぞ

きほぼ全周しているが，東壁南でやや不明確となる。

床はロームでほぼ平坦をなしているが重複する遺構により多数の穴があけられた状況である。

ピットは4個確認され主柱穴と考えられる。SK125は不明な土壌であるが，他の何らかの

遺構である。SK214eSK215　e SK185e SK188e SK190　eSK161e SKO80はSBO15の

柱穴跡であり，南側のSK124eSK153eSK1540はSBO14の柱穴跡である。さらに西壁

南側を切るSK168はSBOllの柱穴跡である。

カマ机ま北壁のやや西よりに位置し，北壁を80cmの幅で22cmほどの掘り込み，SIO35の

床をけずって築かれていた。住居全体が削平を受けているためカマドも遺存が悪く，黒色土混

じりの砂質粘土によって構築されていると考えられる。袖部は残存していないが，燃焼部には

多量の純焼土が検出された。なおカマド東側にはピット状の掘り込みが検出された。

覆土は5～12cmほどでロームブロックを含む黒褐色土e暗褐色土からなり西側が極薄い。

出土遺物は少量で土師器の大型賓の胴部や素縁でやや外傾して立ちあがる口縁をもつ杯の小

片がみられた。

ピ ッ ト
番　 号

長 径 c m 短 径 c m 深 さ cm 備　　 考
ピ ッ ト
番　 号

長 径 cm 短 径 cm 深 さ c m 備　　 考

P l 8 2 6 7 4 7 主 柱 穴 P 3 9 5 8 2 3 7 主 柱 穴

P 2 7 6 6 5 7 9 主 柱 穴 P 4 8 2 7 6 4 1 主 柱 穴
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S1019　土層解説

1・Hue7・5YR2／2　黒褐色　　はっきりしたロームブロック含

㍊告需十月豊．1∴’’∴∴．立－′十
4・Hue7・5YR4／4　褐　色　ロームの粒・粒子を含み少量の粘土も混入

S1019　カマド土層断面
2・Hue2・5YR3／2　暗赤褐色　焼土（微）・砂（少）
3・Hue2・5YR4／6　赤褐色　　砂質粘土（微）
4・Hue2・5YR4／6　赤褐色　　砂質粘土（微）
5・Hue2・5YR3／3　暗褐色　砂質粘土（微）・異色土（少）

第38図　SI O19　実測図
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海

S1020（第41図）　本住居址はD8a3・bl・t〕2・b3・C2・C3に確認され，カマドを

SB O13により切られ，東壁の∴部もSB OlOによって破壊されて西方は西柵列に接して位置

している。

主軸方向はN－26．50－Wで，長径6．31m e短径6．22m e面積39．24m2ほどの方形状の平面

形を呈している。北壁の中央やや西よりにカマドが位置し，カマドを除き壁側溝が30～40cm

幅で深さ10cm内外で全周し，東南コーナーがやや張り出す。壁は17～21cmほどを測りほぼ

垂直に立ち上がる。床面は堅いロームでほぼ平坦をなしている。

ピットは4個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。P3はSK139によって切られてい

る。

SI OI9　カマド土層解説
1．　Hue2．5YR2／2　極暗赤褐色

ローム小ブロック（徴）熟土（徴）
2．　Hue2．5YR3／2　暗赤褐色　焼土（微）砂（少）
3．　Hue2．5YR4／6　赤　褐　色　砂質粘土（微）
4．　Hue2．5YR4／6　赤　褐　色

砂質の廃土のかたまり
a Hue2．5YR3／3　暗　褐　色　砂質粘土（徴）

黒色土（少）
3／3　暗　褐　色　砂質粘土（徴）

黒色土（少）
a Hue2．5YR2／4　極赤暗褐色

5．　　Hue2．5YR　　ロームブロック（少）

焼土ブロック含む
6．Hue　　　　　　　　ローム，ハードロック黒色土含む

笠二遍麺誌ゝ＼、

S120　カマド土層解説
1．Hue7．5YR3／3　暗褐色

炭化物（多）焼けたロームの粒（微）
2．Hue7．5YR2／3　極暗赤褐色

a　砂質　廃土ブロック，やわいロームブロック（少）
b　砂質　ロームブロック（少）焼土中ブロック

砂質粘土（徴）ロームの焼けた粒（中）炭水化物（少）黒色土（少）
3．Hue2．5YR4／6　赤褐色

焼けたロームの粒子（多）焼けたローム小ブロック（中）
4．Hue2．5YR2／2　極暗赤褐色

炭化物（少）ロームの焼けた粒（少）

第39図　SIOユ9　カマド実測図　　　　　第姻図　SIO20　カマド実測図

東壁よりのSK126は床を10cmほど掘り窪め，本住居には伴わない新しい撹乱と想定される。

覆土は16～25cmほどで，ロームブロック。粒子を含む黒色土e暗褐色土より成る。

遺物は，床面にはほとんど検出されず溝側に若干出土し，カマドの西柚脇に聾。杯e支脚等

が出土している。
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S1020　土層解説

a Hue7．5YR3／4　暗褐色
b Hue7．5YR3／4　暗褐色
a Hue7．5YR4／3　褐　色
b Hue7．5YR4／3　褐　色

Hue7．5YR4／4　褐　色
Hue7．5YR4／4　褐　色
Hue7．5YR3／3　暗褐色

』＝豊二∃

ローム粒子（中）・軟質ロームブロック（少）
ローム粒子（少）e軟質ロームブロック仲）
ローム小ブロック（中）
ローム小ブロック（中）・ローム粒子
ローム粒子（中）・軟質ロームブロック（少）
ローム粒子仲）・ローム小ブロック（多）
ローム粒子（少）

第4日図　Sl O20　実測図
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カマド（第40図）は北壁のほぼ中央に位置し，主軸方向はN－210－Wで，長径1．76m e短径

はSK137によって切られているため現況で0．7mを測る。袖部は黒色土混じの砂質粘土で築

かれ，53cmほどの間隔をあけ，西袖脇から支脚が検出され，天井部は欠損している。火床は

楕円形状で6cmほど掘り窪めている。

出土遺物（第42図）土師器の賓e杯e鉢がある。

1の婆は小型で，目線から胴部にかけて屈曲がほとんどない。

2e3は外稜をもつ杯である。2はやや外傾して立ち上がる目線で，内面をヨコナデしたあ

とへラミガキを施している。3は目線を欠損しているため不明であるが，底部内面に放射状の

へラミガキ（暗文）を施している。4。5の杯は底部がやや安定しており，器壁が肉厚である。

6の鉢は，底部から目線部へかけて大きく外側へひらく形で，4◎5の杯と手法が似ている。

その他の遺物としては，土製支脚がカマドの西袖脇から出土している。

l e3はカマド付近，2はカマド，4e6は支脚の西隣り，5は西壁側溝からそれぞれ出土

した。

ピ ッ ト
番　 号

長 径 c m 短 径 c m 深 さ c m 備　　 考 ピ ッ ト
番　 号

長 径 c m 短 径 c m 深 さ c m 備　　 考

P l 7 8 4 7 5 4 主 柱 穴 P 3 6 2 4 0 7 1 主 柱 穴

P 2 5 8 5 2 4 7 主 柱 穴 P 4 4 9 3 5 4 1 主 柱 穴

第42図　SI O20　出土遺物
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S302B（第44図）　本住居跡はD8C4◎C5e c6ed4。d5◎d6ee5に確認され，北

壁カマドの東側をSK186（SBO14－P。）が切り，さらに東にSKO42が北壁を切り，東南コー

ナーをSI O27切って位置している。

カマドは北壁のほぼ中央に位置し，住居の主軸方向はN－12．8LEで長径6．6lm e短径

6．39m e面積42．23m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は7～Hcmほどでほぼ垂直に立ちあがり，壁側溝がカマドを除き全周し，南側はやや

幅をもちゆるやかであり，それほど深いものではない。

床はほぼ平坦をなす堅いロームである。

覆土は5～10cm内外の暗褐色e褐色土層からなる。

ピットは6個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，P5は東北コーナーに位置する貯蔵穴

と考えられる。P6は南壁ぎわに位置し，何らかの施設と考えられるが不明である。

遺物は，PlとP2の中間床面に完形の杯が4個一括して出土し，東北コーナーの貯蔵穴内よ

り杯が壁ぎわに検出されている。

カマド（第43図）は北壁の中央に位置し，主軸方向NhlOO－Eを向き，長径95cme短径88

cmほどで東側はSK186によって壊されている。削平を受けていると考えられ，煙道部。天

井部は検出されずわずかに東袖部が崩壊した状態で確認された。焚口部の床面に小ピットが検

出されている。

出土遺物（第45図）土器は，土師器の聾・

甑も杯がある。

lの賓は，やや小型で小片のため全体の形

はわかりにくい。

本住居址からは杯が多量に出土しており，

主なものは2～11に示した。大きく分けて外

稜を持つ形と素縁の形に分けられる。外稜を

もつ杯（2～7，9，10）は目線の立ち上がり

状況や，外稜。法量なども一定せず，中には

10のように，底部内面に放射状へラ　ミガキ

（暗文）がわずかながら伺えるものである。素

縁日縁の杯は，外へひらくもの（8），内傾す

るもの（H）とがあり，後者の底部外面は，へ

ラケズリ調整のあとミガキを行なっているよう

である。なお4と8の底部外面には，木の葉
第姻図　SIO21　カマド実測図
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S102！土層解説
1。Hue7．5YR4／4　褐　　色　ローム粒子仲）e軟質ロームブロック（少）含む
2．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（少）・ロームブロック雁少）含む
3．Hue7．5YR4／3　褐　　色　ロームブロック仲）含む
4．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子（少）含む

S1021カマド土層解説
1．Hue7．5YR2／2　黒褐色　焼土粒子含む
2．HuelO R4／8　赤　　色　廃土ブロック含む
3．Hue7．5YR3／4　暗褐色　焼土粒子若干含む
4．Hue　5YR3／6　暗　赤色　廃土粒子・ローム粒子若干含む
5．Hue7．5YR5／8　明　褐色　ハードローム含む

Si O2I　貯蔵穴・土層解説
1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　廃土小ブロックローム粒子含む
2．Hue7．5YR3！3　暗褐色　ローム小ブロック含む
3．Hue7．5YR2／3　極暗褐色　ロームブロック若干含む
4．HuelOYR4／6　褐　　色

第44図　SI O21実測図
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の圧痕が残っている。2，6，7，9は，住居址のPlとP2の中間から出土したもので，とくに

2と9は重ねられていた。3と11は住居址東南部，4は西南部，8は貯蔵穴（島）からそれぞれ

出土した。

〔≡王プ2　∈：≡王妄多6

∈≡訝。∈］＝ク7　∈王詔

第45図　SI O21　出土遺物
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ピット
番　号

長径cm 短径cm 深さcm 備　　 考 ピット
番　号

長径cm 短径cm 深さcm
［

備　　 考

Pl 83 81

60

主柱穴 P4 83 70 50 主柱穴

P2 87 75 主柱穴 P5 91 71 25 貯蔵穴

P3 69 68 58 主柱穴 P6 70 50 17

Sl023（第46図）　本住居址はD8b9・bO・C9・CO・dO・D9bl・Cl・C2に確

認された。SIO26と重複し，SBO09が西壁に接し，SBO05が東壁に接して位置している。

主軸方向はN－140－Wで長径7・36m・短径7．21m・面積53．06m2ほどの長方形状の平面形

を呈している。

壁は削平を受けわずかに側溝が確認できるのみである。壁側穴はほぼ等間隔でそれほど深く

ない。床面は，ほぼ平坦で堅いロームである。北壁に若干ではあるがカマドと考えられる焼土

が検出されたが削平をうけ確認は困難である。

ピットは5個確認され，P．～P4は主柱穴と考えられ，P5は貯蔵穴と考えられる。
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遺物は，ほとんど検出できなかった。

ピッ ト
番　 号

長径cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
！ピ ット

番　 号
長径cm 短径 cm 深 さc m i 備　 考

P l 7 8 3 8 7 0 主 柱穴 P 4 3 8 3 3 7 5 主柱穴

P 2 4 8 4 6 6 7 主柱穴 P 5 1 2 4 6 7 5 3 貯蔵穴

P 3 5 4
l

4 3 7 8 主柱穴

S80錮（第47図）　本住居址はD8eO efO eD9ele fl・glに確認され，北側にSI

O26が接し，南側にSI O25が位置している。

主軸方向は，N－19・50…Eで，長径4．86m e短径4．75me面積23．08m2ほどの方形状の

平面形を呈している。

壁は，南側がやや浅く15cm～25cmほどでほぼ垂直に立ちあがる。壁側溝はカマドと東

北コーナーを除いて一周している。

床面は，ほぼ平坦でやや南側に傾斜を示す堅いロームである。

ピットは4個確認され，Pl～島は主柱穴と考えられる。西壁上にかかるピットはSIO26

の主柱穴と考えられる。

カマドは北壁のほぼ中央部に位置し，主軸方向はN－300－Eで，長径1．25m e短径1．08

mほどであるが，崩壊が激しく，部分的に砂質粘土の柚部が検出できるのみである。天井部に

若干の土器が検出された。煙道部もあまり明確ではないが幅60cmで15cmほど北壁を掘り込

んでいる0火床は長径75cm。短径62cmの楕円形状を呈し，床を5cmほど掘り窪めている。

覆土は，ほとんどがローム粒子を含む暗褐色土と黒褐色土からなり，わずかの炭化物を含む。

遺物はほとんど検出されなかった。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピ ット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さc m 備　　 考

P l 6 6 6 0 4 4 主柱穴 P 3 5 2 4 4 5 5 主柱穴

P 2 7 7 7 2 3 9 主柱穴 P 4 6 1 5 4 3 0 主柱穴

Sg O26（第47図）本住居址はD8d9edO・eO efO eD9dleelに確認され，SI

O23の南側を切り，SIO24に南側を切られている○西北コーナーにはSBO09が接して位置

している。

主軸方向は，N－17・50－Wで，長径7・8me短径6・8me面積53．04m2ほどで長方形状の

平面形が想定される。床は，ほぼ平坦をなす堅いロームであり，SIO24の床面との差は10cm

～51－



癖

．

ほどである。

壁は，4～10cmほどで西壁はほとんど検出されない程削平を受けている。壁側溝は南側を

のぞいて一周している。Pl側に長方形状の土壌SK123が掘り込み，ピットは，Pl～P4まで確

認され主柱穴と考えられる。P4の北側に位置する掘り込みはSBOO9－Plである。

カマド（第49図）はN－270－Wで，長径91cm e短径90cmほどであるが大部分を削平され深

さ3～10cmほど残存するのみで，部分的に西袖部とわずかの焼土が検出されるのみである。

カマドは北壁に側溝を構築してから造られ，北壁を20cm幅で20mはで掘り込み，火床は長径

50cm程の楕円形状を示し，床を2cmほど掘り窪めている。

遺物は，覆土が浅いためあまり残存していないが西南壁付近に賓。甑e鉢・杯等が床面から

検出された。

出土遺物（第，50図）土師器の賓。甑の（高杯）e杯◎鉢などがある。

1は，胴部にある最大径に比べて目線が広く胴部はやや長い形を呈しており，胴部内外とも

にパケ目調整を行っている。色調は，かなり赤味をおびた橙色で，この種の賓は，本遺跡では

他に類をみない。

2は，やや小型の賓で，最大径が肩部にある。口綾部がかなりいびつで，底部外面には木の

葉の圧痕がみられる。

3　e4は大型の婆である。3のように，頸部がゆるやかに屈曲する賓は，他の住居址からも

多く検出している。4の底部外面には木の葉の圧痕がみられる。

5の甑は小片のため口径は明らかでない。目線端部は平らで沈線がめぐり，胴部内外にタテ

方向のへラミガキがみられる。

6の高杯は底辺部で，内側にパケ目調整がみられる。

7の椀は，折り返し目線で器壁がうすく，底部は半球形を呈すると思われる。

杯は8　e9のように，口径の差はあるが外稜をもつ形で，10の鉢も共通した手法によって

いる。

これらの土器は，かなり湖る土師器も混じっており，i e6　e7は覆土の混入と考えられる。

2は住居址の中央部西南寄り，3　◎9は中央部，5elOは西南部，4。6は西南寄り，8は中

央西寄りから出土した。その他の遺物では土製支脚が出土した。

ピット
番　 号

長径cm 短径cm 深 さc m 備　　 考
ピッ ト
番　 号 長径c m 短径c m

l
深 さc m 備　　 考

P l 4 1 2 5 5 5 主柱穴 P 3 6 8 5 5 7 4 主 柱穴

P 2 7 4 6 8 8 4 主柱穴 P 4 6 7 4 8 6 2 主柱穴
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S1026土層解説

ロームブロック・ローム粒，粒子（多）e灰化物・焼土の粒わずか　　1．　Hue7・5YR13／3　暗褐色
ロームブロック（少）eロームの粒・粒（多）1，2よりやわらかい

ローム粒，粒子含み3よりやわらかい
ローム粒（少）・粒子含みやわらかい

」コ

N

tu

lN

LJ L⊥

一風’

ロームブロック（極少）eローム粒子（少）
2．a Hue7．5YR3／4　暗　色　　ロームブロック（少）・ローユ小ブロック（中）eローム粒子（少）

b Hue7．5YR3／4　暗　色　　ローム粒子（少）・ローム小ブロック（極小）
3．　　Hue7．5YR4／3　褐　色　　ローム粒子（少）

第47図　SI O24・026　実測図

第48図　SIO24　カマド実測図
S1024　カマド・土層解説
1．Hue2．5YR3／3　暗赤　褐　色
2．Hue2．5YR4／6　赤　褐　色
3．Hue2．5YR4／3　にぷい赤褐色
4．Hue2．5YR3／2　黒　褐　色
5．Hue2．5YR5／6　明　褐　色
6．Hue2．5YR4／4　にぷい赤褐色
7　Hue2．5YR3／3　暗赤　褐　色
8．Hue2．5YR4／6　赤　　褐　色
9．Hue2．5YR4／3　にぷい赤褐色
10．Hue7．5YR7／6　橙　　　　色
11．Hue7．5YR4／3　褐　　　　色
12．Hue7．5YR5／6　明　　　　色

焼土（軒e黒色土仲）・砂質（微）
砂質（外）・焼土（多）
砂質（多声廃土（多）
黒色土
砂質（多）・ローム粒子（少）。カーボン
砂質（多）・カーボン（徴）・焼土（多）
砂質（微）eカーボン（微）・ローム

灰（微）
焼土（中）0焼土eロームブロック仲）
砂質粘土
焼土（微）・砂質（小）
砂質（多）・ローム粒子（少）eカーボン（微）

‾、－嶋＜＝コ監どうここ二二二讃医：Lユニてこ遜こゝ＿＿＿＿＿＿＿＿．叫

1日

第鯛囲　S王026　カマド実測図

SI O26　カマド土層解説
1．　　Hue7．5YR4／4　褐　　色　砂質粘土（中）・ローム粒子（少）
2．a Hue7．5YR4／4　褐　　色　砂質粘土（中）・焼土粒子（中）

b Hue7．5YR4／4　褐　　色　焼土粒子（少）
3．a Hue　5YR3／6　暗赤褐色　焼金ブロック（多）・焼土粒子（多）

b Hue2．5YR4／8　赤褐色　焼土層
4．　　Hue7．5YR3／5　褐　　色　ローム小ブロック（少）e黒褐色軟質ブロック（少）（撹乱層）
5．　　Hue7．5YR4／6　褐　　色　ロームブロック（中）



∈：王戎
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第50図　SI O26　出土遺物
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Sgの25（第52図）本住居址はD9gトg2ehleh2に確認され，SIO04の西南に位

置し，SHOlの桝形部東コーナーの北外辺部に接している。

主軸方向はN－42・50－Wで，長径5・55m。短径5・33me面積29・58m2ほどで，東南コーナ

がやや攣曲する方形状の平面形を呈し，西南部はかなり削平され，さらにSK202eSK203◎

SK209が位置している。

壁はほとんどなくわずかに壁側溝が確認されるのみである。

床は，ほぼ平坦なロームで，SK202が巧と射まば中間に位置し，西壁側溝をSK203eSK

209が切り込んでいる。

ピットはPl～P4また確認され主柱穴と考えられる。

カマド（第51図）は北壁のほぼ中央に位置し，主軸方向はN～41。－Wで，長径つ00cm e短径

86cmほどの楕円形状を呈し，北壁を幅60cmで約30cmほど掘り込み，床を長径60cme短径

50cm・深さ15cm掘り窪めた不定楕円形状の振り方を呈している。袖酢天井部はわずかに

残存し黒色土混じりの砂質粘土によって構築されている0燃焼部は晴赤褐色土で，焚日部に焼

土が検出された。

壁側溝を掘った後にカマドは築かれている。

遺物は，ほとんど検出されなかった。

ピッ ト
番　 号 長径c m 短径 cm 深 さ cm　 備　　 考

P l 4 6 4 4　　 4 0　　 主柱穴

P2 5 4 5 2　　 3 2　　 主柱穴

脂 ッ訂 這 二 表 記 深さ。m
備　　 考

P3　　　 6 1　　 5 7　　　 3 6 主柱穴

P4　　　 68　　　 4 7　　　 3 9 主柱穴

S！025カマド土層解説

1・　Hue7・5YR3／4　暗褐色　砂質粘土（層）・砂粒（少）
2・a Hue7・5YR3／4　暗赤褐色　ロームブロック（極少）・焼土ブロック（少）十一一．　　　　　′，　　　トー＿　．

赤　色　廃土粒子（少施崩迂箭／－
b Hue7・5YR3／4　暗赤褐色廃土ブロック仲）・焼土粒子（多）
C　壬iue7・5YR3／4　暗赤褐色　焼土ブロック（少）e焼土粒子（多）
d Hue7・5YR3／4　暗赤褐色　木炭ブロック（少）e木炭粒子（少）

粒土粒子仲）
3・a　壬Jue2・5YR3／6　暗赤褐色　焼土層

‾4・a Hue7・5YR4／4　褐　色　ロームブロック（中）

2b

ヒ二二二二空二二二ヨ

第5瑠図　SIO25　カマド実測図
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二二三二二二

第52図　SI O25　実測図
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SI O27（第54図）　本住居土山まD8d5・d6・d7・e5・e6・e7に確認され，SI O21

の東南コpナpを切り，北壁にSKO44eSK O45・SKO43が接して位置している。

主軸方向は，N－410－Eで，長径5．57m・短径4．87m e面積27．12m2ほどの長方形状の平

面形を呈しているが，東南側がやや軟弱である。

壁はほとんどなく，壁側溝は北壁カマドの東北に幅40cm e深さ10cmほどでSKO45に続く。

東壁はなく南壁の中央から西壁にかけて，幅28cm～36cm e深さ9cmほどSKO44　に至るま

で続く。

床は，ほぼ平坦なロームで，ピットはPl～P4まで確認され主柱穴と考えられる。Plはメガ

ネ状をなし，P3はSI O21の東南コーナー部に位置している。

カマド（第53図）は，北壁のほぼ中央に位置し，N－350－Eで，長径102cm e短径89cmほ

どの椅円形状を呈し70cm幅で北壁を20cmほど掘り込み，火床は長径90cm e短径68cm e深

さ16cmほど掘り窪めて構築されている。火床の西よりにピット状のものがみられる。柚部，

天井部はほとんど残存していない。

遺物はかなり削平を受け，ほとんど検出されなかった。

ピッ ト
番　 号

長径cm 短径 cm 深 さcm 備　 考
ピット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 8 0 4 3 4 0 主柱穴 P 3 7 0 4 6 5 4 主柱穴

P 2 5 1 4 2 4 6 主柱穴 P 4 5 5 5 7 5 0 主 柱穴

S1027　カマド上層解説

1．　　Hue7．5YR3／3　暗　褐　色　廃土の粒（徴）・砂質（微）・ローム小ブロック（微）
2．　　Hue2．5YR4／3　にぷい赤褐色　焼土仲）・砂質（徴）・ローム土（少）
3．　　Hue2．5YR4／6　赤　褐　色　燃焼土（多）・砂質（微）
4．　　Hue2．5YR3／3　暗　赤　褐　色　廃土（少）eロームの小ブロック「少）
5．　　Hue2．5YR3／3　暗　赤　褐　色　焼土の粒・小ブロック仲）・砂質抄）・ローム土
6．　　Hue7．5YR4／4　褐　　　　色　ロームブロックのかたまり
7．a Hue7．5YR5／6　にぷい褐色　粘土（多）e焼土の拉（少j

b Hue7．5YR5／6　にぷい褐色　廃土の粒（少）・粘土（多）・砂質（微）・ローム粒（少）
8．　　Hue7．5YR4／4　褐　　　　色　ローム土・ローム小ブロック伸）

第53図　SIO27　カマド実測図
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第54図　SI O27　実測図
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S1028（第55図）　本住居址はD8f7・f8e f9eg8に確認され，SI O31の北側に位

置し，SK192が南コーナーに，SK198　e SK199が南側溝を切り，SK200が南よりに位置

している。わずかに壁側溝が南側にクランク状に幅20～25cm。深さ18cmほど確認されるの

みで，住居址のプランe主軸方向等は不明である。

ピットはPl～P4まで確認され，主柱穴と考えられるがPlは若干の疑問がのこる。SK192～

SK201までほぼ一直線上に並んだ状態を呈している。

遣物は削平を受け，はとんで検出できなかった。

ピッ ト
番　 号

長径c m 短径 c m 深 さc m 備　　 考
ピッ ト
番　 号 長径 c m 短径 c m 深 さc m 備　　 考

Pl 2 3 1 7 1 0 主柱穴 P3 3 8 3 8 4 4 主柱穴

P2 4 5 2 4 3 5 主柱穴 P4 3 7 3 6 4 3 主柱穴

S［029（第58図）　本住居址はD8h7e h8　e17。18に確認され，桝形部の内側ほぼ中

央部に位置し，SI O30e SI O31の住居上に重複している。

主軸方向は，N－8．40－Eで，長径3．13mも短径3．12m・面積9．76m2ほどの方形状の平面

形を呈している。

壁高は21cmほどでほぼ垂直に立ちあがり，東西の壁はややゆるやかである。

床はほぼ平坦で堅いロームであり，壁側溝がカマドの西側より東壁まで一周し，南側がやや

幅をもつ。深さは8cm内外である。

ピットは2個確認され，Plは東南に位置し，P2は南壁面に位置している。

カマド（第57図）は北壁のほぼ中央で主軸方向はN－90－Wで西南部が大部分破壊され，長径

98cm。短径90cmほどである。袖部は東側が良く残存し，ローム粒子混じりの砂質粘土に

よって構築され，掘り方はSI O30の覆土を約65cmの幅で40cm程振り込んでいる。火床は

長径90cm◎短径50cm e深さ14cmほど床を掘り窪め，東側に長径34cm e短径28cmほどの

ピットがある。

覆土は16～22cmほどで上層は焼土を若干含む黒褐色土で下層はロームブロックを含む暗褐

色土である。

遣物は少量検出している。

出土遺物（第56図）土師器の聾e内窯土師器の杯が出土している。

1の婆は小型で，口縁部内側に沈線が入る。2の杯は，ミズビキ成形のあと，休部下端と底

部の外面をへラケズリ調整している。

その外の遺物としては，鉄製品e土玉が出土している。
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鉄製品　4は覆土中より出土した棒状の鉄製品で，現在長径13cm e幅0．5～0．6cmを測

り，基部は折曲があり，上部先端は欠損しねじれ，断面は方形ないし長方形状を呈する。不明

鉄器である。

ヒ二二二二聖些二二二二二∃

［＝江二空笠二［∃

第56図　SI O29　出土遺物

ピッ ト
番　 号

長径c m 短径c m 深 さc m 備　　 考　 j
ピッ ト
番　 号

長径c m 短径cm 深 さcm 備　　 考

Pl 4 6 3 5 4 4 主柱穴
l

P 2 3 2 1 6 2 0

S1029　カマド土層解説

1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　廃土粒子抄）含
2．Hue　5YR3／3　暗赤褐色　焼土多含
3．Hue7．5YR4／4　褐　　色　焼土多含
4．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック含
5．Hue7．5YR2／2　黒褐色　ローム・焼土粒子（少）含
6．Hue7．5YR4／4　褐　　色　焼土粒子（少）含
7．Hue7．5YR4／4　褐　　色　砂質粘土・廃土粒子含
8．Hue7．5YR4／4　暗褐色　砂質粘土eローム粒子
9．Hue7．5YR3／4　暗褐色　廃土粒子（少）含
10．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子・廃土粒争少）含

第閑図　SIO29　カマド実測図
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1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

SI

l．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

029・　S1030・S103I土層解説
Hue7．5YR
Hue7．5YR
Hue7．5YR
Hue7．5YR
Hue7．5YR
Hue7．5YR
Hue7．5YR
Hue7．5YR

2／2　黒褐色　　焼土（少）
3／1　黒褐色
3／3　暗褐色
3／2　黒褐色
3／4　暗褐色
3／4　暗褐色
4／4　褐　色
3／4　暗褐色

ローム粒子
ローム小ブロック（少）

ローム粒子
ローム小ブロック
ローム
焼土粒子（多）

a Hue7．5YR3／4　暗褐色　　焼土粒子
b Hue7．5YR3／4　暗褐色　　焼土粒子e粘土粒子

033　土層解説
Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒（普）e一部に砂質粘土
Hue7．5YR2／2　黒褐色　　ローム粒（少）・焼土わずかに含む
Hue7．5YR4／4　褐　色
Hue7．5YR5／6　明褐色
Hue7．5YR2／1　黒　色
Hue7．5YR5／6　明褐色
Hue7．5YR5／6　黒褐色
Hue7．5YR5／6　黒褐色

ロームブロック（多）
ローム粒子（多）かたい
わずかにローム粒子がかたまって入ってい
ロームブロック（多）
ロームブロック（少）
ロームブロック（多）わずかに有機土
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C－　　　　　　7　　8　　4　　　　　－C′

｝礼＿、＿＿＿

2　　　　　　　　　　　　－人

‾甘－」＼二／‾J謙二土二二±二㌧一尋㌃こく「3

B－　　7　　　　2　　　　　　　－B′

－㌢一軒離二‾‾‾（‾t‾6

第58図　SI O29～034　実測図



SI O31カマド土層解説
1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム・焼土粒子少含
2．Hue　5YR3／6　暗赤褐色　廃土粒子（多）含
3．Hue7．5YR4／4
4．Hue7．5YR3／4
5．Hue7．5YR4／4
6．Hue2．5YR4／8

7．Hue7．5YR4／4
8．Hue7．5YR4／6
9．Hue2．5YR4／8

褐
暗

褐
赤
褐
褐
赤

SI O33　カマド土層解説

色　ローム粒子含
褐色

ー24．00

－了；誓芸≡≡＝葛三二曇迩」叫
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色　砂質粘土・廃土粒子含
褐色　焼土

色　砂質粘土・焼土粒子（少）含
色　ロームブロック含

褐色　ロームが廃土化したもの，この層の上園が床囲

第59図　SI O31　カマド実測図

1・　　Hue7．5YR6／4　にぷい橙色　砂黄土（多）・ローム土（中）
ローム小ブロック（徴）

2．a Hue7．5YR3／3　暗　赤　褐色　焼土（微）・ローム土（少）

ローム少ブロック（少）

b Hue2．5YR3／3　暗　赤　褐色　焼土（少）・ローム土（少）
ローム小ブロック（微）

3．Hue7．5YR　　　4／
4．Hue2．5YR　　　4／

5．Hue2．5YR　　　4／
6．Hue2．5YR　　　4／

7．Hue7．5YR　　　4／
8．Hue7．5YR　　　4／
9．Hue7．5YR　　　5／
10．a Hue7．5YR5／

b Hue7．5YR5／
11．Hue2．5YR　　2／
12．Hue7．5YR　　5／

13．Hue2．5YR　　　5／

4　褐　　　色
3　にぷい褐褐色
3　にぷい赤褐色
6　赤　褐　　色
4　褐　　　　色
3　褐　　　　色
6　明　褐　色
4　にぷい褐色
4

3　極　暗　褐　色
6　明　褐　色
4　にぷい褐色

黒色土（徴）
純焼土

ローム土粒子（少）・焼土の粒（少）
燐焼土（多）

廃土（微）・黒色土（微）・粘土抄）・ローム土（徴）
廃土（微）・黒色土（中）・砂（少）eローム粒子
ロームブロックのかたまり

ローム土（多）・黒色土（衡もろい
しまったかたいローム土含

廃土粒仲）・炭化物（徴）・ローム土仲）含
ロームブロック・かたい
ローム土

第錮図　SIO33　カマド実測図
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Sl030（第58図）　本住居址はD8g8・h7・h8・h9・i7・i8・i9に確認され，桝

形部のほぼ中央に位置し，SIO31・SIO29が住居上に重複し，南側にSIO33が接して位置

している。

主軸方向はN－33．50－Wで，幅20cm・深さ5cmほどではぼ一周する壁側溝から規模を把

握し，長径6．3m・短径5．65m・面積35．59m2のやや長方形の平面形を呈している。

壁は，東壁でわずかに5cmほど残存するのみである。

カマドはSIO31の構築により破壊されているが，掘り方部がわずかに残存している。

ピットは3個確認され，R～P。は主柱穴と考えられるが，東北部からは確認されていない。

覆土は，極浅い暗褐色土で焼土粒子を含み，火災にあったと考えられる。

遺物はほとんど検出することができなかった。その他の遺物として刀子が出土している。

鉄製品（第61図）刃部の大部分を

欠損する刀子で現在長6．5cm，刃部幅

0．8cm，背部は刃部と関都との境に明

瞭な段を有するものであり，関都の幅

1．3cm，厚み0．3～0．4cmで，基部は

」」聖」」

第61図　SIO30　出土遺物

欠損しているが幅0．9cm，厚さ0．3～0．4cmほどである。

ピッ ト
番　 号

長径c m 短径cm 深 さc m 備　　 考 ピッ ト
番　 号

長径c m 短径c m 深 さcm 備　　 考

P l 7 7 7 3 2 2 主柱穴 ち 6 0 5 0 3 3 主柱穴

P2 7 7 6 2 3 4 主柱穴

Sl031（第58図）　本住居址はD8g7・g8・h7・h8・i7・i8に確認され，SIO30

を切り，東南部はSIO29が位置している。

主軸方向はN－7．50－Wで，長径5．3m・短径5．14m・面積27．24m2ほどの方形状の平面

形を呈している。

壁は北壁で10cm内外であるが，他は重複し不明確である。

床は，西側がやや軟弱ではあるが，北側はかなりハードなロームである。

ピットは，遺構が重複して複雑化しているが，P．・P2は主柱穴と考えられ，P，はSIO30の

主柱穴であり，P。はSI O31に伴うものか，SI O30の壁側穴か不明である。

覆土は，ローム小ブロックを含む暗褐色土層である。

カマド（第59図）は北側に位置し，当初はSI O30とSI O31の二つに分かれると想定してい

たが，SI O30のカマドはSIO31によって壊され，SIO31の焼土の流れ込みと考えられる。
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主軸方向はN～2・40～Wで，長径110cm・短径80cmほどを測り，削平を受けてあまり残

存せず，天井部は欠損し，袖部が北壁より30～60cmほど床に突出し，両袖部問は60cmを有

し，燃焼部の底辺からは焼土が多量に検出された○掘方は長径90cm，短径84cm，深さ6cm

ほどの不定楕円形状に掘り窪めている。

遺物はほとんど検出されなかった。

ピ ッ ト
番　 号

長 径 cm 短 径 cm 深 さcm 備　　 考
ピ ッ ト
番　 号

長 径 c m 短 径 cm 深 さcm 備　 考

P l 9 8 8 0 5 9

3 6

主 柱 穴 P 2

P 4

6 8

2 4

5 5

2 2

4 7

1 0

主 柱 穴

Sq O32（第58図）　本住居址はD8i7ei8e j7e j8に確認され，SIO33eSIO34が

重複し，桝形部の先端でSHOlに接して位置している。

主軸方向はN－340～Eで，長径4．81me短径3．21m e面積15．44m2を測るがSHOlによっ

て南側をカットされているため，平面形状は不明である。

壁は削平によってほとんど残存せず，北壁のカマドの壁側溝が幅36cm～48cm e深さ6mで

続いている。

床はほぼ平坦をなし，堅いロームで，主柱穴PleP2が北側に検出された。

遺物はほとんど遺存せず，重複関係も不明である。

ピ ッ ト
番　 号

長径c m 短径 cm 深さc m 備　　 考 ピッ ト
番　 号

長径c m 短径 c m 深 さcm 備　　 考

P l 5 1 5 0 6 6 主柱穴 P 2 5 4 4 3 4 7 主 柱穴

Sj O33（第58図）本住居址はD8i8ei9っ8e j9に確認され，桝形部の東南コー

ナーに位置し，SIO30　e SIO32と重複している。

主軸方向はN－270－Wで，長径4・91me短径4・44me面積2上80m2ほどの方形状の平面

形を呈し，東側から特に多くの焼土および炭化物を検出した。

壁高は，西壁で18cm，北壁で14cmを測りやや垂直ぎみに立ちあがり，東壁より南に向か

うにしたがいほとんど検出できなくなり，東南コーナーをSHOlによってカットされている。

床は，ほぼ平坦をなす堅いロームで，主柱穴と考えられるピットPl～P4がほぼ対角線上にある。

にある。

覆土は，焼土および炭化物を含む黒褐色土が11cmはど堆積しており火災をうけていると考

えられる。
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カマド（第60図）は，北壁の中央やや東よりに位置し，主軸方向はN－200－Wで，長径

131cm e短径57cmほどの不定形でかなり崩壊し焼土が東側に流れ込んでいる。袖部・天井

部はほとんど確認できない。掘り込みは言化側を120cmの幅で60cmほど掘り込み，床を長径

70cm e短径62cmほどの楕円形状に8cmほど掘り窪めて構築されている。遺物は煙道部にか

けて少数の土器片が出土しており，補強に使用されていたと考えられる。

遺物（第62図）は，カマドの西側に支脚と賓片が出土し，床面より甑が検出されたのみである。

L　　　－11C】　一一一」

第閑図　SI O33　出土遺物

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
ピット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 5 4 4 7 6 3 主柱穴 P 3 5 6 4 7 6 8 主 柱穴

P 2 4 4 4 4 6 2 主柱穴 P 4 5 9 5 9 6 0 主 柱穴

Sjの錮（第58図）　本住居址はD8i6。i7e j7に確認され，桝形部の西南コーナーに

位置し，西側にはSK193～SK197の土壌群がはぼ一直線上に並び，SIO34の西よりに楕円形

状のSKO52に多量の焼土が検出され，北壁には方形状のSK129がやや深く切り込んでいる。

住居址の規模は，SHOlによって大部分がカットされ，SKO52に多量の焼土が検出され，

カマドを破壊していると考えられる。現状での主軸方向はN－370－Eで，長径3．51m e短径

2．78m e面積9．75r謹ほどを測る。

壁はほとんど削平され，わずかに側溝が確認されるのみである。

床はほぼ平坦をなす堅いロームで，Plは長径37cm e短径30cm・深さ34cmほどの主柱穴

と考えられる。

遺物はほとんど検出されなかった。

出土遺物　復元できるのは杯（第63図）だけである。　外稜をも

ち，口縁が大きく外側へひらく形で，内面と目線部外面まで朱彩

が施されている。
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第63図　SIO34　出土遺物
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SB O37（第66図）　本住居址はE8区のほぼ中央部E8d6・d7e d8。e6・e7e e8・

f6e f7に確認され，SIO39eSIO61が重複し，SIO39が東コーナーを切り込み，SI

O61が西南壁のほぼ中央を切り込んで位置している。さらに東南に大型のSIO67　e東方に大

型のSI O54が接近して位置している。

主軸方向はN－410－Wを向き，長径7．54m e短径7．3m・面積55．04m2ほどの方形状の平

面形を呈している。

壁高は26cm内外でほぼ水直に立ち上がる。壁側溝はカマドを除き幅24～30cm・深さ6cm

程で全周し，北壁には壁側穴は有している。

床はほぼ平坦なロームで，コーナー部に焼土および炭化物が検出された。

ピットは5個確認され，Pl～酎ま主柱穴と考えられ，東北部の主柱穴はSIO39が構築さ

れ不明である。P4は東南壁側溝に接し楕円形状を呈しそれほど深いものではない。P5は西南

壁付近に確認されそれほど深いものではない。さらに西南の溝南よりに，幅40cm◎長さ128cm◎

深さ11cmはどの溝状振り込みが確認された。

カマド（第65図）は西北壁の中央部に位置し，主軸方向はN－410－Wを向き，長径121cm e

五三乞え110ハm．霜捷14り7m2　71・1ご′T＼巨∴まニ討て、ト駐〃ヽⅥフ蒜丑クオ．旦I短径118cm・由琶1．4271－1∠ほどの長方形状の平面形を呈し，壁ぎわおよび西南側は撹乱を受

けている。袖部は西北壁より90～100cmほど突出し35～65cmの間隔を有し砂質粘土で構築

されている。

天井部は残存せず，燃焼部に少数の土師片が出土している。

掘・り方は西北壁を14cmの幅で8cmほど掘り込み約230の角度を有する煙道部で，火床は壁

ぎわより床面にかけて長径73cm e短径56cm楕円形状に10cmほど掘り窪めている。

覆土は，30cmほどで，ローム粒子e小ブロックを含む暗褐色土で少量の焼土e炭化物を含

み，また床面にも焼土が検出され火災にあったと想定される。

遺物は，カマドの西側に多数の杯が出土し，床面からも多数の遺物が出土している。

出土遺物（第64図）本住居址は，SIO61とSIO39によって壊されているため，出土した

量のわりに良好な資料は少ない。土器は蜜e杯があるが，良好な遺物は杯だけである。

1はパケ目調整のある賓e2は目線部内外に朱彩のある椀であるが1は小片である。

3から6は外稜をもつ杯で，日録がやや長く，3は内傾して立ち上がり，4から6は外傾し

て立ち上がる。いづれの場合も，ていねいにへラミガキが施されており，放射状のへラミガキ

（暗文）も伺える。

その他の遺物では，管状土錘が数点出土しているが，完形は図示した1点のみであった。
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第64図　SI O37　出土遺物

ピット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

Pl 6 0 5 4 5 7 主柱穴 P 4 8 6 7 1 2 7

P2 5 9 5 5 5 3 主柱穴 P 5 3 2 2 7 5．3

P3 4 7 3 7 5 5 主柱穴

－・24．00

ノー′1

一一一一・．．l　－1－－

1　　　　11－　　　　1

S1037　カマド土層解説
1・　Hue7・5YR褐　色　砂質粘土層
2・a Hue7・5YR暗褐色　焼土小ブロック（少）・焼土粒子（少）

砂質粘土（少）
b Hue7・5YR暗褐色　焼土小ブロック（Lf・再尭土粒子（中）
C Hue7・5YR暗褐色　焼土粒子（少）・焼土小ブロック仲）

ローム粒子（中）
d Hue7．5YR暗褐色　焼土粒子（少）

3・a Hue7・5YR暗赤褐色　廃土ブロック（多）・焼土粒子（多）
b Hue7・5YR暗赤褐色　焼土ブロック（少）・焼土粒子（多）

4．　Hue7．5YR赤褐色　焼土ブロック
5・　Hue7・5YR褐　色　焼土ブロック（大）・砂質粘土（少）

含みハード
6・Hue7・5YR　　褐　色　焼土ブロック（rP）・砂質粘土（中）

含みナード

第65図　SIO37　カマド実測図
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037・039　土層解説
Hue7．5YR4／4　褐　色　　ロームブロック（少）・焼土（少）

7．5YR4／4　褐　色　　焼土1より多い，砂質粘土・木炭片
7．5YR5／8　明褐色　　ロームブロック（多）
7．5YR2／2　黒褐色　　ローム粒子eロームの粒（少）

7．5YR2／2　黒褐色　　ローム粒子・ローム粒・4層より（少）
7．5YR4／6　褐　色　　ロームブロックeローム粒（多）もろい
7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子・ロームの粒

Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子。ロームの粒（多）
Hue7．5YR4／4　褐　色　　ロームの粒（多）・ロームブロック（少）
Hue7．5YR2／2　黒褐色　　ローム粒子（ごく少量）
Hue7．5YR2／1黒　色　　ロームブロック・ロームの粒（少：・砂質粘土（ごく少量）

・一風′

て二三濫賢二＝昼藍尋産峯祈
第66図　SI O37・039　実測図
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SM39（第66図）　本住居址はE8d7・d8・e7ee8に確認され，SIO37の東側コー

ナーを切り込んで位置し，ほぼ同方向を向くSIO61eSIO64が接近して位置する。

主軸方向はNh80－Eを向き，長径3．87m。短径3．58m e面積13．85m2ほどの方形状の平面

形を呈している。

壁高は52～58cm程でほぼ垂直に立ち上がり，南壁に幅22～30cm・深さ6～12cmの壁側

溝を有し，床は堅いロームでほぼ平坦をなしている。

ピットは5個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，fLとP3のほぼ中間南壁よりにP5が位

置している。

カマド（第67図）は北壁のほぼ中央にあり，SIO37の東北壁を切り込けで設けられており，

主軸方向はN－180－Eで，長径130cm e短径120cmで遺存度は比較的良好で，袖部は砂質粘

土で造られ，40～60cmの間隔を有し「ハ」の字に開口する。天井部は崩れて不明であるが，第

1a層・第3a層には砂質粘土あるいは砂質粘土を含む層で，天井部を示すものと思われる。

燃焼部～煙道部は，第2a e2b。3C層と考えられ∴第5層は灰である。少数の土師片が

天井部付近に出土しており補強に使用されていたと考えられる。

掘り方は，床を長径48cm e短径34cmの不定形に5～10cmほど掘り窪め，北壁を30cm幅

で15cmほど掘り込み，西袖部に長径22cm・短径20cmのピットが認められる。

住居址の覆土は40～43cm程のローム粒子およびロームブロックを含む黒褐色e暗褐色土層

からなり，遺物は覆土中に多数検出された。

S1039土層解説
1．Hue7．5YR　　　4／
2．a Hue7．5YR3／

b Hue7．5YR3／
c Hue7．5YR3／

3．a Hue　5　YR3／
b Hue　5　YR3／
c Hue　5　YR3／

4．a Hue2．5YR3／

5．　　HuelOYR3／
6．　　HuelOYR5／
7．　　Hue7．5YR3／

4　褐　　　　色
4　暗　褐　色
4　暗　褐　色
4　暗　褐　色
4　暗　赤　褐色
4　暗　赤　褐色
4　暗　赤　褐色
6　暗　赤　褐色
4　暗　褐　色

8　黄　褐　色

4　暗　褐　色

砂質粘土（少）
ロームブロック（少）・焼土粒子（少）
廃土ブロック（少）

焼土ブロック仲）・木炭粒子（中）
廃土ブロック仲）砂質粘土仲）　　　／
焼土ブロック（少）木炭粒子（少）
廃土ブロック，カーボン・ロームブロック含む
純焼土ブロック・ロームブロック含む

ロームブロック（大）廃土ブロック，燃焼床のためハード
ローム

ロームブロック（大）多く含む小穴状

第67図 SI O39　カマド実測図
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第68図　SI O39　出土遺物

主な遺物は，カマド付近から住居の中央部にかけて土器が集中していた。

出土遺物（第68図・第69図）土師器の嚢・甑・須恵器の杯・蓋・聾などがある。

賓は大型と小型に分けられる。大型の聾は，1・2のように口縁部が短く屈曲し，胴部の中

位以上にあらいへラミガ手を行なっている。大型の嚢は，最大径が口縁にあり，口線部が屈曲す

ー74－
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第69図　SI O39　出土遺物

るため内側に沈線がめぐっている。胴部は球形を割ったような形を呈する（4）。

甑（3）は，やはり口縁部が屈曲するもので，賓との共通点が伺える。

須恵器の蓋は扇平な擬宝珠状のつまみをもつもので，天井部のみである。（5）・10・11は大型

の賓で，10は比較的器壁がうすく，外面に平行叩き痕，内面に同心円文の痕を残す。11は肉

厚で，外面に平行叩き痕，内面は同心円文を消している。

1と2はカマド付近から住居址の中央部にかけて，3は東部中央，10は東南部，11はカマ

ドから出土した。

その他の遺物では管状土錘が出土した。
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ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
ピット
番　 号

長径 cm 短径cm 深さ cm 備　　 考

Pl 2 6 2 1 2 1 主柱 穴 P 4 3 2 2 3 1 4 主柱穴

P2 2 7 2 6 1 4 主柱穴 P 5 4 3 2 7 1 9

P3 2 2 2 1 1 1 主柱穴

SB O38（第70図）　本住居址はE9i2ei3e jl e j2e j3B j4eF9a2e a3ea4

に確認され，SIO70が東コーナーに重複し，西北コーナーをSIO81が切り込み，SK266a・

bが東北コーナー付近に西南向きに，SK216◎SK217が東南コーナーに位置し，ほぼ同形態

をなす長方形状の新しい時期の土壌である。

主軸方向はN－29．20－Wを向き，長径8」6m e短径8．08mも面積65。93m2ほどの方形状

の平面形を呈している。

カマド周辺に多数の炭化材e焼土を検出し，壁ぎわからほぼ床の中心方向に焼け落ちた状況

を呈している。

壁高は36～53cmを測り，東壁はやや浅いがはば垂直に立ちあがる。壁側溝はカマドを

除き全周Lでいるが東南コーナー部はSIO70およびSK217が重複し不明瞭である。

床は，ほぼ平坦なロームで堅く∴西北コーナー部はSIO81の住居の貼床状を呈する。

ピットは5個確認され，Pl～P4が主柱穴と考えられ，P2はやや南方に位置している。P5は

南壁よりに位置し，形状は主柱穴とあまり変わらないが，やや浅いものである。

覆土は32～60cmほど堆積し，第1層が黒色土で，第2層以下はほとんどが焼土。木炭粒子

を含み火災を受けていることが明らかである。

カマドは，北壁に新旧2基を確認する。旧カマド（第72図）は北壁の中央に位置し，N－340－

Wを向き，掘り方は北壁を幅100cmで65cmほど380の角度で掘り込み，煙道部としていると

考えられ，火床は長径160cm◎短径は2cmほど不定長方形状に約18cmほど掘り窪めている。

廃棄後，床の据方部は貼床されている。

新カマド（第71図）は北壁の西よりに築かれ，主軸方向はN－310～Wを向き，長径147cm e

短径102cmの長方形状の平面形を示している。天井部付近は崩壊あるいは削平を受けている。

袖部は20cmの高さを有し，北壁より76cmほど床面に突出し，60cmの間隔でほぼ平行してい

る。燃焼部の火床はロームを貼った後に袖部を構築し，焚口部に焼土が充満し，東袖部から燃

焼部にかけて小型の手捏ね土器のほぼ完型が4個出土している。西袖部の脇に長径60cm・短

径40cmほどで長方形状の棚状を呈する平場があり，賓が横転して出土している。

掘り方は北壁を45cmの幅で40cmほど掘り込み，約410の角度を有し煙道部としている。

－76－
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S1038土層解説

芸諸霊：需拐芸措。－ム粒子e焼土粒子少含む
3．Hue7．5YR2／3
4．Hue7．5YR3／3 雷撃監　呂＝霊譜粒子を含むB空禦ーZJ．リU

＝≒≡三三二‡三二三三去≡三‡芋三二主＝

第70図　SI O38　実測図

呂：呂霊：鍔昔篭雷離≧　賢誓票票含む
芸濃呂雷緒言悪習富　票差欝含む



火床は床を長径80cm。短径78cmの不定形状に100cmほど掘り窪め，東側に長径28cm・短

径11cmの楕円形状のPl，長径20cm e短径8cmほどの楕円形状のP2が確認された。

遺物は多数出土している。

出土遺物（第73図）出土した遺物量は多量で，SIO67◎SIO60◎SIO39につぐ量である。

土器は，土師器の婆e杯◎手捏ね土器e須恵器の賓がある。

賓は，大型と小型の二種に分かれ，1のように口径20cm弱の賓は2点を数える。2．3は大型

で2は口綾部が「く」の字を呈し，3はやや長胴で最大径が中位より上にあり，あらいへラミガ

キが施されている。

4から9は杯で，4のように器高がやや高く椀に近い形，5e6¢9のように外稜をもつ形，

7。8のように素縁の目線をもつものにわけられる。杯は小片で良好な資料とはいえない。

10から1射ま手捏ね土器で，エビオサエの痕がみられ，12613は粘土の輪積み痕が顕著に

残っている。

15は須恵器の大型賓の日綾部である。端部を折り返しているため肉厚になっており，目線

部外面には櫛措きによる波状文が伺える。

Hから13はカマドの中から，1。6弓0はカマドの東側，3はカマド付近，8はカマドの

西側，2は住居址の中央北部から出土した。

－24．00
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038　カマド土層解説
Hue7．5YR3／

a Hue7．5YR　2／
b Hue7．5YR3／

3．　　Hue2．5YR4／
4．　　Hue7．5YR3／
5．a Hue lOYR4／

b Hue lOYR4／
6．a Hue2．5YR5／

b Hue2．5YR5／
7．　　Hue2．5YR4／
8．　　Hue lOYR5／

4　暗　褐　色

3　極　暗　褐　色
3　暗　褐　色
8　赤　褐　色
6　暗　赤　色
4　褐　　　　色
3　にぷい黄褐色
4　黄　褐　色
4　黄　褐　色

4　オリーブ褐色
8　黄　褐　色

ローム粒子。錬士小ブロック若干含む
焼土粒子カーボン（少）・砂質粒子含む
焼土ブロック中eローム粒子・砂質粒子（少）含む
焼土ブロック粒子多く含む
純焼土ブロック（大）・砂質粒子含む
白色粘土粒子e砂質・ローム粒子を含む袖部

砂質・粘土粒子含み・燃焼されハード（少）含む
ロームブロック（大）焼土粒子含む
焼土粒子ロームブロック含む
ローム含む

第m薗　SI O38　カマドA実測図
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その他の遺物では土製の支脚がある

が風化がはげしく原形をとどめていな

い。

16から20は国分期の土器で覆土の

混入であろう。

16は土師器の小型聾で，頸部から

大きく口綾部が外へひらき，頚部外側

にはヨコナデによる凹面がある。17

は小型の杯でミズビキ成形によってい

る。18は内黒土師器の高台にある杯

で，ミズビキ成形のあと底部を回転へ

ラケズリし，高台をつけてから回転ナ

デ調整を行なっている。このような高台

をもつ杯は本遺跡では非常に少ない。

19。20は須恵器の杯で，19はミズビ

キ成形のあと体部下端と底部外面をへ

ラケズリ調整しており，20の底部は

糸切りである。

S

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

038　カマド土層解説
Hue7．5YR4／6　褐　　　色
Hue7．5YR4／4　褐　　　色　焼土少量混入
Hue2．5YR2／4　極暗赤褐色　焼土多・砂質粘土含
Hue7．5YR4／4　褐

7．5YR3／4　暗　褐
5YR3／4　暗赤褐

7．5YR4／6　褐
5YR2／2　黒　褐ノl　ヽヽ

明

暗
褐
褐
褐
褐

H

H

H

H

H

H
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7．5YR5／6
5YR3／6

Hue7．5YR4／6
Hue7．5YR4／6
Hue7．5YR4／6
Hue7．5YR4／6

褐
赤褐

色
色
色
色
色

色
色
色
色
色
色

焼土少含
焼土少含
焼土e砂質粘土含
（貼床）
焼土e炭化物の焼土含
ローム含
砂質粘土・
焼土合
焼土合

焼土合§
N

［

焼土微量含
焼土微量含

第悶図　S「038　カマドB実測図

ピット
番　 号

長径cm 短径cm 深さcm 備　　 考 ピット
番　 号

長径cm 短径cm 深さcm 備　　 考

Pl 4 8 4 0 7 8 主柱穴 P4 3 6 3 6 4 3 主柱穴

P2 4 1 3 6 6 8 主柱穴 P5 3 2 2 9 （3 3 ）

P3 3 6 3 0 3 6 主柱穴

S1040（第74図）　本住居址はE9b3・C3lC4・C5に確認され，SIO57の大部分を

切り込み，SHOlによって北側半分を切られて，南側には小型のSIO55が接して位置してい

る。

主軸方向はN－9．50－Wで，現状の壁が確認される範囲の長径は7．33m e短径5．34me面積

39．14m2で，長方形状の平面形を呈していると想定される。

壁高は，西徒が34cm e南壁が28cmを測るが他壁は削平されている。

床は，ほぼ平坦をなし，堅いロームである。
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第73図　SI O38
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第綱図　SI掴0　実測図
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S1040　土層解説

1・　Hue7・5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック伸）・ローム粒子柵・軟質ロームブロック（少j
2・a Hue7・5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少j・ローム粒子（中ト廃土粒子（極少）

b Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子仲j

C Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子（少）
3・　　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ロームブロック（少j
4．　Hue7．5YR4／4褐色ロームブロツク（多）

ピットは10個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられるo P7はP2とP3の中間やや南よりに

位置しP5は東南コーナーに，P8は西南コーナーの壁側溝に接して位置している。P6・P9・日0も

壁側溝にそって確認されている。

炉あるいはカマドは確認されていない。

覆土に，北壁がほとんど削平されているが，ローム小ブロック混じりの暗褐色土からなり，

第2a層に極少の焼土粒子が検出されている。

遺物ほほとんで検出されていない。

ピット
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト

番　 号
長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

Pl 5 6 4 0 2 7 主柱穴 P 6 6 7 4 1

1 5P2 7 2 6 9 6 7 主 柱穴 P 7 4 6 3 9

P3 8 6 白4 6 8 主柱穴 P 8 3 0 5 0 3 2

P 4 6 6 5 3 4 2 主柱穴 P9 5 0 3 4 3 2

P 5 4 2 2 8 3 3 PlO 4 7 4 1 1 4

SM射（第75図）本住居址はE8C8。C9ed8。d9に確認され，SIO44の東側を切

込み，SHOlによって東北コーナーとカマドの一部を切られている。

主軸方向はNh20・50－Wを向き，長径6・34m。短径6・03me面積38．23m2の方形状の平面

形を呈している。

壁高は34cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがり，壁側溝はカマドを除き一周している。

床は，ほぼ平坦なロームで堅い。ピットはPl～P4の4個が確認され主柱穴と考えられる。

覆土は2ト34cmでローム粒子eローム小ブロックを含む暗褐色土で第1a層に極少の焼土

粒子が検出されている。

カマド（第76図）は，かなり崩壊し焼土等も東南に流出している。主軸方向は北壁のほぼ中央

部にN－210－Wに向け築かれ，長径112cme短径94cmほどでわずかに西袖部が一部分残存を

示す砂質粘土が確認できる。燃焼部はわずかの焼土を留める。掘り方は長径118cm・短径82

cmほどの楕円形状に床面を14cm掘り窪めている。煙道部はSHOlによって切断されている。

遺物は少数である。

－83…
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SI O41土層解説
1・a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子仲）

b Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子（少）
C Hue7・5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少）・軟質ロームブロック（少）・ローム粒子（少）
d Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子（少）・焼土粒子雁少）

第開図　SI O41　実測図
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S1041土層解説
1・aHue7・5YR　5／4　にぷい褐色　砂質粘土層
2・aHue2．5YR　4／8　赤　褐　色　焼土層
3・aHue　5YR　3／6　暗　褐　色　焼土ブロック（少）機上粒子（中）

豊吉‡紺呂雷雷富蓋璧軍書望、恵子仲）
焼土粒子（中）
ロームブロック（少）

dHue　5YR　3／6　暗　褐　色　焼土プロッタ（少）焼土粒子（少）
木炭粒子（少）

4・　Hue7・5YR　3ノ4　暗　褐　色　ロームブロック（少）

ローム粒子（中）・木炭粒子（少）

第76図　SIO41　カマド実測図

三
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第77図　SI O41　出土遺物

出土遺物（第77図）　土師器の蜜，内黒土師器の杯，須恵器の杯がある。

賓は，口縁部が短く大きくひらき，端部内側が凹画をなす（接　2はIO38の所で掲載した杯

のようなタイプであろうか。須恵器の杯は，底部径が比較的大きく，ミズビキ成形のあと，底

部外面を回転へラケズリ調整している。この他，南壁の中央部で，須恵器の大型の皿の底部か

と考えられる平坦な底部を検出しているが形態は不明である。1の蜜は，住居址の東南コー

ナーから出土した。

鉄製品　4は鏑矢形式の鉄鉱で先端部を欠損している。現在9．6cm・刃部1cmはどの遺

185



存する雁股をなし，断面は内側が細くなり刃がつけられているかどうかは不明である。雁股の

刃部より茎部との境は頼刺突起状となり大きく張りだしている。茎部は先端に移行するにしたがっ

て細く4・7cmで欠損する。断面は方形で中央部分では1辺0．5cmを測る。

5は関都が遺在し，刃部は欠損している刀子で，現在長は6．1cm・幅11cm e厚さ0．3～

0．4cmで基部を欠損している。

ピ ット
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考 ピッ ト

番　 号
長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

P I 7 4 6 5 7 2 主 柱穴 P 3 7 7 7 3 7 1 主柱 穴

P2 8 8 7 0 5 7 主柱穴 P 4 7 3 5 1 7 2 主柱穴

S1042（第78図）

本住居址はE8b5に

確認され‾，大部分をSH

Olによって破壊されて

いる。さらにSHOlの南

外辺部から橋脚部に向か

う何らかの通路として，

本住居址上を使用してい

たと考えられる斜面に位

置する。

規模，主軸方向を確認

することは不可能であり，

床も極一部が残存するの

みである。

主柱穴と考えられるPlが

SHOlの斜面上に位置す

る。壁は8～12cmでゆ

るい立ちあがりを示す。

遺物は出土していない。

覆土もわずかな暗褐色土

の浅いものである。

瓜一一・笥／t。C∋慧

三二二主主＝

第78図　Sl O42　実測図
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Sq錮3　本住居址はE8C4。C5ed4ed5に確認され，SIO42の南方に位置してい

る。

遺構確認面においてわずかに数cmの焼土・炭化物を含む暗褐色土を確認できるのみで，壁

は確認できない程削平を受けている0東南壁に検出された焼土はカマドと想定していたが，調

査後，焼土がわずかに残存するのみでカマドとしての確証は得られなかった。

床のほぼ中央に焼土炭化物を少量検出する。住居の規模は前述のように確認することが難

しく，長径3・76m・短径3・46mも面積13・00m2で西南コーナーがやや張り出す方形状の平面

形を示すと考えられる。

遺物はほとんど検出することができない。焼土。炭化物の散在が多く火災にあっていると考

えられる。

別の掴（第80図）本住居址はE8C7ec8に確認され，東壁がSIO45と重複し，西壁を

SIO41に切られ北側をSHOlによって大部分切られている。

規模等は不明でわずかに南壁が10cmほど遣存しゆるやかに立ちあがり，床面の西南コー

ナーにやや方形状のP2と楕円形状のPlが在るのみで，SIO45と重複関係は不明である。

遺物はほとんど検出されなかった。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考 ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

Pl 6 5 3 4 7 ．5 P 2 5 6 4 8 ！ 2 ．6

SM45（第80図）　本住居址はSIO44の西側E8b6・C6ec7に確認され，北側の大部

分をSHOlによって削られている。

南壁に壁側溝をわずかに留め，壁高はlまcmほどで，垂直に立ちあがる。北壁に向かうにし

たがい削平を受けている。

床はほぼ平坦をなすロームで，やや西に傾斜を示している。

∈三三∈プ

l‾‾二二二‾：l
ヒ二二二讐笠二二∃

第79図　SI O45　出土遺物
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S144・044　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／4　褐　色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）
2．a Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（中）・ローム小ブロック（中）・ローム粒子（少）

b Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（中）・黒色ブロック（少）
3．a Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（少）もローム粒子（少）

b Hue7．5YR4／3　褐　色　ローム小ブロック（少）・黒色ブロック（少）

4．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子沙）
5．　Hue7．5YR2／3　暗褐色　軟質ロームブロック（少）
6．a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（極少）

b Hue7。5YR3／3　暗褐色　ロームブロック（少）。ローム粒子〔少）

第8の図　SI O44e O45　実測図
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ピットは3個確認され，Pl。P2は主柱穴と考えられる。P。は撹乱的な土壌状のものである。

覆土は，第1層が暗褐色土で第2層が褐色土である。

出土遺物　遺物は少量で，1ほ土師器の杯で外稜をもち目線部は外にひらく。2は須恵器の

杯で，ミズビキ成形のあと，底部外面を回転へラケズリ調整している。

1は南壁側溝内から，2は1のすぐ東隣りから出土している。

SIO41，SIO44，SIO45の出土土器は，いづれも国分期に比定さえる。ただし，すぐ南

のSIO39の土器群とはまた異なる様相を示している。この3住居址は，SHOlによって大部

分破壊されているため，これらの土器がどの住居址の遺物であるのか判別できない状態である。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考
ピ ット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

Pl 7 6 5 9 6 4 主柱穴 P3 1 0 3 7 0 2 8

P2 7 4 6 4 5 5 主柱穴

SF掴6（第82図）　本住居址はE9b5。b6e c5ec6に確認され，東部地区の南東傾斜

面に検出され，北西にSIO47◎南西にSIO49◎SIO50が位置している。

主軸方向はNつ10…Wを向き，長径3．6m・短径3．37mの方形状の平面形を呈している。

東斜面に所在し，西壁は28cmでゆるやかに立ちあがり，北壁は中央にカマドを設け東に向

かうにしたがいほとんど消滅し，また南壁も同様である。壁側溝はカマドを除きほぼ全周する

－21．50

が西側溝は幅を持ちゆるやかである。東側溝はわず

かに確認されるに留まる。

床は，ほぼ平坦をなすロームであり，主柱穴と考

S146　カマド土層解説
1・Hue7．5YR3／4　暗
2・I血e7．5YR3／4　暗
3・Hue7・5YR4／4　褐
4・Hue7．5YR3／4　暗
5・Hue7．5YR4／4　褐
6．Hue7．5YR3／4　暗
7．Hue　5YR3／6　暗
8．Hue　5YR3／6　暗
9・Hue7．5YR3／4　暗
10・Hue7．5YR3／4　暗
11．Hue7．5YR3／4　暗
12．Hue7．5YR3／4　暗

褐　色　ローム粒争焼土粒子含
褐　色　粘土小ブロック含

色　白色粘土粒子（多）含
褐　色　粘土粒子少量

色　ロームブロック（多）含
褐　色　白色粘土（多）含

赤　褐色　焼土
赤　褐色　焼土

褐　色　砂質粘土・ロームブロック・焼土合
褐　色　ロームブロック・焼土合
褐　色　砂質粘土・焼土粒子含
褐　色　砂質粘土・焼土によって権成され

10YRの面と5YRの両面を有する
13・Hue2・5YR4／3　オリーブ褐色　白色砂質粘土
14・Hue7・5YR4／4　褐　　　色　ロームブロック

ヒ二二二二空　　＿＿」

第81図　SIO46　カマド実測図
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S1046　土層解説

1．a HuelOYR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）
b HuelOYR3／4　暗褐色　ローム粒子（少）

2．　　Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）
3．　　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（動e粒土粒子（少）・黒色粒子沙）e廃土粒子（少）

第82図　SI O46　実測図

一一一‥90－

逸



えられるPl，P2は西側よりに位置し，東側には確認されなかった。P。は主柱穴と考えるのに

は壁が軟弱すぎる。

覆土はロームブロックを含む暗褐色土が大部分であるが東では極浅くなる。

カマド（第81図）は北壁の中央部に位置し，主軸方向はN－100－Wで，煙道部は北壁を60cm

掘り込み，長径151cm◎短径94cmほどで崩壊が激しく，袖部の一部は横断面に砂質粘土を含

む第8層◎第11層白，色粘土を含む第6層がわずかに確認される。

掘り方は，北壁を幅45cm◎奥行64cmで430の角度を有し細長い煙道部とする。火床は長

径85cm◎短径58cmほどの不定楕円形状に6cmほど床を掘り窪めている。

遺物はほとんど検出されなかった。

ピット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm
！

備　　 考 ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

P l 4 3 4 1 7 主柱穴 P 3 5 0 4 6 1 0

P2 3 8 3 6 9 主柱穴 P 4 2 2 2 1

SE錮7（第84図）　本住居址はF9a3◎a4・b3・b4に確認され，北側にSIO38◎SI

O70が接し，南側にSIO50◎SIO46が位置している。

平面形状は，西北コーナーと東北コーナーがやや外側にはりだす，長径4．91m e短径4．91

m。面積24・45m2ほどの方形状を呈し，主軸方向はN－30－Wを向き，東南コーナーを長方形

状のSKlOOが掘り込んでいる。

壁は14－22cmで西壁がややゆるやかであるが，他はほぼ垂直に立ちあがる。壁側溝はカマ

第83図　SIO47　カマド実測図

ドをSKlOOによって切られている部分を除きほぼ

全周している。

床は，ほぼ平坦なロームであるが西側にやや傾斜

を示している。

ピットは4個確認され，Pl～P3は主柱穴と考えら

れ，P4は西北コーナーに位置している。東南コーナー

をSKlOOが床を58cmほど掘り込んでおり東南側

のピットは破壊されていると考えられる。

覆土は，ロームブロックeローム粒子を若干含む

暗褐色土層が主である。

カマド（第83図）は北壁の中央部に位置し，主軸方

向はN－70－Wで，長径108cmの短径95cmほどで，

ー91－
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S1047　土層解説

1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）・ローム粒子（中）
b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（中）・ローム粒子（少）・軟質・暗褐色ブロック（少）

2．　　Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（少）・軟質。暗褐色ブロック抄）
3．a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子（少）

b Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少）・粘土ブロック（少）

第錮図　SI O47　実測図
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北壁を幅60cm，300の角度で20cmはど掘り込み，さらに750で8cmほど掘り煙道部として

いる。燃焼部は径42cmの楕円状に床を10cmはど掘り窪めている。柚部は北壁より72～80

cmほど突出し，暗褐色土混じりの砂質粘土で構築し48cmの間隔を有している。天井部は崩

壊している。

遺物はカマド西袖付近より，ほぼ完型の甑が出土し，東側よりに杯が出土している。

出土遺物（第85図）土師器の璽・甑・杯・（高杯）がある。

蜜は小片のため掲載を省いた。甑はやや小型で，胴部内面にタテ方向のへラミガキがみられ

る。

杯は素線内傾口縁（2）と，外稜垂直立ち上がりロ縁の2種がある。

1はカマドの西袖脇，2はカマドの東，3は住居址の東南コーナーからそれぞれ出土してい

る。4の高杯は覆土の混入であろう。

ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

ピ ット

番　 号
長径 cm 短径cm 深 さcm 備　　 考

P l 5 8 4 7 2 6 主柱穴 P 3 4 5 4 3 4 5 主柱穴

P 2 6 2 5 0 4 7 主柱穴 P 4 4 3 3 0 5 0

S1048（第86図）　本住居址はF8eO・fO・F9al・el・e2・flに確認され，東部

地区の南方部に在り，SIO52が南側に，SIO50が北側にやや接近して位置する。さらに本

遺構の北壁コーナーはSKl08によって切られている。

主軸方向はN－370－－Eで，長径4．75m・短径4．44m・面積21．09m2でやや東南コーナー

が南に張りだす方形状の平面形を呈している。

壁高は13～33cmで東壁がややゆるく立ちあがり，他壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

壁側溝は32～42cmの幅でカマドを除き全周している。
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S1048土層解説
1・　Hue7・5YR3／2　黒褐色
2・　Hue7．5YR2／3　極暗褐色
3・　Hue7・5YR3／4　暗褐色
4・　Hue7・5YR3／3　暗褐色
5・　Hue7・5YR4／3　褐　色

a Hue7・5YR3／4　暗褐色
6・　Hue　5YR3／2　暗赤褐色

ローム粒子，焼土粒子
ローム粒子
ローム粒子
ローム粒子

ローム粒子e焼土粒子も粘土粒子「多）
ローム粒子・焼土粒子
焼土（多）

焼土土層解説

1・Hue　5YR4／6　赤褐色焼土ブロック（少）・廃土粒子抄）・ローム粒子（少）
2・Hue7・5YR4／6　褐　色　ローム粒子（少）・焼土粒子（少）

第86図　SI O48　実測図
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床はほぼ平坦なロームで堅く・6個のピットが確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。

東側溝の中央やや南にP5・西側溝の北よりにP6が確認され，壁側穴と考えられる。

カマドの西および東南に焼土が多量に検出され，覆土中の第1層からも焼土粒子が検出され，

火災にあったと考えられる。

S1048　土層解説
1．Hue7．5YR3／3　暗　褐　色

焼土ブロック（多）
2．Hue7．5YR3／4　暗　褐　色

焼土粒子（少）
3．HuelOYR4／3　にぷい黄褐色
4．Hue7．5YR3／4　暗　褐　色

炭化材・廃土ブロック（少）
5．HuelOYR3／4　暗　褐

砂質粘土多・壌土プロツ
6．Hue2．5YR3／4　暗
7．HuelOYR3／3　暗

赤少）こ　褐

褐
砂質粘土中・焼土ブロック（少）

8．Hue7．5YR4／3　褐
砂質粘土・ロームブロック（少）

9．Hue．5YR2／3　極　暗　褐　色
廃土ブロック（少）・ロームブロック（大）

10・HuelOYR4／4　褐　　　　色
砂質・焼土ブロック・ロームブロック

11・Hue　5YR3／4　暗赤褐色
砂質含む・焼土ブロック

12．Hue7．5YR4／2　灰　褐　色
カーボン・ロームブロック（少）腹乱

13・Hue7．5YR3／2　黒　褐　色
焼土粒子（少）

第88図　SI O48　出土遺物

L　11C■　二∃

カマド（第87図）は，北壁のほぼ中央部に位置し，主軸方向はN－53．50－Wで，長径148cm・

短径127cmである0北壁を幅63cmで65cmはど掘り込み煙道部としている。天井部はわずか

に残存するのみである0西袖は北壁より26cm突出するに留まるが，東柚は80cmはど突出し，

やや内側に曲がる様態を呈している0この抽部はロームブロック混じりの砂質粘土で構築され

ている。第4層は天井部の流出と考えられる。
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出土遺物（第88図）土師器の賓e杯e須恵器の杯がある。

婆は大型と小型があり，大型の賓は小片のため掲載を省いた。lは小型の賓で目線は短く，

かなりゆがんでいる。

2は外稜をもち，口縁は外傾してひらき，底部はほぼ半球形を呈する。4の器形は不明であ

るが上下が逆転する可能性がある。

須恵器の杯（5）は，底部がやや不安定で，ミズビキ成形のあと底部外面をへラケズリ調整し

ている。

3はカマドの東脇，5はカマドの東袖部のつけねに浮いた状態で検出された。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

Pl 3 6 1 9 2 6 主柱穴 P4 2 7 2 7 3 0 主柱穴

P 2 2 9 2 7 2 7 主柱穴 P 5 3 4 3 0 1 2

P 3 3 0 3 0 3 9 主柱穴 P 6 2 8 1 8 2 6

Sg錮9（第90図）　本住居址はE9a3・d4ee2ee3・e4に確認され，西北SIO50が

重複し，さらに西北壁をSKl06が切り込み，西壁にSKlO70東北コーナーにSKlO4e東壁

中央にSKl05が切り込んでいる。

主軸方向はN－270－Eで，長径5．29m。短径4．9me面積25．92m2の長方形状の平面形を

SI O49　カマド土層解説
1．HuelOYR3／4　暗　褐　色

ローム（小げロック含
2．HuelOYR3／3　暗　褐　色

ローム（小）ブロック含e粒子あらい
3．HuelOYR3／3　暗　褐　色

ローム（小）ブロック（少）

4．Hue7．5YR4／4　褐　　　色
ロームブロック

5．Hue7．5YR3／3　暗　褐　色
砂質性粘土（少）・焼土粒子（多）

6．Hue7．5YR2／3　極暖褐色
砂質粘土（中）・焼土粒子（少）・ロームブロック（少）

7．Hue7．5YR3／3　暗　褐　色
砂質性粘土・ロームブロック（少）・焼土粒子（少j

8．Hue2．5YR4／2　灰　褐　色　　焼土粒子（LP）
9．Hue7．5YR2／3　極暗褐色　　廃土粒子（多）
10．Hue　5YR2／3　極暗赤褐色
11．Hue2．5YR3／4　暗赤褐色
12．Hue7．5YR3／4　暗　褐　色
13．Hue7．5YR2／2　黒　褐　色　　撹乱

第錮図　SI O49　カマド実測図
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S1049土層解説

芸：鑑器鵠月詣腔禦粒子を含
3・a Hue7・5YR3／4　暗褐色　ローム少ブロック・ローム粒子（少）量含

b Hue7・5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子含
4・ぞ　Hue7・5YR4／4　褐　色　ローム粒子（多）含

b Hue7・5YR4／4　褐　色　ローム粒子を（多冶e焼土抄）含
Hue7・5YR2／2　黒褐色　ローム粒子（少）含
Hue　5YR4／8　赤褐色　焼土粒子を多含
Hue　5YR3／2　黒褐色　ロームブロック（少）含柔かい
Hue7・5YR3／2　黒褐色　ロームブロック（多）含柔かい

a Hue7・5YR3／2　黒褐色　ロームブロック含柔かい

第9の図　SI O49　実測図
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呈している。

壁高は10～34cmほどではぼ垂直に立ちあがる0壁側溝はカマドと土塀に切られた部分を除

き全周する。床はほぼ平坦な堅いロームで，やや北側に傾斜している。

ピットは5個確認されPl～P。は主柱穴と考えられる。P5は不明である。

覆土は・ローム粒子・小ブロックを含む暗褐色土よりなり，第3層・第4層に焼土粒子を検

出し，さらに西南コーナー床面に焼土・炭化物を多量に検出していることより火災にあったと

考えられる。

カマド（第89図）は北壁の中央に位置し主軸方向はN－27．50Eを向き，長径137cm・短径136

cmほどであるが崩壊がはげしく，抽部・天井部は不明である0わずかに第2層・第3層に砂

∈≡函牽　く≡王訝

第91図　SI O49　出土遺物

質粘土を少量含む層を確認できるのみである0掘り方は北壁を35cm幅で60cmほど掘り込み，

床を長径60cm・短径55cmはどの楕円形状に10cmほど掘り窪めている。

遺物は少量検出している。

出土遺物（第91図）土師器の賓・杯が出土している。

1の要は小型で，頸部が垂直に立ち上がり，口縁部が短く外反する。

2・3の杯は，外稜内偵立ち上がり口縁で，とくに3は，底部内面にていねいなへラミガキ

を有し，外側にもへラミガキがみられる。

その他の遺物では，土製支脚が出土している。

ピッ ト
番　 号 長径 cm 短 径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト

番　 号
長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

P l 3 2 2 8 4 0 主柱穴 P 4 3 4 2 4 3 9 主柱穴

P 2 3 5 3 0 3 1 主柱穴　　 － P 5 8 1 5 3 1 3

P 3 3 2 3 1 3 7 主柱穴　 l

Sl050（SIO80）（第92図）　本住居址はF9C2・C3・d2・d3に確認され，東南のSI

O49と重複し，SKl06がさらに重複しているので，SIO50とSIO49との新旧関係は不明で
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第92図　SIO50．080　実測図
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ある。さらにSIO80上に構築されている。

SIO50の主軸方向はN－12．80－Wで，長

径5．56m e短径5．29m e面積29．41m2の

方形状の平面形を呈している。

SIO80の主軸方向はN一一250－Wで，長

径6．19m・短径6．03m e面積37．32m2ほ

どの方形状の平面形を呈している。

壁高は42～51cmほどで，ほぼ垂直に立

ちあがる。壁側溝はカマドをのぞき全問し，

西側溝e東側溝に壁側穴を有している。

床は中央部がやや高くなり東側にゆるや

かに傾斜し，カマドの焼土が流出している。

ピットは5個確認され，Pl～P4は主柱穴

と考えられP2と島の中間南壁よりにP5が

ある。

覆土は第1層の褐色土が北側に多く堆積し，

Q

J L二二二二婆二二二∃

第93裏　SIO50e O80　カマド実測図（A）

下位の第2層暗褐色土は中央から南に多く堆積

している。

カマド（第93・巧図）はSIO50の大型のカマドと考えていたが，精査後，北壁ぎわに旧カマド

を切って構築していることが確認され，旧住居をSIO80とする。焼土が西南に多量に流出し

SIO50のカマドは東側に設置される。規模は不明確であるが長径130cm6短径94cmと推定

され，主軸方向はN一、200－Wを向き撹乱をうけ流出している。東袖は大部分欠損し，砂質粘

土e黄灰色粘土小ブロックを多量に含む層で構成されている。カマドの西側に土器片が出土し

ている。

出土遺物（第94図）土師器の賓。杯◎手捏ね土器がある。

i e2は小形の蜜で1の頸部はゆるやかに「く」の字状に屈曲し，2はあまり屈曲がなく，

弱

第94図　SI O50　出土遺物
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l．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

080・050　カマド土層解説
Hue7．5YR
Hue lOYR
Hue2．5YR

Hue7．5YR
Hue lOYR
Hue　5YR
Hue　5YR

4／4　褐　　　色　ローム粒子（多）e廃土粒子微
4／4　褐　　　色　灰色Slltを多く含む
3／4　暗　褐　色　黄灰色粘土ブロック及焼土粒子含
3／4　暗　褐　色　ロームブロック・粘土・焼土。炭化粒子含
4／4　褐　　　色　黄灰色粘土小ブロック（多）含・ローム炭化粒子（少）含
3／4　暗赤褐色　焼土を多量に黄灰色粘土粒子少量含
4／6　赤　褐　色　ほとんど廃土によって構成されている

Hue　5YR2／3　極暗赤褐色　焼土を含む
Hue lOYR4／4
Hue lOYR4／4

Hue7．5YR3／3
HuelOYR3／4
Hue　5YR4／6
Hue7．5YR3／4
Hue7．5YR3／4
Hue7．5YR3／3
Hue7．5YR3／4
Hue7．5YR3／4
Hue lOYR3／4
Hue7．5YR3／4
Hue7．5YR3／4
Hue7．5YR4／4

褐　　　色　黄灰色粧土粒子を多く　焼土粒子少量含む
褐　　　色　黄灰色粘土を多量に含む
暗　褐　色　焼土粒子（多）含
暗　褐　色　粘土含
赤　褐　色　焼土
暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子含
暗　褐　色　ロームブロック・白色粘土ブロック・炭化粒子含
暗　褐　色　ローム粒子・焼土合
暗　褐　色　ローム粒子・焼土合
暗　褐　色　ローム粒子（多）含。かたい
暗　褐　色　砂質粘土・ロームブロック・炭化粒子
暗　褐　色　ローム粒子含
暗　褐　色　焼土粒子（多）・ローム粒子抄）含
褐　　　色　ローム・廃土粒子（少）含

第95図　SI O50・080　カマド実測図（B）
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頸部外稜をもち稜をつくる。

杯は外稜をもち，口縁部が垂直に立ちあがるもの（3・5）と，素縁で口縁部がやや外傾するも

の（4）がある0　3はやや深めで鉢に近く，底部がかなりいびつである。5の形のなかには底部

内面に放射状のへラミガ手のみられるものもあった。

6は手控ね土器で，ユビオサ工の痕がみられる。

1はカマドの西抽上面，2は住居址の中央部南，3・6はカマドの西抽脇，4は住居址の西

南部からそれぞれ出土した。

ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト

番　 号
長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 1 0 0 7 5 3 8 主柱穴 P 4 8 2 6 8 6 2 主柱穴

P 2 9 0 7 8 5 8 主柱穴 P 5 5 9 4 5 2 5

P 3 9 8 9 6 6 4 主柱穴

Sl080（第92図）　SIO50と大部分重視し，わずかに北壁・東壁を残存するに留め，壁高

は50cmほどで壁側溝を有し，東壁側溝に5個の壁側穴を確認するが，主柱穴はSIO50の東に

Plが検出するに留める。遺物はカマド周辺にわずかに出土している。

SIO80のカマド（第93図）はSIO50に切られ，長径118cm・短径89cmはど残存し，主軸方向

はN－L210－Wを向き・抽部は北壁より50cmほど突出し，52cmの間隔を有している。煙道部

第96図　SIO80　出土遺物

は北壁を62cmの幅で75。の角度を有し，34cmはど掘り込んでいる。壁側溝が燃焼部近くま

で確認される。

出土遺物（第96図）土師器の鉢・手捏ね土器がある。

1の鉢は，内面に放射状のへラミガキがあり，カマドの東脇から出土している。

2から4の手捏ね土器は，いづれも焼成はあまりよくなく，底部外面に木の葉の圧痕が残っ

ている02・4は，カマドの両袖外側の壁側溝内から出土し，3はカマドの西脇から出土した。

これらの手捏ね土器は・破片も含めれば6点を数えるが，完形品はこの3点である。
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第97図　SI O51　実測図
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SB O5瑠（第97図）　本住居址はE8a2・a3eb2e b3・b4。C3に確認され，北コー

ナーを長方形状の土壌が切り込んで南に延びている。さらに北側はSHOlに接し，東南にSI

O43が位置している。

主軸方向はN～M45．60－Wで，長径4．8me短径4．8m e面積23．04m2の正方形状の平面形を

呈している。

壁高は西南壁が30cmほどで垂直ぎみに立ちあがり，他壁は浅く，南から北にかけて削平を

受けていると考えられる。

床はほぼ平坦をなすロームで，わずかの焼土を検出し，覆土申第2層からも少量の焼土粒子

を検出しており，火災にあったと考えられる。

S10引　力マド土層解説
1．Hue7．5YR4／3　褐　　色

焼土粒子を含む
2．Hue7．5YR3／2　黒　褐色

焼土粒子e混入カーボン
3．Hue2．5YR4／8　赤　褐色

廃土ブロック（多）
4．Hue7．5YR3／4　暗赤褐色

焼土ブロック・カーボン
5．Hue7．5YR4／

砂質粘土・カーボ
6．Hue7．5YR3／
7．Hue7．5YR3／

2

ン

3

2

焼土中ブロック

8．Hue7．5YR4／3
ローム粒子含む

灰　褐色
廃土
暗　褐色
黒　褐色

褐　　色

第98図　SIO51　カマド実測図

壁側溝はほぼ全周し，北東壁側溝に壁側穴を3個確認する。

カマド（第98図）は西北壁のほぼ中央に位置し∴主軸方向はN－450－W，長径160cm e短径

145cmほどで西南に焼土が流出している。崩壊され天井部は欠損し，右袖部がわずかに残存

し，左袖はわずかに断面に砂質粘土を含む第5層が確認されるのみである。煙道部は西北壁を

40cmの幅で40cmほど掘り込み，火床は長径72cm◎短径70cmの楕円形状に16cmほど掘り

窪めている。

遺物は土器片が少量出土したほか，カマドから支脚が出土しているがかなり風化している。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
ピット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 7 6 5 9 3 6 主柱穴 P 3 6 5 6 1 3 0 主柱 穴

P2 7 6 6 7 2 8 主柱穴 P 4 6 2 5 6 2 5 主 柱穴
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S1052　土層解説

1．　Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム小ブロック（少）e木炭粒子（少）・ローム粒子（少）

2．　Hue7．5YR4／3　暗褐色　　ロームブロック（少）e焼土粒子（少）e木炭粒子仲）
3．a Hue7．5YR4／4　褐　色　　ロームブロック（少）e軟質ロームブロック（少）

b Hue7．5YR3／4　褐　色　　ロームブロック（少）・軟質ロームブロック（少）・木炭（多）
4．　　Hue7．5YR4／4
5．　　Hue2．5YR6／3

褐　色　　軟質黒色ブロック（少）
暗赤褐色

第99図　SI O52　実測図

一一105－1



S9052（第99図）　本住居址はF8fO egO ehO eF9日。gl e g2e hlに確認され，

東部地区の東南端に位置している。北側にはSIO49が接近している。

主軸方向はN－34．50－Wで，長径5．87me短径5．68me面積33．34m2の方形状の平面形を

呈している。

壁高は20～30cmで垂直ぎみに立ちあがり，壁側溝が全周し，側溝を掘った後に北壁にカマ

ドを構築している。

床は，ほぼ平坦な堅いロームで，やや東北にゆるい傾斜を示している。カマド周辺および西

壁東南コーナーから床面にかけて黒色土混じりの焼土e炭化物が多量に検出されている。

ピットは7個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。なおPl直上に焼土が検出されている。

島は長方形状の貯蔵穴と考えられ，P6e P7はさほど大きいものではなく，カマド近くに位

置している。

覆土は第1層～3層まで木炭粒子◎焼土粒子を含み火災にあったと想定される。

カマド（第100図）は北壁の中央やや東よりに位置し，主軸方向N…21q－Eを向き，長径177cm・

－23βO

一式会議董注＞、、
1M

S1052カマド土層解説

1．HuelOYR3／4
2．Hue　5YR3／4
3．Hue7．5YR3／4
4．Hue7．5YR3／4
5．HuelOYR3／4
6．Hue7．5YR3／4

暗褐色　粘土（多）・廃土粒子（少）含
暗赤色　焼土ブロック・粒子含
暗褐色　焼土粒子（多）含
暗褐色　砂質粘土含・焼土粒子抄）含
暗褐色　ローム・廃土粒子（少）含
暗褐色　焼土粒子（少）含

7．Hue2．5YR4／8　暗褐色　焼土
8．HuelOYR3／4　暗褐色　砂質粘土・焼土粒子含
9．Hue7．5YR3／4　暗褐色　焼土粒子・灰含
10．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子（少）含
11．Hue7．5YR4／4　褐　色
12．Hue2．5YR4／8　赤褐色　焼土
13．Hue7．5YR3／4　暗褐色
14．Hue7．5YR4／6　褐　色　ローム・焼土粒子含
15．HuelOYR3／4　暗褐色　砂質粘土・ローム粒子（少）含

第柑　図　SIO52　カマド実測図

短径153cmで東側に焼土が流出している。

天井部は壊れているが，袖部は北壁より77～108cmほど突出し，やや内側に攣曲し15～43

cmの間隔を有している。燃焼部が窪んで暗褐色土が多量に焼土。炭化物を含み，流入している。

遺物は東袖部の先端に杯が出土しているほかカマドの覆土中にも少量の土器片を検出する。

掘り方は北壁を幅108cmで70cmほど掘り込み煙道部とし，煙道ぎわに長径62cm e短径

一106－



32cmの楕円形のピットと，やや西よりに長径42cm・短径20cmの不定形のピットがある。火

床は長径55cm・短径32cmの卵形に6cmはど掘り窪めている。

出土遺物（第101図）土師器の整・甑・高杯がある。

1の賓は，頚部が垂直に立ちあがり，口縁が外にひらく。2は口縁部が短く，内面にパケ目

調整，胴部外面にもわずかにへケ目が伺える。

3は高杯の杯部で，内外ともにていねいなへラミガキを行なっており粘土の接合部で段を形

成している。4は脚部で，胴部が短く福部はまっすぐにひらく。内側の凹みは浅い。5の脚部

は内側をヘラケズリしており，6の裾部は外面に朱彩がみられる。3・5・6は時代が測るも

のであるが，4は住居址に伴うと考えられ，このような形を呈する高杯は他で検出していない。

7の甑は小型で，口縁から底部まで屈曲はほとんどなく，丸い鉢形を呈する。8はやや大型

で，底部からⅤ字状にひろがる形の底辺部である。

9の杯は底部が安定しており，素縁の口縁はやや内傾している。休部から口縁部にかけて内

第101図　SI O52　出土遺物
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外ともに朱彩がある。10の杯は鋭い外稜をもち，やや長めの目線が内傾して立ちあがる。

1はカマドの東側，2はP。の南，4e7はカマドの南，6は住居址の東南部，9はカマド上

部，10はP4の東からそれぞれ出土した。

その他の遣物は土玉が住居址の西南部で，砥石が南壁寄りから出土したほか石製模造品が1

点検出された。

11は最大径は11．05cm・幅10．1cm・厚さ4．8～5．6cmを測り台形状をなしている。全面

がよく使用され，研ぎ減っており，側面にはⅤ字ないし日学状の溝が縦横にみとめられる。側

面下半より裏面にカーボンが付着し，火災時に焼化されたものと想定される。

12は長径2．5cm・短径2．1cm e厚さ0．35cmほどの楕円形状の石製模造品で0．2cm位の穴

が2孔穿ってあり，材質はアジノールである。

ピ ット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 5 0 3 7 6 9 主柱穴 P 5 5 6 5 5 6 2 鯨蔵穴

i

P2 4 7 4 2 4 6 主柱穴 P6 2 0 1 7 1 5

P3 5 6 5 1 5 8 主 柱穴 P7 2 3 1 5 1 5

P4 4 7 4 2 5 7 主柱穴

SB O鍼（第102図）　本住居址はSHOlの南方E8cO edO eE9cl・C2。dl。d2。

d3eel ee2にわたり確認された大型住居で，SIO77を切り，SIO55に接して位置してい

る。同様の大型住居址SIO37。SIO67が西南に接近して所在する。

主軸方向はN～410～Wで，長径8．32mB短径8．26mも面積68．72m2ほどの方形状の平面形

を呈している。

壁はそれほど高いものではなく，11～38cmほど残存するに留まる。住居の北側はSHOlの

東橋脚部の南方に位置するゆえ，かなり削平を受けている。

壁側溝は東壁は明確でないが，ほぼ全周していると考えられる。

床はほぼ平坦なロームで，特に中央部が堅い。北壁にカマドの一部が残存するが，撹乱によ

りそのほとんどを崩壊し，わずかに焼土が残存する。さらに焼土および炭化材が壁ぎわに多量

に検出され，特に西北コーナー付近から多量の炭化材が壁ぎわより床の中心部に向かい放射状

に確認された。

ピットは6個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，P5は補助的な柱穴と考えられる。さ

らに主柱穴に壁側溝より溝状の掘り込みが東西壁に対しほぼ直角に掘り込まれ，間仕切り的様

相を呈すると考えられる。東南コーナーに溝状のものが3条みられるが性格は不明である。

覆土は浅いがはとんどの層より焼土e炭化物の粒子を検出し，火災にあったと考えられる。

一一一一一つ0811
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S1054　土層解説
1・　Hue7．5YR2／2　黒　褐　色　　ローム粒子（少）・蔑土粒子・木炭粒子
2．　Hue7．5YR3／1黒　褐　色　　ローム粒子

a Hue7．5YR3／1黒　褐　色　　ローム粒子（少）
3．　Hue7．5YR3／4　暗　褐　色　　ローム小ブロック（少）

a Hue7．5YR3／4　暗　褐　色　　ローム小ブロック
4．　　Hue7．5YR2／1　黒　　　色

l　一一一一軍一二掴　牒

5・　Hue7・5YR2／1黒　　　色　木炭粒子（多）
a Hue7．5YR2／1黒　　　色　木炭粒子

6・　Hue7・5YR2／4　極暗赤褐色　粘土（多）
a Hue7．5YR2／4　極暗赤褐色　　焼土
b Hue7．5YR2／4　極暗赤褐色　焼土・木炭粒子
C Hue7・5YR2／／　極暗赤褐色　廃土・粘土粒子

第102図　SI O54　実測図



遺物はやや多く，東南コーナー壁ぎわより多数の土玉等が出土している。

出土遺物（第103図）土師器の璽・甑・杯・須恵器の杯・蓋がある。

1は大型の要で，頚部が垂直に立ちあがり，2は大型嚢の底部で，底部がせまく胴部が下ぶ

くれのため不安定な印象をうける。

3は大型の甑で，口縁部から胴部にかけて屈曲があまりない。

杯（5～9）は，外稜垂直立ちあがり口縁で底部内面に放射状のへラミガキを有するもの（5）

や素縁で外傾する口綾部をもつもの（6）のほか，明瞭な外稜はもたないが，ロ縁部が大きく外

へひらき，内面に朱を塗ったもの（8）などがある。9は杯というよりは鉢に近く，やや長めの

口縁部が垂直に立ちあがる。

れ

ノ・二二‘；

第103図　SI O54　出土遺物
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第柑　図　SI O54　出土遺物

ピッ ト
番　 号 長径 on 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト

番　 号
長径cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

Pl 4 2 4 2 4 7 主柱穴 溝7 1 2 8 2 1 6．9
P2 4 8 4 4 3 7 主柱穴 溝 8 1 5 2 3 8 2 0
P 3 3 9 3 3 4 4 主柱穴 溝 9 1 7 6 4 3 2 0
P 4 6 8 5 1 5 8 主 柱穴 溝 10 2 3 1 4 5 1 4
P5 5 0 3 2 1 9 （主柱穴） 溝11 1 8 3 3 0 8．9
P6 2 8 1 5 5．9 主柱穴 溝 12 1 7 2 2 2 1 5

拙ま須恵器の蓋で，目線部はほぼ垂直に下がり，短部は丸い0ミズビキ成形のあと，天井部

を回転へラケズ欄整を行なっている。1ユは賓の底部で，胴部外面に平行叩き痕，下端はへラケ

ズリを行なっている。

2はカマドの東南部，3◎5はカマドの西南部，8は住居址の東北壁寄りからそれぞれ出土

している。

4の高杯はカマドの西南部から出土したもので時代の潮る遺物である。本住居址では支脚の

機能を果たしたであろうか。

その他の遺物としては，多量の土玉が東南壁下に集中して出土しており，火災の際に垂木に

－112－



吊してあったものが，下へ落ちた状態で出土したのではないかと考えられる（1～19）。この他，

滑石製の紡錘車が主点出土している（20）

Siの55（第106図）本住居址はE9d3ed4に確認され，SIO54の東コーナーを切り，

SIO77の北側部を切り込んで位置し，SIO40が北側に接近している。

主軸方向はN－29・50～Eで，長径3・43me短径3・23m。面積つ1．07m2の方形状の平面形を

呈する小型の住居址である。

壁高は10～′18cmと浅く，ほぼ垂直ぎみに立ちあがり，南壁の一部が撹乱をうけている。

床はほぼ平坦なロームで堅く，やや西南にゆるい傾斜を示す○東北コーナーに撹乱をうけ，

床の中央に不規則などットが9個確認することができる。PleP2は主柱穴と考えられるが，他

は不明である。

覆土は浅い暗褐色土層からなるが，焼土粒子を含み火災にあったと考えられる。

カマド（第用5図）は北壁の中央に位置し，主軸方向N～140－Eで，長径130cmも短径108

cmほどで，削平を受け，天井部は潰れて不明であり，わずかに東袖部が確認されるのみであ

る。掘り方は北壁を70cmほどの幅で250の角度を有し，45cm掘り込んで煙道部としている。

火床は床をわずかに掘り窪めた程度である。

遺物は少量であるが，内黒土師器に墨書で「仁万」と書かれた杯が出土している。この墨

書土器は西南32cmほどに位置するSIO64の住居からも多数出土し，注目される遺物である。

感

j
柑
p
く劇
0

出土遺物（第107図）土師器の賓。内黒土師器

⑤　の杯e須恵器の婆。杯などがある。

lの土師器の婆は，底部しか残っていないが長

－2想．50

2b

一義三藍：二重慧亘も＼

第105図　SIO55　カマド実測図

胴の形であろう。内黒土師器において，ロクロに

よるミズビキ成形のあと，休部下端と底部外面を

へラケズリ調整をする手法は，同時期の須恵器の

杯と共通している03も同様で，さらに底部外面

に「仁万」の墨書がみられる。このように墨書のあ

る内黒土師器は，SIO64で多量に出土している

が，この住居址ではこの1点だけであった。

須恵器の杯は，4の場合，体部が外側にやや攣

曲しており，内黒土師器の杯と非常によく似た器

形を呈している。5は大型賓の日録部である。

2は住居址東北部床面，3は西南部，4は東北

一一一一・1131－
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Sl　055　土層解説

1．Hue7．5YR3／3　暗赤褐色　　焼土（多）
2．Hue7．5YR3／3　暗褐色　　小ロームブロックeローム粒・有機質を含むe焼土粒（少）
3．Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ロームブロック・ローム粒・2より少ないe焼土粒（少）
4．Hue7．5YR4／4　褐　　色　　ローム粒子・有機土
5．Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ロームブロック
6．Hue7．5YR5／6　明褐色　　ローム粒子（少）がかたまって混入
7．Hue7．5YR2／2　黒褐色　　焼土粒（多）
8．Hue7．5YR4／4　褐　　色　　大きなロームブロックeまわりの土やわらかい
9．Hue7．5YR3／3　暗褐色　　大きなロームブロックのかたまり
10．Hue7．5YR5／6　明褐色　　2より少し大きいロームブロックでやわらかい
11．Hue7．5YR3／3　暗褐色

第106図　SI O55　実測図
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壁寄り，5はカマドの東南部から出土した。

第107図　SI O55　出土遺物

ピッ ト
番　 号 長径cm 短 径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト

番　 号 長径 m 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 2 8 2 6 1 0 主柱穴 P6 1 9 1 3

3．3P 2 4 0 3 1 1 2 主柱穴 P7 1 8 1 5

P 3 2 4 1 7 P8 2 8 1 7

P 4

P 5

1 6

2 0

1 2

1 8

P 9 2 5 2 0

別の5＄（第108図）　本住居址は東部地区東緩斜面E9f3。f4eg3eg4区に確認され，

東南コーナーを，SIO65が切り込み，東北側はSIO59に接して位置している。

主軸方向はN－90－Wで北側が4．2me南側3．2m◎長径5．23m。面積19．35m2の逆台形状

の平面形を呈し，コーナーはやや隅丸状である。

壁高は西側の壁は41cm内外でほぼ垂直に立ちあがるが，東壁は遺存せず，削平されている

と考えられる。

壁側溝は北壁と西壁の一部に確認する。

床は，ほぼ平坦をなす堅いロームで，中央部やや北よりに楕円形状の長径120cm e短径73

cmの炉址があり，皿状に8cmほど床を掘り窪めている。東南コーナーはSIO65の貼床が確

認される。

ピットは6個ほど確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，P6はP2。P。の中間やや南に位置

し，補助柱穴と考えられる。P5はやや大型で，P2◎P。の直線上に位置するが性格は不明であ

る。

覆土は第1。2層がローム粒子混りの暗褐色土層，床および壁ぎわに褐色土が堆積している。

遺物は少量で，炉址付近より多く出土している。
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SI O56　土層解説
1．　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子（少）
2．　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（少クローム粒子（少）
3．a Hue7．5YR4／6　褐　色　ローム小ブロック（少）褐色軟質ブロック（少）ローム粒子（少）

b Hue7．5YR4／6　褐　　色　ロームブロック（少）ローム小ブロック（少）
c Hue7．5YR4／6　褐　色　ロームブロック（少）軟質褐色ブロック仲）ローム粒子仲）

炉址土層解説
1．Hue75YR5／8　明褐色　焼土
2．Hue7．5YR5／8　明褐色

第柑　図　SI O56　実測図
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出土遺物（第109図）土師器の壷・賓・高杯・器台がある。

1の壷は小型で，最大径はほぼ胴部の中位にあり朱彩を施し，緻密でていねいなへラミガキ

を行なっている02は口縁部が外側に攣曲し・端部がつよく外反する。3は1よりやや大型で朱

彩があり，最大径は胴部のかなり下に位置する。

嚢は大型と小型に分けられ，4は大型で頚部が鋭く「く」の字状に屈曲する。外面をパケ目調

整したあとへラケズリを行なっている05はやや小型で・頚部は「く」の次状に屈曲するものの，口

縁部はやや垂直に立ちあがる0この場合は，ヨコにタテにパケ目調整を駆使しており，口綾部

の内側をへラミガキしている06から9は台付婆の台部で，とくに7は台部と蛮底部との境に

粘土紐を指でおさえて貼り付けている。

10は高杯の杯部で，口綾部がやや内偵し，椀に近い形を呈しており，内面をていねいにみが

いている。

11は器台で，受部の内面を放射状にへラミガキし，脚部外面もみがいている。孔は3孔穿た

I　が

［

第109図　SI O56　出土遺物
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れ脚部内面はパケ目調整のあとナデ調整している012も器台であろう。孔は4孔であろうか。

器面はみがかれ，朱を塗っている。

これらの土器は，住居址の中央やや北寄りに集中していた。

その他の遺物では，士玉が2点出土している。

ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 3 8 3 4 3 5 主柱穴 P 4 2 5 1 8 2 8 主 柱穴

P 2 2 6 2 1 4 1 主柱穴 P 5 6 1 5 7 2 6

P3 3 0 2 2 3 3 主 柱穴 P 6 3 0 1 7 1 2

別の58（第110図）本住居址はE8bO eE9blに確認され，桝形部の東南，クランク状

に東に曲がるSHOlの南外辺部に位置し，城館跡の東橋脚部を構築するにあたり，かなり北側

部を削平されていると考えられる。

現況での規模は，長径5・18me短径3」3me面積絡21m2ほどで，主軸方向N－120－W

と想定される。

壁は，南壁が22cme東壁が23cmほど遺存するのみで，壁側溝は確認されていない。さら

に南壁西よりにSK210が長方形状に掘り込んでいる。

床は北側は遺存が悪く，傾斜を示しSHOlに続くが，南側の床はほぼ平坦をなすロームであ

り，北側も同様な状態であったと想定される。

炉あるいはカマドは不明であり，ピットは4個確認され，わずかに残存するP了P4さらにP2

P3は主柱穴と考えられる。

覆土は20cmほどの黒褐色土が主であるが，北および西側は切られて不明である。

出土遺物（第111図）SIO58もSHOlによって大きく壊されており，良好な資料はない。

土師器の賓。甑◎杯が出土しているが，復元可能な土器は杯だけであった。

杯は，外稜内傾立ちあがり目線のもの（1）と，明瞭な外稜はなく，やや外傾して立ちあがる

目線のもの（2）とがあった。

高杯は杯と比べると，時代が減るものである。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
ピ ット
番　 号

！
長 径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

Pl 3 6 3 3 4 1 主柱穴 P3 5 9 5 3 5 6 主柱穴

P 2 6 2 5 7 6 9 主柱穴 P4 3 5 2 9 1 0 主柱穴

▼一つ18－
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SI O58　土層解説

1．Hue7．5YR2／2　黒褐色　　ローム粒子
2．Hue7．5YR2／3　極暗褐色　　ロームの粒子e粒
3．Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子e粒・ロームブロック
4．Hue7．5YR4／4　褐　　色　　ローム粒子e粒・ロームブロック
5．Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒子・粒（少量）
6．Hue7．5YR2／2　黒褐色　　ロームブロック（多）
7．Hue7．5YR2／1黒　　色　はっきりしたローム粒とロームブロック少量含む
8．Hue7．5YR2／2　黒褐色　　ローム粒・ロームブロック　7より少量含む

第110図　SI O58　実測図
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第111図　SI O58　出土遺物

SJ O59（第112図）　本住居址はE9e4・f4・f5に確認され，東北コーナーをSI O76

に接し，南側をSIO56に接して位置する。

主軸方向はN－770MEで長径4．99m・短径4．9me面積24．45m2ほどの方形状の平面形を

呈する。

壁高は22～43cmほどを測り，緩傾斜の東壁が浅い。壁側溝はカマドe東北コーナーを除き

30cm内外。深さ10～20cmで東壁中央で立ち切れる。

床はほぼ平坦をなす堅いロームで，特に，中央部が堅い床面である。

ピットは南方壁ぎわに1個確認するに留まる。Plは長径35cm・短径31cm e深さ30cmを

測る。

覆土は18～40cmほどで壁ぎわに黒褐色土が流入し，大部分はローム粒子を含む暗褐色土が

堆積している。

カマド（第113図）は北壁の中央に位置し，南側にあるPlと同一直線上に築かれている・。

主軸方向はN－250－Eで，長径102cme短径98cm e面積0．99m2で焼土が東側に流出し

ている。

抽部の遺存は良く，北壁より40～55cmほど突出し，35cmの間隔を有し焚日に至る。天井

部も残存し，燃焼部直上はやや平坦で土器接置部と想定される楕円形状の穴が確認され，焼土

混じりの暗褐色土が堆積している。煙道部は北壁を幅48cmで約30cmほど掘り込んでいる。

火床は長径72cme短径60cmの楕円形状に床を10～18cmほど掘り窪めている。

遺物は少量で浮いた状態で検出された。

出土遺物（第114図）土師器の婆・杯，須恵器の小片がある。

1の賓は大型で，頚部は垂直に立ちあがり，目線部は平坦に外へひらく。2は口綾部の内外

に沈線がめぐり，頸部内外にパケ目調整がみられる。

3から5は杯で，3は明瞭な外稜はなく，口綾部がやや内傾して立ちあがる。4は素縁で目

線部はやや内傾している。5ほ外稜があり，口縁部は垂直に立ちあがる。

6の須恵器は小片のため器形はわかりにくいが，地の肩部であろうか。わずかに波状の櫛描

文が2段にわたって認めることができる。6は住居址の東北部から出土した。
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SI O59　土層解説

1．　　Hue7．6YR3／3　暗　褐　色　ローム粒子含
2．　　Hue7．5YR3／4　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子含
3．　　Hue7．5YR2／3　極暗褐色　ローム粒子（少）含
4．a Hue7．5YR3／2　黒　褐　色　ローム小ブロック含

b Hue7．5YR3／2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子（多）含
Hue7．5YR4／4　褐　　　色　ロームブロック（多）含

第112図　SI O59　実測図
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SI O59　カマド土層解説
1・a Hue710YR3／4　褐　　色　ローム粒子（多）砂質粘土・焼土粒子

b HuelOYR3／4　暗褐色
2．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　焼土ブロック（コマイ）（中，大）カーボン

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　焼土小ブロック
3．　　Hue　5YR3／6　暗赤褐色　焼土ブロック（多）（中，小）
4．　　HuelOYR5／6　黄褐色　ロームブロック（人）
5．　　Hue2．5YR3／6　暗赤褐色　砂質粘土の焼土化したもの
6．　　HuelOYR4／6　褐　　色　砂質粘土
7．　　Hue7．5YR4／6　褐　　色　砂質粘土
8．　　HuelOYR4／6　褐　　色　砂質粘土
9．　　Hue7．5YR4／4　褐　　色　焼土粒子（少）含
10．　　Hue7．5YR5／6　明褐色　ローム（少）含

第113図　SI O59　カマド実測図
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第114図　SI O59　出土遺物

Sl060（第116・117図）　本住居址はE8i7・i8・j7・j8・j9・F8a7・a8・a9

にわたり確認された大型住居で，東方9mで同規模を呈するSIO38，北方4mでSIO67が位

置し，さらに西側はSDOOlに接近している。

主軸方向はN～21．50－Wを向き，長径7．68m・短径7．52m・面積57．75m2ほどの方形状

の平面形を呈する。

壁高は56～76cmと深く，遺存は良好である。壁側溝は幅30cm内外，深さ10cmほどでカ

マドを除き全周している。

床はほぼ平坦で中央部が特に堅いロームであり，壁ぎわより多量の焼土・炭火物が床の中心

部に向かう状態で検出されている。北壁のほぼ中央にカマドが位置し，その東方80cmほどに

長方形状のP7があり，長径81cm・短径70cm・深さ35cmを測る貯蔵穴と考えられる。さら

に東南の東壁と平行して長方形状のP8・長径132cm・短径100cm・深さ28cmほどで，南に径

40cm・深さ50cmはどのピットを有しており，貯蔵穴あるいは何らかの付帯施設と考えられ

－1221



S1060　土層解説

1．a Hue2．5YR4／2　暗灰色

b Hue2．5YR5／2　暗灰色

2．a Hue7．5YR4／6　褐　　色
b Hue7．5YR4／6　褐　　色

3．a Hue　5YR3／4　暗赤褐色

b Hue　5YR4／6　暗赤褐色
4．a HuelOYR4／4　褐　　色

b HuelOYR4／4　褐　　色
c HuelOYR4／4　褐　　色

5．　　HuelOYR2／4　赤　　色
6．　　Hue7．5YR4／2　極暗褐色
7．　　Hue7．5YR4／4　褐　　色
8．　　Hue7．5YR4／4　褐　　色

ローム小ブロック

砂質小ブロック

廃土小ブロック含む
ハードな層天上部
灰・炭化物少・焼土粒子含む
ロームブロック仲）
ロームブロック（中）

ロームブロック（大）カーボン（小）　I
焼土（大・中）ブロック含み（異色土）

炭化粒子eローム仲）ブロック多く含む
焼土ブロック坤）粒子含む
砂質・ロームブロックハード・焼土粒子少
砂質・ロームブロックハード・焼土中ブロック＿24。。
砂質・ロームブロックハード・白色粘土ブロック
灰・カーボン
純粘土ブロック
ローム小ブロック（少）焼土
白色粘土多く含む
ローム粒子e粘土粒子少含

』こ∵」壬一撃　…＿二』

第115図　SI O60　カマド実測図

る。また，南側の中央0南壁側溝ぎわに方形状のP。e長径92cme短径84cm e深さ60cmほ

どの掘り込みが位置している。このピットの埋設土層は，第1層がロームブロック層のきわめ

て堅い貼床状を呈する褐色土であり，第2層もロームブロックを多量に含んでいる。用途は不

明である。

さらにその北側に方形状で長径44cme短径39cme深さ39cmを測るPl。が位置している。

主柱穴はP了P3◎P4eP6と考えられ，補助的にP2eP5が考えられる。Pl以外は間仕切り状

の溝が壁側溝よりピットまで続いている。P2は20cm幅で140cm，P3は幅30cmで110cm，

P4は幅28cmで100cm，P5は幅30cmで124cm，P6はP5と同地点より幅28cmで140cmほ

ど北向する。

南壁よりP9を挟む状態で中央を向く同様の溝があり，P11に幅20cmで70cm，さらにP12

に幅28cmで78cm程観察された。

覆土は60～68cmほど堆積し，第1層は暗褐色土層，第2層以下は褐色土でロームブロック0

ローム粒子e焼土等を含み火災にあったと考えられる。

遺物はやや浮いた状態で壁ぎわから多く出土している。

カマド（第115図）は北壁の中央に位置し，主軸方向N～200－Wで長径176cm◎短径102cme
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第116図　SI O60（A）実測図
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第m膵鼠　SIO60（B）実測図
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第118図　SI O60　出土遺物
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第119図　SI O60　出土遺物
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面積1・7952m2ほどの蒲鉾型を呈している0遺存度は良好であり，北壁を40cmの幅で55cm

ほど掘り込み，煙道部としている。

天井部は砂質粘土で造られ，焼土化してきわめて堅い暗灰黄色を呈している。袖部は壁ぎわ

より94cmほど突出し，西抽部は砂質粘土・小石eローム混じりで造られ，床近くは白色土e

灰e木炭混じりで構築し，焚日でやや内向する。東袖部は北壁よりほぼ直線的に造られ，白色

粘土粒子を多く含んでいる0燃焼部は焼土等によって充満している。カマドの火床は床をわず

かに掘り窪めているにすぎない。

出土遺物（第118つ19図）土師器の賓e甑。高杯e杯。須恵器の杯がある。

1の賓はかなり大型で，口綾部は平坦で外にひらく。2ほ目線部の外側で段をつくり，3は

最大径33cmを測るもので，かなり槙に広い形である04はやや小型で，底部もひろく安定し

た胴部をもっている。

5から11は高杯で，ていねいなへラミガキを施し，7・8には朱を塗っている。7e8elOe

llは他の土器と比べると時代の潮るものである。

甑は大型で，胴部内面にタテ方向にへラミガミがみられるほか，12の目線部内面には朱が認

められる。

14から23は杯で，外稜垂直立ちあがり目線（14e15e17e2le22），やや内偵して立ちあが

る目線（16e18e19）と素線でやや外傾してひらく日録部をもっ杯（20）とがあった。23は杯の中

でも器形は鉢に近く，へラケズリしているものの，底部外面には木の葉の圧痕が残っている。

24は用途かから考えると上下が運転するものかもしれない。胴部外面にはあらいパケ目調

整が施され，内側には輪づみの痕が顧著に残っている。

25は須恵器の杯身で，鋭い外稜と内偵して立ちあがる日録とをもち，ミズビキ成形のあと，

底部の約半分を回転へラケズリ調整している。なお，底部には灰かぶりによる自然柚がみられ

る。

1はカマド，2は住居址の東北壁付近，3はカマドの東脇，4は住居址の中央東，5e16は

カマドの西南部，6。7はカマドの焼士風　8は住居址東北部，9は西南壁寄り，13は東南

壁寄り，17e32はカマドの西脇，20は東北隅，23は住居址東南部，25は東北壁寄りからそれ

ぞれ出土した。

鉄製品　28は平根型の鉄鉱で茎部を欠き現在長は3・8cmを測り，刃幅は中央部で2．4cm，

厚さ0．3～0．35cmを測る。

石製品　27は小型の砥石で，現在長3・65cme幅1・75cm。厚さ1．2cmほどを測り，頂部

の一部と基部は欠損しているが，ほぼ全面がよく使用され，頂部に径0．5cmほどの孔がやや斜

めに穿っている。石材は凝灰質頁岩である。
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その他の遺物としては，土玉と風化した土製の支脚が出土した。

ピット
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考 ピッ ト

番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

P l 2 6 2 5 4 4 主柱穴 P 8 1 3 2 1 0 0 2 8 貯蔵穴 か

P2 2 1 1 6 5 柱　 穴 P 9 9 2 8 4 6 0 不　 明

P3 5 9 4 8 5 0 主柱 穴 P lO 4 4 3 9 3 9

P4 5 6 4 8 4 9 主柱穴 P ll 1 3 1 0 2 5

7

P 5 4 0 3 9 3 9 柱　 穴 P12 2 3 2 3

P 6 5 2 4 6 2 3 主柱穴 P13 2 6 1 6

P 7 8 1 7 0 3 5 貯蔵穴 P14 2 9 2 1 5

S腑閲［（第121図）　本住居址はE8e5ee6e f5。f6に確認され，大型のSIO37の西

南壁の中央部をSIO61の東北コーナーが切って位置し，南側にSIO68が接近し，西側に同形

態のSIO64が4mほどで位置している。

主軸方向はN…つ国0－Eで，長径2。96me短径2．9lme面積8．61m2の方形状の平面形を呈

している。

壁は28cmほどで，ほぼ垂直に立ちあがる。カマドを除き壁側溝が全周し，深さは10cm内

外で西壁に3個，東壁に1個の壁側穴があり，さほど大きいものではない。

床はほぼ平坦で堅いロームであり，西南コーナーに主柱穴と考えられるPlがあり，東北コー

ナーに小さなP2がある。

覆土はローム粒子もロームブロックを含む暗褐色土層が多いが，少量の焼土を検出する。

第120図　SIO61　カマド実測図

カマド（第120図）は北壁の中央より東にかけ位

置しSIO37の西南壁を掘り込んで構築されてい

る。

主軸方向はN－140－Eを向き，長径88cme短

径60cmほどである。煙道部はSIO37内に達っし

ていると考えられ，確認できなかったが，北壁を

50cm以上掘り込んでいる。天井部は遺存度が悪

く，抽部は，東袖が壊れているが，西袖は比較的

遺存が良く，砂質混じりの粘土で築かれ，45cm

ほどの間隔を有する。焚口部はやや東南方向に開

く。燃焼部には灰および焼土が充満し，少量の土

師器が出土している。
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S1061土層解説

1．Hue
2．Hue
3．Hue

3．Hue
4．Hue

5．Hue
6．Hue
8．Hue
9．Hue
lO．Hue
ll．Hue

7．5YR
7．5YR
7．5YR
7．5YR
7．5YR

7．5YR
7．5YR
7．5YR
7．5YR
7．5YR
7．5YR

3／3　暗褐色
4／4　褐　色
3／2　暗褐色
5／6　明褐色
2／1　黒　色

3／2　暗褐色
3／3　暗褐色
4／4　褐　色
4／4　褐　色
2／2　黒褐色

ロームの粒・ローム粒子（多数）含む
ロームの粒・ロームブロックを含み2よりやわらかい
ロームの粒（少量）・ロームブロックを含み2よりやわらかい
ロームブロック（大）を多く含み，非常にかたい

わずかにローム粒子・焼土を含む
3層に同じ
ローム粒子を含み細かい土の集まり
ローム粒子・ロームの粒を多く含む大量焼土
ロームの粒を多量に含みもろい
ロームブロックを多量に含みかたい
ロームブロック（少量）をわずかに焼土

第柑　寓　SI O6ユ　実測図
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出土遺物（第122図）　主な土器は須恵器で，土師器は小片だけである。須恵器の器形として

は，聾・杯がある。

1から3は同一個体の可能性が強い。口縁部が「く」の字状に屈曲し，頚部から肩・胴部にか

けてあまり広がらない。外面には平行叩きを施し，胴部下端は，ヨコにへラケズリ調整を行っ

ている。これらはカマドの中から出土しており，とくに口綾部の一部分は二次的に火をうけて

もろくなっていた。

4の杯は，ミズビキ成形のあと底部をへラケズリ調整している。5はミズビキ成形のあと，

休部下端を回転へラケズリを行っており，おそらく底部にも及ぶと思われる。これらの杯もカ

マドから出土している。

その他では土製の支脚が出土しているが，風化が激しく原形をとどめていない。

．二　　　二∴〕‖

第122図　SI O61　出土遺物

1－・≡l

ピット
番　号
長径cm短径cm深さcm備　　考

ピット
番　号
長径cm短径cm深さcm備　　考

R292622主柱穴P22014
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Sg O62（第124図）　本住居址はE9gl・g2・g3ehleh2・h3ei2に確認され，

北コーナーをSIO63に切られ，東南コーナーをSIO74に切られている。

カ▽匪（第123図）は西北壁にあり，住居の主軸方向はN－440－Wで，長径6．25me短径6．1

m，面積38．12m2の方形状の平面形を呈している。

壁高は34～44cmほどでほぼ垂直に立ちあがる○壁側溝は重複して切られている部分を除き，

幅23cm内外・深さ16cmほどで全周している。

床はほぼ平坦をなす堅いロームであり，ピットは4個確認され，Pl～P4は対角線上にあり，

主柱穴と考えられる。東南コーナーよりの東壁に，長方形状の土壌が切り込んでいる。覆土中

にボソボソのロームブロックを含みやわく，新しい時期の土壌と考えられる。

覆土は上層部に撹乱が数ヶ所みられ，ローム粒子もロームブロック混じりの暗褐色土よりなる。

カマドは西北壁の中央にあり，主軸方向はN～410－Wで長径111cme短径98cmほどで，

西側に黒色土混じりの焼土が流出している○天井部は遺存が悪く，袖部は北壁より70～78cm

突出し東袖は先端でやや外側に開き，40～65cmほどの間隔を有している。西袖部は床を16cm

ほど掘り込んで構築されている。燃焼部は焼土ブロック，木炭を含み，第4層は純焼土である。

西袖部脇より多数の土器片が出土している。

掘り方は北壁を幅40cmほどで20cm掘り込み煙道部としているが，上辺部付近は域かされ

ている。火床は長径80cme短径80cmほどの不定方形状に床面を6cmほど掘り窪めている。

出土遺物は，東壁ぎわに鹿の肩甲骨が床直上に位置し，カマド付近より賓が出土している。

SI O62　カマド土層解説

1・Hue7・5YR3／4　暗褐色　焼土粒子e黒色土
ローム粒子含む

2・Hue7・5YR2／3　極暗褐色　ロームブロック（大）
焼土ブロック遺物含む
袖部・砂質若干含む

．

第臓　図　SI O62　カマド実測図

3・a Hue2・5YR3／4　暗赤褐色　焼土ブロック・粒子多く
含む

b Hue2．5YR3／3　暗赤褐色　カーボン（微）含む
ローム粒子
廃土ブロック・粒子
ロームブロック粒子
惹いブロック粒子が多
い

4・　Hue2．5YR2／6　暗赤褐色　純焼土
5・　HuelOYR5／8　黄褐色　砂質
6・　Hue7．5YR4／6　褐　色　廃土ブロック（小）

ロームブロック粒子
砂質含む

7・a Hue5YR3／6　暗赤褐色　ロームブロック（中）
焼土ブロツク・ローム

b H。。5YR3／4　暗赤褐色だZ譜ヂク多く含む
ハード
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S1062　土層解説

1．　　Hue7．5YR4／4　褐色
2．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

b Hue7．5YR3／4　暗褐色

3．　　Hue7．5YR3／4　暗褐色

ローム小ブロック（中）・ローム粒子（中）
ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）
ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）
粘土ブロック（中）・焼土ブロック（少）
ローム粒子（少）

第124図　SI O62　実測図

－133－

』二塁聖二』



第125図　SI O62　出土遺物

出土遺物（第125図）　土師器の嚢・杯・手捏ね土器・須恵器の杯・蓋がある。

1は大型の聾で，最大径は胴部の中位より上にあり，底部にかけてかなりすぼまる形である。

頚部が内偵し，口綾部は強く外へひらく。ちょうどSIO67の大型要とSIO39の賓との中間

形を呈している0胴部の下部外面にはへラミガきが施されている02は大型の蜜の胴部で，こ
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の場合には最大径が1ほど上にはなく，胴部外面にあらいへラミガキを有す。

3e4は同一個体と思われる小型賓で，目線部の内側が凹面をなし，端部には沈線がめぐる。

胴部下半には，あらいへラミガキが施されている。

5の杯は小片のため良好な資料とはいえない06は素縁で目線部が外傾して立ちあがる。

7e8ほ手捏ね土器である。8は目線部がかなりいびつで，体部内面をへラナデ調整してお

り底部には木の葉の圧痕がみられる。

9。10は須恵器の蓋である0日縁端部は丸く内側にかえりをもつ。ミズビキ成形のあと天井

部を回転へラケズリ調整し▼扁平な擬宝珠状のつまみをつけ，回転ナデ調整を行なっている。H

は杯で，ミズビキ成形によっており，底部の調整は欠損しているため不明である。

1は西袖の中から，2ほカマドの東私　4は住居址の西南壁寄り中央，8は西袖脇，9はカ

マドの東脇からそれぞれ出土した。

その他の遺物では，土製支脚がカマドの西脇から出土している。

ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト

番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 3 1 2 6 4 0 主 柱穴 P 3 4 2 3 7 4 0 主柱穴

P 2 5 1 5 1 6 8 主柱穴 P 4 3 8 3 1 3 4 主 柱穴

Siの63（第126図）本住居址はE9flef2egleg2に確認され，南壁がSIO62の東

北コーナーを切って位置している。4mほど東南に同規模のSIO74が位置する。

主軸方向はN～110－Eで，長径4・Om，短径3・72m，面積14・88m2ほどの方形状の平面形

を呈している。

壁高は22～28cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

壁側溝は西壁がやや浅いがはぼ全周する。

床はほぼ平坦なロームで，中央部に主柱穴と考えられるPl～P4があり，P4はやや中央より

に位置している。西北コーナーに小さなピットが5個並び，壁側穴と考えられる。

覆土はローム粒子の小ロームブロックを含む黒褐色土であり，第1層より鉄製小型鋤先が出

土している。

カマド（第127図）は北壁の中央やや東よりに位置し，主軸方向はN一つ．50－Wで，長径106cmの

短径82cmほどで，西南に焼土が流出している。天井部再由部の遺存は悪いが，土層断面の第

1e2層は天井部の潰れと考えられ，第5e8b層は袖部の残存と考えられる。焚口より燃焼

部にかけて第3b層に純焼土が検出されている。

煙道部も明確でなく，火床は長径84cme短径72cmの楕円形状に8cmほど床面を掘り窪めて
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S1063　土層解説

1．Hue7．5YR2／1黒　色　　ローム小ブロック（少）含
2．Hue7．5YR2／3　黒褐色　　ローム粒子。ローム小ブロック（少）含
3．Hue7．5YR3／1　黒褐色　　ローム粒子含
4．Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒子含

第126図　SI O63　実測図
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63　カマド土層解説

Hue7・5YR3／3　暗褐色　砂質，凍土粒子・ローム粒子少含
HuelOYR3／4　暗褐色　砂質（多）ローム・廃土粒子含む（若干）

3・a Hue2・5YR3／6　暗褐色　焼土ブロック・粒子・砂質（少）
b Hue2．5YR4／8　赤褐色　焼土ブロック（中）浅焼土
b”Hue2．5YR4／8　赤　　色　雲母粒子を含む

4・　Hue　5YR3／6　赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック（小）
黒色土砂質若干含む

’5・　HuelOYR4／4　褐　　色　ロームブロック（大）
砂質を多く含む・焼土粒子の袖部

6・　HuelOYR4／4　褐　色　破質粘土粒子・廃土粒子含む
7・　HuelOYR4／4　褐　　色　砂質粘土
8・a Hue　5YR4／8　赤褐色色　焼土多含む

b Hue7．5YR4／4　褐　色　砂質粘土・焼土粒子含む
C Hue　5YR5／6　明赤褐色　焼土

9・　Hue7・5YR．4／6　褐　色　砂質粘子・焼土粒子含む
10・a Hue7．5YR4／6　褐　　色　廃土粒子含む

b Hue7．5YR4／6　褐　色　廃土粒子ローム含む
11・　Hue7．5YR3／4　暗褐色　焼土粒子含む
12・　Hue　5YR3ノ6　暗赤褐色　砂質粘土と廃土によって構成
13・　Hue7．5YR4／6　褐　　色　ロームブロック

第127図　SIO63　カマド実測図

／

／

こ
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第128図　SI O63　出土遺物
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威勢

いる。

出土遺物（第128図）土師器の婆e須恵器の整e杯e皿がある。

土師器の聾は，大型（1）と小型（2）があり，「く」の字状に屈曲する目線や，1の胴部にみら

れるあらいへラミガキなど，他の国分期の住居址から出土する賓と共通する手法である。

須恵器の賓は，最大径が口綾部にあり，底部へかけて外面に平行叩き痕を有し，胴部下端の

外面をへラケズリを行なっている。同類の聾はSIO72から出土している（3・4）。

須恵器の杯は，ミズビキ成形のあと，体部下端と底部外面を回転へラケズリ調整している（5）。

皿は日録内部に沈線が入る形で，ミズビキ成形のあと底部を回転へラケズリし，高台をつけ

て回転ナデ調整している（6）。

鉄製品　U字型の鉄製鋤先で，最大長は10．3cm，最大幅8．5cmを測る。着柄部分は鋤先の

内側に断面Ⅴ字状の溝が作られ，刃部は幅上9～3・9cm，断面Ⅴ字状をなし中央部先端の厚

さ0．15～上Ocmを測る。

ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 o u 深 さcm 備　　 考 ピッ ト

番　 号
長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 2 1 1 7 1 6 主柱穴 P 6 1 1 1 2

P2 2 1 1 9 1 5 主柱穴 P 7 1 6 1 5

P3 2 1 2 0 1 8 主 柱穴 P 8 1 2 1 0

P4

P 5

2 5

1 1

1 7

1 1

1 5 主柱穴 P9 1 0 8

SGの錮（第129図）　本住居址はE8d4。e4ee5に確認され，SIO78の北コーナーを

切り込んで位置している。同規模のSIO61が東方4mほどに位置している。

カマド（第130図）は北壁にあり，住居の主軸方向はN－24．50－湖で，長径3．89m，短径3．5

m，面積13．6m2を有する方形状の平面形を呈している。

壁高は19cmを測り，ほぼ垂直に立ちあがり，西壁と東壁に壁側溝を確認する。床は南側が

やや凹凸をなし，中央部が堅いロームで東南側にPl，西北コーナーにP2が位置する。

覆土はほとんどがローム粒子を含み，第1層は暗褐色土で，第2層は極暗褐色土層の堆積で

ある。

遺物はカマドの西側で墨書土器（内黒土師器）が出土し，東側中央の灰軸陶器がやや浮いた状

態で出土，さらに南側より多数の土器片がやや浮いた状態で検出されている。

カマ陣は北壁の中央に位置し，主軸方向はN－270－Eで，長径73cm，短径54cmほどで，

天井部抽部は遺存が悪く，わずかに第2a層に少量の砂質粘土を検出するに留まる。燃焼部e

焚口部も明確ではない0覆土中に多数の土器片が検出され，廃棄されたような状態である。中
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S1064　土層解説

1．　　Hue7．5YR3／4　暗褐色
2．a Hue7．5YR2／3　極暗褐色

b Hue7．5YR2／3　極暗褐色

。．C悪辣線描完暗褐孟

芝　bt応

ローム粒子（少）・焼土粒子（極少）eローム小ブロック（少）
ローム粒子（少）

ローム小ブロック（少）・軟質ロームブロック（少）

ローム小ブロック（少）・粘土ブロック（少）
ロームブロック（極少）・軟質ロームブロック仲）

第129図　SI O64　実測図
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S1064　土層解説

2．a Hue　5YR3／4　暗赤褐色　廃土小ブロック（少）e廃土粒子（少）
砂質粘土（少）

b Hue　5YR3／4
C Hue　5YR3／6
d Hue　5YR3／4

暗赤褐色　焼土粒子（少）
暗赤褐色　廃土粒子仲）
暗赤褐色　ローム小ブロック沙）・ローム粒子

（少）

焼土小ブロツク（少）・焼土粒子（少）

4・Hue7・5YR4／6褐　色讐㌫霊器。少）欄土粒子。中）
ローム粒子（少）

第130図　SIO64　カマド実測図

央部に撹乱がみられる。

出土遺物（第131図）土師器の杯e内黒土師器の杯e皿e須恵器の賓0灰紬陶器の長頸瓶な

どがある。

土器の主流は内黒土師器で，本遺跡で検出した国分期の住居址の中でも，SIO64が圧倒的

に多く出土している。器形は杯（1～3，7～9），皿（4～6）に大きく分けられる。杯には高台

をつけたものはないが，7の場合はSIO38の所で図示した杯のように高台がつくかもしれな

い。皿はさらに高台のつく形とそうでないものとに分けられる。いづれの場合もミズビキ成形

によっており，杯はそのあと休部下端と底部の外面をへラケズリ調整する。高台をつける場合

は，貼りつけたあと回転ナデ調整を行なっている。内面は黒く焼きあがり，ていねいなへラミガ

キのため光沢を帯びている。また，1から7の体部外面にはそれぞれ「仁万」の墨書がみられ，

個々の筆跡はちがっている印象をうける。ちなみに，SIO55出土の杯の場合は，底部に墨書

があったが，それとも筆跡はちがうように思われる。これらの内黒土師器はカマドの西脇，す

なわち住居址の北寄りに集中していた。

10は土師器の杯で，口縁端部に沈線がめぐっており，底部は丸く不安定である。これはカ

マドの中から出土した。11も土師器の杯であるが，この器形は内黒土師器や須恵器の杯とよ

く似ている。14は須恵器の賓の底部である。

15は，灰粕陶器の長頸瓶の口綾部で，胎土も焼成も良好で，柚も美しい優品である。本遺

跡では，遺構に伴って出土した灰柚陶器はこの1点しかなく言責重な資料と言えよう。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径cm 深 さcm 備　　 考

P l 4 2 2 8 2 7 主柱 穴 P 2 3 4 2 8 6．5
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第131図　SI O64　出土遺物

Sl065（第132図）本住居址はE9g4に確認され，SIO56の東南コーナーを切って位置

し，南側はSIO75に接している。

カマド（第133図）は東壁の中央にあり，住居の主軸はN－▼1000－Sを向き，長径2．6m・短

径2・53m・現状の面積は6・57m2ほどで，東南コーナーがやや張りだす方形状の平面形を呈し

ている。
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感

壁高は8～20cmほどで，壁側溝は20～30cmの幅で，深さは8cmほどで全周している。

床はほぼ平坦で西北側にやや傾斜を示し，SIO56と重複している部分は貼床している。北

壁ぎわに長径91cm8短径77cmの不定形の撹乱が床を掘り窪めている。

ピットはカマド近くにPlが位置し，西北コーナーにあるピットはSIO56の主柱穴P2である。

覆土は浅く残存するローム粒子混じりの暗褐色土であり，少量の焼土粒子を含み，火災に

あったと考えられる。

遺物はわずかの土師器片である。

カマドは東壁にあり，本遺跡内で他に東壁にカマドを持っ住居はSm43であるが，崩壊が

激しくカマドとする確証が得られない程である。
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S1065　土層解説

1．a Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒子（中）e焼土粒子（少）
b Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒子仲）e焼土粒子（少）・褐色ブロック（少）

2．　　Hue7．5YR4／4　褐　色　　ロームブロック（少）
3．　　Hue7．5YR6／4　褐　色　　粘土ブロック（多）

第132図　SI O65　実測図

－－142－

．、‾、



主軸方向はN∴－960－Sで，長径83cme短径55cm。床よりの高さ10cmで，わずかに焚口

付近に流れ出した砂質粘土を確認するに留まり，天井部e袖部も遠存していない。燃焼部は東

壁ぎわの床を20cmほど掘り窪め，煙道部に続くものと考えられる。

ピ ット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 3 1 1 2 1 2 P2 2 6 2 1 4 1 S I O54 の主柱穴

S165土層解説

1・Hue7・5YR3／4　暗　褐　色　廃土粒子
2・Hue7・5YR3／3　黄　褐　色　ローム粒子・焼土粒争カーボン
3・HuelOYR5／6　褐　　　色　ローム
4・Hue7・5YR4／6　にぷい黄褐色　廃土粒子ブロック
5・HuelOYR4／4　にぷい黄褐色　砂質粒子e粘土小ブロック
6・Hue7・5YR3／3　暗　褐　色　カーボン（多）焼土中ブロック

＼　鷲

第臓　図　S「065　カマド実測図　　　　　第臓　図　S王065　出土遺物

別の66（第135図）　本住居址はE8h9ehO ei9。iOに確認され，SIO69の西南コー

ナーを切って位置している。

カマド（第136図）は北壁にあり，住居の主軸方向はN－330－Eで，長径3．76me短径3．59

m◎面積13．5m2の方形状の平面形を呈している。

壁高は22cm内外であり，床はそれほど平坦なものではなく，中央部がやや堅いロームであ

る。

ピットは不定形でさほど深いものではない。

覆土はロームブロックを少量含む暗褐色土で，壁ぎわは褐色土が堆積している。

遺物は少量であるが，南側からほぼ完形の須恵器杯が出土している。

カマ睦は北壁中央部にあり，主軸方向はN－330－Eで，長径89cme短径79cmほどである。

上面で撹乱を受け，天井部は遺存せず，東袖部が北壁近くより40cmほど突出して残存し，妙

質粘土e小石混じりの暗褐色土であり，西南に焼土が流出して検出されている。
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SI O66　土層解説

1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ロームブロック（少）・ローム粒子（少）
b Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム小ブロック仲）ロームブロック抄）
c Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ロームブロック（中）

2．a Hue7．5YR4／4　褐　色　　ロームブロック（少）
b Hue7．5YR4／4　褐　色　　ロームブロック（少）焼土ブロック（少）

第135図　SI O66　実測図

出土遺物（第137図）土師器の賓e須恵器の杯がある。

1は，口綾部が短く端部へかけて「く」の字状に屈曲するもので，2の賓の底部はせまく，タ

テ方向のへラケズリの痕が顕著である。

3　e4は須恵器の杯で，ミズビキ成形のあと，休部下端と底部の外面をへラケズリ調整して

いる。
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S166　カマド土層解説

1・Hue7．5YR2／4　極暗褐色　焼土ブロック仲）・ローム小ブロック
2・Hue7・5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック・焼土少ブロック

若干含む
3．Hue2．5YR3／6　　暗赤褐色　焼土ブロック・カーボン（少）
4・Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子eカーボン・焼土粒子若干
5・HuelOYR4／6　褐　色　砂質・ローム小ブロック・小石

焼土ブロック（少）
6・Hue7・5YR2／3　極暗褐色　ローム小ブロック。か－ボン
7．HuelOYR5／6　黄褐色　ローム

第136図　SIO66　カマド実測図

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†
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第137図　SI O66　出土遺物

1はカマドの上面，2はカマドの東脇，3e4は住居址の中央南寄りからそれぞれ出土した。

その他の遺物としては，土製支脚（6）が1点，カマドから出土している。

ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

P l

P 2

6 0

3 2

4 6

2 8

8．7

7．2

P3 2 2 2 1

SSの6嘗（第139図）　本住居址はE8e9e f7e f8e f9e f O eg8〇g9egO e h9に

わたり確認された大型住居で，東北コーナーがSIO84を切り，南側をSIO69が切り込んで位

置している。西北2mに大型のSIO37があり，東北5mにSIO54があり，南方4．5mにSI

O60があり，さらに東南12mにSIO38があり，大型住居にかこまれて位置している。

カマド（第138図）は西北壁にあり，住居の主軸方向はN－370－Wで，長径8．27m e短径8．2

m◎面積67．81m2ほどで方形状の平面形を呈している。
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壁高は28～30cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがる。壁側溝は西北コーナーと西南コーナー

付近が明瞭ではないがほぼ全周している。

床はほぼ平坦をなすロームで，カマド付近および東側に多量の焼土を検出する。

ピットは5個確認され，P6eP7e P5eP8はSIO67の主柱穴と考えられ，P9は貯蔵穴と考え

られる。

覆土はローム粒子，小ブロックを含む暗褐色土からなり，焼土粒子を含む，また床にも多量

に検出されていることにより火災にあったと考えられる。

遺物は，床面の中央から東側にかけて多量の賓◎甑e円窓土器e杯等がやや浮いた状態で出

土している。

カマドは北壁の中央にあり，主軸方向はN－300qwで，長径128cme短径110cmほどで，

カマド上面は80cmほどの長さの平坦面を有している。天井部は明瞭でないが，第2a，2b

層に砂質粘土と白色粘土を含む層を観察することができる。

両袖部は比較的良好に遺存し，北壁ぎわより85～100cmほど突出し，40～46cmほどの間

隔を有している。煙道部は北壁を40cmの幅で20cmほど半円形状に掘り込んでいる。火床は

長径60cm。短径50cmの楕円形に床面を8cmほど掘り窪めている。

出土遺物（第140～143図）　本遺跡で出土した住居址の中では遺物の量が最も多い。また東南

の部分は，SIO69によって壊されてはいるものの，他の部分はほぼ破壊を免れ，良好な状態

で出土している。

土器は土師器の賓e円窓土器・甑e杯。手捏ね土器などがある。

本住居址は，外八代遺跡の住居址のうちでも最大級の規模に層し，完形に近い同類の大型蜜

Sl　067　カマド土層解説

1．　　Hue7．5YR4／4
2．a HuelOYR5／6

b HuelOYR5／8
3．　　Hue7．5YR3／4
4．　　Hue7．5YR5／2
5．　　Hue　5YR4／6

褐　　　色
黄　褐　色

黄　褐　色
暗　視　色

灰　褐　色
赤　褐　色

ローム粒子，焼土粒子若干
砂質粘土・ローム粒子
焼土粒子含むハード
砂質粘土・ローム粒子，白色粘土
ローム粒子e焼土粒子　灰若干含む
焼土粒子e灰
焼土ブロック（中）
ロームブロック（中）灰

6．　Hue7・5YR4／3　褐　　　色　白色粘土粒子
ローム粒子含みハード

㌃‡悪霊睾溌雷鳶諸蒜豪農㌶票＿ムブ。ツク
ハード

9・　HuelOYR4／4　　　　　　砂質粘土・焼土含む
10・　Hue　5YR4／6　　　　　　砂質粘土か焼土化
11・　Hue　5YR3／4　　　　　　砂質粘土か半焼土
12・　HuelOYR3／4　　　　　　ロームブロック含む
13・　Hue7．5YR3／3　暗　褐　色　ローム粒子勧小ブロック
14・　Hue7．5YR2／3　極暗褐色　ローム中ブロックe焼土粒子（少）

カーボン（少

第柑　図　S「067　カマド実測図
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S1067　土層解説

1・　Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ロームの粒（少量）焼土（少量）
2・　Hue2・5YR3／4　暗赤褐色　黒色土（少）ローム粒子（微）炭化物（微）
3・　Hue2・5YR4／6　赤褐色　　ロームの粒（小）焼土（少）ローム粒eロームブロック（少量）
4・　Hue7．5YR3／2　黒褐色　　ローム土（多）ロームブロック（少）
5・　Hue7．5YR5／6　明褐色　　ローム土（多）焼土（少）

1．　　Hue2．5YR3／4　暗赤褐色　　焼土と黒色土のまざりeロームの粒・炭化物（微）
2．　　Hue7．5YR　／　黒褐色　　ロームの粒（少）焼土の粒（少）炭化物（微）
3．　　Hue2．5YR3／3　暗赤褐色　　黒色土と焼土のまざり
4．　　Hue7．5YR3／2　黒褐色
5．　　Hue7．5YR4／4　褐　　色

S1069土層解説
1．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色
2．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

b Hue7．5YR3／4　暗褐色
3．a Hue7．5YR3／3　暗褐色

b Hue7．5YR3／3　暗褐色
F－F　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

b Hue7．5YR3／4　暗褐色
C Hue7．5YR3／4　暗褐色
d Hue7．5YR3／4　暗褐色
e Hue7．5YR3／4　暗褐色

ロームの粒（少）ロームブロック（普）
ロームの粒（多量）

ローム粒子（中）焼土粒子（極少）

ローム粒子（中）焼士粒子（少）ローム小ブロック（少）
ローム粒子（中）焼土粒子（少）粘土ブロック仲）
ロームブロック（少）ローム粒子（少）
ローム粒子（少）

ローム粒子仲）ロームブロック（極少）

ローム粒子（少）焼土粒子（少）ローム小ブロック（少）
ローム小ブロック仲）ローム粒子仲）
木炭片（少）廃土抄）ローム粒・ロームブロック（少量）
ローム粒子ト少）ロームブロック（少）

第139図　SI O67　実測図
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第140区I SI O67　出土遺物
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第141図　SI O67　出土遺物
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第142図　SI O67　出土遺物
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第143図　SI O67　出土遺物

が5個体出土しており，住居址のほぼ中央部に置かれていた（ト5）。これらは，目線部から頸

部にかけてゆるやかに屈曲すること，胴部のほぼ中位で最大径を測り，そこから底部にかけて

あらいへラミガキを有するという共通点がある。この種のへラミガキは他の時期（国分期）の賓

にもみられるが，他と接触し易い胴部から底部にかけての表面を緻密にする効果をもつと考え

られる。6の饗は，頚部が垂直に立ちあがり，端部は平らで内側に沈線が入る。7からはは，

中型の賓である。器形はさまさまであるが，概して胴部外面をタテにへラケズリ調整を行うと

いう共通点がある。8の胴部外面にはていねいな調整痕はみられず，10の胴部外面やロ線部

内面はへラミガキを行っている。14は賓形の円窓がつく土器である。頸部は厚く，内偵して

立ちあがり，口綾部はつよく外反する。胴部中位よりやや上部に，ヨコ10．4cmeタテ8．4cm

の孔を穿っている。本遺跡において円窓土器はこの1点のみであった。

15から17は甑で，大型と小型に分けられる。15は最も大きく，日録端部は平らで，胴部内

面にはへラミガキを行っている。16は目線部がまるく，さほどつよくは外反しない。17。21

はほぼ同じ大きさで，17の胴部内面にはへラミガキがみられる。18は口径に比べて器高が高

く，目線部がいびつで，胴部内面にはへラミガキがみられる。19は口径に比べて器高が底く

全体にかなりゆがんで，日綾部を上からみると楕円形を呈している。20は15を小型にした形

で，胴部内面にへラ調整の痕が伺える。

杯は素線外傾の目線をもつ形（22023）と，外稜内偵立ちあがり目線（24）があり，25はやや

深めで，底部をへラケズリのあと器面を調整している。

26は手捏ね土器で，内面と目線部はユビでおさえているが，休部と底部の外面は未調整の

ままである。

1から5は，前に述べたように住居址中央部にまとめて置かれていたはか，H弓9e21。

24は住居址の東北部，14e20e22・25は東南軌8は西北部，18は西南部からそれぞれ出土

している。完形に近い土器は，住居址の中央からと東北部から多く出土した。

その他の遺物では，土製支脚が東部で，土玉が西北部で出土した。

ー一つ51－－・



ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P 5 4 6 4 1 7 4 主柱穴 P8 3 7 3 6 9 5 主柱穴

P 6 4．9 3 5 9 0 主柱穴 P9 9 6 5 3 5 5 貯蔵穴

P 7 4 7 5 1 4 9 主柱 穴

Sgの68（第145図）　本住居址はE8f5e f6eg4eg5。g6e h5に確認され，SIO78

の東南側を切り，西南壁はSDOOlに接して位置している。

カマドは西北壁にあり，住居の主軸方向はN－450－Wで長径5．3me短径5．2m・面積27．5

m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は40cmほどで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがり，カマドを除き壁側溝が全周し，西南より

南コーナーにかけて多数の壁側穴を有している。

床はほぼ平坦をなす堅いロームでやや西南にゆるい傾斜を示している。床の中央やや西南に

は炭火物e焼土を多量に含む，長径150cm・短径94cm・高さ34cmほどの楕円形状の層位を検

出した。

覆土は，第1層が焼土粒子を多量に含む赤褐色土で，第2層も焼土粒子を含む暗褐色土であ

りほぼ全域に焼土が検出され，大火にあったと考えられる。

遺物は，西北壁のカマド西側に壷e小型賓e甑。東側に杯が多数集中して検出されている。

カマド（第144図）は西北壁の中央に位置し，主軸方向はN－450－Wで，長径125cm e短径

SI O68　カマド土層解説

1．a Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　砂質粘土層
きわめてかたい

b Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　ローム粒子（少）

砂質粘土層

く二二　　　　c Hue7・5YR5／4　にぷい褐色　ローム粒子（少）
焼土中ブロック（少）

2．a Hue2．5YR4／8　赤　褐　色　焼土層
3．a Hue　5YR3／6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック（中）

木炭粒（少）
b Hue　5YR3／6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック（少）

木炭粒（少）
4．a Hue　5YR4／4　にぷい赤褐色　焼土粒子（少）灰（少）

骨片（粉）少
b Hue　5YR4／4　にぷい赤褐色　焼土粒子（少）

焼土中ブロック（少）
5．a Hue7．5YR3／4　褐

6．a Hue7．5YR4／4　褐

b Hue7．5YR4／4　褐

第摘　図　S王068　カマド実測図
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色　ロームブロック（少）
ローム粒子（少）

色　木炭粒（少）

砂質粘土（少）
色　ローム粒子（少）

焼土粒子（少）



104cme面積1・3m2ほどで，天井部は潰れた状態で第抽層にローム粒子混じりの砂質粘土が

みられる。袖部は遺存が良好できわめて堅い砂質粘土で築かれ，北壁から70～84cmほど突出

し，両袖部は34cmほどの間隔を有している。燃焼部の上面に杯が出土している。掘り方は

33cm幅で22cmほどSIO78の覆土および床を掘り込んでいる。煙道部は不明であり，火床

はわずかに床を掘り窪めている程度である。

SI O68　土層解説

1．　　Hue7．5YR4／8　赤褐色　　焼土粒子（多）・焼土層
2．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　　焼土ブロック（少）・焼土粒子（多）

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ロームブロック（少）。焼土粒子（少）
c Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ロームブロック（中）

3．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

第掴　図　SI O68　実測図
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第146回　SI O68　出土遺物
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出土遺物（第146図）土師器の蜜・甑e杯が出土した。

1は大型の賓で，口綾部はつよく外反し，端部には沈線がめぐる。頸部は接合のためにかな

り器壁が厚くなっており，胴部外面は，肩部。胴中央部も下部にわけてへラケズリ調整を行なっ

ている。3の口綾部も同類である。

2は小型の婆としたが，鉢に近い器形を呈する。日録部は短く，底部が口径に比べて広いた

め安定した印象をうける。

βの甑は，目線部が短く端部が平坦で，頸部外面に2段の稜をつくる。胴部外面はタテにへ

ラケズリ，内面はへラナデを行なっている。

杯は多量出土しており，大きくわけて外稜のある形（6～17）と，素縁の形（17e18）に分けら

れるが，前者が圧倒的に多い。外稜のある杯は，さらに外傾する目線（6），垂直に立ちあがる

目線（7㍗）と，内偵する目線（8elO～12）とに分けられる。その中には，底部内面を放射状に

へラミガキ（暗文）を施すもの（6elO～12）も見られ，とくに10から12は，目線部の内側もてい

ねいにみがいている。素縁の杯は，5は外稜のある杯との中間形を呈する。18は日録部がほ

ぼ垂直に立ちあがり，19はやや内偵している。

l e2は，カマドの西側に接して，3ほ，住居址の中央東，4はカマドの南，5e7e8e

lOつ1・16つ7はカマドの東脇，9はP4付近，12は西壁中央，13は南壁中央e14115

e18はカマドから出土している。とくに，8ell e16は3個が重ねられていた。

その他の遺物では，土玉と管状土錘があり，管状土錘は，住居址の東南部から出土した。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
ピッ ト
番　 号

F
長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 2 3 1 6 2 5 主柱穴 P 3 2 4 1 5 3 4

P 2 2 2 1 8 2 3 P 4 4 6 2 7 9．6

l

SF O69（第147図）　本住居址はE8g9。gO e f9。fO eh9ehOに確認され，SIO67

の南側を切り込み，SIO66が南コーナーに重複して位置している。

カマドは西北壁にあり，住居の主軸方向はN－370－Wで，長径4．68me短径4．4m。面積

20．6m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は38～42cmほどでほぼ垂直に立ちあがる0壁側溝は東北壁。西南壁は明瞭であるが，

西南壁ぎわはさほど深いものではない。

床はほぼ平坦をなす堅いロームであるが，南側に方形状の新しい土壌SK239，SK240が切

り込んでいる。

覆土はローム粒子を含む暗褐色土であるが部分的に撹乱が入る。

一一一155一一一一一一一一一



』二聖

SI O70　土層解説

1．a Hue7．5YR4／3　褐　　色　焼土粒子（微）ローム粒子（微）
b Hue7．5YR3／4　暗　褐　色　ロームブロック（少）ローム粒子・カーボンe焼土粒子

2．a Hue7．5YR3／3　暗　褐　色　ローム粒子eロームブロック（少）
b Hue7．5YR3／3　暗　褐　色焼土粒子（多）カーボン。ロームブロック（少）粒子含む

3．　　Hue7．5YR4／4　褐　　　色　ロームブロック。粒子含む
4．　　Hue7．5YR4／6　褐　　　色　ロームブロック。粒子含む

第掴　図　SI O69　実測図
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S169土層解説

芸：鑑需琵昔日雷悪霊㍊＝ま讐言霊慧㌫少）
3・a Hue7・5YR2／3　極暗褐色　焼土粒土。砂質粘土粒子

b Hue7・5YR2／3　極暗褐色　焼土粒土e砂質粘土粒子
ロームブロック

4・　HuelOYR5／6　黄　褐　色　砂質（多）。焼土粘土eこまかい
5・a Hue2．5YR3／6　　　　　　　　焼土ブロック（純）

b Hue2・5YR3／4　　　　　　　焼土ブロック（中）・ローム粒子
C Hue2．5YR3／3　　　　　　　　焼土ブロック（少）

6・　HuelOYR5／4　にぷい黄褐色　砂質粘土・白色粘土（少）
カーボン（少）袖部

7・　HuelOYR3／4　暗　褐　色　ローム中ブロック．荒い

第摘　図　SH〕69　カマド実測図

3a

』二二二三豊二二二＝∃

遺物は少量である。

カマド（第148図）は西北壁の中央にあり，S王067の覆土を切り込んで築かれている。主軸方

向はNm380－W，長径130cm・短径90cm　北側に煙突状に焼化された部分が残存し，天井

部は潰れて第3a層にその残存を看取できる。両袖部は50～80cmほどで外側に「ハ」の字に

開いている。燃焼部e焚口部は現状では明瞭ではない。

ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 6 0 5 6 5 6 主柱穴 P 3 3 7 3 4 4 3 主 柱穴

P2 5 3 4 1 5 2 主柱穴 P 4 5 1 4 7 4 3 主柱穴

SB O70（第149図）　本住居址はE9i4ei5e j4e j5eF9a4◎a5に確認され，西

壁がSIO38の東南コーナーと重複し，ほぼ直線上に並ぶ長方形状の土壌（SK216～220）が南側

の床を切り込んで位置している。

カマドは北壁にあり，住居の主軸方向はN－140－Wで，長径5．07me短径5．04m。面積

25．55m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は20～32cmほどを測り，ほぼ垂直に立ちあがり，明瞭ではないが西北壁にわずかの

壁側溝を有している。

床はほぼ平坦なロームで，西側より東南コーナーにかけて長方形状のSK2186SK219e

SK220が床面を50～100cmほど掘り込んでいる。ピットは検出されていない。
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S1070　土層解説
1．a Hue7．5YR4／3　暗褐色　焼土粒子（微）・ローム粒子（徴）

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）eローム粒子・カーボン・焼土粒子
2．a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローユ粒子・ロームヅロック（少）

b Hue7．5YR3／3　暗褐色　廃土粒子（多）・カーボン・ロームブロック（少）・粒子含む
3．　Hue7．5YR4／．4　褐色土　ロームブロックe粒子含む
4．　　Hue7．5YR4／6　褐色土　ロームブロック・粒子含む

第149図　SI O70　実測図
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SI O70　カマド土層解説

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

Hue　5YR4／8　赤褐色　焼土粒子（多）含
Hue　5YR4／6　赤褐色　砂質粘土が焼土化したもの・焼土（多）・含
Hue7．5YR4／4　褐　　色　廃土粒子少含
Hue　5YR3／6　暗赤褐色　焼土・砂質粘土含
Hue7．5YR4／4　褐　　色　砂質粘土e焼土粒子（少）含
Hue7・5YR4／4　褐　色　ロームブロック（多）・廃土粒子抄）含
Hue7．5YR4／4
Hue lOYR3／4

Hue7．5YR4／6
Hue7．5YR4／4
Hue　5YR4／6
Hue7．5YR4／4
Hue7．5YR4／4
Hue7．5YR4／4
Hue7．5YR4／4
Hue7．5YR3／4
Hue7．5YR3／6
Hue7．5YR4／6
Hue7．5YR4／6

暗褐色
褐　　色
褐　　色
赤褐色
褐　　色
褐　　色
褐　　色
褐　　色
暗褐色
暗褐色
褐　　色
褐　　色

焼土粒子含
焼土粒子（少）含
焼土粒子（少）含
砂質粘土・焼土粒子含
砂質粘土e焼土粒子含
ローム粒子・焼土粒子含
焼土粒子含
砂質粘土。焼土粒子含
焼土粒子含

焼土粒子含
焼土粒子（少）含ザラザラ
焼土粒子（少）含キメ細い

第150図　SIO70　カマド実測図

覆土は第1⑳2層がローム粒子◎焼土粒子を含む暗褐色土で，壁ぎわは褐色土が流入してい

る状態で，火災にあったと考えられる。

遺物はカマドの西側に甑が，東側に賓が出土し，床面やや浮いた状態で須恵器が出土してい

る。
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カ▽ド（第150図）は北壁の中央に位置し，主軸方向N－130～Wで，長径150cme短径111

cmほどで，天井部は遺存が悪く，砂質粘土が焼土化して潰れた状態である。柚部もあまり遺

存が良くなく，東袖部はかなり東に流出している。燃焼部にも砂質粘土が焼土化したものが検

出されている。遺物は東側袖に多数出土している。

出土遺物（第151図）土師器の聾e甑。鉢e須恵器の提瓶がある。

1の賓は，頸部が垂直に立ちあがり，口綾部はつよく外反する。底部はひろく，胴部が下ぶ

くれで安定した印象をうける。

2の甑は，口径が広く，目線部がつよく外反し，Ⅴ字状に底部へかけてすぼまる形を呈する。

3の鉢は，体部から目線部へかけて屈曲がほとんどない。

4は須恵器の提瓶の目線部と思われる。ミズビキ成形によっており，目線端部の断面が三角

形を呈する。目線内部に自然紬がみられる。

1はカマドの東，2はカマドの西南，3はカマドの西，4ほ住居址の東北壁寄りからそれぞ

れ出土した。

SB鋸m（第153図）　本住居址はF8b9ebO。C9B COに確認され，同規模の小型の住

居SIO85が北側3．5mに位置している。

カマドは北壁にあり，住居の主軸はN－260－Eで，長径3．97m。短径3．91m・面積15．5m2

ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は39～47cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがり，壁側溝は幅26cm e深さ12C・mでカマ

ドおよび西北コーナー部を除き一周している。

S　＝）71カマド土層解説

1．a Hue2．5YR5／2　暗　灰　色　ハード砂質粘土
ロームブロック

b HllP2　5VR5／フ　日吉　r有　色　ハード砧ノ暫裟ヒ＋
l l　　‾　‾、’　，　　l　‾　、‾’　　　　－．　　　　　　LJ　　　　‘　ヽ　　　　　し一　　　　　　　　　　　　　l H　′　　F‾‾く　l LJ　＿＿⊥＿

ロームブロック焼土粒子
C Hue2．5YR4／2　暗　灰　色　ハード砂質粘土ローム（少）

焼土粒子。カーボン
2．a Hue7．5YR4／6　褐　　　色　砂質（少）e焼土中ブロック（多）

b Hue7．5YR4／6　褐　　　色　砂質（中）9焼土粒子（多）
a fiue7．5YR4！2　灰　褐　色　ローム焼土粒子e砂質

カーボン。焼土ブロック
b Hue7．5YR4／2　灰　褐　色　ローム焼土粒子。砂質

C

4．

5．a

b

6．

7．a

b

8．a

b

カーボン（多）・焼土ブロック

Hue7．5YR4／2　灰　褐　色　カーボン。灰・焼土粒子（少）
Hue 10YR5／8　黄　褐　色　ロームブロック

Hue7．5YR3／4　暗　褐　色　焼土（少）。粘土粒子少
Hue 7．5YR3／4　暗　褐　色　焼土（少）eローム粒子
Hue2．5YR2／4　極暗赤褐色　焼土ブロック。カーボン（多）
Hue

Hue

Hue

Hue

2．5YR3／4　暗赤褐色　焼土粒子。ローム粒子（多）
2．5YR3／4　暗赤褐色　焼土粒子eロームブロック仲）
2．5YR4／8　赤　褐　色　純焼土ブロック。カーボン
2．5YR4／6　赤　褐　色　焼土粒子。カーボン

第柑　図　SIO71カマド実測図
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床はほぼ平坦をなす堅いロームで，ピットは5個確認される。Pl～P。は主柱穴と考えられ，

P5ほ銭とP3の中間やや南側溝よりに位置している。

覆土はローム粒子eロームブロックを含む暗褐色土が自然堆積を示している。

遺物はやや少量で，カマド付近に須恵器の杯e土師器の賓等が出土している。

カマド（第152図）は北壁の中央に位置し，主軸方向はN－260－Eで長径130cmぁ短径120

cmほどで，天井部は西南の焚口部にかけて流出し，ロームブロック混じりのハードな砂質粘

土よりなり袖部もやや潰れたような状態で，東袖部は焚口で内側に攣曲し，西袖部はやや外側に

曲がる。燃焼部焚口に多量の焼土。カーボン等を検出し，ほぼ中央部に支脚が接置されている。

煙道部は北壁をやや斜めに幅70cm。奥行40cmほどの三角形状に掘り込んでいる。火床は

東抽付近に長径64cm。短径57cmの楕円形状に9cmほど皿状に掘り窪めている。

カマドからの遺物は東袖付近に賓等が出土し，西側に少数の土器片を出土している。天井部

の補強に使用されていたと考えられる。

出土遺物（第154図）土師器の賓e杯e須恵器の杯がある。

lは，土師器の大型婆で，頸部が垂直に立ちあがり，目線部内側が凹面をなし，端部には沈

線がめぐる。頸部の内面はへラケズリを行なっている。2は小型の賓で，目線部が短くつよく外

反する。3は2よりやや大きく，頸部から垂直に立ちあがり，外反する。

4の杯は底部が不安定で，外へひらく目線部の内側に沈線がめぐる。目線部の所々にススの

付着がみられ，灯明皿に使われたのであろうか。

5e6は須恵器の杯で，ミズビキ成形のあと，5は底部外面を回転へラケズリ，6はへラケ

ズリを行なっている。

1はカマドから，2はカマドの支脚（7）の東側，3はカマドの東南乳　4はカマドの西側，

5はカマドの東脇，6は住居址の中央南寄りからそれぞれ出土した。

その他の遺物としては，土製支脚（7）がカマドの中央に据えられていたほか，土玉が住居址

の西南壁寄りでみつかっている。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考
ピッ ト
番　 号

長径cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

P l 4 5 4 5 3 2 主柱穴 P4 4 7 4 3 3 0 主柱穴

P 2 5 4 5 0 3 0 主柱穴 P5 2 6 2 王 1 8

P 3 5 3 4 5 4 0 主柱穴

Sg O官2（第155図）　本住居址はE8d2ed3◎e2ee3に確認され，SIO83eSI O73

と重複し，SIO73の東側を切り，SIO83の北コーナーを切って位置している。
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S107iカマド土層解説

1．　　Hue7－5YR3／3

2．a Hue7．5YR4／3
b Hue7．5YR4／3
C Hue7．5YR4／3

3．a Hue7．5YR3／3
b Hue7．5YR3／3

U Cl

二二主三二

暗褐色　　ローム粒子（多）
暗褐色　　ローム粒子（多）
暗褐色　　ローム粒子（多）ロームブロック（少）

蓋窯蓋≡三藍董喜子藍曇≡琵薫藷亘完ック。少）
4・　　Hue　5YR3／3　暗赤褐色　　廃土ブロック（少）木炭粒子抄）

第153図　SI O71　実測図
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第154図　SI O71　出土遺物

カマドは北壁にあり，住居の主軸方向はN－120－Eで，長径4．5mゆ短径3．82m e面積

17．2m2ほどの東西にやや長い長方形状の平面形を呈している。

壁高は10～20cmで，壁側溝は西壁では明瞭に確認できないが，他壁には幅20cm・深さ10

cmほどの側溝を確認することができる。

床はほぼ平坦をなすロームで，ピットが4個確認できる。Plは主柱穴と考えられる。P2　e

P3な小規模であるが，24～27cmの深さを有している。P4は不明である。カマド西側に位置

し，P番号のついていないピットおよび西壁に位置するピットは，SH）73の主柱穴と考えら

れるものである。

覆土はロームブロックを少量含む暗褐色土が堆積し，第2a層に微量の焼土粒子を検出する。

カマド（第156図）は北壁の中央に位置し，主軸方向N－140－Eで，長径120cm，短径116

ほどで，天井部は遺存せず，袖部は北壁より56～70cmほど突出し，両袖間隔は66cmほどを

測る。焚口より煙道部付近まで焼土が充満し，土器片が多数検出されている。第2b層に検出

された焼土ブロックは支脚の崩壊したものと考えられる。

出土遺物（第157図）土師器の賓e須恵器の蜜e杯がある。

婆は大型（l）と小型（2）とがある。大型の賓は，目線部の屈曲や胴部のへラミガキなど，他

の同時期の住居址から出土する賓と同類であるが，この賓の底部には，木の葉の圧痕が残って

いる。その点では2も同様であるが，この賓はやや小型である上に，胴部にあらいへラケズリ

を行なっている。

3は小型の杯で，ミズビキ成形のあと底部外面をへラケズリ調整している。4は高台をつけ

一一一1631－－－－
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Sl　072　土層解説

1．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム小ブロック（少）eローム粒子（少）
2．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム小ブロック（少）。ローム粒子仲）e焼土粒子（極少）

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ロームブロック（少）。ローム粒子（少）
3．　　HuelOYR3／4　暗褐色　　ローム粒子（少）

第柑　図　SI O72　実測図
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ており，ミズビキ成形のあと，底部外面を回転へラケズリし，高台をつけて回転ナデ調整して

いる。

5の賓は，SIO63から出土している賓と器形が似ているが，この聾の胴部内面は，同心円

のあて板の輪郭が残っている。

1は住居址の西側中央壁より，2は南部で，3は東北壁寄り，5はカマドの焚き口付近から

出土した。

S1072　カマド土層解説

1．　　Hue7．5YR　褐　色
2．a Hue2．5YR　赤褐色

b Hue2．5YR　赤褐色
3．a Hue7．5YR　褐　色

b Hue7．5YR　褐　色

砂質粘土層
焼土層
焼土層
焼土中ブロック（少）

焼土粒子（中）木炭粒子（少）
焼土中ブロック（少）
焼土粒子（中）木炭粒子（多）

C Hue7．5YR　褐　色　　廃土粒子（少）
4・a Hue7．5YR　褐　色　　ローム粒子（少）

ローム小ブロック（少）

第摘　図　SIO72　カマド実測図

ピット
番　 号 長径cm 短径 cm 深さcm 備　　 考 ピット

番　 号
長径cm 短径 cm 深さcm 備　　 考

Pl 4 8 4 6 1 4

l
主柱穴 P3 3 1 2 0 2 7

P2 2 4 2 3 2 4 P 4 6 7 6 4 2 1

SS O73（第158図）　本住居址はE8clec2。dled2eelに確認され，SDOOlの北

側に位置し，SIO72に東南部を切られている。

カマドは東北壁にあり，住居址の主軸方向はN－490－Eで，長径4．91me短径4．72m e面

積23m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は24～38cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがる。壁側溝はカマドを除きほぼ全周して

いるが東南側をSIO72に切られている。
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第157図　SIO72　出土遺物

床はほぼ平坦な堅いロームであり，ピットは5個はど確認され，Pl～P4は主柱穴と考えら

れP5は楕円形状を呈するピットであるが，性格は不明である。

覆土はローム小ブロック・ローム粒子を含み，第1層が暗褐色土で第2層は褐色土層の堆積

を呈するが，東南側はSIO72によって切られている。

遺物はカマド周辺に多く出土している。

カマド（第159図）は東北壁の中央に位置し，主軸方向はN－400－Eで，長径111cm・短径

102cmほどで，天井部は通存が悪く，袖部は東袖部がかなり崩壊している。壁ぎわより57～

72cmはど「ハ」の字形に突出している0焚口より燃焼部にかけて焼土ブロック・焼土粒子が多

量に検出されるO掘り方は壁を40cmの幅で30cmほぼ垂直ぎみに掘り込み煙道部とし，床を

45cmほどの楕円形状に5cmはど掘り窪めて火床としている0支脚が東袖脇より出土してい

る。

出土遺物（第160図）土師器の蛮・甑・杯・鉢がある。

1の整はやや長胴で頸部が垂直に立ちあがって口縁部へ至る0胴部外面には，あらいへラミ

ー1661
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2．a Hue7．5YR4／4　褐　色

』些

SiO73土層解説

1°！≡：：；；；蓄≡；；i蕾窯藍≡‡芸崇…三を崇選管豊盈粒子（少）
b Hue7．5YR4／4　褐　色

Hue7．5YR3／3　暗褐色

ローム小ブロック仲）・ローム粒子仲）
ロームブロック（少）eローム粒子（少）
ローム小ブロック（少）

第摘　図　SIO73　実測図
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SI O73　カマド土層解説

1．　　Hue7．5YR4／3　褐　　色　砂質粘土層
2．　　Hue2．5YR4／8　赤褐色　焼土層
3．a Hue7．5YR4／4　褐　　色　ローム粒子（少）e焼土粒子（少）

b Hue　5YR3／6　暗赤褐色　軟質焼土ブロック（少）
焼土粒子（多）

c Hue　5YR3／6　暗赤褐色　焼土ブロック（少）
焼土粒子（多）e砂質粘土（少）

4．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）
焼土粒子（少）

b Hue7．5YR4／6　褐　　色　ロームブロック（中）
c Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）

ローム粒子（少）
砂質粘土ブロック（少）
焼土粒子（少）

第柑　図　SIO73　カマド実測図

ガキがみられる。2は小型の賓で，底部は安定し目線部は短く外反する。

3の鉢は最大径が口径にあり，底部はひろく安定している。頸部が短く屈曲して外稜をつく

り日録部はつよく外へひらく。

4の甑も∴頸部〇日綾部の形が3の鉢に類似している。5は4に比べて器高が低く，胴部内

側に接合の痕が伺える。

6は素縁でやや内偵する目線の杯である。

1はカマドの煙道部をふさいだ状態で，2から4はカマドに接して西側，6はその西側から

出土した。

ピ ッ ト
番　 号

長 径 cm 短 径 c m 深 さ cm 備　　 考 ピ ッ ト
番　 号

長 径 cm 短 径 cm 深 さ cm 備　　 考

P l 5 6 4 8 4 4 主 柱 穴 P 4 5 4 4 4 3 8 主 柱 穴

P 2 5 3 4 7 4 5 主 柱 穴 P 5 6 8 4 2 1 5

P 3 5 6 4 8 3 0 主 柱 穴

Sl閑超（第161図）　本住居址はE9h3に確認され，東方のSIO62の西コーナー部に接

し，東方の重複するSIO75を切り込んで位置している。

カマドは北壁にあり，住居の主軸方向はN－14．50－Eで，長径3．68m。短径3．10m・面積

11．40m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は20～44cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがり，東壁はSIO75に接している。壁側溝

はほぼ全周しており，南壁東よりの壁側穴はほぼ等間隔で位置している。

床はほぼ平坦な堅い貼床のロームで，やや東側にゆるい傾斜を示している。ピットはみられ

一168－



干‾‾、＿lI「頚′l　　　　－‾；‾　　」

第160図　SI O73　出土遺物

ない。

覆土は上層が極暗褐色土層で，下層は暗褐色土層が堆積し，少量の焼土粒子が検出されてい

る。

カマド（第162図）は北壁やや東のSIO74の西北コーナー付近に位置し，主軸方向N－4．50－

Wで，長径126cm・短径84cmほどであるが遺存が悪く，天井部・袖部は土層断面図中にわず

かに砂資粘土が検出されるに留まる。燃焼部もあまり明瞭ではないが，焼土が少量検出される。
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074・075　土層解説

Hue7．5YR2／3　極暗褐色
a Hue7．5YR3／4　暗褐色
b Hue7．5YR3／4　暗褐色
C Hue7．5YR4／6　暗褐色

3．a Hue lOY
b Hue7．5Y

4．　　Hue lOY
5．　　Hue7．5Y

6．　　Hue2．5Y
7．　　Hue lOY

R3／
R3／

R4／
R3／
R5／
R2／

44

4

4

4

3

暗褐
暗褐
褐
暗褐
黄褐
黒褐

色
色
色
色
色

罰

ローム粒子，ブロック（少）
カーボン（少）ロームブロック（微）
ローム小ブロック・粒子・カーボン（小）若干
焼土粒子eロームブロック粒子・わりあい多
ローム粒子ブロック（多）焼土若干

ローム多く含み・廃土小ブロック粒子・カーボン
ローム（多）

カーボン・ロームブロック（少）焼土ブロック
砂質粘土・焼土
ロームブロック・粒子（多）

第柑　図　SI O74e O75　実測図
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第柑　図　SIO74　カマド実測図

竪　　　　賀1

4

』二二幸二＝∃

第163図　SIO75　カマド実測図

燃焼部の火床より煙道部よりに小型鉢が出土し，さらに多数の土器片が検出された。

煙道部の掘り方は明瞭でないが，北壁より床面にかけて長方形状に長径120cm・短径106cm，

ほどで8cm掘り込み，さらに東に長径58cme短径52cmほどの楕円形状のピットがあり，

深さ32cmを測る。このピットはSIO75の西北コーナーに位置する主柱穴と考えられる。

SF O75（第161図）　本住居址はE9g3eg4。h3eh4ei3。i4に確認され，SIO74

と重複し，西壁ぎわをSIO70によって切られて，北側には小型のSIO65が接して位置してい

る。

カマドは北壁にあり，住居の主軸方向はN－80－Wで，長径5me短径4．9m。面積24．5m2

ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は12～28cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがり，SIO74によって切られている西側を

除く東壁より南壁にがけて壁側溝を確認することができる。

床はほぼ平坦をなす堅いロームで，東南コーナーおよび西南コーナーに黒色土混じりの焼土

を検出する。

ピットは4個確認され，Pl～P3は実測図中にある。P4はSIO74のカマド下に位置し，図化

されていないが，Pl～島は主柱穴と考えられる。

覆土はSIO74とほぼ同様な堆積を示すが，ローム粒子を多量に含み，焼土もやや多く検出
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第164図　SI O74・075　出土遺物
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第165図　SI O74・075　出土遺物
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される。

カマド（第163図）は北壁の中央やや西よりに位置し，主軸方向N－70Wで，長径110cm，短

径90cmほどで遺存が悪く，南方に焼土が流出している○天井部e袖部も遺存が悪く，わずか

に黒色土◎ローム混じり砂質粘土を検出することができる。

掘り方は，北壁より長径108cme短径52cmほどの長方形状に掘り込んでいる。

出土遺物（第164e165図）第164図・第165図に掲載した土器は，SIO74とSIO75から出

土したものである。遺構の所で述べたように両住居址は重複しているため，SIO75と同時期

の土器がSIO74からも検出されている。ここでは便宜上まとめて述べることにする。

遺物は土師器の婆e甑e高杯e鉢e腕，須恵器の賓がある。

1の軌ま頸部がやや垂直に立ちあがり，目線部がゆるやかに外反する。端部はまるく，断面

は三角形を呈する。胴部外面にはパケ目調整のあとあらいへラミガキ，内面にもへラミガミが

みられる。この婆はSIO74のカマドの中から出土した小片で，時代も湖る。

2はやや小型の賓で，胴部は球形に近い。3は大型賓の胴部で，下半にはラセン状のへラミ

ガキがみられる。4も大型で，底部はせまく，胴部は大きく外へひらく形を呈する。

5e6の甑はほぼ同じ大ささで，6の胴部内面にはへラミガキがみられる。

7。8の高杯は，杯e脚部ともに外面はへラミガキ，内側にはしぼり痕がある。

9から11は，杯の中でも目線部が内側へ攣曲しながら外へひらく形で，9は内側に稜をつ

くり内面には朱彩が施されている。10。Hは外側に稜をもつ杯で，10は内面と目線部外面

に朱彩がある。12013e15は外稜内偵の杯で，15の内面には放射状のへラミガキがみら

れる。14は素縁の杯と外稜をもつ杯との中間形を呈する。

16の鉢は底部から目線部へかけてかなり外傾する形で，日録はやや長い。17の椀は，小さ

な底部（3cm）から休部が大きく立ちあがり，目線部は内偵する。18の杯は手捏ね土器に似て

おり，目線部はヨコナデ，休部外面をタテにへラケズリを行なっている。

I e2e4◎5◎6811。17はカマドに接して，9日0ほ住居址の東北コーナー寄り，

12。13は南部中央，16は西北部から出土した。また，3はSIO74内の南壁寄り，110

17はSIO74のカマドから，7・8もSIO74の住居域内から出土した。

20◎2ユは須恵器の賓の底部で，SIO74に伴う土器である02仇は内側に粘土紐の痕が伺え，

外面には平行叩き痕，内面には同心円文のあて坂の痕がのこる。胴部下端の外面はへラケズリ

を行なっている021は20と同様の手法であるが，外面にも同心円文の叩き痕があるのが特徴で

ある。

石製品（第165図）　22は長径9・22cm。短径7・4cme厚さ4．8cmほどの楕円形状の磨石

で，浅黄色を呈し，側縁側を磨面として利用している。石材は硬質砂岩である。
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Si O76　土層解説

1・　Hue7・5YR3／3　暗褐色　　ローム小ブロック（少）・ローム粒子仲）・木炭粒仲）含
2・　Hue7・5YR3／4　暗褐色　　ローム小ブロック（少）・ローム粒子仲）・木炭粒子（少）含

㌢；霊昔鐙招『日夏　蒜詣詣ツク（少）含
5．　Hue2．5YR4／8　赤褐色　　焼土合
6・a HuelOYR5／8　黄褐色　熱を受けているローム

b HuelOYR5／6　黄褐色

第166図　SI O76　実測図
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23はカマド付近より出土した扁平な河原石で，長径22．9cme短径16．35cm・厚さ5．9cm

ほどの台形状の平面形を呈し，敲打面が明瞭に看取される。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考
ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考

P l 3 6 3 0 5 3 主柱穴 P 3 4 5 4 5

l 3 6

主柱穴

P 2 4 2 3 7 6 3 主柱穴 P 4 5 8 5 0 主柱穴

Slの76（第166図）　本住居址はE9d5ed6e e5。e6に確認され，東北コーナー部を

円形のSK268が切り込み，西南コーナー部にSIO59が接して位置している。

主軸方向はN－32．50－Wで，長径5．52m・短径4．33me面積23．90m2ほどの隅丸の長方形

の平面形を呈している。

壁高は，東南から東北にかけて浅く18cmほどであるが，西側は50cmを測る。壁側溝は明

瞭ではないが，西壁ぎわにわずかにみられる。

床はほぼ平坦をなす堅いロームであり，床面中央やや北に楕円形状の炉址を確認。ピットは

5個確認される。Pl～P4は主柱穴と考えられ，P5は東南コーナーに位置している。

炉址は長径84cm。短径50cmほどの楕円形状を示し，床を皿状に14cmほど掘り窪めてい

る。

覆土は第1。2層がローム小ブロックeローム粒子を含む暗褐色土で少量の木炭粒子を含む。

出土遺物（第167図）遺物はほとんどなく，復元できるのは土師器の壷e賓だけである。

1は壷の頚部で，弥生式土器の壷のようにゆるやかに屈曲する。この種の壷はl点しか検出

していない。

2ほ台付賓の台部で，外面にはへラミガキを行なっている。

第柑　図　SI O76　出土遺物
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ピット
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

ピ ット
番　 号 長径 cm 短径cm 深 さcm 備　　 考

P l 3 2 2 8 6 5 主柱穴 P4 3 1 2 8 1 9 主柱穴

P 2 3 5 3 4 2 1 主柱穴 P5 2 8 2 0 1 5
P 3 1 8 1 8 1 9 主柱穴

Sg077（第168図）　本住居址はE9d2◎d3。e2ee3に確認され，北側部をSIO54。

によって切られている。南方にはSI（59eSIO60eSIO63が接近している。

重複して切られているため規模は不明であるが，現況の長径は4．79me短径は1．81me　面

積は8・66m2を測り，主軸方向はN－160－Wと考えられる。

壁高は西壁が21cm，南壁が20cm e東壁が15cmほどで，壁側溝は明確でない。

床はほぼ平坦をなし，SIO54の床レベルとほとんど変わらない状態である。ほぼ中央部に

炭化物を含む焼土が多量に検出している0西南床に長方形状土壌が位置し，P3とP6にかけて

掘り込んでいる。

東北側SIO77と重複する壁ぎわに不定形状の掘り込みがみられる。

遺物は東南コーナーに壷等が床面より出土している。

覆土はローム粒子，木炭粒子を含む暗褐色土層で火災にあったと考えられる。

出土遺物（第169図）土師器の賓（壷）が良好な状態で出土している（1～5）。いずれも，最大

径が胴部の中位かやや下にある。

1は目線部から胴部にかけて残っており，頚部が鋭く「く」の字状に屈曲する。2は胴部から

底部にかけて残っており，底部に近い外面にわずかにパケ目の痕が伺える。胴部外面には朱彩

が施され，緻密でていねいなへラミガキを行なっている03e5は2と同類である。4は頸部が

ゆるやかに屈曲し，目線部内側，胴部外面にはパケ目調整を駆使しているほか，目線端部には

列点がめぐっている。

6は器台であるが，小片のため孔の数は不明である。

これらの土器は住居址の中央と東南部で検出した。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短 さ cm 深 さ cm 備　　 考 ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 嘩　 考

P l 4 0 3 1 2 2 主柱穴 P 4 3 8 2 2 1 1

P2 4 1 3 4 3 2 主柱穴 P 5 2 0 2 0 8

P3 4 1 3 8 4 5 主 柱穴 P6 8 0 4 8 2 7
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S1077　土層解説

1．Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒子（中）・木炭粒子（少）
2．Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子（少）・軟質褐色ブロック（中）
3．Hue7．5YR4／4　褐　色　　ロームブロック（少）

第柑　図　SI O77　実測図
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第169図　SI O77　出土遺物

Sl078（第170図）　本住居址はE8e4・f3・f4・f5・g4に確認され，住居の西南を

SDOOlによって切られ，北コーナーをSIO64によって切られ，東南側をSIO68によって切

られて位置している。

主軸方向はN－32．50－Wで，周囲の大部分を重複する遺構に切られ，規模は不明である。

現在長径は5．52m・短径は4．33m・面積は23．90m2ほどを通存するのみである。

壁高は22cm内外で，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。壁側溝は西北壁・東北壁に確認されるに

留まる。床はほぼ平坦をなすロームで，SIO68の床面との比高は12cmを測る。

ピットは東北側に3個・西南側に1個碓認され，主柱穴と考えられるものはPl～P3である。

覆土はローム粒子・ローム小ブロックを少量含む暗褐色土層が堆積している。床面付近に微

一179－
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S1078　土層解説

1・a Hue7．5YR2／3　極暗褐色
b Hue7．5YR2／3　極暗褐色
C Hue7．5YR2／3　極暗褐色

2・a Hue7．5YR3／4　暗褐色
b Hue7．5YR3／4　暗褐色

3・　Hue7・5YR4／4　喝褐色

第170図

ローム小ブロック抄）・ローム粒子（少）・軟質褐色ブロック（少）
ローム小ブロック（極少）・ローム粒子（中）・軟質褐色ブロック（少）

ローム粒子（少）・焼土粒子（少）
ロームブロック（少）・ローム粒子（多）
ロームブロック（多）・ローム粒子（多）

SI O78　実測図

－1801



量の焼土粒子を検出する。カマドは不明である。

出土遺物（第171図）土師器の餐・杯がある。

1は大型の賓で，頚部がほぼ垂直に立ちあがる。2・3はやや小型の聾で，頸部から口縁に

かけてゆるやかに「く」の字状に屈曲する。

4の杯は明瞭な外稜をもち，やや長めの口縁が垂直に立ちあがる。口縁部内外ともにヨコに

ていねいにみがいているほか，底部内面には放射状のへラミガ牛がある。

1は住居址のほぼ中央から出土した。

＼

第171図　SI O78　出土遺物

ピ ット
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
ピ ット
番　 号

長径cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 5 5 5 3 4 0 主柱 穴 P 3 5 9 4 1 3 9 主柱穴

P 2 5 2 3 3 1 6 主柱穴 P 4
3 6 2 7 1 6

S1079（第172図）　本住居址はE7a7・a8・b7・b8に確認され，住居の南方に長方

形状の土壌SK232・SK233・SK234がほぼ一直線上に並び，東方にSK221・SK222・SK

224が位置している。

本住居址の主軸方向はN－41．50－Wで，長径4．19m・短径4．06mほどで西コーナーがやや

南に張りだした面積17m2ほどの不整方形状の平面形を呈している。

壁高は14～20cmを測り，床はほぼ平坦なロームであるが，それほど堅いものではない。

ピットは3個確認され，P．～P3ほ主柱穴と考えられる。

覆土は浅く，ローム粒子を含む暗褐色土・壁ぎわに極暗褐色土が堆積している。

遺物は検出されず，住居址として若干の疑問が残る遺構である。

－181－
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S1079土層解説

日豊漂鵠鵠霊濃孟　呂＝会㌫霊ク（少）ロ‾ム粒子（少）
3・Hue7．5YR4／4　褐　　色　　ロームブロック（少）

第膵　図　SIO79　実測図

－182－

二±董三二三

牽蔑



ピッ ト
番　 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考 ピッ ト

番　 号
長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 5 3 4 4 1 4 主柱穴 P3 4 5 3 2 1 6 主柱穴

P 2 5 3 4 9 4 7 主柱穴

S508g（第174図）本住居址はE8iOe jO eF8aO eE9il・jl。F9alに確認

され，南側にSIO38eSIO85が重複し，西南壁をSIO85が切っている。北方3mほどでSI

O62があり，西方3mほどでSIO60が位置している。

カマドは西北壁の中央にあり，東に若干張りだしている。住居の主軸方向はN－30。－Wで，

長径6・22me短径5・96m。面積37m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は30～45cmほどでほぼ垂直に立ちあがり，カマドを除き壁側溝が約20cmほどの幅で

他住居によって切られている部分を除き全周している○深さは10～16cmほどを測る。

床はほぼ平坦をなすロームで，特に床中心部が堅い。

ピットは5個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられるo P5はP2とP3を結ぶ直線上の中心

やや南に位置している。

覆土は土層面に撹乱が入り，ロームブロックe焼土を含む暗褐色土であり，下層は炭化物混

じりの褐色土層の堆積がみられる。また床面にも焼土が検出され，火災にあったと考えられる。

遺物は極少童である。

Si O81カマド土層解説

1・a Hue7・5YR4／3褐　色　ロームブロック（少）

b Hue7．5YR4／6褐　　色
2・a Hue2．5YR3／4暗赤褐色
3．a Hue　5YR3／6暗赤褐色

b Hue　5YR3／4暗赤褐色

C Hue7．5YR3／4暗褐色

4・a Hue7．5YR3／4暗褐色

b Hue7．5YR3／4暗褐色

C Hue7．5YR3／4暗褐色

砂質粘土層
砂質粘土（中）・ローム粒子（少）

廃土ブロック（少）

廃土粒子（少）
焼地中ブロック（少）
焼土粒子（多）

ロームブロック（少）
ローム粒子（少）
焼土粒子（少）

ロームブロック（極少）　　旨
ローム粒子（中）
焼土粒子（極少）
ロームブロック（少）

ローム粒子（中）・砂質粘土（少）
焼土粒子（少）

ロームブロック仲）e焼土粒子（少）
5・　Hue　5YR6／3暗赤褐色灰層・焼土粒子（少） 5

元手軸
3b

第柑　図　SIO鋸　カマド実測図
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SI O8I　土層解説

1．Hue7．5YR3／3　暗褐色
2．Hue7．5YR3／3　暗褐色
3．Hue7．5YR4／4　褐　色
4．Hue7．5YR3／2　黒褐色
5．Hue7．5YR3／2　黒褐色
6．Hue7．5YR4／4　褐　色

』＝些

ロームブロック（少）・ロームの粒仲）・焼土（微）
ロームブロック大（中）・ロームの粒（中）・焼土（微）
ロームの粒（多）・ロームブロック（少）・炭化物（徴）・焼土（微）
ロームの粒（少）・焼土（微）
ロームブロック（少）
ロームブロック大（多）・ロームの粒（少）

7．Hue7．5YR3／3　褐　色　　ロームの粒（多）・ロームブロック（少）

8．Hue7．5YR3／4　褐　色　　焼土（徴）・ロームブロック（中）・ローム粒（多）・木炭片（少）

第174図　SI O81　実測図
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カマド（第173図）は大部分崩壊しているが，わずかに抽部と天井部の極一部が残存している

に留まる。燃焼部は不明であるが，わずかに柚部間に，灰・焼土ブロックが検出できる。

煙道部は北壁を40cmの幅で50cmほど掘り込んでいる。火床は長径60cm・短径46cmほ

どの楕円形状に床面を7cmはど掘り窪めている。

出土遺物（第175図）土師器の賓・甑・杯・手控ね土器がある。

1は大型蓬で，口縁部は短く屈曲し，内側に沈線がめぐる。胴部の下半にはラセン状のヘラ

ミガキがみられる02はやや小型で，口径に比べて口縁部がやや長く，頸部外側に稜をつくる。

3は手捏ね土器で，底部はまるく，口縁端部は平坦で，ユビナデの痕が残っている。

4は須恵器の杯であるが，むしろSIO85に伴うものであろう。

その他の遺物では，管状土錘の小片がみられた。

第175図　SI O81　出土遺物

‾‾　二l

⊂エフ。

く＝王♂．

ピ ッ ト
番　 号

長 径 cm 短 径 c m 深 さ c m 備　　 考 ピ ッ ト
番　 号 長 径 cm 短 径 c m 深 さ c m 備　 考

P l 6 8 6 3 7 5 主 柱 穴 P 4 6 6 6 0 6 3 主 柱 穴

P 2 6 5 6 1 5 1 主 柱 穴 P 5 5 8 4 5

P 3 6 9 6 5 5 6 主 柱 穴
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S1082（第177区l）　本住居址はE7d9・e8・e9・f8・f9・f Oに確認され，SDOOl

の南側に位置し，カマドから西南壁にかけて構状の畝が走り，西北コーナーにはSK238の地

下式土壌群が確認されている。

カマドは溝状畝によって破壊されているが，西北壁にあり，住居の主軸方向はN－260－W

で，長径6．91m，短径6．8m，面積46．9m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は6～13cmほどでゆるい傾斜を示し立ちあがる。壁側溝はカマドを除きほぼ全周し，

東南コーナーがやや幅をもちなだらかであり，南側に壁側穴が確認される。

床は中央部から南にかけて撹乱が入り，それほど平坦なローム面ではない。

ピットは10個確認され，Pl～P4は主柱穴，P5は貯蔵穴と考えられる。P6は南壁よりに位

置している。PgはP3の南側に位置する小さいものである。P7・P8・P10は床面中央にあり，

さほど大きいものではない。

覆土は浅いもので撹乱が床面まで達しており，混入が多く，ロームブロック・ローム粒子・

炭化物・焼土を含み，火災に遭遇していると考えられる。

遺物は少量であるが南壁側溝よりに何らかの一部と考えられる小型土鈴が出土している。

カマド（第178図）は西北壁に位置し，主軸方向はN－280－W，長径150cm，短径142cmほど

であるが，溝状の撹乱が斜めに掘り込み，東抽および燃焼部は遺存しない。わずかに西柚が残

るが遺存は悪く，砂質粘土も西側に流出している。煙道部も削平を受けているが西北撃に幅亜

cmほどで，36cmはど掘り込んでいることのみ確認できるに留まる。

出土遺物（第176図）土師器の嚢・杯がある。

聾は胴部の小片であるため掲載を省いた。

杯は素縁の口縁をもつもの（4～8）と，外稜があり内傾して立ちあがる口縁郡をもつもの（3）

とに分かれる。さらに前者は口縁郡がほぼ垂直に立ちあがる杯と，やや外にひらく杯とに分け

られ，7の底部内面には放射状のへラミガキがある。

高杯は覆土の混入であろう。

和 ．－、

2

ぐ「「頂。⊂∃＝召
第176図　SI O82　出土遺物
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1082　土層解説
Hue7．5YR3／3　暗　褐　色
Hue7．5YR2／2　黒　褐　色
Hue7．5YR3／3　暗　褐　色
Hue7．5YR4／3　褐　　　色
Hue2．5YR2／2　極暗赤褐色
Hue7．5YR3／1黒　褐　色
Hue7．5YR4／4　褐　　　色
Hue7．5YR3／3　暗　褐　色
Hue7．5YR3／2　黒　褐　色

1082カマド土層解説
a Hue7．5YR4／3
b Hue7．5YR4／3

a Hue2．5YR4／8
a Hue　5YR4／3
a Hue7．5YR3／4
b Hue7．5YR3／4

Hue　5YR5／3

褐　　　　色
褐　　　　色
オリーブ褐色
にぷい褐　色
暗　褐　色
暗　褐　色
にぷい赤褐色

第177図

』＝豊

砂質粘土層
砂質粘土（多）・焼土粒子（少）
焼土層
ローム粒子（中）・焼土粒子（中）・カーボン（少）
ロームブロック（中）・焼土粒子（少）

ロームブロック（中）・焼土粒子（少）
灰

SI O82　実測図
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畷

その他の遺物としては，小型の鈴状の土製品が出土している。

ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　　 考
ピット
番　 号

長径 cm 短径 cm
】
深 さcm 備　　 考

P l 7 6 5 9 5 0 主柱穴 P 6 5 9 5 8 3 1

P 2 9 3 6 4 4 3 主柱穴 P 7 3 4 2 7 1 7

P 3 7 2 6 3 6 0 主柱穴 P 8 2 0 1 6 1 2

P 4 8 4 8 3 8 4 主柱穴 P 9 2 2 2 1 1 5

P 5 1 3 8 7 1 4 1 P lO 2 1 1 5

SB O83（第179図）本住居址はE8e2◎e3◎fl◎f2◎f3◎g2◎g3に確認され，

住居の中央をSDOOlが西北より東南にかけて掘り込み，さらに東南より西北にSDO02が走

り，床の中央P4にて立ち切れる。

主軸方向はN－500－Wを向き，長径6．56m，短径6．46m，面積42．37m2ほどの方形状の

平面形を呈している。

壁高は17～30cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがり，西北壁の中央より西南壁を回り，東南

壁のSDO02によって切られる地点まで壁側溝が確認される。

床はほぼ平坦をなすロームであるが，中央をSDOOl◎002によって大部分切られている。

主柱穴はPl～P4が考えられ，北コーナーには貯蔵穴P5が確認され，その覆土中に定形の杯が

出土している。東コーナーは長方形のSK267◎SK265が南北に東南壁を切り込んでいる。

第膵　図　SI O82　カマド実測図

覆土は28～32cmほど堆積し，ローム粒子，

ブロックを含む褐色および暗褐色土であるが

SDOOl◎SDO02が上面260cmほど掘り

込んでいる。

出土遺物（第180図）遺物の量のわりには

良好な資料は少ない。本住居址に伴う土器は，

1の甑，4から6の杯で，他は覆土の混入で

あろう。

1の甑は，頚部の屈曲がなく，目線部はつ

よく外反する。胴部内面にはタテにへラミガ

キを行なっている。

杯は外稜内偵立あがりロ縁のもの（4◎

6）と，素縁の目線のもの（5）に分けられる。

1はPlの北側から，5　◎6はP5（貯蔵穴）
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A－24・00　　　sDOO2　　SDOOl

SDOOl

S1083　土層解説

1．　　Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（中）
2．　　Hue7．5YR2／2　黒褐色　ローム粒子（微）・ロームブロック（少）
3．a Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子（多）・ロームブロック（中）

b Hue7．5YR4／4
4．　　Hue7．5YR3／4
5．　　Hue7．5YR4／4
6．　　Hue7．5YR3／2
7．　　Hue7．5YR4／3
8．　　Hue7．5YR3／3
9．　　Hue7．5YR4／4

褐　色　ローム粒子（中）・ロームブロック（多）
暗褐色　ローム粒子（少）
褐　色　ローム粒子（少）
黒褐色　ロームブロック（微）
褐　色　ロームブロック（中）
暗褐色　ロームブロック（多）・焼土粒（微）
褐　色　ロームの粒（多）eローム小ブロック（中）

舞踊　図　SIO83　実測図
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第柑　図　SI O83　出土遺物

ピッ ト
番　 号

長 径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考
ピッ ト
番　 号

長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　　 考

P l 6 7 6 1 5 7 主 柱穴 P 4 7 0 5 5 5 8 主柱穴

P 2 6 8 6 5 6 5 主 柱穴 P 5 7 1 6 3 2 6 貯蔵穴

P 3 6 9 6 9 5 9 主柱穴 P 6

から出土した。

S摘85（第181図）　本住居址はE8j9◎j O◎F8a9◎aOに確認され，SIO81と重複

し，本住居の東北コーナーがSIO81の西南壁を切って位置し，同規模の住居SIO71が南方

4mで位置している。

カマドは北壁中央やや東よりにあり，住居の主軸方向はN－8．50－Eで，長径3．61m◎短径

3．33m◎面積12m2ほどの方形状の平面形を呈している。

壁高は54cmほどでほぼ垂直に立ちあがる。壁側溝はカマドの西廻りに南壁コーナーまで続

く。

床はほぼ平坦をなし，堅いロームであるが中央および東北コーナーに撹乱境がみられ，床面

が若干凹んでいる。ピットは南側溝中央よりにPlが確認され，規模は長径38cm，短径29cm，
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SI O85　土層解説

1．　　Hue7．5YR4／4　褐　色
2．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色
3．　　Hue7．5YR4／3　褐　色
4・　　Hue7．5YR3／3　暗褐色
5・a Hue7．5YR3／3　暗褐色

b Hue7．5YR3／3　暗褐色
6・　　Hue7．5YR5／6　明褐色
7・　　Hue7．5YR3／3　暗褐色
8．　　Hue7．5YR4／3　褐　色

二二豊≡』

砂質粘土（多）eローム粒子（少）・かたくしまっている
ローム粒子（少）eロームブロック抄）e焼土（微）

砂質粘土（少）eロームブロック（少）・ローム粒子（少）・焼土（微）
ローム粒仲）eロームブロック（中）・焼土（微）
ローム粒（少）・焼土（徴）

ローム粒（多）・焼土（微）・炭化物（微）
ローム粒（多）・ロームロームブロック（少）
ローム粒（少）・焼土（徴）もろい
ローム粒子（多）・ロームブロック（多）

第柑　囲　SI O85　実測図
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S1085カマド土層解説

1．HuelOYR4／6　褐　　色　砂質粘土
ローム粒子（多）含・堅い

2．Hue7．5YR4／6　褐　　色　ローム粒子含
3．Hue7．5YR4／6　褐　　色　ローム粒子・プロ
4．Hue7．5YR4／6　褐　　色　ローム粒子・プロ
5．　　　支脚
6．Hue7．5YR4／6　褐　褐色　砂質粘土（多）含・堅緻

廃土粒（少）含
7．Hue　5YR3／6　暗赤褐色　焼土多含
8．Hue　5YR3／4　暗赤褐色　焼土・炭化粒子（多）含

ロームブロック（少）含
9．HuelOYR4／8　赤　　色　焼土合
10．Hue　5YR2／4　灰褐色　焼土粒子含

焼土粒子含
ローム含

焼土粒子含
ローム粒子（少）含
ローム粒子（少）・砂質粘土（少）含
ロームブロック（少）・砂質粘土（少）含

第柑　図　Sヱ085　カマド実測図

11．Hue7．5YR4／4

12．Hue7．5YR5／6
13．Hue7．5YR4／6
14．Hue7．5YR3／3
15．Hue7．5YR4／4
16．Hue7．5YR4／4

褐　　色
明褐色
褐　　色
暗褐色
褐　　色
褐　　色

‾二二∴‥一三l
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第柑　図　SI O85　出土遺物

深さ18cmほどの柱穴である。

覆土は40～54cmほど堆積し，ローム粒子。ブロックを含む暗褐色土が主である。各層よ

り微量であるが焼土を検出する。

遺物は少量である。

カマド（第182図）は北壁の中央に位置し，煙道郡はSIO81におよんでいると考えられる。

主軸方向はN－90－Eを向くと考えられるが，規模は大部分が破壊されているので，不明で

ある。

わずかに北壁ぎわに残存する部分は天井部と袖部の一部を確認することができる。東袖部は，

燃焼部に潰れ落ちた様な状態を呈している。第3層に須恵器のほぼ完形に近い杯が出土してい
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る。掘り方は北壁およびSIO80の西南壁を長径73cm，短径60cmの不定楕円形状に掘り込

み，カマド火床はわずかに床面を6cmほど掘り窪めている。

カマド内の遺物の出土量はわりあい多く，補強に使用されたと考えるよりは廃棄されたよう

な状態を呈していると考えられる。

出土遺物（第183図）土師器の小型賓と須恵器の杯がカマドの中から出土している。

1の賓は頸部がゆるやかに屈曲し，目線部内側に沈線がめぐる。端部はまるい。胴部外面上

半はタテに，下半はヨコにへラケズリを行なっている。

2◎3ほ須恵器の杯で，体部から目線部にかけて，まっすぐに外へひらく形を呈する。ミズ

ヒキ成形のあと，体部下端と底部の外面をへラケズリ調整している。

その他の遺物では，土玉が2点，住居の西方から出土した。
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2。土ま廣（SK）

SKOO瑠（第184図）　本土境は，E9f7に確認され，SI OOlの東南コーナー部を切り込んで

いる。さらに東側は急傾斜な崖となる。主軸方向はN－40－Wで，長径1．82m・短径1．5mの

不定楕円形を有し，東壁の外辺は確認不可能である。

遺構検出面から床までの深さは20～40cmであるが，表土からの深さは上1m内外を有す

る。西壁はゆるやかに立ちあがるが，北壁はSIOOlの床面と接するためゆるやかに存するの

みである。床面は中央部北側にSIOOlの主柱穴がみられ，東南コーナーには若干の小穴を有

し，やや南に傾斜を示している。また床面はややハードなロームである。底部の中央部から北

側にかけて馬骨が検出され，頭部は北向きに置かれ，中央部やや北側に脊椎骨，さらにその西

方に大腿骨，下肢骨の一部が西北より南におりまげた状態で検出され，その周辺に骨粉状のも

のが確認された。

覆土はほとんどがローム粒子・ブロックを含み，1～3層まではかなり硬い層位を示し，一

部撹乱により掘方は確認できないが，6層の黒褐色より掘り込まれていると想定される。

SKOO4以降は地区別あるいは形態的に20のグ

ループに分割して叙述する。

1．C9区の東北に確認された一群（第187図）

C9区の東北部に一群をなして位置し，形態的

に不定楕円形をなすもの（SKOO4・008e OO9）と，

長方形状をなすもの（SKOO5～007）とに分類できる。

不定楕円形のSKO04はやや北側に位置し，長径

上22me短径0．85m6深さ0．22mを測り，覆土は

ローム粒子を含む2層よりなり，暗褐色土。褐色

土の堆積であり，床はそれほど堅いものではない。

SKO08は長径1．13me短径0．96m e深さ0．38m

ほどでやや斜めに立ちあがり，床はそれほど堅い

ものではない。

SKO09は長径1．46m◎短径0．8m◎深さ0．16m

ほどで壁はなだらかに立ちあがり，東側がSKO08

と接して位置している。
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覆土はSKO08と同質の土層をなし，ローム小ブロックを含みボソボソした暗褐色土の堆積で

ある。

長方形状の平面形を呈するSKO05は長径1．52m◎短径1．25mほどで，深さ0．20mを測り，

壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。覆土はローム粒子と白色粘土粒子を含む暗褐色土層等で，床

面にもわずかではあるが白色粘土を貼ったような状態を示している。

このような形態を示すものは，東部地区の西南部で確認されたSK241e242にみることがで

きる。

SKO06は西南方向を向く長方形の土壌で長径1．48m・短径0．57m・深さ0．4mほどを測り，

西壁にオーバーハングしたピット状の小穴がある。覆土はロームブロックを含む柔らかい暗褐

色土の1層のみである。

SKO07はSKO09の南側に位置し，長径1．7m・短径1．12m・深さ0．7mほどで床面より

約800の角度をなし外側に立ちあがる。覆土はローム小ブロックを含みややボソボソの暗褐色

土層で，人為的に埋められたと考えられる。

以上の土壌群の遺物はわずかにSKOO4e O05に若干の土師器片を検出するが，流れ込みと

考えられる。土壌の性格・時期については不明であるが，それほど古い時期のものではないと

考えられる。白色粘土をわずかに貼ったような状態を呈するSKO05はそれほど深いものでは

ないが，中世期に伴うものかとも考えられるが性格は不明である。

2．C8区の南側に位置する一群

この地区に確認された土壌はSKO15～019（第189図），SKO20～023（第190図），SKO64～

067（第197図），SKO69～070で，形態的には細長い長方形状を呈するもの①（SKO15e O17）・

長方形状を呈するもの④（SKO166064～067膚069・070）・不定形状で並ぶもの③（SKO18～

023）に分類することができる。

①　細長い長方形状を呈するもの

SKの瑠5（第188図）　本土境はSIO14を切り込んで位置し東西に細長い土壌で，長径4．48m・

短径0．77me深さ約0．2m内外で底部よりゆるやかに外側に立ちあがり，東壁から床にかけて

オーバーハングした小穴があり，南側はSBO06の柱穴を切り込んでいる。覆土はローム小ブ

ロック等を含む柔らかい暗褐色土の1層からなる。中世期の建築址を切り込んでいることより，

中世より新しい時期のものと考えられる。遺物は少量の土師器片を検出するが，流れ込みの土

器片と考えられる。

SK鋸膵（第189図）　本土境はSIO09の北壁を切り込んで位置し，長径3．9me短径0．76me

深さ0．15～0．19mほどで底部よりゆるい傾斜をもって立ちあがり，覆土はSKO15と同質的な
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ものである。遺物は検出されていない。

④　長方形状を呈するもの

SKの瑠6（第189図）　本土境は西側にSKO18が接して位置し，長径2．lme短径0．82m・

深さ0．71mほどで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがり，覆土はローム小ブロック等を含み柔らかい暗

褐色土層で人為的に埋められていると考えられる。遺物は検出されない。

SKO64（第197図）　本土境はSIO14・015の床を掘り込み，SKO65を切り込んで位置し，

長径1．9m e短径1．8me深さ0．64mほどで，壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

SKO65（第197図）　本土境はSKO66を掘り込み，SKO64によって位置している。長径は

2．27m。短径0．75m。深さ0．34mほどで，壁の南側はSKO64に切られているが，北壁はやや

ゆるやかに外側に立ちあがる。

矧K馴閲（第197図）　本土境は西側をSKO67に切られ，東側をSKO64・065によって切ら

れ，形状は不明である。深さは11cmほどでゆるやかに外側に立ちあがる。SIO14のカマド

を切っていると考えられる。

SKの闘（第197図）　本土壌はSIO14・015と重複し，壁を掘り込んでいる。長径上74me

短径0．92m・深さ0．71mほどで，壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがり，床面はやや堅く平坦をな

している。以上遺物等は検出されていない。

SKO64～067の土壌は重複関係をもつが，時期的に同時期あるいはその前後と考えられる新

しい土壌である。

③　不定形状をなしほぼ並んで確認されたもの

SKO瑠8（第189図）　本土境は東側にSKO16，西側にSKO19があり，その中間に位置して

いる。不定形であるがA・B・Cの3つの土壌が重複したものと考えられる。Aは長方形状で

長径1．4me短径0．70mほどで壁は重複しているが，東壁は0．37mを測りほぼ垂直に立ちあが

る。BとCは重複していると考えられるが土層は同質のもので新旧は明確でない。

SKの瑠9（第189図）　本土境は形態的には④に入るが，底面および壁がやや不定なので④に

入れる。SIO08の東南コーナー部とSIO22の同コーナーを掘り込んで位置し，西南の一段高

い平場はSH）22の床面と考えられ，その北側の溝はSIO08の壁側溝と考えられる。長径は

2．3m e　短径は0．94m。深さは0．47mほどで壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

SKの20（第190図）　本土境はSIO14の東側に並ぶ一群である。東側はSKO21に接して位

置している。長径は1．16me短径0．63me深さ0．23m，壁は床面よりゆるやかに立ちあがる。

床は凹凸がみられ，北側に小穴がみられる。覆土はロームブロックを含みボソボソの暗褐色土

である。

SKの2瑠（第190図）　本土壌は東側のSKO22に接して位置し，A・Bの2つに分けられる。
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Aの長径は1．33m。短径は0．58m・深さは0．3mほどで，南側のBの一部を切っている。Bは

長径1．24m e短径0．66m。深さ0．2mほどを測り，AとBの問にピット状のものがある。覆

土は大粒のロームブロックを含む暗褐色土である。

SKO22（第190図）　本土境は西側のSKO21と重複しその新旧は不明である。A・Bの2

つに分けられる。Aは長径1．9me短径0．8m。深さ0．4mほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

BはAによって切られていると考えられるが，土層断面をみると切り合いはみあたらない。B

は長径1．3m。短径0．3m◎深さ0．2m，Aに対するステップ的なものとも考えられる。覆土

はSKO21とさほど変わらない。

SKの23（第190図）　本土境はSKO22の東側に位置し，長径1．55me短径0．75mほどの長

方形状の平面形を呈し，深さ0．23mほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

覆土はSKO20～023まではほぼ同質土のものと考えられ，荒いロームブロック等を含み柔ら

かく，人為的に埋めもどされていると考えられ，時期的にはごく新しいものと考えられ，性格

はイモ穴的なものと考えられる。

3。¢＄区の西北端に位置する一群（S藍の25～の36（但しS監033を除く）◎S監07日

大型の長方形状をなすもの①（SKO25・026），長方形状をなすもの④（SKO27～031も035），

方形状のもの④（SKO32・034），細長い長方形状のもの④（SKO36・071）

①　大型の長方形状をなすもの

SKO25（第190図）　本土壌は北端部に位置しSKO27と重複し，SKO25の北壁ぎわにSK

O32が切り込んで位置する。長径3．07m。短径1．86me深さ0．35mほどで壁はほぼ垂直に立

ちあがる。覆土はロームブロックもローム粒子を少量含む褐色土層である。

SKO26（第192図）　本土境はSIO06の北側に掘り込み，SKO28・SKO34と重複関係に

ある。長径2．31m e短径1．8m。深さ0．3m内外で壁はほぼ垂直に立ちあがり，床面はやや北

側に傾斜している。東北コーナーをSKO34が切り，西北コーナーをSKO28が切り込んでいる。

④　長方形状をなすもの

SKO27（第190図）　本土境は西側のSKO32とSKO25が重複して位置し，東側はSKO31

に接している。3つの土壌に分けて計測する。Aは長径2．7m。短径1．0m，Bは長径1．3me

短径1．16m，Cは長径0．82me短径0．8mほどで底面のレベル差はさほどみられない。新旧

関係はCをBが切り，BをAが切り，さらにAをSKO32が切って位置している。明確な形状は

わからない。

SKO28（第192図）　本土境は西側にSKO29が重複し，東側にSKO26が位置し，SKO29

の新旧関係は同質土のため検出できず，SKO26はSKO28によって切られている。長径は
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2・3me短径は0．94m。深さは0．3～0．46mほどで，北側は根切り溝によって掘られている。

覆土は2層よりなり，ローム小ブロック・ローム粒子を含む暗褐色土層からなる。

SKの29（第192図）　本土境は東側にSKO28が重複し，西側はSKO30が接近して位置して

いる。長径3・24me短径0．8mほどを測りほぼ垂直ぎみに立ちあがる。覆土はSKO29と同質

である。

SKの3の（第191図）　本土境は西側のSKO35と重複し，南壁にSKO36が重複し，新旧関係

は不明である。短径は0．9mを測るが長径は不明である。深さ0．45～0．5mほどで垂直に立ち

あがる。覆土はローム小ブロック等を含む暗褐色でSKO36と同堆積を示している。

SKの35（第191図）　本土境は東側はSKO30と重複しており，西側は調査区域外に延びて

いると考えられる。

長癖ま不明で，短径1．3m。深さ0．46mほどでほぼ垂直に立ちあがる。覆土はローム小ブロッ

クを含む暗褐色のみである。

SKの3瑠（第191図）　本土境は東西にほぼ並ぶこの一群の東端に位置し，SKO27に接してい

る。不定形であり，A・Bの2つに分けて計測する。Aの長径は2．9m◎短径は0．65m。深さ

は0．2m内外で長方形状を呈していると考えられ，Bは長径1．9m。短径1．1m。深さ0．2mほ

どでAによって切られていると考えられる。

④　方形状をなすもの

SKの32（第190図）　本土塀はSKO25の北壁ぎわを掘り込んで位置し，東壁はSKO27に接

している。西壁はわずかにオーバーハングしている。規模は長径0．74m・短径0．53m。深さ

0・5mほどでやや斜めに立ちあがる。掘り込みは上面0．9mの幅をもちSKO25を切り込み，

覆土はローム小ブロック等を含む褐色土が南側より堆積している。性格は不明である。

SKO錮（第192図）　本土境はSKO26の東北コーナーを掘り込んで位置し，東側はSKO25

に接している。長径は1．35m。短径1．2me深さ0．24mほどでやや長方形状を呈している。

覆土はボソボソした暗褐色土のみである。

④　細長い長方形状のもの

SKO36（第191図）　本土境はSKO30と重複し，西南に延びSIO08とSIO22の住居の一

部を掘り込んで位置している。

長径6．5me短径1．Ome深さ0．48mほどでほぼ垂直に立ちあがる。覆土はローム小ブロッ

クを含む柔らかい暗褐色土である。櫓台部と想定される土塁状の遺構の東側に位置しているが，

城郭に伴う遺構と考えるには覆土堆積状態が柔らかく，他の土壌と同質土であり，新しい時期

のものと考えた方が良いと思われる。

SKの7瑠　　本土境は櫓台部分と想定される土塁状遺構のじき脇に確認され，SIO22　と重
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復している。南側に方形状の振り方が検出されている。長径は4．2me短径は0．6m，深さは

南側が傾斜を示し，0．18～0．48mで方形状のプランに接している。同遺構はSKO36と同様

なものと考えられる。

以上C9の西北端に位置する一群は最近の農業用の貯蔵穴と考えられるが，SKO25・SKO26

は不明である。

4．D8区の中央に位置する一群（SKO37・SKO42～045・SKO51・SKO77～078・SKl18～

122）

㊥南北に長い長方形状のもの（SKO390042も043・045・119），④細長い長方形状のもの

（SKO44），③長方形あるいは方形状のもの（SKO37・077・078つ16つ18・1216122），④楕

円形状のもの（SKO51・120）

①　南北に長い長方形状のもの

＄腕の39（第192図）　本土境はSKO45の北側上3mに確認され，細長い長方形状の土壌

SKO44の東2．5mに位置している。

規模は長径2・2me短径上Ome深さ0．18m，壁はほぼ垂直に立ちあがり，覆土はローム小

ブロックを含むボソボソの暗褐色土である。

SK掴2　　本土壌はSIO21の北壁を切り込んで位置し，西側にSBO14のP4（SK186）に

接している。

規模は長径1．15me短径0．8mである。

＄K錮3（第193図）　本土境はD8区のほぼ中央にあり，SKO45に接して確認され，東側に

SKO41が接して位置する。

規模は長径1．85m◎短径0．7m・深さ0．2mほどを測り，覆土は暗褐色土のl層のみである。

SK錮5（第193図）　本土境はSIO27の東北コーナーを切り込んで位置し，東側でSKO43

に接して位置している。

規模は長径3．45me短径0．95m。深さ0．7mほどを測り，壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

覆土はローム小ブロックを含む暗褐色土の2層に分けられる。新旧関係は明確ではないが，

SKO43をSKO45が切っていると想定される。

SK瑠瑠9（第205図）　本土壌はSKO45・043の東方約2mほどに確認され，南側にSKl18

が接して位置する。本土境はA・Bの2つに分けられ，AがBの東側を掘り込み，Aは長径

1・42m◎短径上38m・深さ0．6mほどで壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。覆土はローム小ブ

ロック・粒子を含む柔らかい暗褐色土である。
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④　細長い長方形状のもの

SK錮4（第194図）　本土境はSIO21の東側に確認され，SIO27の東北壁を切り込んで位

置する。規模は長径4．9me短径0．8me深さは浅く0．05～0．12mほどを測る。壁はゆるく外

側に立ちあがり，覆土はローム小ブロック等を含むボソボソの暗褐色土のみである。

④　長方形あるいは方形状のもの

SKO37（第205図）　本土境はSK149と重複して確認され，新旧関係はSKO37がSK149

を切っている。形は台形状の長方形で南にやや張りだしている。長径1．3me短径LOmで深

さは0．15m内外である。覆土はローム小ブロックを含むボソボソの暗褐色土である。

SKの開（第198図）　本土境はSBO08のftzの南側に接して確認され，SBO09の西側に接

して位置する。A e Bの2つに分けられ，Aの長径は1．6m◎短径は0．97m㍉深さは0．34m，

Bは長径1．27m¢短径0．8m e深さ0．4～0．6mほどで，やや揺鉢状をなしている。　覆土は

ローム小ブロック等を含むボソボソの暗褐色土である。

SKO78（第198図）　本土境はSBO08のP。（SKO38）に重複して確認され∴東側1mにSK

O77が位置している。

規模は長径1．37me短径1．2mの長方形状を呈し，深さ0．35mほどを測り床より約600で

立ちあがる。覆土は柔らかい黒褐色土・暗褐色土よりなる。

SK瑠柑（第201図）　本土境はSKO45の南側0．5mに確認され，SIO27の東側に位置する。

規模は長径1．47m◎短径0．6m。深さ0．3m内外で壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。覆土は

SKO78とほぼ同質土である。

SKM8（第202図）　本土境はSKl19の南側に接して確認され，長径1．0m。短径0．96m◎

深さ0．34mほどを測る方形状の平面形を呈している。

SK121・SK122（第202図）　本土壌はSBO09の南側に確認された土壌でSK121はS B

OO9－P2に接し，SK122はSIO26の西側に位置する。規模はSK121は長径0．87m。短径

0．84m・深さ0．1m，SK122は長径1．0m・短径0．72m㍉深さ0．36mはどの方形状の平面

形を呈し，壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

④　楕円形状のもの

SKの5瑠（第195図）　本土境はSBOO9内の中央やや南側に確認され，東側に半楕円形状の

段をなす。

楕円形状のものをBとし，半楕円形状のものをAとする。Bの長径は1．44m・短径は1．3m・

深さは0．6m，Aの長径は1．35me短径は0．6m・深さは0．25m，覆土はロームブロックを多

く含む褐色土の1層のみで，AとBの新旧は明確でなく，BがAを切っているとも考えられる

が，AはBのステップ的なものとも考えられる。
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以上の土壌群は時期的にはごく新しいものと考えられる。SKO44の細長い長方形状は北側

のSKO15・SKO17と同形態を呈していると考えられるが，性格は不明である。

5．C9区の東南に位置する一群（SKO46～050・062・063）

①長方形あるいは不定長方形状のもの（SKO46～048・050・062・063），④方形状のもの（S

KO49）とに分類できる。

①　長方形あるいは不定長方形状のもの

SK錮6（第193図）　本土壌はC9区の東南端斜面に確認され，西側にSKO48，南側にSK

O47が接して位置している。長径は1．58m・短径は上28m・深さは西壁で0．34mを測り，東

側は斜面に接する。覆土はローム粒子を含み柔らかい暗褐色土で，西より東へ流れ込んで堆積

している。

SKの媚（第193図）　本土境はSHOlの東端に接して位置し，北側にはSKO46eO48が接近

して位置する。長径1．66m・短径0．9m・深さ0．4mで壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。覆土

はローム粒子を含む暗褐色土で壁ぎわは堅い。

SK錮8（第193図）　本土境はSKO46とSKO62にはさまれた位置に確認され，南側はSK

O47に接して位置する。

長径は1．7m・短径1．06m・深さは0．7mほどを測りやや斜めに外側に立ちあがり，床はほ

ぼ平坦をなす。覆土は3層からなり，第1層はわりあい柔らかく，第2・3層はローム粒子を

多量に含み堅い。

SKの5の（第194図）　本土境はSHOlの北斜面肩部に確認され，東側にSKO62。SKO48が

ほぼ同一直線上に並んで位置する。長径は3．4me短径は0．84m・深さは0．8mを測り，壁は

ほぼ垂直に立ちあがる。覆土は3層からなりローム粒子を含む黒褐色土で，第3層は堅く第1

層に少量の炭化物が検出されている。

SKの62（第197図）　本土境はSKO48とSKO50とを結ぶ直線上のほぼ中間に位置し，SH

Olをはさんだ南側に同形態のSKO63が位置している。長径は2．03m・短径は0．88m・深さ

は0．6mほどで壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがり，覆土はローム粒子等を含む暗褐色土である。

＄Kの63（第194図）　本土境はSHOlの東端e堀の南側斜面に位置し，長径1．57m・短径

0．75m・深さ0．3～0．54mを測り，壁は垂直に立ちあがる。覆土は第1層がローム小ブロッ

クを含む褐色土で少量の粘土ブロックを含み，第2層はややボソボソした暗褐色土である。

④　方形状のもの

SK錮9（第194図）　本土境はSHOlの東端の北側肩部に確認され，長径0．87m・短径

0．8mほどで深さは1．5m内外を測る。東南コーナーの床面にピットが確認され，覆土はローム
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粒子を含む褐色土が2層確認されるのみである。城郭に伴うつり橋の橋脚とも考えられるが，

堀の向かいのSKO63とは形態が異なる。

6．D9区南側でSHOlに接して位置する一群（SKO12～014・SK202・203・209）

①方形あるいは長方形のもの（SKO12～014），④不定形あるいは楕円形状のもの（SK202・

203・209）

①　方形あるいは長方形のもの

SKO瑠2（第188図）　本土壌はSHOlの橋脚部の北側にSKO13とほぼ並んで確認され，SI

O25の南コーナーに接して位置している。長径は1．24m・短径は1．02m・深さは0．4mほど

で壁はほぼ垂直に立ちあがり，床はほぼ平坦で堅いロームである。鉄製刀子が床面よりやや浮

いた状態で検出されている。刀子（第268図－19）は，最大長24．3cm・刃部は16．8cme刃幅

Ll～上25cme厚さ0。5cmを測り，N－610－Wを向いて検出された。

覆土は3層よりなり，第1・2層はローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土で，南壁

よりの第3層はローム粒子・ロームブロックを多く含むボソボソの暗褐色土層である。

SKO瑠3（第188図）　本土境はSHOlの北側1mにあり，西側は1．5mほどでSKO12があ

り，東北1mでSKO14が位置している。長径は0．9m・短径は0．85m。深さは0．21mほどで

壁はややゆるい傾斜を示している。床面ほぼ中央にピットがみられ，土層断面上にも柱穴状の

掘り方を呈している。覆土はローム粒子。ローム小ブロックを含む褐色土の2層からなる。

SKO掴（第188図）　本土壌はSHOlの北側2．6mほどの位置に確認され，西南にSKO13

があり，北側にSIO04が位置している。長径は0．9m・短径は0．85me深さは0．5～0．6mほ

どでほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床の中央やや東よりにピット状のものがみられ，柱痕状の振

り込みが看取される。覆土は第1層は褐色土で，第2層は暗褐色土で少量の粘土小ブロックを

含んでいる。

以上の土壌は形態や配置からSHOlに関連するものあるいは何らかの城郭に関連のある遺構

が想定される。

⑧　不定形あるいは楕円形状のもの

＄K2の2（第213図）　本土境はSIO25の床面を掘り込んで位置している。長径1．05m。短

径0．8me深さ0．2mほどで壁はゆるやかに立ちあがる。覆土は暗褐色土の2層からなり，や

わらかい。

＄K2の3（第213図）　本土境はSIO25の西南壁を掘り込みSK209に接して位置する。長径

1．09m・短径0．9m。深さ0．15mほどを測り，壁e覆土等ほSK202と同様である。

＄K2の9（第213図）　本土壌はSIO25の南北壁を掘り込み，南側のSHOlの肩部に延び消
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滅する。長径2・04m・短径0．68m・深さ0．23mほどを測り，床はSHOlの方向にゆるい傾

斜を示している。

以上の土壌は遺物等も検出されず，掘り方も不定形であり，こ’く新しい時期のものと考えら

れるが性格は不明である。

7．東柵列斜面に位置する一群（SKO54・055）

SKO54（第196図）　本土境は柵列の北よりの斜面に確認され，西南1．4mほどにSKO10が

位置している。長径は1・7me短径は0・8mほどの不定形で，深さは西壁で0．8m，北側で

0・3mを測るが，その後の調査により東壁は斜面に消滅する。覆土は6層に区分され，上層は

黒褐色土のしまった土であり，下層に向かうにしたがいロームブロック等を多量に含みややも

ろい土質である。

SKの55（第195図）　本土境は柵列の南方斜面に確認され，SKO54とほぼ同形態を呈してい

る0長径は日6me短径は0・79m・深さは0・4mほどの楕円形状の平面形を呈し，西壁は約

600～700の角度を有し立ちあがるが，東側は斜面に接している。底面は東西の壁ぎわにわず

かの凹をなしている。覆土は4層からなり，暗褐色e褐色土であるが，第2層にロームが流入

している。

轟。室郭部東側の掘立柱建築遺構群の付近に位置する一群（S鼠の且の◎meS鼠の56～の6且）

SKの柑（第187図）　本土壌は柵列状遺構の西斜面上に確認され，西方3．3mほどにSBO02

があり西南3mほどでSBOOlの東北部に位置する。長径は1．6m・短径は1．5mほどの楕円

形状の平面形を呈し，南側外辺部がやや張りだしている。深さは1．07mを測り揺鉢状を呈して

いる。覆土はローム小ブロック・ローム粒子を少量含む褐色土が主であるが，上面のla層か

らは少量の炭化物を検出する。

SK0m（第197図）　本土境はSBO02の西北コーナーに確認された長径1．82m・短径1．6m

ほどの楕円形の平面形を呈し，東南外辺部がやや張りだし浅いステップ状の段状をなしている。

深さは0・4mほどを測り，床はほぼ平坦をなす堅いロームで，壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。

覆土はローム粒子・ローム小ブロックを含む褐色土層で，第1a層に微量の炭化物を検出する。

SKO56（第195図）　本土境はSBO03の西方約2mに確認され，SIO23の東南コーナー

壁を切り込んで位置し，SBO02が南方1mほどで接近して位置している。長径は0．86m，短

径は0・73me深さは0・4mほどを測る楕円形状の平面形を呈している。覆土はロームブロック

を含む黒褐色土のl層からなる。

SKの57（第195図）　本土境はSBO02の西北コーナー捌こ接して確認され，北側1mで同
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形態のSKO56が位置している。規模は長径0．79m・短径0．77me深さ0．42mはどの方形状

の平面形を呈し，床はほぼ平坦で壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。覆土はSKO56と同質土の

黒褐色土である。

SKの5＄（第196図）　本土壌はSBOO4・005のP7北側に接して位置している。規模は長径

1．15m・短径0．94m・深さ0．52mほどで，南外辺部がやや張りだす長方形状を呈している。

床はほぼ平坦なロームで壁はやや斜めに外側に立ちあがる。覆土は第1層が極暗褐色土で，第

2層が黒褐色土でともに柔らかく，底面は暗褐色土が堆積している。

SKO59（第196図）　本土境は重複するSBOO4e O05のP8の東側に接して位置し，東南1m

ほどにSKO61が位置する。規模は長径0．78m・短径0．72me深さ0．2mはどの方形状の平

面形を呈し，壁e床ともなだらかで軟弱である。

SKの6の（第196図）　本土壌はD9区の東北側斜面上に確認され，西南2mほどで重複する

SBOO4・005が位置している。規模は長径1。03m・短径0．55m・深さ0．4～0．55mほどの

東に長い長方形状の平面形を呈し床はほぼ平坦で，壁は東壁が斜面で浅く垂直ぎみに立ちあが

り，西壁は底面より800で立ちあがる。覆土はロームブロックを含む柔らかい暗褐色土である。

SKの6瑠（第197図）　本土壌はSBOO4・005の東側1．5mほどに確認され，規模は長径0．97m。

短径0．91m・深さ0．4m，やや楕円形状の方形である。壁は斜めに外側に立ちあがる。覆土は

4層に区分されるが，ローム小ブロックを含む柔らかい暗褐色である。

以上の土壌群は掘り方は長方形ないしは方形状をなすもの，楕円形状をなすものがあり，建

築址との関連も考慮されるが，配置的には不規則であり，時期等については不明である。SK

OlOは揺鉢状をなし貯水池，あるいは他の遺構とも考えられるが，井戸とするには床e壁とも

にローム中にあり，それほど深くなく井戸等とは考えられない。主郭部では他に井戸と考えら

れるものが検出されていない。

9．沙各区の西北龍位置する一群（S臥間～閑　◎S臥摘8）

SKO72～075（第198図）　SKO74はややはなれているが，SKO72・073・075は重複し

て位置し，東南にSK148が接近して位置する。新旧関係はSKO73がSKO75を切り，さらに

SKO72がその上に築かれている。

規模はSKO72は不明であるがSKO73は長径1．2m・短径1．13mの方形状の平面形を呈し，

深さは0．49～0．57mほどで壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。SKO75は長径2．46me短径

0．64m・深さ0．2mほどの長方形状の平面形を呈している。

SKO74は長径0．77m・短径0．5mの楕円形状の平面形を呈している。

SK掴8（第205図）　本土境はSBOO4・005の西側に確認され，南側にはSIO23が，北側

…204－



にはSKO72～075が位置している。規模は長径1．8m・短径1．12mの長方形状の平面形を呈

し，壁はほとんどなく0．04～0．08mほどに留まる。床のほぼ中央を南北一直線上にピットが

9個確認された。深さは中央部がやや深いほかはほぼ均一的であり，さほど大きなものではな

い。覆土は第1層が黒色土で，ピット内には暗褐色土が堆積している。本遺跡ではこの形態の土

壌は類例をみない唯一のものである。

10．D8区の建築址群およびその周辺に位置する一群

C9区に確認された建築址群は北を向き，ほぼ整然としていたため重複はみられたが検出す

ることは易かった。西側のD8区は多数の土壌群が密集してその確認作業を困難としていた。

遺構確認面において建築址のプランを確認できるものに関しては柱痕の検出に努めたが，確認

できないものについては1基の土壌とLSK番号を付けて調査を実施する。

①SBOO6およびその付近に位置する一群（SKO68e184）

SKの68　　本土壌はSBOO6－mこ位置する柱穴と考えられ，長径1．2m◎短径0．7mほ

どの長方形状の平面形をなし，深さ0．5mで床面よりほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床面も長方

形状を呈している。

SK侶鍼（第210図）　本土境はSBO06の東に位置し，やや楕円形状を呈し壁は軟弱である。

長径上9me短径LOm・深さ0．2m，覆土はロームブロックを含む軟質の暗褐色土である。

②SBO07の柱穴を形成する一群（SK163～165つ69・170）

SK柑3（第207図）　本土境はSBO07のP3であり，長径1．1m・短径1．0m・深さ0．73mを

測る方形状の平面形を呈し，北壁にピット状のものを有している。覆土はロームブロックを含

む褐色土が2層充填してあった。

SK相4（第208図）　本土境はSBO07の鋸こ位置し，東南にピット状の小穴を有している。

長径2・Om・短径1．02mほどの長方形状の平面形を呈し，深さは0．67mを測りほぼ垂直ぎみに

立ちあがる。覆土はロームブロック・黒色ブロックを含む暗褐色土層が充填してあった。

SK瑠65（第207図）　本土境はSIO17の西南床面に確認され，SBO07のPlを形成してい

る。長径1・17m・短径0．67mの長方形状の平面形を呈し，壁は深さ0．6mほどでほぼ垂直ぎ

みに立ちあがる。床面はそれほど平坦なものではない。覆土はロームブロック・黒色ブロック

を含む褐色土が2層充填してあった。

SK柑9（第208図）　本土境はSB‾007の質に位置し，長径1．29m・短径1．21mほどの長

方形状の平面形を呈し，北外辺がやや張りだしている。覆土はローム小ブロック等を含む褐色

土の2層からなる。

SK絹の（第208図）　本土壌はSBO07の東北即こ位置し，長径上27m・短径0．95mほどで
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東壁外辺がやや張りだした長方形状の平面形を呈している。深さ0．43mでほぼ垂直ぎみに立ち

あがる。覆土はローム小ブロック　0黒色ブロックを含む褐色土が3層確認される。

③SBOlOに位置する一群（SKO85・086・091～093・098・099）

SKO85（第199図）はSBOlOのP7である。

SKO86（第199図）はSBOlOのP6である。

SKO91（第200図）はSBOlOのPlとP8の中間やや南よりに位置する。

SKO92（第200図）はSBOlOのPlである。

SKO93（第200図）はSBOlOのP2である。

SKO98（第200図）はSBOlOのP5である。

SKO99（第200図）はSBOlOのP8である。

以上の土壌の中でSKO86は浅い扁平形をなし柱穴は明瞭でないが，他は長方形あるいは楕

円形状を呈している。SKO99はSIO20の西北壁を掘り込んで位置し，覆土中より元宝通宝が

1枚検出されている。

④SB Ollに位置する一群（SKO87・088・089・0958　096e O980144。ユ68）

SKO87（第199図）はSBO11のP6である。

SKO88（第199図）はSBOllのP7である。

SKO89（第199図）はSBOllのPlである。

SKO95（第200図）はSBOllのP3である。

SKO96（第200図）はSBOllのP4である。

SKO98（第200図）はSBOllのP5である。

SK144（第200図）はSBOllのP2である。

SK168（第209図）はSBOllのP8である。

以上の土壌の中でSK168はSIO19の西壁南側を切り込み，SKO85。086がSBOllのほ

ぼ中央に位置している。SKO98内にSBOlO・SBOllの柱穴が位置しているが新旧関係は不

明である。掘り方は方形あるいは不定長方形状を呈している。

⑤SB O12に位置する一群（SK140e142つ55～160）

SK140（第204図）はSBO12のP3である。

SK142（第205図）はSBO12のP2である。

SK155（第206図）はSBO12のPlである。

SK156（第206図）はSBO12のP4である。

SK157（第207図）はSBO12のP5である。

SK158（第207図）はSBO12のP6である。
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SK159（第207図）はSB O12の質である。

SK160（第207図）はSB O12のP8である。

SK140は不定形で扁平な土壌であり，西側のBが柱穴である。　SK158はSIO09の西南

コーナー床を切り込んでいる。長方形状の平面形を呈し建築址の内側壁よりに柱痕が位置して

いると想定され，SBO12の西コーナーよりにSK141（第204図），東北コーナー付近にSK150

（第206図），SK151（第206図）が位置し，床および壁も軟弱で何らかの撹乱と考えられる3基が

確認されている。

⑥SB O13に位置する一群（SK135～139つ66つ67・232）

SK135（第203図）はSB O13のP5である。

SK136（第204図）はSB O13のP6である。

SK137（第204図）はSB O13のP3である。

SK138（第204図）はSB O13のP7である。

SK139（第204図）はSB O13のP4である。

SK166（第209図）はSB O13のP2である。

SK167（第209図）はSB O13のPlである。

以上，長方形状の平面形を呈しやや深めに掘り込まれ，SK137はSIO20のカマドの北側を

掘り込み，SK139はSIO20のP4とほぼ重複したような形で掘り込んでいる。SBO13の西南

側は柵列とも考えられる，不均等の間隔を有する小穴群に面している。SBO13の西側は約4m

ほどで傾斜地となり，西側の腰曲輪に面LSHOlより北向する堀とほぼ同方向を向いて構築さ

れていると想定される。

⑦SBO14に位置する一群（SKO82e O83e O90つ24つ528153も154つ86）

SK O82（第199図）はSB O14のP2である。

SKO83（第199図）はSB O14のP6である。

SKO90（第199図）はSB O14のP5である。

SK124（第202図）はSB O14のP8である。

SK152（第206図）はSB O14のP3である。

SK153（第206図）はSB O14のPlである。

SK154（第206図）はSB O14のP7である。
第185図　SKO53　出土遺物

北側に位置するSK153はSIO19の東南コーナーを掘り込みSKO53と接して位置する。

SK124はSIO19の床中央にあり，SK154はやや南壁よりに位置する。南側のSK186はSI

O21のカマドを切り込み，東側にはSKO42が重複して位置している。

SK153と重複するSKO53（第185図）の壁面に本遺跡の土壌群の中ではほとんど完形の遺物
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は検出されていないが，東南壁に土師器の完形の杯が出土している。底部はやや安定し，素縁

の日録が外傾して立ちあがる。口綾部を除く外面はへラケズリ調整しているが，輪積みの痕が

伺える。

SK154（第186図）からも，素縁で内傾する目線部をもち，底部内面にはへラミガキを行って

いる土師器の杯が1点出土している。

⑧SBO15に位置する一群（SKO80・161e162・

185・188　e190・214・215）

SKO80はSBO15のP8である。

SK161（第207図）はSBO15のP6である。

SK162（第207図）はSBO15のP7である。
第相　国　SK154　出土遺物

以上の土壌の中でSK185・SK214・SK215はSIO19の中央床を掘り込み，SK185はそ

の西側にも長方形状の掘り込みがみられる。SK190はSIO35のコーナー部に位置し，東南側

にピットの掘り込みが看取される。SK161にも同様なピットが確認される。さらにSKO80の

西に接して位置するSK187もSK185と同様の長方形状の掘り込みがみられ，掘り直ししてい

るものとも考えられるが，新旧関係は同質土の為検出できなかった。

SBO15の東側約2mに重複したSKO37・149（第208図）が確認され，新旧関係はSKO37が

SK149を掘り込んでいる。形状は不定形で深さは浅く，覆土はローム小ブロックを含むボソボ

ソの暗褐色土でSBには伴わない新しい時期の撹乱と考えられる。SKO80の東側にほぼ接して

位置するSKO76（第198図）はAeBの2つに分けられる土壌で，覆土はロームブロックを含む

ややボソボソの褐色土の堆積で，新しい時期のものと考えられる。SK214の西側に接して確

認されたSK125は，SIO19の西壁を切り込む撹乱と考えられる。

11．西柵列状遺構に位置する一群（SK131～134・143・145・147）

主部部の西端側に検出された10数個の小穴群である。SK131（第203図），SK145（第205

図）は長方形状を示しているが他の土壌は不定長方形状を呈している。

SK131とSK132（第203図），SK1330SK143（第204図）はほぼ東西を向き，長い長方形

の櫓（隅櫓）的なものとも考えられないでもないが，掘り方が不規則で不定形であり，図面上で

の想像の域を出ないものである。この部分の西側SK132・SK133の東脇を南北に通るピット

列が6個ないし7個確認され，柵列のものと想定される。

12．桝形部の西側に位置する一群（SKO52・127・129・130・193～197）

SKの52（第195図）　本土境は桝形部の西南端に確認され，SIO34と重複し，カマドを切
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り込んで位置している。長径1．98m・短径1．92mほどの楕円形状の平面形を呈し，深さ0．3～

0．4mほどを測り，壁はゆるやかに立ちあがる。壁ぎわに多量に検出した焼土はSIO34のカマ

ドを破壊し，その残存と想定される。床は中央部がやや凹み堅いロームで，覆土はローム粒子e

焼土を含む黒褐色土と暗褐色土である。性格・時期は不明である。

SK瑠29（第203図）　SKO52の北側に確認され，SIO34の北壁を切り込んで位置する。長

径1．35m・短径0．9m・深さ0．83mを測り，長方形状の平面形を呈し，壁は深くほぼ垂直ぎ

みに立ちあがり，床面は平坦で堅い。覆土はローム小ブロック等を含む柔らかい暗褐色土であ

る。

SK瑠30（第203図）　本土壌はSK196と接して位置し，長径1．24m・短径0．7m・深さは

浅く0．1m内外である。覆土はローム小ブロックを含む暗褐色土で柔らかい。

SK127（第203図）　本土境はSIO31の西北コーナーに接して位置する長径0．69m・短径

0．65mほどの楕円形で，深さは0．4mでやや斜めに立ちあがる。覆土は暗褐色土である。

矧K机掴（第211図）　本土壌は桝形部の西側に位置し，SK129つ30と同形態を呈する。

覆土はローム小ブロックを多く含む暗褐色土である。

以上の土壌の性格はSKO52とSK127は不明であるが他は近世の農業用の貯蔵穴と考えられ

る。

次に桝形部の西側にほぼ並んで確認されたSK193・195・196e197（第211図）は楕円形・不

定形状であるが，ほぼ等間隔に並んでいる。しかしSK193はSIO34の主柱穴の可能性が強

い。さらにSHOlにそいSK197の北方3．8mに円形のピットが位置し，そのピットからN－400

－W方向に三角形のSK117が2mで位置し，さらに同方向3mで楕円形のSKl15，さらに

1．4mで長方形のSKl14等がSHOlにそって確認されている。（ただしSKl14に至ってはSHOl

の肩部より約2mほど距離を有する）しかしこれらの一群を桝形部の柵列と考えるのにSK197から

の距離がありすぎる事が問題であり，さらに堀内の土層断面に現われているローム大ブロック

を含む土塁の痕跡と想定される土層が確認されていることで　この桝形部の先端には土塁があっ

たものとすれば柵列はあまり考えられず，他の何らかの性格をもつピットとも考えられる。

西側の橋脚部と想定される遺構の堀を越した対面北側に位置する長方形状のSKl13は，床面

もほぼ平坦をなす堅いロームで，橋に対する何らかの関係をもつ遺構の一部と考えられる。

13．桝形部の北側に位置する一群（SK＿192・198～201・204～208）

同形態であるが2つに分けられる。①は西南より東北方向に直線的に並ぶ一群，④は南より

北北西に並ぶ一群である。

①の西南より東北に並ぶ一群はSK192・199～201である。
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SK192（第210図）は南側が張り出す方形状を呈し，SIO28の西南コーナーを掘り込んで位

置している。SK200（第211図）はSIO28の南コーナー床を掘り込み，SK199（第211図）はSI

O28の主柱穴の南側に接して位置する。SK201はSIO28とSIO26とのほぼ中間位にあり，

南側がやや張り出す方形状のものであり，形態的にはSK127つ92・200弓99e201という並

びが想定されるが性格・時期については不明である。

SK205～208（第213図）は南北にほぼ並んで位置しているが，床および壁面，掘り方も軟弱

であり，規模も大小差がみられ，性格は不明である。

14．E9区に位置する長方形状の一群（SK216～220・239・240・266a・h）

SK216～220はほぼ東西に同一直線上に並ぶ土壌で，多少の重複関係がみられる。覆土は

ローム小ブロック等を含む暗褐色土で，農業用のイモ等の貯蔵穴と考えられる。SK216e217

はSIO38の東コーナー部に重複して位置し，SK218～220はSIO70の南を掘り込んで位置

している。SK216～220までが直線的に並び，SK266a・b（第223図）はSIO38の東北コー

ナー付近にSK216群とほぼ直角に配置された形で検出されている。SKO69の南側に位置する

SK239e240もSK216～220の土壌の性格とほぼ同じものと考えられる。

15．F9区のほぼ中央に位置する一群（SK＿100～108）

①長方形状のもの（SKlOOつ01elO48105つ06・107つ08），④不定形状のもの（．SKl02も

103）

①　長方形状のもの

SK相の　　本土壌はSIO47の東南コーナーを掘り込んで位置し，長径2．1me短径上45m

の長方形状の平面形を呈し，深さ0．45～0．53m，壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。覆土は

ローム小ブロックを含む暗褐色土である。

＄K柑瑠　　本土境はSKl02の東側に確認された長径1．4m・短径1．1mで東壁外辺がやや

張り出す不定長方形状を呈し，深さ0．6～0．7mで壁はゆるい傾斜を示している。覆土は5層

に分けられ，ボソボソのローム小ブロックを含む暗褐色土である。

SK瑠錮～瑠関　本土壌はSIO49と重複して確認され，いずれも壁を切り込んで位置して

いる。SKl04は同住居の東北コーナーに位置し，北側の細長いSKl03と重複している。SK

l05は東南壁のほぼ中央部を東西方向に長い長方形状に掘り込み，SKl06は西北コーナーに

位置し，SIO50と重複しSIO49とSIO50との重複関係をさらに不明確にしている。SKl07

は西北壁に位置している。

以上の土壌の覆土はローム小ブロックeローム粒子を含む暗褐色土・褐色土からなり，土質
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はやや軟弱であり，ごく新しい時期のものと考えられるが性格は不明である。

④　不定形状のもの

＄K相2　　本土壌はSIO49の北側に確認され，直南にSKl03が位置している。形状はや

や長方形状をなしているが，西南壁側にピット状の凹がみられる。床・壁とも軟弱で，覆土は

ロームブロックを含み柔らかい。

SK竃の3　　本土壌は細長い不定形状のもので，南側の長方形状のSKl04によって切られ

ている。床・壁とも軟弱で，性格は不明である。

16．F9区の南端に位置する一群（SKlO9・211～213）

本土墳群はSIO52の南側2mほどに位置し，周辺には梅の木が数本みられ，南方6mで山崎

家系の墓地が位置している。

SKiO9・2日～213（第213図）は重複する不定形状の土壌であり，新旧関係はSK213をSK

212が掘り込み，さらにやや長方形状のSK211がSK212を掘り込んでいる。覆土はローム

小ブロックを含む柔らかい暗褐色土e褐色土で，性格・時期は不明である。

路　¢　区の北端部に位置する不定形状の一群（S鼠の33◎且75～且8且◎且83）

SKO33（第191図），SK175～181（第209図），SK183（第210図）は西側に位置する③とは

形態も異なり，不定楕円形状を呈し，ばらついて位置し壁および床も黒色土混じりの軟弱

のものである。覆土も軟質の褐色土のブロックを含む柔らかい層からなり，撹乱的なものと想

定されるが，SK177の南より床面にピット状の小穴を有するものがみられる。性格e時期等は

不明の土壌群である。

プ8も」式7区の東北Sm月M柏の北側に位置する…群（SK22五、2280232～236）●

①東西方向に並ぶ一群（SK232～236），④南北に並ぶ一群（SK221～228）に分けられる。

①のほぼ東西に並ぶ一群

SK232・SK233（第216図）はSIO79の南側に確認され，SDOOlの北側に接して位置する。

SK2鋼（第217図）　本土壌はSDOOlの北側に位置し，SK233・SK221にはさまれた位

置に確認され，A・B e Cの3つに分けて計測した。A e Cはほぼ同レベルで，中央部Bがや

や深い。覆土はほぼ同層であり切り合い関係は認められない。

SK235はSK221と重複しているためSK221で記述する。

SK236（第217図）　本土境はSDO01の北側E7dOに確認された不定形状の平面形を呈

し，覆土はロームブロックを含む褐色土・暗褐色土が堆積している。
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④　南北に並ぶ一群

SK22瑠（第214図）　本土境は不定台形状をなし，東側の方形状のSK235を切り込んで位

置し，覆土は暗褐色土でそれほど堅い土層ではなく，床・壁もなだらかで軟弱である。

SK222・SK223（第215図）　本土境はSK221の北側に位置し，SK222とSK223が重

複して確認され，SK223はさらに北側でSK224と重複して位置している。平面形状は長方

形状をなし，壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがる。覆土はSK222がロームブロックを含む暗褐色

土で，SK223はボソボソの感じの褐色土である。

＄K2錮e2鏑（第215図）　本土墳はやや細長い長方形状で，SK224は東北を向き，SK225

は西北を向き，先端がSK224に接して位置している。両土壌は共に浅く中央部がやや窪み，

SK234は中央部がピット状をなし，北壁にもピット状の小穴をみる。

SK227・228（第216図）　本土壌はD8jlに確認され，SK227とSK228とが重複し，

SK222ないしSK223とほぼ同様な形態を呈している。SK228はA・Bの2つに分けて計測

したが，切り合い関係は認められない。床は平坦で壁は垂直に立ちあがる。

SK227の覆土は2層の暗褐色土であるが，SK228は3層の褐色土でロームブロック等を含

む柔らかい層である。

以上の土壌群の中で，SK222・223・226～228は同形態を呈し，農業用の貯蔵穴と考え

られる。SK221・224・225については時期・性格は不明である。

且9．皿冒区のほほ平坦な平場に位置するrll群（S温2290230）

5枚229（第216図）　本土壌はD7区の平坦な平場のほぼ先端に確認され，東西にやや長い

長方形状を呈し，床面はそれほど平らなものではなく，壁もやや軟弱である。東コーナーにピッ

ト状のものがみられるが明瞭なものではない。覆土はローム粒子・ロームブロックを含む暗褐

色土である。性格は不明である。

SK23の（第216図）　本土境はD7区平場の東南の立ちあがりに近い所に確認された長方

形状のもので，SK229同様に壁・床等もそれほどしっかりしたものではない。覆土はローム

ブロックを多く含む。

D7区の平坦な平場はSHOlとSH03に面した位置にあり，表土からの深さは1．2mを測

る。城郭に何らかの関係をもつ平場と考えられる。

20。E7区に確認された地下式土鳩群を含む…群

①地下式土壌群（SK244・245（246）・264・238（243）・255（258）・259・247），④白色粘土

を貼る土壌（SK241・242・250），③長形状の土壌（SK248・251～254・256・257・260～263・
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249）

以上の3つに分類される。

①　地下式土壌群

SK23・SK錮3（第218図）　本土壌はSIO82の西北壁を振り込んで位置し，西南側に

SK243が位置し，西側のSK254を切り込んで位置している。

規模は遺構確認面で長径3・1me短径1．95mほどの不定形状を呈する暗褐色土が確認され，

その後の調査により深さ約0．5mほどで北壁をオーバーハングした地下式土壌であることが確

認された。南側のSK243は確認面より0．9～Ll6mほど垂直に掘り込み，床面はほぼ平担を

なして南より北に傾斜を示し，2mほどでSK238に接し，さらに0．7mほど掘り下げている。

SK238の床面は堅い平坦なロームで一辺1．78mの方形状を呈している。遺構確認面から床ま

での深さは1・84mを測り，地下室内の壁高は平らに調整されている。壁高は床面より1．3mほ

ど垂直に立ちあがり，天井部に至っていると考えられる。覆土は大別して2層からなり，第1

層は0・9～le4mほど堆積し，さらに4層に細分される。ほとんどがロームブロックを含み，下

層に向かうにしたがいロームブロックが多量に検出されており，天井部の崩落と考えられる。

遺物は，土師器・土師質土器・揺鉢等が少量，覆土中より出土している。

SK243はSK238に伴う施設と考えられ，SK238が地下室，SK243が竪坑部と想定され

る。

SK錮超（第218図）　本土境はSK259の北側1．2mにあって，SK245の東側1．4mに位

置している。

確認面では長径2・3m・短径2．2mはどの方形ぎみの楕円形状をなし，遺構上面より0．6～

0・7mの深さのところよりやや袋状に掘り込まれている。上面より床面までの深さは約2．4m

を測る。

床面は長径2・7m，短径は東北壁で2・5m・西南壁で2mを測る台形状をなし，壁は床面よ

りHmでほぼ垂直に造られ，それより上位でやや内向する。西南壁のほぼ中央部には幅0．9m

ほどの横穴が西南方向にあけられている。

覆土上層はロームブロックを含む暗褐色土，下層は褐色土でその成分により5区分される。

第2b層には粘土ブロックを含み，第2C層はロームブロックを多量に含み，天井部の崩落し

たものと考えられる。

SK錮　e錮6（第218図）　本土境は土壌群の西北に位置し，東側にSK244eSK259が接

近して位置している。

確認面での長径は3・9m・短径は2・85m（SK246の短径1・76m）を測り，SK246は竪坑部と

考えられ，深さは1・57mでややゆるい段状をなしてSK245の床へ続く。SK245は地下室部
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と考えられる。壁は垂直に立ちあがり，床面より1．9mで内攣し，さらに0．2mほど僅かに外

反して確認面に達する。SK246e245は確認面では隅丸の長方形状を呈しているが，床面は長

径2．5m・短径上8mを測り，黒色土混じりの白色粘土を含むロームで堅く平坦であり，東壁

やや北よりには幅0．6mほどの横穴が設けられている。この横穴は蒲鉾状をなしSK259方向を

向いて位置する。

覆土は暗褐色土と褐色土の2層よりなり，さらに8区分される。第1C層に木炭粒子を少量

検出し，第2b層には粘土ブロックを含み，さらに下層はロームブロックを多く含む。天井部

は崩落している。

＄K25・錮7（第219図）　本土境は東南にSK250が重複し，北側にSK244が位置し，

西北にSK245が位置している。

SK247はSK259の東南に重複して確認され，SK259に切られているとも考えられる。

SK259は確認面で西北側が隅丸状を示す長径2．5mの短径2．2mの長方形状を呈している。

SK247は長径2．1m・短径1．7mの長方形状のものがSK259に切られているのか，それと

もSK259の竪坑的なものか不明であるが，竪坑にしては現在確認されているものの中では例

をみない程浅く，確認面からの深さは0．9m程である。

SK259は確認面からの深さは2．2mを測り，SK247との比高は1．3mである。壁は下位

がやや弓なりに奥に凹むが，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床面は長径2．4me短径1．8～2m

の長方形状を呈し中央やや北よりに焼土および炭化物が浮いた状態で検出され，西北コーナー

に馬の顎e歯等が検出されている。

SK255・258（第219図）　本土境はSIO82の南方1．3mに確認され，東側1．2mでSK258

が位置している。SK255は地下式土壌の地下室部と考えられ，SK258はその竪坑的なもの

と想定される。SK258の南側には半円形状のB e Cがあるが切り合い関係は明瞭でない。

SK258の規模は長径1．8m・短径1．2m・深さ2．23mを測り，SK255と重複する部分は

壁が張りだし，0．4～0．8mの間隔を有している。Bは深さ0．45～0．55mを測り，Cは0．2m

ほどで段状をなしている。

SK255の確認面での長径は2．45me短径1．8mで，床面は長径2．4m・短径1．7mの長方

形状を呈し，ほぼ平坦をなす白色粘土混じりのロームで，壁は垂直に立ちあがる。

覆土は6層よりなり，第1層がa・bに分けられる黒褐色土でaに微量の炭化物e焼土が検

出されている。ロームブロックが多く検出される土層は第3e4e6層である。

SK255とSK258の床面のほぼ同レベルである。

SK劉掴（第219図）　本土境はSDO09を掘り込んで確認され，確認面では長径上4m・短

径1．23mほどの楕円形で，底面は長径1．8m・短径1．4mの長方形を呈し，北壁の中央部に
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横穴が西北向きに掘り込んでいる。壁は内側に内攣しながら立ちあがり，やや袋状をなし，床

より確認面までの深さは1．7mである。

覆土は8層よりなり，ほとんどがロームブロックを含む褐色土。暗褐色まで，第7層がロー

ムブロックを多く含む粘質のあるにぷい褐色土である。

④　白色粘土を貼ったような状態の土壌（SK241・SK242・SK250）

SK錮・錮2（第217図）　本土壌は地下式土壌群の南側のSDO07をはさんで南北に確認さ

れ，SK241は楕円形で，SK242は長方形状を呈している。覆土は浅く，ローム粒子を少量

含む暗褐色土で，底面には灰褐色の白色粘土を貼ったような状態を呈している。

SK25の（第220図）　本土域は北側のSK247と南側のSK253にはさまれ重複して位置す

る土壌で両土鳩によって切られている。規模はSK247・SK253に切られ不明であるが，SK

241e242とほぼ同様のものと考えられる。この種のものはSHOlの以北では，長方形状の

SKO05のみで現在まで4例しか確認されていない。性格は不明である。

④　長方形状の土壌群（SK248e249・251～254。2560257e260～263）

SK鍼＄（第220図）　本土境は東側にSK251が切り合い，西側にSK253が切り込み，南

側はSK260の西北コーナーを掘り込んで位置している。長径2．22m・短径1．7mの長方形状

を呈していると想定され，深さ0．7～0．8mを測り，垂直に立ちあがる。SK251・253の床

面比高は0．21mほどである。

SK25瑠・253（第220図）　本土壌はSK248を掘り込んで東側にSK251が西側にSK253

が位置し，SK253の北側にはSK250が位置している。

SK251は長径2．08m・短径1．68mの長方形状の平面形を呈し，東南壁の上面に約150の

角度を有する幅0．62m・長さ1．2mほどの溝状のものがあり，さらに北側に楕円形状の掘り込

みがみられるがこれは撹乱であると考えられる。床はほぼ平坦をなし，西壁と東南のほぼ中央

部にピット状のものが位置している。深さはそれほど深いものではない。

SK253は長径2・38m・短径1．65m・深さ1．18mを測るSK251と同形態の土壌と考えら

れ，SK251と並ぶ線上に位置し，床面のレベルもさほど変らない。ピットはSK251より深

く0．3mである。

＄K252・2錮（第221図）　本土境はSIO82の西側に確認され，西北にSK244が位置し，

東南にSK243が重複して位置する。

SK252はSK254によって切られているが，長方形状の平面形を呈するものと考えられ，

SK254は東南コーナーをSK243によって切られている。SK254の長径2．72m。短径1．74m

の長方形状の平面形を呈し，床は平坦で堅いロームからなり，壁は垂直に1mほど立ちあがる。

覆土はロームブロックを含む暗褐色土で，一部少量の粘土粒子を含む。
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SK25・257（第221図）　本土境はSK255の地下式土壌の東側1．2mに確認され，SD

O07の北側に位置している。

SK256は不定形の浅い土壌で南側をSK257によって切られていると考えられる。SK257

は長径2．28me短径2mの長方形状の平面形を呈し，北側がややSK256の方に張り出して

いる。

床は平坦をなし，ゆるやかに外側へ0．5m程立ちあがり，角はやや丸みをおびている。

SK錮9（第221図）　本土境はSIO82の西南に確認され，北側には地下式土壌SK238　が

位置している。

規模は長径2．5me短径1．7mの長方形状を呈し，壁は深さ0．7～0．8mを測りほぼ垂直ぎ

みに立ちあがり，東南側と東北側がやや段状をなしている。覆土はローム粒子・ローム小ブロッ

クを含む。第1層が黒褐色土で第2層が褐色土である。

SK26位262（第222図）　本土境はSDO07の北側1mほどに重複して確認され，SK261

が切り込んでいる。SDO07をはさんだ南側にSK263が位置している。

SK262は長径2．1m・短径2mの方形状の平面形を呈し，壁は深さ1mを測り垂直に立ちあがる。

SK261はSK262の北側を掘り込み，長径2．5m・短径1．9m・深さ0．4mでほぼ垂直ぎみ

に立ちあがる。東北コーナーよりにピットが確認されている。

SK261の覆土は1層であるが，SK262は3層からなるが，さらにロームブロックeロー

ム小ブロックを含む7区に細分できる。

遺物は，陶器片等がごく少量出土している。

＄K263（第222図）　本土壌はSDO07の南方に位置し確認された地下式土壌群の南端部に

位置している。規模は長径2．3m・短径1．8me深さ0．8～0．93mを測り，壁はほぼ垂直に立

ちあがる。床面はほぼ平坦をなす堅いロームで，北よりにら～P5のピットが確認され，西南壁

ほぼ中央に巧が位置している。

覆土はロームブロックもローム粒子を含み，第1層は暗褐色土で第2層は褐色土が堆積して

いた。

遺物は土師質土器e陶器等の破片が少量ではあるが検出されている。

以上の地下式土壌および長方形状の土壌は，弓なり状のSDOOlの南に位置し，重複関係よ

り2期ないし3期の時期が考えられるが同時期あるいはその前後とも考えられる。出土遺物・

土壌の型態より中世城郭に伴う時期の遺構と想定される。
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S K OO5　土層解説

－A’

‾で≡三雲三要覧γ
SKOO5

軋霞≡≡卦A′
A－23．6　　　　　　　　　　　－A’

1＝＝J
SKOO6

Hue7・5YR2／3極暗褐色ローム粒子・白色粘土粒子を含む
Hue7・5YR3／3暗　褐　色白色粘土ブロックを含む
Hue7・5YR5／4にぷい褐色白色粘土ブロックを含む

S K OO4・006　土層解説

Hue7・5YR3／4暗　褐　色ローム粒子を含む
Hue7・5YR4／4褐　　色ローム粒子を多く含む

S K OO7－009　土層解説

SKOlO

蛭＝＝＝空豊二二＝』

Hue7．5YR4／4褐　　色　ローム小ブロックを含みややボソボソ
Hue7．5YR3／4暗　褐　色　ローム小ブロックを含みボソボソ
Hue7．5YR2／3極暗褐色　ローム小ブロックを含みボソボソ

S K O用　土層解説

1・a Hue7・5YR3／4　褐　色　ローム小ブロック（中）・ローム粒子（中）eカーボン（少）含む

2．2三三；；；；若菜；；；窯蓋≡≡惹、惹呂＝譜鵠監
3・　　Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子（小）含む

第187図　SK実測図（1）
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S K Oll　土層解説
L a Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック仲）・ローム粒子（中）・カーボン粒子（少）・ロームブロック（少）

b Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子（中）
c Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（少）eローム粒子（少）eロームブロック（中）

S K OI2　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子仲）eローム小ブロック（少）

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（少）・ローム小ブロック
2．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子（少）・ローム小ブロック（少）eロームブロック（少）

3．　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（少）・ローム小ブロック（多）全体がポロポロした感じ

S K O国　土層解説

1．a Hue7．5YR3／6　褐　色　ローム粒子（少）・ローム小ブロック（少）・ロームブロック（少）
2　b Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子（少）・ロームブロック（少）

c Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子（少）eロームブロック（少）
2．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子抄）・粘土小ブロック（少）

第柑　図　SK実測図（2）
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S K O用　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

b Hue7．5YR3／4　暗褐色

S K Oけ　土層解説
1・Hue7・5YR3／4　　　暗褐色

4－23・2　　　－A・

B′　　　℃冠ニr
SKO17

SKO18

ヒ二二二二聖＝二二ヨ

ロームブロック（中）eローム小ブロック（中）・ローム粒子（少）
ローム小ブロック（中）・ローム粒子（少）

ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）
全体にボソボソした感じ

S K O18　土層解説
1．Hue7．5YR2／3　　　黒褐色　　黒色土の中に大小の粒が混量に混入している

やわらかくもろい

S K OI9　土層解説

1・Hue7・5YR3／3　　　暗褐色　　ロームの粒がかなりはっきりと混入している
しの草の根多量に入る，やわらかくもろい

2・Hue7・5YR5／6　　　明褐色　　ほとんどローム層でハードロームを混入している

第柑　図　SK実測図（3）
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S K O2l～023　土層解説
1．Hue7．5YRl／3　黒褐色　弾力のあるやわらかい土
2．Hue7．5YRl／4　褐　色　ロームの粒子を多数含み，ハードローム状の

かたまりも多数含む

S K O25・032　土層解説
1．HuelOYR4／6　褐　色　軟質ロームブロック（少）・ローム粒子（少）
2．Hue7．5YR4／4　褐　色　黒色ブロック（少）・ローム粒子（少）
3．Hue7．5YR4／6　褐．色　ロームブロック（少）・ローム粒子（少）

第臓　図　SK実測図（4）
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S K O28～030・S K O38　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（多）eローム粒子仲）
2．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（少）eローム粒子（少）

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（少）

S K O35・036　土層解説

1．　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（中）・ローム小ブロック（中）・ローム粒子（少）
2．a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ロームブロック（少）eローム小ブロック（少）

b Hue7．5YR3／3　暗褐色　ロームブロック（中）・小ブロック（少）・ローム粒子（少）

第摘　図　SK実測図（5）
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S K O26・034　土層解説

1．　　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（中）・若干ボソボソした感じ
2．a Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子（少）eローム小ブロック（少）

b Hue7．5YR5／6　明褐色　ローム粒子（極小）
c Hue7．5YR4／6　褐　色　ローム粒子（中）・若干ボソボソした感じ

3．　　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子（少）

S K O39　土層解説
1．Hue7．5YR3／4暗褐色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック仲）

しまりがなくボソボソした感じ
2．HuelOYR3／4暗褐色　ロームブロック（少）eローム小ブロック（少）1層よりしまっている

第相　国　SK実測図（6）
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S K O43・045　土層解説
1．Hue7．5YR
2．Hue lOYR

A－23．0 一庭

‾二＿二　三II

SKO47

h SKO43・045

ニ

＿二「‾＿

1望三三才
SKO48

2M

暗褐色　ロームブロック（多）ローム小ブロック仲）しまりがなくボソボソ
暗褐色　ロームブロック抄）ローム小ブロック（少）1層よりしまっている

S K O46　土層解説
L Hue7．5YR3／3　暗褐色　やわらかい，ローム粒子を含む
2．　Hue7．5YR8／5　明褐色　ローム土層で少量のハードロームの粒を含む

3．　Hue7．5YR3／3　暗褐色1層と色彩はほとんど同じ，1層よりしまりが
ある土，ロームの粒子も若干多い

S K O47　土層解説
1．a Hue7．5YR4／4　褐　色

b Hue7．5YR4／4　褐　色
2．　　Hue7．5YR6／4　褐　色

S K O48　土層解説
1．　Hue7．5YR6／5　明褐色

2．　Hue7．5YR4／4　褐　色
3．　Hue7．5YR6／5　明褐色

ローム粒子を含みしまっている
aよりローム粒子若干少なくもろい

ローム粒子を多量に含みかたい

ロームの粒eハードロームの粒を多く含み
1－3のなかでは比較的やわらかい

ロームの粒が2層より小さくなり，かたい層となる
ローム粒子を多量に含み，非常にかたい層
若干橙がかっている

第193図　SK実測図（7）
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S K O44　土層解説

1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック仲）ローム小ブロック（少），やわらかくボソボソした感じ

S K O49　土層解説
1．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子eロームの粒を多く含む

2．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子とロームの粒を多量に含み
1層よりも非常にもろい

S K O50　土層解説
1．Hue7．5YR2／2　黒褐色

2．Hue7．5YR3／2　黒褐色

3．Hue7．5YR4／3　褐　色

ロームの粒子含みごくわずかの炭化物を含む
土はしまっている

ロームブロック・多くのロームの粒を含む
土はくずれやすい

ロームの粒を多く含みわずかだが粘土を含み
非常にかたい

第臓　図　SK実測図（8）
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S K O51土層解説

1・Hue7・5YR4／4　褐　色　ロームブロック（多）・ローム小プロッタ（過多）含む

S K O55　土層解説
1．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子を多量に含む
2．Hue7．5YR5／8　明褐色　有機土をほとんど含まないローム土，比較的もろい
3．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ロームの粒とわずかなロームプロッタを含む，粘着力あり
4．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子を多量に含み，粘着力あり

S K O52　土層解説
1．Hue7．5YR3／2　黒褐色　ロームの粒子・粒を含む
2．Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームの粒子多く，粒も少量含む
3．HuelO R4／6　赤　色　ロームの粒子・粒が多量含まれているが焼けている

S K O56・057　土層解説
1．Hue7．5YR2／2　黒褐色　ロームブロック含む

第195図　SK実測図（9）
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S K O53　　土層解説

1．aHue7．5YR3／3
bHue7．5YR3／4

2．aHuelOYR3／4

bHuelOYR3／4

A＿＿23．6　　　　－－－－〟

‾℃コ＝＝二r

SKO59

A－23．2　　　　　　　　　　　　　　－〟

、＼、二「
＿＿〟

暗褐色　ロームブロック（少）・褐色ブロック（少）軟質
暗褐色　ローム小ブロック（少）

暗褐色　ロームブロック（少）eローム小ブロック（少）
軟質ロームブロック（少）・ローム粒子（少）

暗褐色　ローム小ブロック（中）e軟質ロームブロック（少）

S K O54　　S1059　土層解説
1．Hue7．5YR2／2
2．Hue7．5YR3／3
3．Hue7．5YR2／1
4．Hue7．5YR5／6

5．Hue7．5YR3／3
6．Hue7．5YR3／3

S K O58　土層解説
1．Hue7．5YR2／3
2．Hue7．5YR2／2
3．Hue7．5YR3／3

S K O60　土層解説
1．Hue7．5YR3／3
2．Hue7．5YR2／2

3．Hue7．5YR3／4

黒褐色　少量ローム粒子が含まれているしまった土
暗褐色　ローム粒子・粒が多量に含まれるしまった土

黒　色　黒色土の中にロームの粒子や小粒をロームブロックが混入
明褐色　ローム土の中に粒状のロームの粒やロームブロックを含まれる
暗褐色　ロームの粒や粒子を多量に含みもろい

暗褐色　ロームの粒やロームブロックを多量に含み非常にもろい

極暗褐色　ローム小ブロック含む，やわらかい

黒褐色　ロームブロック含む，やわらかい
暗褐色　ロームブロック多量に含む

暗褐色　ロームブロック含む，やわらかい
黒褐色　ロームブロック少量含む，やわらかい
暗褐色　ローム粒子を多量に含む

第臓　図　SK実測図（10）
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S K O61土層解説

1．Hue7．5YR2／2　黒褐色　やわらかい
2．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロックとローム粒子を多量に含む，やわらかい
3．Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子を若干含む，やわらかい
4．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロックとローム粒子を含む，やわらかい

S K O62　土層解説

1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（中）・ローム粒子（少）含む
b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（極少）・ローム粒子（中）ローム小ブロック抄）含む
C Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（中）・ローム粒子（多）含む

S K O63　土層解説

1．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（中）e粘土ブロック（中）含む
2．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（多）・ロームブロック（多）含む

全体的にボソボソした感じ

第197図　SK実測図（11）
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S K O73－　075　土層解説
1．　　Hue7．5YR4／6　褐　色　ロームブロック含む
2．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子若干含む

a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック含む
b Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（多）含む

S K O76　土層解説
1．　　Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子含む
2．　　Hue7．5YR4／6　褐　色　ハードロームブロック
3．　　Hue7．5YR4／4　褐　色　ハードロームブロック含む

a Hue7．5YR4／4　褐　色　ハードロームブロック（多）含む

S K O78・077　土層解説
1．　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム小ブロック（少）含む

2．　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（多）含む
a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック（多）含む

3．　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック含む

第摘　図　SK実測図（12）
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S K O82～084　土層解説

1・　Hue7・5YR3／4　暗褐色　黒色土ローム粒子含む
2．　　Hue7．5YR3／3

a Hue7．5YR3／3
b Hue7．5YR3／3

3．　　Hue7．5YR4／4

S K O85・086　土層解説

1．　　Hue7．5YR3／2
2．　　Hue7．5YR2／3

a Hue7．5YR2／3
3．　　Hue7．5YR3／4

S K O87　上層解説
1．　　Hue7．5YR3／4
2．　　Hue7．5YR2／1
3．　　Hue7．5YR3／3

S K O88　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／4

a Hue7．5YR3／4
2．a Hue7．5YR3／2

S K O89・090　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／2
2．　　Hue7．5YR3／3

暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック含む
暗褐色　ローム粒子・ロームブロック（少）含む
暗褐色　ロームブロック（多）含む
褐　色　ロームブロック（多）含む

黒褐色　ローム粒子含む
極暗褐色　ローム粒子（少）含む
極暗褐色　ローム粒子含む
暗褐色　ロームブロック含む

暗褐色　ローム粒子（多）含む
黒　　色　ローム粒子（少）含む
暗　褐色　ローム小ブロック含む

暗褐色　ロームブロック含む

暗喝色　ローム小ブロック（多）含む
黒褐色　ローム粒子含む

黒褐色　ローム粒子含む
暗褐色　ローム小ブロック含む
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S K O9ト092　土層解説

1．　　Hue7．5YR3／3
a Hue7．5YR3／3
b Hue7．5YR3／3

二「 ⑤

ヽ－、＿一ノ

ー23．8

「⊥一‾

1a sKO99

γ23．8

協r
SKO96

L＿　2IM r」

暗褐色　ローム小ブロック（多）含む
暗褐色　ローム小ブロック（少）含む
暗褐色　ローム小ブロック（少）含む

S K O93　土層解説

1・　Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（多）含む
a Hue7・5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック含む

2・　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子含む

a Hue7・5YR3／3　暗褐色　ローム粒子・ロームブロック含む
3・　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム小ブロック含む

S K O94・095　土層解説

1・Hue7・5YR3／4　暗褐色　ローム粒子・ロームブロック含む
2・Hue7・5YR3／2　黒褐色　ローム小ブロック（多）含む

S K O96・099　土層解説

1・　Hue7・5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック含む

2・a鑑昔措出雲褐富呂識語盈思。少）含む
S K O98　土層解説

1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子・ロームブロック含む
2．Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子抄）含む
3・Hue7・5YR4／6　褐　色　ロームブロック含む
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S Kl用・lI5　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／3
2．　　Hue7．5YR4／4

S K　＝巨112　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／2

a Hue7．5YR3／2

S Kl13　土層解説

1．a Hue7．5YR3／3
b Hue7．5YR3／3

S Kl用　土層解説

1．　　Hue7．5YR3／4
a Hue7．5YR3／4

2・　　Hue7．5YR4／4

S KlH・120　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／2
2．　　Hue7．5YR3／4

S KII6・ll8　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／2
2．　　Hue7．5YR3／4

a Hue7．5YR3／4
3．　　Hue7．5YR3／3

二「
－23．8

瑠＝7〆
SK112

－牒
－240

⑤

‾「

－238

、竃三二二γ
SK113

－♂⑤
一一一一一一24．0

‾、二二一′
SK118

暗褐色　ローム粒子含む，やわらかい

褐　色　ロームブロック（多）含む

黒褐色　ローム粒子（少）含む
黒褐色　ローム粒子含む

暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（多）含む，しまりがない
暗褐色　ロームブロック（多）eローム小ブロック（多）含む，しまりがない

暗褐色　ローム粒子（少）含む

暗褐色　ローム粒子含む
褐　色　ロームブロック含む

黒褐色　ローム粒子抄）含む
暗褐色　ローム粒子（多）含む

黒褐色　ローム粒子（少）含む
暗褐色　ローム小ブロック（多）含む
暗褐色　ロームブロック含む
暗褐色　ローム小ブロック含む
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S Kl18　土層解説
1．Hue7．5YR2／2　黒褐色　ローム小ブロック（少）含む
2．Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子含む

S KI2ト122　土層解説
1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック含む
2．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック含む

S K124　土層解説
1．Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム小ブロック（少）含む
2．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（多）含む
3．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック含む

S K127・ほ6・128・125土層解説
1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子含む
2．Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子含む
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S K127　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／2

a Hue7．5YR3／2

S K129　土層解説

1．　　Hue7．5YR3／4
a Hue7．5YR3／4

2．　　Hue7．5YR2／2
a Hue7．5YR2／2

、く三二エコ＝r

SK132

二一一
＼

黒褐色
黒褐色

暗褐色
暗褐色
黒褐色
黒褐色

‾たきIlr

SK134

ノ十二‾
－23．8

ローム粒子含む
ローム粒子eローム小ブロック含む

ローム小ブロック含む
ロームブロック含む
ローム粒子含む
ローム粒子含む・ローム小ブロック（少）含む

3．　　Hue7．5YR2／3　極暗褐色　ローム粒子含む

S K130・132　土層解説
1・　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子含む
2・　Hue7．5YR4／3　褐　色　ロームブロック含む

S Kl31土層解説
1・　　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子含む
2・　Hue7．5YR2／3　極暗褐色　ローム粒子（少）含む
3・　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（多）含む
S K134　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子含む
2．　　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（多）含む
3・　Hue7・5YR4／4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック（多）含む
S Ki35　土層解説
1．　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（多）含む

a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック含む
2．　Hue7．5YR2／2　黒褐色　ローム粒子含む

a Hue7．5YR2／2　黒褐色　ローム粒子（多）含む
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S K136　土層解説
1．　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（多）含む

a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック含む
2．　　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム小ブロック（少）含む

S KI37　土層解説
1．Hue7．5YR4／4　暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）

ローム粒子（少）含む
2．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（極少）eローム粒子（少）含む
3．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ロームブロック抄）eローム小ブロック（少）

ローム粒子（少）含む
4．Hue7．5YR3／3　暗褐色

S K138　土層解説
1．　　Hue告5YR3／4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック含む

a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック（多）含む
2．　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少）含む

S K13争141土層解説
1．Hue7．5YR3／4
2．Hue7．5YR3／3

S K　国3土層解説
1．Hue lOYR3／4
2．Hue7．5YR4／4

暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）含む　やわらかい
暗褐色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）含む

暗褐色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子（極少）含む
褐　色　ロームブロック（中）含む
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S K142　土層解説

1．　　Hue7．5YR2／2
2．　　Hue7．5YR3／4
3．　　Hue7．5YR3／3

a Hue7．5YR3／3
4．　　Hue7．5YR4／4

S K　用5　土層解説
1．a Hue7．5YR

b Hue7．5YR
2．　　Hue7．5YR

S K　国7　土層解説
1．Hue7．5YR3／4
2．Hue7．5YR4／4

S KI48　土層解説
1．Hue7．5YR2／1
2．Hue7．5YR3／3

二　二＿二

二了
SK147

（董）①（む　く至〕
R RlR　巳　R R

◎　く至）◎
B R　培

L＿＿＿＿＿＿　2豊＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　＝∃

黒褐色　ローム粒子含む
暗褐色　ローム粒子（多）含む
暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック含む
暗褐色　ローム粒子（多）含む
褐　色　ロームブロック含む

3／4　暗褐色　ロームブロック（少）eローム小ブロック（少）含む
3／4　暗褐色　ローム粒子（少）含む
4／4　褐　色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）含む

暗褐色　ロームブロック（多）含む，軟質土
褐　色　ロームブロック含む，軟質土

黒　色　ローム小ブロック（少）含む
暗褐色　ローム粒子（多）含む
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S KI50　土層解説

1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）含む
2．Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム小ブロック（少）含む

S Kl引　土層解説

1．　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム小ブロック含み軟質
2．　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム粒子含み軟質

a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少）軟質

S Ki52・155土層解説

1・Hue7・5YR4／4　褐　色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む
2・Hue7・5YR4／6　褐　色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む

S KI53　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（多）含む
2．　　Hue7．5YR4／6　褐　色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む
3．a Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む

b Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（中）・ローム小ブロック（多）
黒色ブロック（少）含む　ポロポロでやわらかい

S K154・156　土層解説
1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（過多）・ローム小ブロック（多）・ローム粒子（少）含む
2．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）・ローム粒子（少）含む

3．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（少）含む

第錮　図　SK実測図（20）

－236－



⑤

＿24．。仁

⑤

二‾1－－24．O

I二二‾
SK162

S K157・ほ9　土層解説
1．Hue7．5YR4／4
2．Hue7．5YR4／6
3．Hue7．5YR4／4

S K158　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4

b Hue7．5YR3／4
C Hue7．5YR3／4

S KI60・椅5土層解説
1．　　Hue7．5YR3／4
2．a Hue7．5YR4／6

b Hue7．5YR4／6

S KI6トI62　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／2

a Hue7．5YR3／2
2．　　Hue7．5YR3／4

a Hue7．5YR3／4

一覧h

SK160

SK163

ヒ二＝二峯二二∃

褐　　色　ロームブロック仲）・黒色小ブロック（少）・ローム粒子（少）含む
褐　　色　ロームブロック仲）・ローム小ブロック（多）含む
褐　　色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）

黒色小ブロック（少）含む

暗褐色　ロームブロック（中）・ローム小ブロック（少）含む
暗褐　色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（極少）含む

暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（極少）含む
黒色小ブロック（少）含む

暗　褐色　ローム小ブロック（少）褐色ブロック（少）含む

褐　　色　ロームブロック（過多）eローム小ブロック（過多）含む
褐　　色　ロームブロック（過多）・ローム小ブロック（過多）

黒色小ブロック（少）含む

黒褐色　ローム粒子含む
黒褐色　ローム小ブロック（少）含む
暗褐色　ロームブロック含む
暗褐色　ローム小ブロック（少）含む

S KI63　土層解説
1．a Hue7．5YR4！6　褐　　色　ロームブロック（過多）含む

b Hue7．5YR4／6　褐　　色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（中）含む
2．　Hue7．5YR4／4　褐　　色　ロームブロック仲）eローム小ブロック（多）含む
3．　　Hue7．5YR3／2　極暗褐色
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S K164・I66　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／
2．　　Hue7．5Y

3．a Hue7．5Y
b Hue7．5Y

4．　　Hue17．5Y

R4！

R4／

R4／
R4／

3　暗褐色　ロ
4　褐　色　ロ

3　暗褐色　ロ
3　暗褐色　ロ
4　褐　色　ロ

S KI67　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

b Hue7．5YR2／3　極暗褐色
2．　　Hue7．5YR4／4　褐　　色
3．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色

‾、Ill題ノノ‾
SK171

二

二二二一
＿23．9

竃7
SK168

ームブロック（少）・ローム小ブロック（少）ローム粒子（少）含む
－ムブロック（中）eローム小ブロック（多）ローム粒子（少）含む

－ムブロック（多）・ローム小ブロック（多）・黒色ブロック（中）含む
－ムブロック（中）・ローム小ブロック（多）・黒色ブロック伸）含む
－ブ小ブロック（少）含む

ロ－

ロー

ロ－

ロ－

暗褐

ムプロツ

ムプロツ
ムプロツ
ムプロツ

色プロツ

ク

ク

ク

（少）・ローム小ブロック（極少）含む
（少）。ローム小ブロック（少）・ローム粒子抄）含む
（中）・ローム小ブロック（少）含む

ク（多）eローム小ブロック（少）
ク（少）含む

S K169　土層解説
1．　Hue7．5￥R4／6　褐　色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む
2．a Hue7．5YR4／6　褐　　色　ロームブロック（中）・ローム小ブロック（中）

軟質黒色ブロック（少）含む

b Hue7・5YR4／6　褐　色　ロームブロック（多）・P－ム小ブロック（多）含む

SKI70・け「173・168土層解説

芸：監告：鵠昔篭雷　雲昌二㍍岩宍霊＝鐙：；宍芸。宗ブ。ツク。極小舶
3．　HuelOYR4／6　褐　　色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（多）含む

第208図　SK実測図（22）
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SK180
SK179

』二二二二葉二二二∃

S K　け2・け4　土層解説

1・a HuelOYR3／4　暗褐色　ローム粒子（少）・ローム小ブロック（極少）含む
b HuelOYR3／4　暗褐色　ロームブロック（中）・ローム小ブロック（中）含む

C HuelOYR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（少）・ロームブロック（極少）含む

S KI75　土層解説

1・Hue7・5YR3／4　暗褐色　軟質褐色ブロック（少）・ローム粒子（極少）含む
2・Hue7．5YR4／4　褐　色　軟質褐色ブロック（少）・ローム粒子（少）含む
3・Hue7．5YR4／6　褐　色　ロームブロック（少）・軟質黒色ブロック（少）含む

S K H7　土層解説

；㍉欝慾桁琵誉惹獲
a Hue7・5YR2月　黒　色　ローム粒子含む

S K176・179・182　土層解説
1．Hue77－・5′R3／2　黒褐色　ローム粒子含む
2．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（多）含む

S K180　土層解説

1・Hue7・5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（中）・ローム粒子仲）含む
2・Hue7・5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）含む

第209図　SK実測図（23）
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SK183

－23．8

「こ＝コ≡歪＝：ア／

SK184

二千一一一二‥碗二＿千一十一

SK188

S K181土層解説
1．Hue7．5YR4／
2．Hue7．5YR4／
3．Hue7．5YR4／
4．Hue7．5YR4／

S K183　土層解説

‾一一二‾
SK190

6　褐　色
6　褐　色
6　褐　色
4　褐　色

‾‾‾‾l‾‾‾‾‾　‾‾　‾‾‾‾1

SK191

黒色小ブロック（少）含む
黒色小ブロック（極少）含む

1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（少）含む
2．Hue7．5YR4／6　褐　色

S K184　土層解説

1・Hue7．5YR2／2　黒褐色　ローム粒子（少）含む，軟質
2・Hue7・5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（少）含む

S K　は8　土層解説

1．　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック中に黒色土を含む
a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック中に黒色土を少量含む
b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック中に黒色土を多（多）含む
C Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロhムブロック中に黒色土を含む

2．　　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子含む，軟質

S K189－1引　土層解説
1．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック含む
2．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック含む
3．Hue7．5YR2／2　黒褐色　ローム小ブロック（少）含む

第210図　SK実測図（24）
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SK200
SK199

÷ニIl
－24．0

二二
SK201

S K193－197　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子含む
2．　　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック含む

a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（多）含む
b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック含む

3．a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック含む
b Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック抄）含む

☆SK194，SK195，SK196，SK197と同じ

S K198土層解説
1．　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック・粘土（少）含む

a Hue7．5YR3／3
2．　　Hue7．5YR3／2

S KI99・200　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／2
2．　　Hue7．5YR3／4

a Hue7．5YR3／4

S K　20「－204　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4

b Hue7．5YR3／4

一二‡一一
－240

喪7二
SK198

SK204

暗褐色　ローム小ブロック（少）含む
黒褐色　ローム粒子含む

黒褐色　ローム粒子（少）含む
暗褐色　ローム小ブロック（少）含む

暗褐色　ローム小ブロック（微少）含む

暗褐色　ローム粒子・ブロック（小）カーボン（微）含む
暗褐色　ロームブロック粒子含む

2．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ロームブロック（小）粒子含む
3．　　HuelOYR5／8　黄褐色

第別　図　SK実測図（25）
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S K　2用　土層解説
1．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ロームの小さなブロックやロームの粒を含み，かたい
2．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ロームブロック（1層より大きい）を含みやわらかい（もろい）
3．Hue7．5YR3／2　黒褐色　ローム粒子と黒色土がまざりあい非常にかたい
4．Hue7．5YR5／6　明褐色　ロームブロック（少）・ローム粒（多）含む

S K　214・2ほ　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック仲）・ローム粒子（少）含む

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）含む
2．　　Hue7．5YR4／4　暗褐色　ローム粒子（少）含む

第別　図　SK実測図（26）
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S K　202　土層解説
1．Hue7．5YR3／4　暗褐色
2．Hue7．5YR3／3　暗褐色

S K　2日・IO9　土層解説
1．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色
2．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

b Hue7．5YR3／4　暗褐色
3．　　Hue7．5YR3／4　褐　色
4．　Hue7．5YR4／3　褐　色

S K　212　土層解説
1．a Hue7．5YR4！3　褐　色

b Hue7．5YR4／3　褐　色
c Hue7．5YR4／3　褐　色

第別　図　SK実測図（27）
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S K　22i土層解説

1　　Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（極少）eローム粒子仲）含む
2．a HuelOYR3／4　暗褐色　ロームブロック（中）・ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）含む

b HuelOYR3／4　暗褐色　ロームブロック（極小）含む

S K　235　土層解説
1．Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む
2．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（多）eローム小ブロック（多）含む

第別　図　SK実測図（28）
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S K　222　土層解説

1・Hue7・5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む・ボソボソした感じ
2・Hue7・5YR3／4　暗褐色　ロームブロック仲）・ローム小ブロック仲）含む

S K　223　土層解説

1．　　HuelOYR4／4　褐　色　ロームブロック（中）
2．a Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（少）

b Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（中）

黒色ブロック（少
黒色ブロック（中
黒色ブロック仲

S K　224－226土層解説
1．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム粒子（少）含む
2・Hue7・5YR4／6　褐　色　ロームブロック仲）・ローム小ブロック抄）・ローム粒子（少）含む
3．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム

第別　図　SK実測図（29）
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S K　227・229－233　土層解説
1．HuelOYR3／4　暗褐色　ロームブロック（多）eローム小ブロック（少）含む
2．Hue7．5YR4／6　褐　色　黒色ブロック（少）eロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）含む

S K　228　土層解説

1．a Hue7．5Y
b Hue7．5Y

2．a Hue7．5Y

b Hue7．5Y
3．　　Hue7．5Y

R4／6　褐　色　ロ
R4／6　褐　色　ロ
R4／4　褐　色　ロ
R4／4　褐　色　ロ
R4／3　褐　色　ロ

ームブロック（少）・ローム小ブロック（多）含む
－ムブロック（多）含む
－ムブロック（少）・ローム小ブロック（少）含む
－ムブロック（多）eローム小ブロック（多）含む
－ム小ブロック（少）含む

第別　図　SK実測図（30）
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S K　234・236　土層解説

1・Hue7・5YR4／4　褐　色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む
2・Hue7・5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（多）・ローム小ブロック（多）含む

S K　237　土層解説

1・a Hue7・5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック（少）含む
b Hue7・5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック抄）・ローム粒子仲）含む

第別冊包　SK実測図（31）
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S K　253・247・250　土層解説
1．a Hue7．5YR黒　褐

b

2．a

b

3

4

5

6

7

8

9

10

Hue7．5YR黒　褐
Hue7．5YR黒　褐
Hue
Hue

Hue
Hue
Hue
Hue

7．5Y
7．5Y
7．5Y
7．5Y
7．5Y
7．5Y

Hue7．5Y
Hue7．5Y
Hue7．5Y

R褐
R暗　褐
R褐
R明　褐
R褐
Rにぷい褐
R暗　褐
R暗　褐
R明　褐

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

E F－

ローム粒（微）・焼土（微）・炭化物ごくわずか含む
ロームの粒（小）・焼土の粒（徽・炭化物ごくわずか含む
ロームの粒仲）・焼土の粒（微）・炭化物ごくわずか含む
ロームの粒（中）・ロームブロック（微）含む
ロームの粒（中）・ローム粒子（微）含む
ロームブロック仲）・廃土（微）含む
ロームブロック（多）・ロームの粒（少）含む
ロームブロック（中）・白色粘土（少）・ロームの粒（多）含む
白色粘土（多）・ロームの粘土（多J含む
ロームブロック（少）ロームの粒（中含む

ロームブロック（多）白色焼土（徴）含む
ロームブロック含む

第220図　SK実測図（34）
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S K　249　土層解説
1．　　Hue7．5YR2／3　黒褐色
2．　　Hue7．5YR4／3　褐　色

S K　243・254　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

b Hue7．5YR3／4　暗褐色
2．a Hue7．5YR4／4　褐　色

b Hue7．5YR4／6　褐　色
3．　　Hue7．5YR4／6　褐　色

第m　図　SK実測図（35）
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S K　260　土層解説
1．Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）含む
2．Hue7．5YR4／4　褐　色　ローム小ブロック（多）・ローム粒子（多）含む
3．Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）含む

S K　263　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム小ブロック（少）・ローム粒子（多）含む

b Hue7・5YR3／4　暗褐色　ロームブロック（少）・ローム小ブロック仲）・ローム粒子仲）含む
C Hue7．5YR4／4　暗褐色　ローム小ブロック（多）含む

2・　Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック仲）・ローム小ブロック（中）・ローム粒子（中）含む

S K　26巨262　土層解説
1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色

b Hue7．5YR3／4　暗褐色
C Hue7．5YR3／4　暗褐色
d Hue7．5YR3／4　暗褐色

2．a Hue7．5YR4／4　暗褐色
b Hue7．5YR4／4　暗褐色

3．a Hue7．5YR4／
b Hue7．5YR4／

第鏑　図　SK実測図（36）
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S K　268　土層解説

1・　Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック少含む
a Hue7．5YR3／3　暗褐色　ローム小ブロック含む
b Hue7・5YR3／3　暗褐色　ロームブロック含む

2・　Hue7・5YR3／4　暗褐色　ロームブロック含む

第錮　図　SK実測凶（37）
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第別　図　SK実測図（32）
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第1表　土墳（SK．）一覧表

遺　　 構 地　 区 主 軸 方 向

規　　　　 模

覆 土 遺 物 仁コ

規　　　 模

備　　 考
長 軸 短 軸 深　 さ 境 長 軸 短 軸 深 さ

S K O O l E 9 f 7 N － 4 0 －W 不 定 楕 円 形
m

1．8 2
m

1 ．5
m

0 ．2　～ 0 ．4

m 2

8 ．8 0 7 馬　　 骨

P l

m

0 ．3 6

m　　　 m

0 ．3 3

0 ．4 7

0 ．2 4

0 ．1 6

S B O O 8 一 戦

0 0 4 C 9 f l． f 2 N － 1 4 0 － E 不 定 楕 円 形 1 ．2 2 0 ．8 5 0 ．2 2 3 ．3 6 2 土 師 器 片

0 0 5 C 9 f 3 ，g 3 N － 6 8 ．5 0 － E 長　 方　 形 1 ．5 2 1 ．2 5 0 ．2 0 ′〉 0 ．2 2 1．9 0 0 土 師 器 片

土 師 器 片

0 0 6 C 9 g l，h l N － 8 5 ．5 0－ W 長　 方　 形 1．4 8 0 ．5 7 0 ．3 伊－ 0 ．4 0 ．8 4 3

0 0 7 C 9 g 2 N － 0 0 長　 方　 形 1．7 0 1．1 2 0 ．7 α） 0 ．7 5 1 ．9 0 4

0 0 8 C 9 g 2 N － 1 6 ．4 0－ E 不 定 長 楕 円 形 1 ．1 3 0 ．9 6 0 ．3 2 ～ 0 ．4 2 3 ．4 2 8

0 0 9 C 9 g 2， f 2 N － 1 9 ．8 0⊥ W 不 定 長 楕 円 形 1．4 6 0 ．8 0 0 ．1 2 ～ 0 ．2 0 4 ．0 0 6

0 1 0 D 9 e 4 ，e 5 N － 2 0 0 － W 楕　 円　 形 1．6 0 1．5 0 1 ．0 7 7．5 4 2

0 1 1 D 9 d 2 N － 4 4 ．1 0 － E 楕　 円　 形 1 ．8 2 1．5 6 0 ．4 0 8 ．9 6 7 土 師 器 片

0 1 2 D 9 h 2 N － 8 0－ E 楕　 円　 形 1 ．2 4 1 ．0 2 0 ．4 0 1．2 6 4 鉄 製 刀 子

土 師 器 片

0 1 3 D 9 h 2， i 2 N － 2 0 0 － E 方　　　　 形 0 ．9 0 0 ．8 5 0 ．2 1 0 ．7 6 5

0 1 4 D 9 h 3 N － 8 0 － E 方　　　　 形 0 ．9 0 0 ．8 5 0 ．5 け）0 ．5 9 0 ．7 6 5 P l 0 ．6 3

0 ．2 5

0 ．2 6

0 1 5 C 8 h 5 ，h 6 N － 7 5 0 －W 長　 方　 形 4 ．4 8 0 ．7 7 0 ．18 ～ 0 ．3 0 3 ．4 4 9 P l

P l

0 1 6 C 9 g 4 N － 8 0 ．5 0－ W 長　 方　 形 2 ．1 0 0 ．8 2 0 ．7 1 1 ．7 7 2 土 師 器 片

土 師 器 片

0 1 7 C 8 h 3 N … 9 ．5 0 － E 長　 方　 形 3 ．9 6 0 ．7 6 0 ．1 5 ′） 0 ．1 9 3 ．0 0 9

A
0 1 8 C 9 g 3 ，g 4 N － 1 2 ．5 0 － E 長　 方　 形 1．4 0 0 ．7 6 0 ．3 7 1 ．0 6 4

B
0 1 8 C 9 g 3 ，g 4 N － 4 ．5 0－ E 不 定 長 方 形 1．4 5 0 ．9 6 0 ．3 0 1．3 9 2

C
0 1 8 C 9 g 3，g 4 N － 8 0 ．4 0 － W 不　 定　 形 1 ．6 5 0 ．7 0 0 ．1 8 1．1 5 5

0 1 9 C 9 g 3 N － 8 3 0 －W 長　 方　 形 2 ．3 0 0 ．9 4 0 ．2 6ノ～ 0．4 7 2．1 6 2

0 2 0 C 8 g 7 N － 4 0－ E 不 定 長 方 形 1 ．1 6 0 ．6 3 0 ．2 3 0 ．7 3 0

A
0 2 1 C 8 g 7 N －6 4 0 －W

N － 1 0 － E

長　 方　 形 1 ．3 3 0 ．5 8 0 ．2 8～ 0 ．3 0 0 ．7 7 1

B
0 2 1 C 8 g 7 長　 方　 形 1 ．2 4 0 ．6 6 0 ．2 0 0 ．8 1 8

0 2 2 C 8 g 7 長　 方　 形 1 ．9 0 0 ．7 7 0 ．4 1 1 ．4 6 3

0 2 3 C 8 g 7 N － 1 0 ．5 0－ E 長　 方　 形 1．5 5 0 ．7 5 0 ．2 3 1．1 6 2

0 2 5
C 8 3 芸：霊

N － 1 4 0－ W 長　 方　 形 3 ．0 7 1 ．8 6 0 ．3 5 5 ．7 1 0

0 2 6 C 8 e 4 N － 8 8 ．5 0－ W 長　 方　 形 2 ．3 1 1 ．8 0 0 ．2 5 ′～ 0 ．3 2 4．1 5 8 縄　　 文

土　 師　 器

縄　　 文

土　 器　 片

A
0 2 7 C 8 d 5 N － 8 0 － E 長　 方　 形 2 ．7 0 1．0 0 0 ．1 8 2．7 0 0

B
0 2 7 C 8 d 5 N － 8 0 0 － E 長　 方　 形 1 ．3 0 1．1 6 0 ．1 4 1．5 0 8

C
0 2 7 C 8 d 5 N － 6 3 0 … E 不　 定　 形 0 ．8 2 0 ．8 0 0 ．1 2 0 ．6 5 6

0 2 8 C 8 e 3 N － 8 4 0－ E 長　 方　 形 2 ．3 0 0 ．9 4 0 ．3 ～ 0 ．4 6 2 ．1 6 2

0 2 9 C 8 e 2 N － 8 1．8 0－ E 長　 方　 形 3 ．2 4 0 ．7 8 0 ．1 8 2 ．5 2 7

1 ．8 8 5

0 3 0 C 8 ′e 2 N － 8 0 ．5 0 － E 長　 方　 形 不 明 0 ．9 0 0 ．4 5～ 0 ．5 0

A
0 3 1 C 8 d 2 N － 7 6 0 1－E 長　 方　 形 2 ．9 0 0 ．6 5 0 ．2 0 － 0 ．2 6

B
0 3 1 C 8 d 2 N － 9 0 ．2 0 …E 不　 定　 形 1．9 0 1 ．1 0 0 ．2 6 ノー 0 ．3 0 2 ．0 9 0

土 師 器 片

土 師 器 片

0 3 2 C 8 d 5 N － 2 0 －－W 長　 方　 形 0 ．7 4 0 ．5 3 0 ．5 0 0 ．3 9 2

0 3 3 C 8 d 7 N － 6 0 － E 長　 方　 形 1．7 0 0 ．6 9 0 ．1 6 ～ 0 ．2 6 1 ．1 7 3

0 3 4 C 8 d 4 N － 8 2 ．5 0 － E 長　 方　 形 1．3 5 1．1 1 0 ．2 4 1 ．4 9 8

1 ．3 1 5

0 3 5 C 8 e l，e 2 N … 8 4 ．5 0 － E 不 定 長 方 形 不 明 1．3 0 0 ．4 6

0 3 6 C 8 e 2 ，f 2 N － 1 4 0 － E 長　 方　 形 不 明 1．0 0 0．4 8

0 3 7 D 8 a 7 N － 1 2 0－ W 長　 方　 形 1 ．2 9 1 ．0 2 0 ．15 ～ 0 ．1 7

0 3 8 D 8 C 7 ，b 7 N －8 8 ．5 q －E W 長　 方　 形 1 ．5 3 1 ．1 2 0 ．1 7 1．7 1 3

0 3 9 D 8 C 7 ，d 7 N － 0 0 長　 方　 形 2 ．2 0 1 ．0 1 0 ．18 2 ．2 2 2

0 4 0 D 8 b 5 ，b 6 N － 8 8 0 －W 不 定 長 方 形 1．5 2 0 ．7 9 0 ．0 1～ 0 ．1 0 1 ．2 0 0
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避

遺　 構 地　 区 主 軸 方 向 平 面 形 状

規　　　　 模

面 積 覆 土 遺 物 P 番 号
規　　　 模

備　　　 考
長 軸 短 軸 深　 さ 長 叫 短 軸 庫 さ

S K O 4 1 D 8 d 7 N － 1 6 0－ E 長　 方　 形
m

1 ．7 0

m

1 ．2 0

m

0 ．2 0

r㌔

2 ．0 4 0

土 師 器 片

土 師 器 片

石　　 製
模　 造　 品

土 師 器 片

P l

P l

P 2

P l

P 2

P 3

m　　　　 m　　　 m

0 ．3 0　 0 ．2 7

0 ．2 4　 0 ．2 1

0 ．3 9　 0 ．3 1

1 ．0 0　 0 ．1 2

2．0 0　 0 ．1 2

0 ．4 5　 0 ．2 5

0 4 2 D 8 e 5 N － 8 8 0－ E 長　 方　 形 1 ．1 5 0 ．8 0 0 ．0 5 0 ．9 2 0

0 4 3 D 8 e 7，d 7 N － 8 0 － E 長　 方　 形 1 ．8 5 0 ．7 1 0 ．2 0 1．3 1 3

0 4 4 D 8 C 6 ，d 6 N － 1 0 0 － W 長　 方　 形 4 ．8 9 0 ．7 9 0 ．0 5 ～ 0 ユ 2 3 ．8 6 3

0 4 5 D 8 d 7 ，e 7 N － 7 0－ E 長　 方　 形

円　　　　 形

不 定 長 方 形

3．4 5 0 ．9 5 0 ．6 9 3 ．2 7 7

0 4 6 D 9 j 6 N － 8 6 0－ W 1 ．5 8 1．2 8 0 ．3 4 1 ．9 5 9

0 4 7 D 9 j 6 N － 8 6 0 － W 1 ．6 6 0 ．9 0 0 ．4 0 1 ．4 9 4

0 4 8 D 9 j 9 ，j 6 N － 8 1 0－ W 不 定 長 方 形

方　　　　 形

長　 方　 形

1．7 0 1．0 6 0 ．7 0 1．8 0 2

0 4 9 D 9 j 5 N － 9 0－ W 0 ．8 7 0 ．8 0 1．4 4 ′～ 1．5 0 0 ．6 9 6

0 5 0 D 9 j 4 N － 8 6 0－ W 3 ．4 0 0 ．8 4 0 ．8 0 2 ．8 5 6

A
0 5 1 D 8 d 8 ，d 9 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．3 5 0 ．6 2 0 ．7 0 3 ．0 4 5

8
0 5 1 D 8 d 8 ，d 9 N － 1 5 0 － E 楕　 円　 形 1 ．4 4 1．3 0 0 ．6 0 1．6 2 7

0 5 2 D 8 i 6 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．9 8 1．9 2 0 ．3 2 ′、可 ．3 9 1 1．9 3 8

0 5 3

0 5 4

D 8 a 6 ，b 6

D 9 d 5

N － 2 4 0 － E

N － 1 8 0－ W

長　 方　 形

不 定 長 方 形

1．5 0

1．6 9

1 ．3 0

0 ．7 9

0 ．5 5

0 ．3 0 ′〉 0 ．8 0

1 ．9 5 0

1．3 3 5

土　 師　 器

杯 （完 形 ）

土 師 器 片

0 5 5 D 9 h 6 ，i 6 N － 2 0－ E 楕　 円　 形 1．1 6 0 ．7 9 0 ．3 5 ′、勺 ．5 6 1．0 5 6

0 5 6 D 9 c l N － 8 7 0－ E 楕　 円　 形

方　　　　 形

不　 整　 方　 形

0 ．8 6 0 ．7 3 0 ．3 9 0 ．5 8 0

0 5 7 D 9 d l N － 9 0 0－ E 0 ．7 9 0 ．7 7 0 ．4 2 0 ．4 8 9

0 5 8 D 9 a 2 N － 5 0 － W 1 ．1 5 0 ．9 4 0 ．5 2 1．0 3 8 土 師 器 片

土 師 器 片

土 師 器 片

土 師 器 片

土 師 器 片

0 5 9 D 9 a 3 N － 1 2 0 － W 長　 方　 形 0．7 8 0 ．7 2 0 ．2 0 0 ．4 7 7

0 6 0 D 9 a 4 N － 8 2 0－ W 長　 方　 形 1．0 3 0 ．5 5 0 ．4 0 ′～ 0 ．5 5 0 ．5 6 6

0 6 1 D 9 b 4 N － 2 5 0 － E 不　 定　 方　 形 0 ．9 7 0 ．9 1 0 ．3 9 0 ．7 3 8

0 6 2 D 9 j 4 N － 7 9 0 － W 長　 方　 形 2．0 3 0．8 8 0 ．6 1 1 ．7 8 6

0 6 3 E 9 C 5 N － 8 2 0－ W 長　 方　 形 1 ．5 7 0 ．7 5 0 ．3 0 ′、弔 ．5 4 1 ．1 7 7

0 6 4 C 8 g 5 ，g 6 N － 7 8 ． 5 0－ W 長　 方　 形 1．9 1 1．7 9 0 ．6 4 3 ．4 1 8

0 6 5 C 8 g 5 ，g 6 N － 8 2 0－ W 長　 方　 形 2 ．2 7 0 ．7 5 0 ．3 4 1 ．7 0 2

0 6 6 C 8 g 5 N － 8 2 0 1 W 長　 方　 形 3 ．4 7 0 ．8 8 0 ．1 1 3．0 5 3

0 6 7 C 8 g 5 N － 7 9 ．5 0－ W 長　 方　 形 1．7 4 0 ．9 2 0 ．7 1 1．6 0 0

0 6 8 C 8 i 5 N － 8 7 0 － W 不 定 長 方 形 1．2 0 0 ．7 0 0 ．5 0 0 ．8 4 0

0 6 9 C 8 g 2 ， g 3 N － 8 5 0 － W 長　 方　 形 1．0 8 0 ．7 0 0 ．2 0 0 ．7 5 6

0 7 0 C 8 g 2 N － 1 8 0 － E 長　 方　 形 1．8 0 0 ．8 2 0 ．2 6 1 ．4 4 3

0 7 1 C 8 f l N － 6 0－ E 長　 方　 形 4 ．2 0 0 ．6 0 0 ．1 8 ～ 0 ．4 8 2 ．5 2 0 土 師 器 片

土 師 器 片

土 師 器 片

0 7 2 D 8 a O N J l 0 0 不　　　　 明

方　　　　 形

楕　 円　 形

0 ．9 8 0 ．9 0 0 ．3 6 0 ．8 8 2

0 7 3

0 7 4

D 8 a O

D 8 a O

N － 0 0

N － 7 0 0 － W

1．2 0

0 ．7 7

1 ．1 3

0 ．4 9

0 ．4 9 ～ 0 ．5 7

0 ．1 6 ′－ 0 ．2 5

1 ．3 5 6

1 ．2 4 3

0 7 5 D 8 a O N － 8 2 0－ W 長　 方　 形 2 ．4 6 0 ．6 4 1 ．5 7 4

A
0 7 6 C 8 j 7 N － 4 0 0－ E 不 ‘定　 形 1．3 6 1．1 3 0 ．7 4 1．5 3 6

B
0 7 6 C 8 j 7 N － 4 9 0 － E 不　 定　 形 1．2 6 1．2 4 1．2 0 1．5 6 2

A
0 7 7 D 8 C 8 N － 7 1 0 － W 長　 方　 形 1 ．6 1 0 ．9 7 0 ．3 4 1．5 6 1

B
0 7 7 D 8 C 7 N － 7 6 0 － W 長　 方　 形 1．2 7 0 ．8 4 0 ．4 0 ノ｝ 0 ．6 2 1．0 6 6

0 7 8 D 8 b 7 N － 6 5 0 － W 長　 方　 形 1．3 7 1 ．2 0 0 ．3 5 1．6 4 4
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遺　 構 地　 区

巨 軸 方 向

平 面 形 状

規　　　　 模 】面 積 覆 土 遺 物 疲　　 模

長 軸 短 軸 深　 さ
P 番 号

長 軸 短 軸　 深 さ
困

S K O 7 9 D 8 j 7 N － 6 1 0－ W 台　　　　 形

方　　　　 形

不　 定　 方　 形

方　　　　 形

方　　　　 形

長　 方　 形

m
0 ．9 8

m
0 ．9 0

m
0 ．8 5

m 2

0 ．4 1 6　 捨　　 鉢
m

0 ．4 9

0 ．5 3

0 ．2 6

0 ．2 3

0 ．2 8

0 ．6 2

．2 0

m　　　 m

0 ．3 9

0 ．2 3

0 ．2 5

0 ．1 9

0 ．1 8

元 宝 通 宝

双 孔 円 板

0 8 0 D 8 j 7 N － 6 2 0 － W 1．0 0 0 ．9 5 0 ．2 0 ～ O A O 0 ．9 5 0 土 師 器 片

0 8 1 D 8 b 6 N － 8 4 0 － E 1 ．0 5 0 ．6 5 0 ．1 6 ～ 0 ．3 8 0 ．6 8 2

0 8 2 D 8 b 5 N － 8 0 0 － E 1 ．3 3 0 ．7 9 0 ．7 9 1．0 5 0　土 師 器 片

0 8 3 D 8 b 4 N － 2 2 0－ W 1．0 6 1 ．0 0 0 ．5 7 ～0 ．9 0 0 ．8 8 2　土 師 器 片 P l

0 8 4 D 8 a 4 ，b 4 N － 6 1 0－ W 1 ．0 5 0 ．6 5 0 ．2 2 ～ 0 ．5 1 0 ．6 8 2

0 8 5 D 8 a 4 N － 5 5 0－ W 長　 方　 形 1．1 0 0 ．5 2 0 ．2 4 ～ 0 ．5 9 0 ．5 7 2　土 師 器 片

0 8 6 D 8 a 4 N － 5 5 0 － W 不 定 長 方 形 1．6 5 1 ．4 6 0 ．0 9 2 ．1 3 7

P l0 8 7 D 8 a 4 N － 9 0 0 － W E 楕　 円　 形

方　　　　 形

長　 方　 形

1．2 7 0 ．7 0 0 ．3 2 へノ0．4 3 0．8 8 9 土 師 器 片

0 8 8 D 8 a 4 N － 6 4 0 － W 0 ．8 9 0 ．8 5 0 ．4 0 0 ．6 2 1

0 8 9 D 8 b 4 N － 8 4 0 － W 1 ．1 5 0 ．7 8 0 ．2 5 ～優 3 7 0 ．8 9 7　土 師 器 片

0 9 0 D 8 b 4 N － 5 8 0 － W 長　 方　 形

台　　　　 形

方　　　　 形

長　 方　 形

1．1 2 1 ．0 5 0 ．4 7 ～且6 0 0 ．9 8 4　土 師 器 片

0 9 1 D 8 b 4 N － 2 6 0－ W 0．8 2 0 ．7 1 0 ．3 9 0 ．5 0 2　土 師 器 片

0 9 2 D 8 C 4 N － 7 2 0－ W 0 ．8 0 0 ．7 7 0 ．18 ～ 0 ．4 8 0 ．5 2 7　土 師 器 片

P l

0 9 3 D 8 b 3 ，b 4 N － 5 0 0 － W 1．1 4 0 ．6 3 0 ．17 へ弔．7 2 0 ．7 1 8　土 師 器 片

0 9 4 D 8 b 3 ，b 4 N －5 1．5 0 － W 不　　 定　 形 1．2 7 0 ．8 2 0 ．1 3 ′〉0．1 8 1 ．0 4 1

0 9 5 D 8 b 3 N － 6 1 0 － W 長　 方　 形 1．1 4 0 ．6 7 0 ．4 2 0 ．7 6 3

P 2

P l

P l

P l

A
0 9 6 D 8 a 3 N ⊥ 2 6 0 － E 不 定 長 方 形 1．1 1 0 ．9 6 0 ．3 3 1．0 6 5　土 師 器 片

0．5 4

1 ．0 0　 0 ．6 0

8
0 9 6 D 8 a 3 N － 7 0 － E 不 定 長 方 形 0．8 2 0 ．7 2 0 ．1 2 ′）0 ．2 3 0 ．5 9 0　土 師 器 片

0 9 7 D 8 a 3 N － 2 6 0 －W 不　 定　 方　 形 1．0 5 0 ．7 4 0 ．2 0 ～ 0 ．3 2 0 ．7 7 7　土 師 器 片

0 9 8 D 8 a 3 N － 1 0 0 －－W 楕　 円　 形

方　　　　 形

長　 方　 形

1．4 4 1 ．4 3 0 ．3 2 ～ 0 ．5 2 6 ．4 6 5　土 師 器 片

0 9 9 D 8 b 3 N － 8 0 0 lm W 8 ．0 4 0 ．7 5 0 ．3 1 ～ 0 ．4 0 6 ．0 3 0　古　　 銭

1 0 0 F 9 b 4 N － 12 0 － E 2 ．1 0 1 ．4 5 0 ．4 0 ～ 0 ．5 3 3 ．0 4 5

1 0 1 F 9 d 4 N － 4 0 0 － W 不 定 長 方 形 1．4 1 1．1 2 0 ．6 0 ～ 0 ．7 0 1 ．5 7 9　土 師 器 片

10 2 F 9 C 4 N － 4 0… W 長　 方　 形 2．7 8 1 ．0 0 0 ．3 0 ノ〉0．4 6 2 ．7 8 0　 土 師 器 片

1．8 0 0

1 0 3 F 9 d 4 N － 5 0 － E 不 定 長方 形 状 不 明 0．5 0　　　　 0．1 2

1 0 4 F 9 d 4 N － 1 8 し 虻 長　 方　 形 1．5 0 1 ．2 0 0 ．2 2

1 0 5 F 9 e 4 N － 8 9 0－ W 長　 方　 形 1．4 8 0 ．9 0 0 ．2 1 1．3 3 2

1 0 6 F 9 e l N ～ 1 2 0－ E 不 定 長 方 形 1．1 8 0 ．9 8 0 ．3 4 1．1 5 6 土 師 器 片

1 0 7 F 9 d 3 N － 3 0 －W 長　 方　 形 1．5 0 1 ．1 0 0 ．7 0
1 ・6 5 橘 造 品製

1 0 8 F 9 d 3 N － 2 0 0－ E 不　 定　 形 1．7 0 1 ．6 0 0 ．3 5 2 ．7 2 0

1 0 9 F 9 i l N － 7 0－ W 不　 定　 形 1．1 3 0 ．8 5 0 ．1 0 ～ 0 ‘2 0 0 ．9 6 5

1 1 0 F 9 i l N － 2 4 0－ W 不　 定　 形 1．2 6 0 ．7 2 0 ．1 1′～ 0．1 8 0 ．9 0 7

1 1 1 D 8 C 3 ，d 3 N － 3 0－ E 楕　 円　 形 0．8 9 0 ．8 0 0 ．1 6 0 ．6 2 1

1 1 2 D 8 d 3 N － 6 1 0－ E 楕　 円　 形 1．2 3 1 ．0 6 0 ．1 1 ′～ 0．2 5 1．1 8 7

1 1 3 D 8 e 4 N － 9 0 0 －E W 不 定 長 方 形 1．0 3 0 ．8 3 0 ．1 5 ′、且 3 0 0 ．8 3 2　土 師 器 片

1 14 D 8 e 5 N － 6 4 0－ E 楕　 円　 形 0．7 2 0 ．5 7 0 ．1 1 ～ 0 ．2 0 0 ．3 9 5

1 1 5 D 8 e 5 N － 3 6 0 － W 楕　 円　 形 0．6 4 0 ．6 0 0 ．3 5 0 ．3 2 1 土 師 器 片

1 1 6 D 8 e 7 N －6 5 ．5 0－ E 長　 方　 形 1．4 7 0 ．6 4 0 ．3 0 ～ 0 ．3 8 0 ．9 4 0

1 1 7 D 8 f 6 N －1 9 ．5 0－ E 三　 角　 形 0．7 1 0 ．5 6 0 ．0 8 ～ 0 ．1 7 0 ．4 4 0 土 師 器 片

1 1 8 D 8 e 8 N － 5 6 0 － E 方　　　　 形 1．0 0 0 ．9 6 0 ．3 4 0 ．9 6 0 土 師 器 片

A
1 1 9 D 8 e 8 N － 8 6 0－ W 長　 方　 形 1．4 2 1．3 8 0 ．6 0 1 ．9 5 9 土 師 器 片

B
1 1 9 D 8 e 8 N － 0 0 長　 方　 形 1．9 2 0 ．5 4 0 ．5 3 ′）0．6 2 1 ．0 3 6
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遺　 構 地　　 区 主 軸 方 向 平 面 形 状

規　　　　 模

面 積 覆 土 遺 物 P 番 号

規　　　 模 ！ 備 考

長 軸 短 軸 深　 さ
桓 軸

短軸 深 さ

S K 1 2 0 D 8 e 8 N － 7 4 0 － E 楕　 円　 形
m

0．8 0

m

0．3 9

m

0．0 9

r㌔

0．3 1 2 土 師 器 片

P l

P l

P l

P 2

P 3

P 4

P 5

P 6

P 7

P 8

P 9

P l

P l

m

0．5 6

0．4 9

0．1 5

0．2 1

0．2 3

0．1 5

0．1 7

0．2 3

0．1 8

0．2 2

0．1 5

0．2 4

0．5 0

m

0．4 8

0．4 7

0．1 3

0．1 9

0．1 5

0．1 1

0．1 5

0．1 3

0．1 4

0．1 3

0．1 2

：：：：i

m

0 2 3

0．3 1

0．2 4

0．3 8

0．3 2

0．2 9

0．2 8

0．3 3

0．1 4

0．0 5

（S I O 2 6 P l側 ）

A
1 2 1 D 8 d 9 N － 9 0 0－ E 方　　　　 形 0．8 7 0．8 4 0 ．2 8～ 0．2 9 0．5 9 4 土 師 器 片

土 師 器 片

（内 黒 ）

B
1 2 1 D 8 d 9 N － 8 6 0－ W 長　 方　 形 0．9 3 0．4 5 0．1 1 0．6 7 8

1 2 2 D 8 e 9 N － 8 3 0－一E 長　 方　 形 1．0 2 0．7 2 0．3 6 0．8 1 6

1 2 3 D 9 d l N － 6 9 0－ E 長　 方　 形 0．9 8 0．5 0 0．4 0 0．4 9 0

1 2 4 D 8 a 5 N － 7 0－E 長　 方　 形 1．2 0 0．5 2 0．3 7～0．5 2 0．6 2 4 土 師 器 片

土 師 器 片

土 師 器 片

多　　 数

土 師 器 片

土 師 器 片

土 師 器 片

S B O 1 4 － P 8

他 鉄 片

S B O 1 3 － ㌔

1 2 5 C 8 a 5 N －9 0 0－ W E 不　 定　 形 0．8 8 0．8 0 0．1 2 0．7 0 4

1 2 6 D 8 b 3 N － 5 7 0－ W 楕　 円　 形 1．3 4 1．0 0 0．0 9 1．3 4 0

1 2 7 D 8 g 7 N － 8 7 0－ E 不　 定 方 形 0．6 9 0．6 5 0．3 9 1．0 8 3

1 2 8
D 咄 雷

N －9 0 0－ W E 長　 方　 形 1．0 8 0．9 2 0．2 6 0．9 9 3

1 2 9 D 8 i 6 N 1 18 0－ E 長　 方　 形 1．3 5 0．9 3 0．8 3 0．5 2 6

1 3 0 D 9 h 6 N － 7 0－E 長　 方　 形 1．2 4 0．6 9 0．1 1′～0．1 5 0．8 5 5

1 3 1 D 8 c l N － 4 2．5 0－W 長　 方　 形 1．0 4 0．5 8 0．4 0 0．6 0 3

1 3 2 D 8 c l N － 4 7 0－ W 不 定 長 方 形 0．8 5 0．4 8 0．1 1～且1 5 0．4 0 8

1 3 3 D 8 c l N － 4 8 0一一E 不　 定　 形 0．9 1 0．5 0 0．4 3ノ〉0．4 6 0．4 5 5

1 3 4 D 8 b l N … 2 9 0－ W 不　 定　 形 0．9 3 0．7 6 0．1 7 ～且2 9 0．7 0 6

1 3 5 D 8 b l N － 2 5 0－ E 長　 方　 形 0．9 1 0．7 4 0．4 7 0．6 7 3

1 3 6 D 8 b l N － 7 7 0－ E 方　　　　 形 0．9 6 0．9 4 0．4 0 0．9 0 2 S B O 1 3 ‾ ㌔

1 3 7 D 8 b 2 N － 2 0 0－ E 不 定 長 方 形 1．1 4 0．7 5 0．1 8～ 0．4 4 0．8 5 5 S B O 1 3 ‾ P 3

1 3 8 D 8 a l N － 1 0 0－ E 不 定 長 方 形 1．1 6 0．9 0 0．2 8′、弔．5 3 1．0 4 4 S B O 1 3 － P 7

1 3 9 D 8 b 2 N － 8 8 0－W 長　 方　 形 1．6 2 1．5 4 0．1 6′－0．2 3 2．4 9 4 土 師 器 片 S B O 1 3 ‾ P 4

S B O 1 2 － P 2

S B O 1 4 ‾ P 3

A
1 4 0 C 8 j 3 N － 8 4．5 0－W 不　 定　 形 1．5 3 1．3 1 0．1 5～0．4 2 2．0 0 4 土 師 器 片

土 師 器 片

砥　　 石

B
14 0

C 8 j 3 N － 8 0 0－ W 不　 定　 形 1．1 9 0．9 8 0．1 シー0．4 2 1．1 1 6

1 4 1 D 8 j 2 N － 8 6．5 0－W 楕　 円　 形 1．3 5 1．1 7 0．2 1′－0．2 5 4．9 8 3

1 4 2
C 8 j 3

D 8 a 3
N － 7 4 0－ E 長　 方　 形 1．3 7 1．0 3 0．5 4′〉0．6 8 1．4 1 1

1 4 3 D 8 c l N － 14 0 」Ⅳ 楕　 円　 形 0．6 5 0．4 5 0．1 0～0．15 0．9 4 8

1 4 4 D 8 b 4 N － 5 0 0－ W 不 定 長 方 形 0．9 8 0．6 9 0．5 2 0．6 7 6

1 4 5 D 8 c l，C 2 N － 6 7．5 0－W 長　 方　 形 0．8 7 0．4 4 0 2 7 ′－0．4 4 0．3 8 2

1 4 6 D 8 a 8，b 8 N － 4 0－E 楕　 円　 形 1．1 0 0．5 8 0．6 0 2．2 1 3

1 4 7 D 8 a l，b l N － 4 8．5 0－W 不　 定　 形 1．1 6 0．8 9 0．4 3 1．0 3 2

1 4 8

1 4 9

D 8 d 6

D 8 a 7

N … 6．5 0－E

N －I7 0－ E

長　 方　 形

不　 定　 形

1．8 0

0．7 0

1．1 2

0．5 1

0．0 4～ 0．0 8

0．1 5′－ 0．1 7

2．0 1 6

0．3 5 7

1 5 0 C 8 j 3 N － 4 7．5 0－W 不　 定　 形 1．1 2 0．8 5 0．1 2～ 0．1 7 0．9 5 2 土 師 器 片

土 師 器 片

1 5 1 C 8 j 4 N － 4 5 0－ W 不　 定　 形 1．2 9 0．8 2 0．0 8～ 0．2 2 1．0 5 7

1 5 2 D 8 b 6 N － 3 4 01 E 不 定 長 方 形 1．2 4 1．1 6 0．8 0 1．4 3 8

1 5 3 D 8 d 6 N － 5 1．5 0－E 不 定 長 方 形 1．1 1 0．8 8 0．7 6 0．9 7 6 土 師 器 片 P l 0．3 8 0．3 0 0．8 0 S B O 1 4 － P l
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遺　 構

l

i 地　 区
主 軸 方 向 平 面 形 状

規　　　　 模

面 積 覆 土 遺 物 P 番号

規　　　 模

備　　　 考

長 軸
離 日　 深 さ 長 軸 恒 軸

深 さ

S K 1 5 4 D 8 a 5 N － 2 9 0－ E 長　 方　 形
m

1 ．0 8

m　　　　　　　　　 m

0 ．9 8　 0 ．5 7 ′－0．8 0

m 2

1．0 5 8 土 師 器 片 P l

P 2

P l

P 2

P l

P l

P l

P l

P l

0 ．3 4

0 ．4 9

0 ．2 3

0 ．2 4

0 ．4 2

0 ．3 1

0 ．1 5

0 ．5 4

0 ．2 5

m

0 ．3 0

0 ．4 2

0 ．2 1

0 ．2 4

0 ．3 9

0 ．2 9

0 ．0 8

0 ．4 6

0 ．2 3

m

0 ．2 5

S B O 1 4 － P 7

1 5 5 D 8 a 4 N － 5 9 ．5 0 － W 不 定 長 方 形 1．2 3 1．0 0　　　　 0．6 8 1 ．2 3 0 土 師 器 片 S B O 1 2 － P l

1 5 6 C 8 j 2 N － 7 1 ．5 0 － W 長　 方　 形 1．3 3 0 ．8 1 0 ．2 9 ～私 6 9 1 ．0 7 7 燈　 明　 皿 S B O 1 2 － P 4

1 5 7 C 8 i 2 N － 8 1 ．5 0 － W 長　 方　 形 1．3 0 0．9 2 0 ．7 3 1 ．1 9 6 土 師 器 片 S B O 1 2 － P 5

1 5 8 C 8 i 3 N － 7 3 0 － W 楕　 円　 形 1．3 5 1．0 0 0 ．6 2 4 ．3 3 3 土 師 器 片

土 師 器 片

弥　 生　 片

S B O 1 2 － P 6

1 5 9 C 8 i 4 N － 5 4 0 － W 楕　 円　 形 1．2 9 －1．0 6 0 ．7 6 4 ．3 3 3 S B O 1 2 1 P 7

1 6 0 C 8 j 4 N － 6 3 ．5 0－ W 長　 方　 形 1．3 2 0 ．8 5 0 ．8 6 1 ．1 2 2 S B O 1 2 ‾㌔

1 6 1 C 8 j 6 N － 6 6 ．5 0 －W 長　 方　 形 0．8 7 0 ．8 0 0 ．5 0 0 ．6 9 6 S B O 1 5 － P 6

1 6 2 C 8 i 6 N － 7 2 0－ W 長　 方　 形 1．0 9 0 ．6 6 0 ．3 5 0 ．7 1 9 S B O 1 5 － P 7

1 6 3 C 8 i 7 N － 6 0 0－ W 不 定 長 方 形 1．1 0 1．0 6 0 ．7 3 1．1 6 6 土 師 器 片 S B O O 7 － P 3

1 6 4 C 8 i 7 ，j 7 N 1 7 4 0－ W 長　 方　 形 2．0 3 1 ．0 2 0 ．6 7 2 ．0 7 0

土 師 器 片

（多 ）

土 師 器 片

土 師 器 片

土　 師　 質

土　　 器

土 師 器 片

土 師 器 片

土 師 器 片

土 師 器 片

S B O O 7 －㌔

1 6 5 C 8 j 8 N － 7 9 0－ W 長　 方　 形 1．1 7 0 ．6 7 0 ．5 8 ～ 0 ．6 9 0 ．7 8 3 S B O O 7 － P l

1 6 6 D 8 a 2 N －2 4 ．5 0 － W 不 定 長 方 形 1．1 0 1 ．0 6 0 ．2 8 ′－0．4 7 1．1 6 6 S B O 1 3 － P 2

1 6 7 D 8 a 2 N － 1 4 0－ E 不 定 長 方 形 1．0 4 0 ．9 8 0 ．8 0 1 ．0 1 9 S B O 1 3 － P l

1 6 8 D 8 a 4 N － 2 8 0－ E 不 定 長 方 形 0．9 3 0 ．6 6 0 ．4 5 0 ．6 1 3 S B O l l ‾ 塙

1 6 9 C 8 h 8 N － 9 0 0－ W E 方　　　 形 1．2 9 1．2 1 0 ．2 9 ・～ 0．5 3 1 ．5 6 0 S B O O 7 － P 7

1 7 0 C 8 h 8 N － 1 9 0 － E 長　 方　 形 1．2 7 0．9 5 0 ．4 3 1 ．2 0 6 S B O O 7 － P 8

S B O 1 5 － P 2

1 7 1 C 8 h O N － 1 2．5 0 － E 長　 方　 形 1．2 5 0 ．8 3 0 ．7 6 1．0 3 7

1 7 2 C 8 g O N － 7 5 0 － E 長　 方　 形 1．7 7 0 ．9 3 0 ．3 0 ～ 0 ．3 5 1 ．6 4 6

1 7 3 C 8 h 9 N － 1 1 0 － E 不 定 長 方 形 0．8 3 0 ．7 2 0 ．3 6 ～ 0 5 1 0 ．5 9 7

1 7 4 C 8 h 9 N － 1 4 ．5 0－ E 楕　 円　 形 0．7 7 0 ．5 9 0 ．1 2 ～ 0 ．3 4 1．4 5 0

1 7 5 C 8 f 7 N －7 5 0－ E 長　 方　 形 2．0 0 1．0 0 0 ．2 8 2 ．0 0 0

1 7 6 C 8 e 8 N － 4 0 1－E 長　 方　 形 1．9 4 0 ．6 8 0 ．0 9 ′～0．1 3 1．3 1 9

1 7 7 C 8 e 8 N － 1 7 ．5 0 1－W 不 定 長 方 形 1．2 6 0 ．8 6 0 ．12 ～ 0 3 9 1 ．0 8 3

1 7 8 C 8 e 8 N － 6 9 0－ W 長　 楕 円 形 1．8 0 0 ．8 0 0 ．3 0 5 ．3 0 6

1 7 9 C 8 e 7 N － 4 0 0－ W 楕　 円　 形 1．4 6 0 ．9 5 0 ．1 2 4 ．5 5 9

1 8 0 C 8 d 7 N － 8 5 0－ E 楕　 円　 形 1．0 9 0 ．8 7 0 ．2 8 ～ 0 ．3 2 3 ．0 15

1 8 1 C 8 d 7 N － 6 0 0－ W 楕　 円　 形 1．6 9 0 ．8 5 0 ．2 0 5 ．0 6 1

1 8 2 C 8 g 8 N － 1 1．5 0 － W 不　 定　 形 0．8 4 0 ．5 息 0 ．0 8 ～ 0 ．1 8 0 ．4 5 3

1 8 3 C 8 e 7 ．g 7 N － 8 3 ．5 0 －W 楕　 円　 形 1．6 8 1．1 3 0 ．0 4 ノ、0．1 1 6 ．1 9 8

1 8 4 C 8 i 7 N － 8 2 0 － W 不 定 長 方 形 1．9 0 1．0 0 0．2 0 1 ．9 0 0

1 8 5 D 8 a 6 N － 6 9 0 － W 不 定 長 方 形 1．8 0 0 ．6 8 0 ．4 0 1．2 2 4

1 8 6 D 8 C 5 N － 3 2 0 － E 長　 方　 形 0．8 2 0 ．7 5 0 ．5 0 0 ．6 1 5 S B O 1 4 －均

S B O 1 5 － P l

S B O 1 5 － P 5

1 8 7 C 8 j 7 N － 6 2 0 －W 長　 方　 形 0．9 0 0 ．8 5 0 ．4 6 0 ．7 6 5

1 8 8 D 8 a 6 N － 7 0 0 －W 長　 方　 形 1．1 8 0 ．8 1 0 3 5 ～ 0 4 5 0 ．9 5 5

1 8 9 C 8 h 9 N － 3 0 0 －W 楕　 円　 形 0．7 0 0 ．4 3 0 ．1 3 1．0 0 1

1 9 0 C 8 j 5 N － 1 4 0－ E 長　 方　 形 1．5 5 0 ．9 3 0 ．1 1 へ弔．4 3 1 ．4 4 1

1 9 1 C 8 j 8 N － 3 3 ．5 0－ E 長　 方　 形 1．0 0 0 ．7 3 0 ．0 8 ～ 0 ．14 0 ．7 30

1 9 2 D 8 g 7 N － 6 2 ．5 0－ E 楕　 円　 形 0．70 0 ．6 7 0 ．7 4 1．4 7 2

1 9 3 D 8 i 6 N － 1 3 ．5 0－ E 楕　 円　 形 0．4 2 0 ．4 1 0 ．3 8 0 ．5 4 0

1 9 4 D 8 i 6 N － 7 1．5 0 － W 長　 方　 形 1．2 2 0 ．8 9 0 ．6 9 1 ．0 8 5

1 9 5 D 8 h 6 N － 1 6 0－ E 円　　　　 形 0．7 8 0 ．7 7 0 ．2 3 0 ．4 7 7
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遺　 構 地　　 区 主 軸 方 向 平 面 形 状

規　　　　 模

面 鏡 覆 土 遺 物 P 番 号

規　　　 模 ！ 備 考

長 軸 i 短 軸
深　 さ 長 軸 短 軸 深 さ

S K 1 9 6 D 8 h 6 N － 4 0 0－ E 円　　　　 形

m

0 ．7 5

m

0 ．6 7

m

0 ．1 4 ～ 0 ．2 9

m 2

0 ．4 3 9

二L 官巾与料
石
1奨　 造　 占2

P l

P l

P l

m　　　　 m　　　 m

0 ．2 6　 0 ．2 3

0 ．3 6　 0 ．2 7

4 ．6 5　 4 ．2 0

双 孔 円板 1

S B O 1 5 － P 3

1 9 7 D 8 h 6 N － 7 0 0－ E 長　 方　 形 0．6 6 0 ．4 5 0 ．5 3 0 ．2 9 7

1 9 8 D 8 f 8 N － 2 7 ．5 0－ E 楕　 円　 形 0．8 5 0 ．6 2 0 ．4 4 1．6 9 5

1 9 9 D 8 f 8 N － 3 2 0 － E 楕　 円　 形 0．7 5 0 ．48 0 ．5 3 ノー0 6 2 1．1 8 6

2 0 0 D 8 f 8 N － 4 4．5 0 －W 円　　　　 形 0．6 8 0 ．5 7 0 ．1 1 ～ 0 2 5 0 ．3 6 1 土 師 器 片

土 師 器 片

弥　 生　 片

土 師 器 片

砥　　 石

土 師 器 片

土　 師　 器

陶　　 器

2 0 1 D 8 f 9 N － 2 8 0 － W 円　　　　 形 0．6 5 0 ．5 9 0 ．3 4 ノ） 0．4 1 0 ．3 2 9

2 0 2 D 9 h l N － 4 0－ W 楕　 円　 形 1．0 5 0 ．8 0 0 ．2 1 2 ．6 8 4

2 0 3 D 9 h l N － 7 0 －W 不　 定　 形 1．0 9 0 ．9 0 0 ．1 4 ′～ 0．1 6 0 ．9 8 1

2 0 4 D 8 h 9 N － 1 3．5 0－ W 楕　 円　 形 0．5 8 0 ．5 5 0 ．3 0 ～ 0 ．4 4 1 ．0 0 1

2 0 5 D 8 h 9 N － 9 0 q － W E 樽　 円　 形 0．4 3 0 ．3 3 0 ．2 1 0 ．4 5 2

2 0 6 D 8 g 9 N － 8 9 0－ W 楕　 円　 形 0．4 7 0 ．4 2 0 ．2 9 2 ．4 8 6

2 0 7 D 8 g 9 N … 8 6 0－ W 楕　 円　 形 0．8 7 0 ．7 0 0 ．3 8 1．9 3 4

2 0 8 D 8 f 9 N － 8 4 ．5 0 － W 楕　 円　 形 0．6 6 0 ．6 2 0 ．6 3 1．2 8 4

2 0 9 D 9 h l N － 6 0 － E 不 定 長 方 形 2．0 4 0 ．6 8 0．2 3 1．3 8 7

2 1 0 E 9 b l N － 8 4 0 －W 長　 方　 形 2．7 2 1 ．0 2 0 ．19 ～ 0 ．2 4 2 ．7 7 4

2 1 1 F 9 i l N － 7 0 1－W 不　 定　 形 1．4 9 0 ．9 6 0 ．6 6 1．4 3 0

2 1 2 F 9 i 2 N － 7 0 － W 不　 定　 形 0．5 6 0 ．3 4 0 ．2 6 0 ．1 9 0

2 1 3 F 9 i 2 N － 7 0 －W 不　 定　 形 1．1 8 1．0 4 0 ．2 6 1 ．2 2 7

2 1 4 D 8 a 5 N － 7 0 0－ W 楕　 円　 形 1．0 4 1．0 2 0 2 3ノー 0．3 6 3 ．3 2 8

2 1 5 D 8 a 5 N － 2 1 0－ E 不 定 長 方 形 0．8 2 0 ．6 7 0 ．2 5′～ 0．3 2 0 ．5 4 9 S B O 1 5 － P 4

S B O 1 3 － P 8

2 1 6 E 9 j 3 N － 9 0 q－ W E 長　 方　 形 1．6 0 1 ．2 5 0 ．3 7 2 ．0 0 0

2 1 7 E 9 j 3 N － 9 0 0－ W E 長　 方　 形 1．4 0 1 ．3 0 0 ．18 へ′0．4 4 1 ．8 2 0

A
2 1 8 E 9 j 4 N － 8 6 0－ W 長　 方　 形 1．2 6 0 ．7 1 0 ．3 7 0 ．8 9 4

8
2 1 8 E 9 j 4 N － 8 7 0 － W 長　 方　 形 1．7 2 0 ．6 7 0 ．5 3 1．1 5 2

A
2 1 9 E 9 j 4 N － 8 5 ．5 0 － W 長　 方　 形 1．9 8 1 ．4 0 0 ．5 5 2 ．7 7 2

8
2 1 9 E 9 j 4 N － 8 5 0 － W 長　 方　 形 1．5 6 0 ．7 0 0 ．5 0 1 ．0 9 2

2 2 0 E 9 j 5 N － 9 0 q － W E 長　 方　 形 1．2 6 0．7 8 0 ．4 7 ′〉0．9 4 0 ．9 8 2

2 2 1 E 7 C 9 N － 3 1．5 0－ E 不 定 長 方 形 2．8 6 2 ．1 3 0 ．5 シー0．5 8 6 ．0 9 1

2 2 2 E 7 b O N － 3 3 0 － E 長　 方　 形 2．2 4 0．9 9 0 ．4 6 ～ 0 ．5 8 2 ．2 1 7

2 2 3 E 7 b O N － 3 5 0 － E 長　 方　 形 1．5 8 0 ．9 6 0 ．6 4 1．5 1 6

2 2 4 E 7 b O N … 3 6 ．5 q－ E 長　 方　 形 2．3 4 4 ．3 0 0 ．1 2 ～ 0 ．4 6 1 0 ．0 6 2

2 2 5 E 8 b l N － 5 3 0 － W 不 定 長 方 形 3．4 4 1 ．0 6 0 ．0 8～ 0 ．3 4 3 ．6 4 6

2 2 6
D 8 j l

E 8 a l
N － 3 6 0 － E 長　 方　 形 1．4 6 1．14 0 ．5 8 1 ．6 6 4

土 師 器 片

粘　 板　 岩

土 師 器 片

陶　　 器

2 2 7 D 8 j l N － 3 7 0 1 E 長　 方　 形 1．7 4 0 ．6 2 0 ．5 0 1 ．0 7 8

A
2 2 8 D 8 j l N － 3 7 0 － E 不 定 長 方 形 1．38 0 ．9 2 0 ．5 0へ 0 ．7 0 1 ．2 6 9

B
2 2 8 D 8 j l N － 3 5 0－ E 不 定 長 方 形 1．2 0 0 ．7 4 0 ．5 0～ 0 ．7 0 0 ．8 8 8

2 2 9 D 7 g 7 N － 8 2 0－ W 不 定 長 方 形 1．7 3 0 ．7 6 0 ．2 8～ 0 ．3 0 1．3 1 4

2 3 0 D 7 j 9 N 1 5 2 0－ E 長　 方　 形 2．7 3 1 ．0 4 0 ．5 0 2 ．8 3 9

2 3 1 E 7 a 7 N － 3 6．5 0 － W 楕　 円　 形 1．8 8 0 ．8 8 0 ．2 2 5．9 7 8

2 3 2 E 7 C 7，C 8 N － 7 7 0－ W 不 定 長 方 形 1．8 6 0．8 4 0 ．4 0 1．5 6 2

2 3 3 E 7 C 8 N － 7 0 0 － W 長　 方　 形 2．0 0 鼠 7 6 0 ．5 0 1．5 2 0

A
2 3 4 E 7 C 8 ，C 9 N － 6 2 01 W 不　 定　 形 1．2 0 0 ．7 0 0 ．5 2 0 ．8 4 0

B
2 3 4 E 7 C 8 ，C 9 N － 6 2 0 － W 不　 定　 形 0．8 8 0 ．7 6 0 ．6 2 0 ．6 6 8

C
2 3 4 E 7 C 8 ，C 9 N － 6 2 0 － W 不　 定　 形 1．0 6 0 ．5 0 0 ．5 2 0 ．5 3 0
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遺 構 地 区 主 軸 方 向 上 面 形 状 規　　　　 模

面 積 覆 土 遺 物

。 ！ 規　 模

備　　 考
長 軸 短 軸 l 深 さ P 番号 長 軸 短 軸 深 さ

S K 2 3 5　 E 7 C 9　　　 N － 6 0 0－W　　 方　　　 形
m

0．7 7

m　　　　　　　　 m

0 ．6 6　　　　 0．5 4
m

0 ．5 0 8

2

土 師 器 片

土 師隻土器

捨　　 鉢

土 師 器 片

P l

m

0 ．4 2

m

0 ．3 4

m

0 ．1 0

0 ．0 9

0 ．3 1

0 ．3 2

．1 5

．2 3

．1 5

．2 2

．2 7

．0 8

0 6

0 2

1 0

地 下 式 墳

地 下 式 頭

馬　 骨

地 下 式 墳 （前 ）

地 下 式墳

地 下式 壌

2 3 6　 E 7 d O　　　 N － 5 3 0－ W 台　　　 形 0．8 8 0 ．7 8　　　　 0．4 6 0 ．2 0 2

2 3 7　 E 8 d 3　　　 N － 2 3 0－ E　　 長　 方　 形 1．2 8 1 ．1 6 0 ．1 4 ～0 ．2 0 1 ．4 8 4

2 3 8　 E 7 f 8　　　 N … 3 7 0－ E　　 不 定 長 方 形 2．1 2 1 ．5 7　 1 ．7 8 ノー 1月4 3 ．3 2 8

2 3 9　 E 8 g 9 ，h 9　 N － 8 4 0 － E　　 長　 方　 形 1．8 6 1．1 8　　　　 0．7 4 2 ．1 9 4

2 4 0　 E 8 g O　　　 N － 8 8 0 － W　　 長　 方　 形 1．8 6 1．0 2　 0 屋 4 ～ 0 ．7 2 1．8 9 7

2 4 1 E 7 j 7　　　 N － 4 3 0 － W　　 楕　 円　 形 0．5 8 0 ．4 8　　　　 0．1 4 0 ．8 7 9

2 4 2　 E 7 i 6 N － 8 0 0－ W　　 楕　 円　 形 1．0 0 0 ．8 0　　　　 0．1 5 2 ．5 4 3

2 4 3 E 7 f 8　　　 N － 4 9 0 － E　　 不　 定　 形 1．4 2 1 ．1 0　　　　 1．0 4 1．5 6 2

2 4 4 E 7 e 7　　　 N － 4 7 0－ E　　 楕　 円　 形 2．3 0

（2．7 0 ）

2 ．1 4

（2 ．5 0 ）
2 ．3 0 ～ 2 ．3 4 6 ．9 7 0

2 4 5　 E 7 e 6 N － 3 2 0－ E　　 不 定 長 方 形 2．8 0 2．1 0 1 ．6 0 ～ 2 ユ5 5 ．8 8 0

2 4 6　 E 7 f 5 ，f 6　 N － 2 7 0 － E　　 不　 定　 形 1．7 6 1．6 0 2 ．1 3 2．8 16 二田 か 須恵

土 師 器 片

（多 ）

土 師 器 片

土 師 器 片

2 4 7　 E 7 f 7 ，g 7　 N － 3 4 0 － W　　 不 定 三 角 形 2．1 0 1．3 0 0 ．7 4 ～ 0 ．9 4 0 ．8 8 2

2 4 8　 E 7 g 7　　　 N － 5 3 0 － E　　 長　 方　 形 2．2 2 1．7 0 0 ．7 0 ～ 0 ．8 0 3．7 7 4

A
2 4 9 E 7 g 8 N － 4 4 ．5 0－ E　 長　 方　 形 2．5 2 2 ．3 4 0 ．7 3 5 ．8 3 6

B
2 4 9　 E 7 g 8　　　 N － 4 4 ．5 0－ E　 長　 方　 形 2．5 0 0 ．7 8 0 ．1 8 1 ．7 4 7

2 5 0　 E 7 g 6 ，g 7 N … 3 9 0 － E　　 不　 定　 形 1．0 0 0 ．9 8 0 ．4 8 0 ．9 8 0

2 5 1 E 7 g 7　　　 N － 6 1 0… W　　 長　 方　 形 2．0 8 1 ．6 8 1 ．0 5 3 ．4 9 4

2 5 2 E 7 e 7　　　 N － 4 3 0 － E　　 不　 定　 形 0．9 0 0 ．8 0 0 ．3 2 0 ．7 2 0
P 2 0 ．2 8 0 ．2 0

2 5 3　 E 7 g 6　　　 N － 6 8 0 － W　　 長　 方　 形 2．3 8 1．6 5 1 ．1 8 3 ．9 2 7 P l

P 2

P l

P 2

P 3

P 4

P l

P l

P 2

P 3

P 4

P 5

0 ．7 1

0 ．5 3

0 ．3 0

0 ．3 2

0 ．2 5

0 ．4 6

0 ．6 2

0 ．4 2

0 ．2 8

0 2 1

0 ．1 8

0 ．2 2

0 ．5 0

0 ．3 5

．3 0

．2 6

．2 4

．2 2

．4 8

．3 8

．1 3

．1 4

．1 1

．2 1

2 5 4　 E 7 f 7　　　 N － 4 3 0 r w　　 長　 方　 形 2．7 2 1．7 4 0 ．1 0 4 ．7 3 2
土 師 器 片

陶　　 器

砥　　 石

土 師 器 片

土師 ・須 恵

陶　 器　 片

2 5 5　 E 7 g 9　　　 N － 4 1 0 － E　　 長　 方　 形 2．5 0 1 ．7 2 2 ．2 0 4 ．3 0 0

2 5 6 E 7 g O　　　　　　　　　　 不　 定　 形 1．1 2 0 ．6 0 0 ．2 0 4 ．6 5 1

2 5 7　 E 7 h O　　　 N … 4 7 0… W　　 長　 方　 形 2．2 8 2 ．0 4 0 ．5 2 0 ．6 7 2

A
2 5 8　 E 7 h 9 ，g 9　 N － 3 4 0 － E　　 不 定 長 方 形 1．8 0 1．1 0 0 ．2 2 1 ．9 8 0

B
2 5 8　 E 7 h 9 ，g 9　　　　　　　　 半　 円　 形 1．4 6 0 ．6 3 0 ．4 6 ～ 0 ．5 6 0 ．8 3 5

C
2 5 8　 E 7 h 9，g 9 不　 定　 形 1．4 0 1．1 4 0 ．2 0 ～ 0 2 6 1 ．4 19

2 5 9　 E 7 f 6 ，f 7　 N － 3 4 0 －W　　 長　 方　 形 2．5 0 2 ．2 0 2．2 8 5．5 4 4

2 6 0　 E 7 h 6 ，h 7　 N － 5 1 生」 E＋ 上 島　 方　 形

2 6 1 E 7 h 8 ，i 8　 N － 3 2 0 － W　　 不 定 長 方 形

2．9 0

2 ．5 0

2 ．10

●

1．9 4

0 ．5 0

0 ．4 0

6 ．0 9 0

4 ．8 5 0

土師質 土器

土 師 器 片

土 師 器 片

陶　　 器
2 6 2　 E 7 i 7 ，i 8　 N ～ 4 3 0 － E　　 方　　　 形 2．1 0 2．0 5 1 ．0 4 2．1 8 4 土 師 器 片

2 6 3　 E 7 j 8　　　 N … 5 4 0 － E　　 長　 方　 形

2 6 4 E 7 j O　 N － 3 4 0 －W　 農 不孟 遥

2．3 0

1．4 0

（1．7 5 ）

1．8 0

1．2 2

0 ．8 0 へ弔．9 3

1．7 4 ～ 1 ．8 8

4．1 4 0

1 ．7 0 8

土 師 器 片

土師 質土器

陶　　 器

2 6 5 E 8 f 3　　　 N － 3 7 0 － E 長　 方　 形 4．5 6 0 ．9 0 0 ．7 0 へ勺．8 6 4 ．1 0 4

A
2 6 6　 E 9 i 3，j 3 N … 8 9 0－ E　　 長　 方　 形 ．1．2 6 0 ．8 2 0 ．3 0 1．0 3 3

8
2 6 6　 E 9 i 3 ，j 3　 N － 8 7 0－ E　　 不 定 長 方 形 1．6 0 0 ．8 6 0 ．3 1 1．3 7 6
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虜

遺　 構 地　　 区 主 軸 方 向 平 面 形 状
規　　　　 模

覆 土 遺 物 P 番 号
規　　　 模 i 備 考

長 軸 短 軸 深　 さ 面 積 長 軸 短 軸 深 さ

S K 2 6 7

2 6 8

E 8 f 3

E 9 d 6

N － 2 0 0 － E

N － 5 9 0 － W

長　 方　 形

円　　　　 形

m
不 明

1 ．5 2

m
0 ．7 0

1．5 0

m

0 ．3 0

0 ．7 3

m 2

1．8 1 1

m m m

2 6 9 F 8 e 6 ， f 6 台　　　　 形 2 ．2 5 1．5 2 0 ．7 0 ～ 0 ．8 2 2．2 6 5

2 7 0 F 8 d 5 N － 3 3 0－ W 長　 方　 形 1 ．0 4 0 ．7 5 0 ．1 5 0 ．7 8 0
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3。溝（SD）

S田のの瑠（第224図）　本溝株　E7eE8・F8に確認され，東部地区の西南部を西側より東

南に走り，ほぼ中央部の南側にSDO02が平行して走り，ともに南方に向かうと想定される。

西側の溝の始まりはSH03の南側の立ちあがり部に接するE7a3より主軸方向N－72LW

を向き，約32m東南のE8elでN～580～W方向となり，SIO83・SIO78の住居を切り

SI068の南で角度を変え，F8C8ではN－270－灘を向きさらに南下すると考えられる。

確認されたSDOOユの全長は約78・7mほど，上幅はユ～1．6mほどで，遺構面からの深さは

高低差の関係があるがe西側で60～78cm・中央部で45cm・南側で54cmほどであり，底面

のレベルはAhA′で22・82mのF－F′で23・24m・GMG′で23．29m・主I′で23．46mを測り

中央部と西側の比高は57cmで，西側と南側の比高は64cmを測り，南側より中央にかけては

それほどの高偲ばないが西側に向かうにしたがい傾斜を示している。断面形状は西側では薬研

状を呈するが，中央から南にかけてはややなだらかな傾斜を示している。

表土下第2層より掘り込まれ，覆土の第1層aはローム粒子を含む褐色土で，きわめて固い
題

層である。第2層は暗褐色土の堆積である。

覆土中の遺物は，少量の土師器片と陶磁器・石製品が出土している。

石製品は長径9・2cm・幅2・85cme厚さ2・55cmほどを測り，頂部は鋭角をなし中央部が厚

みをもつ鰹節状をなし，基部は欠損している0最大幅をなす部分を境に上下ともよく使用され

研ぎ減っている。側面および裏面の一部に砥石製作時の切断面が残る。

もう1つは長径3・2cm◎短径2・75cm増さ1・65cmほど残存する小型の方形状の砥石で，表・

裏面が使用されているが大部分は欠損している○材質は両方ともにぷい橙色を呈する凝灰質頁

岩である。

SDのの2（第224図）　本溝は，SDOOユのほぼ中央部に位置するSIO83内の床を切って始

まり，SDOOlと平行して東南下する。上幅1～1．6mほどでSDOOlとほぼ同じである。現

在長は37・2mほどを測り，深さは16～26cmほどでSDOOlと比べると高低差はあまりな

く東南より西北にゆるい傾斜を示している。覆土は第1層が暗褐色土，第2層が褐色土層の堆

積である。断面はゆるい「U」字状を呈する。

遺物は少量であるが，土師器，責瀬戸の小皿が底部付近より出土している。

SDOOlC SDOO2はそれほどの時代差はないと考えられ，あるいは同時期に近いとも考え

られる。

SDOO上SDO02にはわずかではあるが壁面にピットを有し，底辺部より黄瀬戸系の陶器が
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G－24．00　sDOO2

S D Oの　土層解説
1．a Hue7．5YR4／4　褐　色　　ローム粒子（少）きわめて固い

b Hue7．5YR3／4　褐　色　　ローム粒子（中）aに比してやわらかい
c Hue7．5YR4／4　褐　色　　ローム粒子（極少）

2．　　Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ロームブロック（少）・ローム粒子（少）
3．　　Hue7．5YR4／6　褐　色　　ロームブロック（少）・ローム粒子（多）

S D OO2　土層解説

1．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ローム粒子（少）
b Hue7．5YR3／4　暗褐色　　ロームブロック（多）
c Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム粒子（少）ボソボソでやわい

2．　　Hue7．5YR4／4　褐　色　　ローム粒子（少）

第224図　SDOOl・002　実測図
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出土していることより，中世の溝状遺構と考えられる。

出土遺物（第225図）　陶器の皿が1点出土している。口縁部は

輪花状で，内側には花弁風の彫文が施され，底部には2圏がめぐ

る。粕色は黄色であるが，かかり具合にむらがあり安定していな

い。底部には窯道具を使った重ね焼の痕がみられ，素地は黄味を第225図　SDOO2出土遺物

帯びた白色を呈する。SXOOl出土の陶器に類例があり，（第266図－1）黄瀬戸に属するものであ

ろう。

SDOO3　本溝は，東部地区の南側斜面F8g6に確認され，上幅2～2．4mほどで現在長11

mほどを測るが，底部が凹凸で壁もなだらかに立ちあがるやや不定形の溝である。西北方向に延

びると考えられたが，途中で立ちあがって切れる。遺物はわずかの土師器片が流れ込んでいる

が，時期は不明である。

SDOO4（第226図）　本溝は，E7層に確認され西北より東南にかけて直線的に走る断面形が

「Ⅴ」字状の清である。西北の始まりはSH03の南の立ちあがりの上面E7b3より主軸方向N－

250－Wを向き，東南に直線的に延びE7j6でN－200－W方向を向く。溝の中央部の東方に地

下式土墳群が位置している。溝の帝．T末E7j6でSDO07がNhlOO。－Sほどで接している。

確認されたSDO04の全長は36．7mほどで，上幅は西北側は狭く約1mほどであるが，中央

より東南にかけては1．4～1．7mの幅を有する。遺構面からの深さは高低差の関係があるが，

西北側では50～85cm，中央部では90cm，東南末では80cmを測り，底面のレベルは西北側

で22．684m，中央部がやや高くなり23mほどとなる。東南側は22．72mの標高を有している。

覆土は，5層からなり，ローム粒子・ローム小ブロックを含み，少量の焼土・カーボンが検

出されている。D－D′の上面第8・9層は，古墳時代後期の住居址と想定される掘り込みが看

取される。

出土遺物は少量の土師器・弥生式土器等が検出され古式土師器が出土し，古墳時代後期の住

居が上面に構築されていることにより，この溝は古墳時代前期に比定されると考えられる。

SDOO6（第23図）　本溝は，SH02を東北より西南にかけて切り込んでいる。

溝の始めはE7dlより主軸方向N－140－Eを向き，SH02の畝を斜めに横切るように抱り込

まれ，E6fOまで続き，現在長は17．4mを測りさらに西南に延びると想定される。

遺物はほとんど検出されず，中世期のSH02を切っていることよりそれ以降の時期であるこ

とは確かであるが，明確な時期は不明である。

覆土はローム粒子・ロームブロックを含む暗褐色土が堆積しているが，全体的にそれほどし

まりのある土層ではない。
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＄臣のの官（第227図）　本溝は，地下式土壌群の南側E7j6～E7jOに確認された断面「U」

字状を呈する直線的な溝である。

主軸方向はN－750－Eを向き，上幅90cmほどで，壁はゆるやかに外側に立ちあがり底面の

広い「U」字状を示し，底レベルはE7j6で22．89meE7iOで23．20mほどで，比高は31cm

ほどで東より西に傾斜を示している。壁および底辺付近に柱穴を有している。

現在長は接3mほどであるが，さらに東側へ延びていると考えられる。西側はSDO04とほ

ぼ垂直に交差している。

覆土は3層からなり，ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土である。

遺物は，陶磁器e土師質土器等が出土しており，掘り方や壁面に柱穴痕をもっことなどで，

中世の溝状遺構と想定されるが確定的ではない。

SDのの8　本溝は，東部地区の西南F7C～C4に確認され，主軸方向はN－530－Wを向き，

上幅は3mほどで，現在長は5・6mほどを有し西南から東南に延びると想定される。遺構面か

らの深さは約50cmほどで，壁はゆるやかに斜めに立ちあがり，底面は凹凸である。

覆土は5層に区別でき，第2層および第3層に多数の土師器片が流れ込んでいる。

中世期の堀SH02がF6aOで立ちあがる様相を呈しており，SDO08は何らかの関係がある

かとも考えていたが，SDO08の壁面，底面は軟弱であり，堀との関連は薄いと考えられSH02

の南側の防備に疑問をなげかける。
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第226図　SDOO4　実測図

0

』＝』m

S D OO7　土層解説
1．a Hue7．5YR3／2　黒褐色　　ローム粒子（少）・ローム小ブロック（徴）

b Hue7．5YR3／2　黒褐色　　ローム粒子（微）
2．　　Hue7．5YR5／6　明褐色
3．　　Hue7．5YR4／4　褐　色

S D OO4　土層解説
1．a Hue7．5YR3／3　暗褐色

b Hue7．5YR3／2　黒褐色
C Hue7．5YR2／2　黒褐色

2．a Hue7．5YR4／4　褐　色
b Hue7．5YR3／2　暗褐色

3．a Hue7．5YR4／4　褐　色
b Hue7．5YR4／4　褐　色
C Hue7．5YR5／6　明褐色

4．　　Hue7．5YR3／3　暗褐色
5．　　Hue7．5YR3／2　黒褐色
6．　　Hue7．5YR5／6　明褐色
7．　　Hue7．5YR3／2　黒褐色
8・　Hue7．5YR3／2　異国色
9．　　Hue7．5YR2／1　黒褐色

ローム小ブロック（多）
ローム小ブロック（中）

ローム粒子（少）eローム小ブロック（微）
ローム粒子（中）・ローム小ブロック（中）eカーボン（少）
ローム粒子（微）・焼土（少）
ローム粒子（少）・ローム小ブロック（少）
ローム粒子（微）eカーボン（中）
ローム粒子（多）
ローム粒子（少）・カーボン（微）
ローム粒子（多）・ロームブロック（多）

ローム粒子（微）・ローム小ブロック（微）
ローム粒子（少）・カーボン（微）
ローム粒子（多）・カーボン（少）
ローム粒子（少）・焼土（微）
ローム粒子（少）・ロームブロック（中）・カーボン（微）
ローム粒子（微）・ロームブロック（少）

第227図　SDOO7　実測図



SD OO5（第228図）　本溝

は，東部地区の南側E8j4～

F8d5に確認され，さらに西

南のF8b4～F8C4に走る溝

とF8C4区で接合し，細い

「Y」字状を呈している。

確認されているSDO05の

始めはE8j4で主軸方向N－

350－Wを向き，F8C4で西

側の溝と合流し，F8d5で

N一一200－Wで南下し，南斜面

で立ち切れる。

遺物は少量の流れ込みの土

器片である。時期は不明であ

る。

B一

A－24．00

一B′

＼ふ了

第228図　SDOO5　実測図
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SD OOg（第229図）　本溝

は，東部地区の西南E8i且

よりF7a9に確認され，西北

4mほどでSD O07が東西に

走り，東南約ユOmほどでSD

O05が西北より東南に走り，

ほぼ中間ややSD O07よりに

本溝は位置する。

主軸方向はN－570－Eを

向き，上幅上4m～2．4m，現

在長は17mを測り言遺構面の

深さは40～80cmほどで，ゆ

るい傾斜をもち，外側に立ち

あがる。底面は凹凸がみられ，

ほぼ中央にSK264の地下式土

壌が位置している。本溝は東

北より西南に傾斜し，南斜面

で消滅する。

覆土はローム小ブロックを

含む黒褐色・暗褐色土でやわ

く，遺物は流れ込みの遺物が

わずかに検出されるに留まり

本溝の時期は不明である。

0　　　　　　　　2m

ト　l J

B－24．00

S D OO9　土層解説

1．Hue7．5YR3／2　黒褐色　　ローム小ブロック（微）
2．Hue7．5YR3／3　暗褐色　　ローム小ブロック（中）
3．Hue7．5YR4／4　褐　色　　ロームブロック（多）・黒色土（徴）
4．Hue7．5YR4／4　褐　色　　ローム小ブロック（微）

第229図　SDOO9　実測図
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4。堀（SH）

Smの瑠（第1号堀）（第232図）　本城は，東部地区のほば中央部D7。D8eD9e E8e E9

区にわたり確認された断面箱薬研状の大規模な塊で，中央部が南側に張りだす出桝形状を呈し

東南側が掘り切りの空堀である。

主軸方向はD8flでN－720－Wを向き，西方12mほどで土塁状遺構に突きあたり北に折れ

地形に平行して北進し，西傾斜面の腰曲輪を形成していると考えられる。

D8日の東側は10mほどで堀の南外辺部に7m幅で2．2mほど堀内に突出した橋脚部と想定

される張り出し部がある。さらに東側のD8g5で方向を約900南に屈曲し，さらにユ2mほどで

約1000の角度をもち東南に向き直線的に23mほど続き，さらに東北方向に960に折れ用mほ

ど進み，さらにクランク状に東南方向に折れ，2ユmほど続き掘り切りになる。

SH鋸の長さは，北側外辺部で88mを測り，南側外辺部では94m，底部は95mの長さを有

して西端部で北側に屈曲している。上幅は7～8mほどであるが，折曲する部分では約mmを

測る。

遺構確認面からの深さは西側の傾斜地では2．6～2．9mほどであるが，中央部は3．5mほど

で，東南側は4．14mほどの深さに掘り込んでいる。

断面形態は西側で底面から約500の角度を有し，中段からは200のゆるい傾斜となり肩部へ

立ちあがる。

中央部は底面幅1mほどを有し約700の角度で立ちあがり中段から300ほどになる。

東南端は，底面は約600ほどの薬研状をなし中段から底部へは300を測る箱薬研塊状の断面

を呈している。

桝形部は長径21m，短径11mほどで面積231m2を有し，西側にピットが5個確認されてい

る。東側の肩部やや斜面に幅ユ0～30cmほどで，長さ5．5mほどの溝を確認する。中央部は

S王029～SIO34の住居が重複して位置している。

橋脚部は桝形部の西側と東南側の折りの部分が考えられるが，西側の張りだし部は他の遺構

とも考えられる。東南の橋脚部と考えられる遺構は，桝形部の東南コーナー東よりの北斜面中

段に長径6．7m，短径1．5mほどの平場を造り出し，堀底は砂質粘二L　白色粘土層に達し，角

柱穴状のピットが2つあり西側のピットは71cm，東側ピット117cmはどの方形状に掘り込ん

で位置している。また，遺構確認面からピット底までの深さは，4．4～4．7mを測るが平場か

らの深さは2．6mほどである。

覆土（第233◎234図）は8層から10層に区分され，第2層より掘り込まれ，堀の底部は砂質粘
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威

＼

土e白色粘土層まで達している。

堆積状態は底辺部で自然堆積状を示しているが，第4層はきわめて堅い土層であり，ある一

時期の生活面があったと想定される。第3層にローム大ブロックを多量に含み，ややボソボソ

の感じの層であり，内側の土塁状遺構の残存を埋めもどしていると考えられる。

遺物は，桝形部の東南コーナーの中段斜面に宝匪印塔の塔身部（第231図）が出土し，東側橋脚

部の底辺付近に瓦質の火合の一部と考えられる底部片を検出した（第230図）。火合はかなり大型

の円型で，底部には3ヶ所に脚がつくと考えられる。脚の付け根には彫文を施した装飾があり，脚

は欠損して不明であるが蕨手風のものがつくと考えられる。表面は黒く焼きあがり，内部は灰

褐色を呈する。

第230図　SHOl　出土遺物
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A－24β0

A－A′　土層断面解説
1．a f葺ue7．5YR4／

b Hue7．5YR4／
C Hue7．5YR4／

2．a Hue7．5YR4／
b Hue7．5YR3／

4／4　褐　　　　色
4／4　褐　　　　色
4／4　褐　　　　色
4／6　褐　　　　色
3／4　暗　褐　色
3／4　暗　褐　色
4／6　褐　　　　色
4／4　褐　　　　色
4／6　褐　　　　色
4／4　褐　　　　色
3／4　暗　褐　色
3／4　暗　褐　色
3／6　暗　褐　色
4／6　褐　　　　色
4／6　褐　　　　色
4／4　褐　　　　色
4／6　褐　　　　色
2／3　暗　褐　色
3／4　暗　褐　色
5／8　にぷい黄褐色

c Hue7．5YR
3．a Hue

b Hue
4．a Hue
b Hue

5．a Hue
b Hue
C Hue

6．a Hue
b Hue

C Hue
7．　　Hue
8．a Hue

9．　　Hue
lO．　　Hue

10YR

7．5YR
7．5YR
7．5YR
7．5YR
7．5YR

7．5YR
lOYR
lOYR
lOYR
lOYR

7．5YR

7．5YR
7．5YR

ローム粒子e焼土ブロック（少）若干含む表土層eロームブロック　カーボン（少）含む
ロームブロック多く含む
ロームブロック含み焼土粒子を含む
ロームブロック（小）含む
ロームブロック粒子（小）含む
ロームブロック粒子（小）含む
ロームブロック粒子多く含み（乾燥がはげしくポソポソ）

ロームブロック（大）・粒子多く含む偲燦がはげしくポソボソ）
ロームブロック（大）粒子含みハードである
ロームブロック（小）ロームブロック（大）若干含む
ロームブロック（小）多く含みカーボン（微）含む
ロームブロック（小）多く含みカーボン廃土若干含む
ロームブロック（小）カーボン（小）含む

ロームブロック（小）多くカーボン（微）・粘土小ブロック含み荒くしめけをもつ
ロームブロック・カーボンe白色粘土若干含む

ロームブロックeカーボン・白色粘土若干含む
ロームブロック（小）eカーボン含む白色粘土多く含む
ロームブロックe白色粘土e黒色土を含む
ロームブロック・粘土粒子含みしめり有・荒い
白色粘土e黄褐色（ロームまじり）しめりけ有

』三豊豊二二』

D－D’

1．a

b

土層解説
Hue lOY R

Hue lOYR
4

4

2．a HuelOYR3

／

／

／

b HuelOYR3／
3．　　Hue7．5YR3／
4．a Hue7．5YR3／

b Hue7．5YR3／
C Hue7．5YR3／

5．　　Hue7．5YR3／
6．a Hue7．5YR4／

b Hue7．5YR4／

7．C雲霊：鍔鵠

4

4

3

3

3

4

4

4

3

4

4

4

3

8．　　Hue7．5YR3／4

第233図　SHOl　土層断面図（1）

B－B’土層解説
1．　　Hue7．5YR4／4
2．　　Hue7．5YR4／6
3．　　Hue7．5YR4／6
4．a Hue7．5YR4／6

b Hue7．5YR4／6

5．　　Hue7．5YR3／4
6．　　Hue7．5YR5／6
7．a Hue7．5YR4／2

b Hue7．5YR4／3
8．a Hue7．5YR4／4

b Hue7．5YR4／3
9．a Hue7．5YR4／4

b Hue7．5YR4／6
10．　　Hue7．5YR4／2

C－C’土層断面解説
1．b Hue7．5YR4／
2．a Hue7．5YR3／

3．　　Hue7．5YR4／
4．a Hue7．5YR4／

c Hue7．5YR4／
5．　　Hue7．5YR4／

6．a Hue7．5YR4／
b Hue7．5YR4／

7．a Hue7．5YR3／
b Hue7．5YR3／
C Hue7．5YR3／

8．a Hue7．5YR4／
b Hue7．5YR4／

9．a Hue7．5YR3／

b Hue7．5YR3／
10．a HuelOYR4／

b HuelOYR4／

褐　色
褐　色

暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
褐　色
褐　色
褐　色
褐　色

4　褐　色
4　暗褐色
4　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　褐　色

3　褐　色
3　褐　色
3　暗褐色
3　暗褐色

3　暗褐色
4　褐　色
4　褐　色
4　暗褐色
4　暗褐色
4　褐　色
4　褐　色

褐　色　焼土粒子・焼土ブロック（小）・ロームブロック（小）e表土層ハード

褐　色　ロームブロック多く含むeロームブロック粒子を多く含む
褐　色　ロームブロック粒子を多く含む
褐　色　ロームブロック（大）・ローム含みカーボン焼土粒子を若干含む

褐　色　ロームブロック（中）l粒子を含みハード
暗褐色　ローム粒子・焼土カーボン（微）を含む
明褐色　ローム・しめりけをもつ

灰褐色　ローム粒子・ローム小ブロックを含みきわめてハード道路
褐　色　ローム粒子・ロームブロック（中）ハード

暗褐色　ローム粒子e粘土粒子・焼土粒子を含む
褐　色　ローム粒子・ロームブロック（中）を含む
褐　色　ローム粒子eブロックを含む
褐　色　ローム粒子eブロックを多く含み，粘土粒子を含む

灰褐色　粘土粒子小ブロック砂群を含む

ローム粒子・焼土ブロック（小）・若干含む表土層・ロームブロック・カーボン（少）含む
ロームブロック粒子（小）含む
ロームブロック（大）粒子多く含む
ロームブロック（大：・粒子多く含む
ロームブロック（大）e粒子含みハードである
ロームブロック（小）・ロームブロック（大）若干含む

ローム小プロオク（少）eローム粒子（中）e粘土粒子（極少）含む
ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）含む
ロームブロック（少）・粘土ブロック（中）含む
ローム小ブロック（多）・粒土粒子（中）含む

ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）・粘土ブロック（極少）・粘土粒子仲）含む
ローム小ブロック（少）・ローム粒子（少）e粘土粒子（極少）含む

ロームブロック（中）eローム粒ブロック（過多）・粘土粒子仲）含む
ローム小ブロック（中）・ローム粒子（多）・粘土ブロック（中）e粘土粒子（中）含む

ームブロック（中）・ローム小ブロック（多）e粘土ブロック（中）・粘土粒子（中）・黒色小ブロック（少）含む
－ムブロック（多〉ローム小ブロック（多）・粘土ブ子極少）e黒色ブロック（少）含む
－ムブロック（中）・ローム小ブロック（多）e粘土ブロック（中）・粘土粒子（少）含む

ロ

ロ

ロ

ローム粒子（多）・焼土粒子・乾燥が早くパサバサした感じ

ローム粒子（多）・ローム小ブロック（極少）傾燥度がが早くパサバサした感じe粘土層
ローム粒子（中）・ローム小ブロック仲）・カーボン粒（極少）
ローム粒子（中）・ローム小ブロック（多）

ロームブロック（多）eローム小ブロック（極小）・ローム粒子（少）

ーム粒子（中）・ローム小ブロック（極少）・カーボン粒（極少）
－ム粒子仲）・ローム小ブロック（多）・粘土粒子（少）e焼土粒子（極少）

－ム粒子（多）・ローム小ブロック（適虜粘・粘土粒子（極小）eロームブロック（少）
－ム粒子（多）・ローム小ブロック（少）e粘土粒子（多）・粒子小ブロック（少）・黒色小ブロック
ーム粒子（多）・ローム小ブロック（多）・粘土粒子（多）

－ム小ブロック（多）・粘土ブロック（多）・ローム粒子（多）e粘土粒子（多）eロームブロック（少）
－ム小ブロック（多）e　ローム粒子（多）e粘土粒子（多）・粘土小ブロック（過多）e粘土ブロック（中）
－ム粒子（多）もローム小ブロック（多）・粘土粒子（小）e粘土小ブロック（少）

－ム粒子仲）eローム小ブロック（多）・砂質粘土ブロック（多）瀾土中ブロック（多）・粘土粒子（中）灘土層で粘性がきわめて強い

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ
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第235図　SHOl　断面図（3）
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第236図　SH Ol　断面図（4）
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SⅢの2（第2号堀）（付図4）　　本城は東部地区の西南E7alからF6aOにかけて確認され

た巧」型状を呈する城で，北より南々西に走り断面「W」字状の畝堀である。

形態的には2つに分けられ，西側は箱塊状を示し，全体的には「㌔」型状をなしている。東側

は薬研塊状の断面形を示し，「㌧」型状を呈している。さらに北側では西側の箱塊と東側の薬研

堀とに狭まれた中央部に上4～上6mほどの土塁状の畝を残している。この土塁状の遺構は南

に向かうにしたがい傾斜し，高さを除々に減少し，南側で底辺近くで消滅する。

規模は西側の箱塊が上幅2．5～3mで，確認面からの深さは北側で1．5m・南側で2．1mを

測り，全長は約50mほどである。東側の薬研堀は北側で上幅3～4mであるが，南側は2．5～

2．7mほどとなり，深さは上6～上8mで南側がやや深い程度で，全長は約40mほどである。

堀底のレベル差はあまり明瞭ではないが，クランク状に曲折する部分がやや高い程度である。

覆土は大別して3層に分かれ，さらに用層に細分され，ロームブロックeローム粒子等を含

む暗褐色土・褐色土層である。箱城と薬研堀との切り合い関係は認められず，ほぼ同時期ある

いはその前後と考えられる。

遺物は，南側の西壁ぎわの覆土中より皇宋通宝がユ枚出土し，それより南方のやや下位に，

土師質の壷が出土している（第237図）。口綾部は，ほぼ垂直に立ちあがり端部は平坦である。底

部は広く安定し，最大径は27．2cmを測り，肩部から口綾部にかけてはヨコナデの痕がみられ

以下はタテに整形痕が伺える。蓋がつく蔵骨器に類似した形状を呈している。

第237図　SH O2　出土遺物

－280－－11



S H　02　土層解説

A－A′　　土層解説
1．a Hue7．5YR　暗褐色

b Hue7．5YR　暗褐色
C Hue7．5YR　暗褐色

2．a Hue7．5YR　暗褐色
b Hue7．5YR　暗褐色

3．a Hue7．5YR　暗褐色
b Hue7．5YR　褐　色
C Hue7．5YR　褐　色

S D OO6　土層解説
1．a Hue7．5YR　暗褐色

b Hue7．5YR　暗褐色
S D OO6　セクション

1．a Hue7．5YR　暗褐色
b Hue7．5YR　暗褐色

B－B’土層解説
1．a Hue7．5Y

b Hue7．5Y
c Hue7．5Y
d Hue7．5Y

R

R

R

R

2．a Hue7．5YR
b Hue7．5YR

3．a Hue7．5YR
b Hue7．5YR
C Hue7．5YR

4．a HuelOYR
b Hue lOYR

C－C′　土層解説
1．a Hue7．5Y

a’Hue7．5Y

a〝　Hue7．5Y

b Hue7．5Y

C Hue7．5Y
C′　Hue7．5Y

d Hue7．5Y
e Hue7．5Y

R

R

R

R

R

R

R

R

a Hue7．5YR
2．b Hue7．5YR

C Hue7．5YR
d Hue7．5YR
a Hue7．5YR

3．b Hue7．5YR
C Hue7．5YR

d Hue7．5YR
e Hue7．5YR

第238図　SHO2土層断面図（1）

暗褐色
暗褐色
暗褐色

暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
褐　色
褐　色
褐　色
褐　色

暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色

暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
褐　色
褐　色
褐　色
褐　色

ローム粒子仲）
ロームブロック
ローム粒子（多）
ロームブロック
ロームブロック
ローム小プロツ
ロームブロック
ロームブロック

・粘土粒子（極少）

（少）・ローム粒子（中）
e黒色軟質ブロック（少）
（多）・ローム粒子（少）・黒色軟質ブロック（極少）

（少）eローム小ブロック（少）・ローム粒子（多）
ク（中）・ローム粒子（過多）
（中）eローム小ブロック（過多）
（多）eローム小ブロック（過多）

ローム小ブロック（中）・ローム粒子（多）・黒色ブロック（少）
ローム粒子仲）

ローム粒子（少）

ローム小ブロック（少）eローム粒子（中）

ローム粒子（中）
ロームブロック（少）。ローム粒子（中）
ローム粒子（多）・ローム小ブロック（少）
ロームブロック（中）

ロームブロック（多）

ロームブロック（少）

ロームプロツウ（中）

ロームブロック（中）

ロームブロック（多）

ローム小ブロック（少）・ローム粒子（中）
ローム粒子（少）・黒色軟質ブロック（極少）
ローム小ブロック（少）・ローム粒子（多）
ローム粒子（過多）
ローム小ブロック（過多）
ローム小ブロック（過多）

ローム小ブロック（中）・ローム粒子（過多）

ロームブロック仲）eローム小ブロック（過多）・ローム粒子（多）

ローム粒子（中）

ローム粒子（中）・ローム小ブロック（極少）・黒色軟質ブロック（少）
ローム粒子（中）・ローム小ブロック（少）
ロームブロック（少）eローム粒子（中）
ローム粒子（多）e黒色軟質ブロック（少）
ローム粒子（多）・ローム小ブロック（少）

ロームブロック（中）・ローム小ブロック（少）eローム粒子（中）
ロームブロック（少）eローム小ブロック（少）・ローム粒子（多）
ロームブロック（多）・ローム粒子（少）・黒色軟質ブロック（極少）
ロームブロック抄）・ローム小ブロック（少）・ローム粒子（多）
ロームブロック仲）・ローム小ブロック（多）・ローム粒子（多）
1コ

lコ

ロ

ロ

ロ

ロ

ームブロック（少）eローム小ブロック（多）eローム粒子（多）
ームブロック（中）・ローム粒子（過多）
－ムブロック（中）・ローム小ブロック（過多）
－ムブロック（多）・ローム小ブロック（過多）
－ムブロック（過多）・ローム小ブロック（過多）
－ムブロック（中）・ローム小ブロック（過多）

〔各ブロック粒子の密度がうすくしまりがない。

全体的にポロポロした感じ〕
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第239図　SHO2断面図（2）
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第錮　図　SHO2　断面図（3）
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SHの3（第3号堀）（第244図）　本城は東部地区の西傾斜地D7区に確認された第3号堀で

ある。

堀の始まりはE7b3より北に延びD7i3で約300を向き弓なりに斜面裾に平行して北向する。

上幅は3～3・4m・下幅は0・8～1・2mほどで，遺構確認面からの深さは日～上5mを測

る。現在長は約37mほどあるが，さらに西北方向に延び下向すると想定される。

地底のレベルは南南西でユ9・80m弓ヒ側では18．70mである。比高はHmほどで，南南西

より北側に傾斜を示している。

断面形状は北側では箱塊状を示しているが，C－C′で東壁が段状をなしD－D′で東壁ぎわの

上面に薬研堀の掘り込みが確認され，南側ではこの薬研堀と箱堀とによって，SH02の南側で

みられるような畝が検出される。

覆土は7層からなり細分すれば31に区分され，ローム直上面より確認され，砂質粘土層まで

掘り込んでいる。箱堀の堆積土はロームブロック◎砂質粘土◎暗褐色土ブロック等を含み，堆

積状態は人為的に交互に埋められていると考えられる。薬研堀はレンズ状の堆積を呈している。

南端の南壁は長方形状に掘り込まれ，壁は垂直に立ちあがり，その上面部にSDOO巨SDO04

が接して位置している。さらに南南西を南北に走るSH02があって，SH03とは喰い違いのよ

うな状況を呈している。このSH02とSH03に狭まれた細い地区（ややゆるい段状をなす）が虎口

と考えられる。

出土遺物　北側の確認面付近で土師質土器（内耳土器）が廃棄されたような状態で出土している

（第264図－1）0内耳土器の中でも揺鉢形を呈し，口径29．6cm・器高8．5cmを測る。内耳は3

ヶ所に二等辺三角形になるように配置され，つくり出Lになっている。胎土は砂粒とスコリア

を多く含み，焼成は普通，色調は黄橙色を呈する。

第錮　図　SHO3　土層断面図（l）
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第錮　図　SH O3　土層断面図（2）

第錮　図　SHO3　土層断面図（3）

1：　　Hue7．5YR3／3
11：　　Hue7．5YR3／3

暗　褐
暗　褐

1．a Hue7．5YR3／4　暗　褐
b Hue7．5YR4／3　暗　褐
C Hue7．5YR4／3　褐

d Hue7．5YR4／3　褐

e Hue7．5YR4／3　褐
f Hue7．5YR4／3　褐

g Hue7．5YR3／4　暗　褐
h Hue7．5YR3／4　暗　褐

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

粘土粒子（少）
きわめて乾燥度が高い
粒子ブロック（中）

廃土粒子（多）
粘土ブロック（多）

粘土粒子（多）砂粒抄）
粘土ブロック（少）
粘土粒子（多）砂粒（少）

粘土ブロック（過多う
砂粒（多）粘土ブロック
（少）

砂粒（少）
砂粒仲）

2．a Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　粘土ブロック（少）
砂粒（中）

b Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　粘土ブロック（過多）
砂粒（中）

c Hue7・5YR5／4にぷい褐色監霊ツク仲）
暗褐色ブロック（少）

d Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　粘土ブロック（多）
砂粒（多）
暗褐色ブロック（少）

e Iiue7．5YR5／4　にぷい褐色　粘土ブロック（中）

砂粒（多）

3．a Hue7．5YR4／4　褐

b Hue7．5YR4／4　褐

c Hue7．5YR4／4　褐

d Hue7．5YR4／4　褐

e Hue7．5YR4／4　褐

f Hue7．5YR4／4　褐

色　粘土ブロック仲）
暗褐色ブロック仲）
砂粒（中）

色　粘土ブロック（少）
暗褐色ブロック（多）
砂粒（中）

色　粘土ブロック沙）

暗褐色ブロック（過多）
砂粒（中）

色　ロームブロック（多）
暗褐色ブロック（中）

色　暗褐色ブロック（多）

ロームブロック（少）
砂粒（中）

粘土ブロック（少）
色　暗褐色ブロック（多）

ロームブロック（少）
砂粒（多）

4．a Hue7．5YR5／6　明　褐　色　砂粒（過多）
粘土ブロック（極少）

b Hue7．5YR5／6　明　褐　色　砂粒（過多）
粘土ブロック（少）
酸化又は鉄分の含んだ

。H。。7．5YR5／6明　褐　色譜票欝粒を含む
暗褐色ブロック（少）
酸化又は鉄分の含んだ

赤褐色の砂粒を含む

5．a HuelOYR4／6　褐　　　色　砂粒（過多）
粘土粒子（極少）

b HuelOYR4／6　褐

C HuelOYR4／6　褐

d HuelOYR4／6　褐

色　砂粒（過多）
粘土ブロック（少）

色　粘土ブロック（少）

砂粒（過多）
5bより6bに近く
明るい

色　粘土ブロック（少）
4層に見られる　酸化
し又は鉄分を含んだ
砂粒偶）

6．a HuelOYR5／4　にぷい黄褐色　砂粒（過多）
粘土ブロック（極少）

b HuelOYR5／4　にぷい黄褐色　砂粒（過多）
粘土ブロック（少）

7．　　HuelOYR6／4　にぷい黄褐色　粘土層ブロック
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第244図　SHO3　実　測　図
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5。掘立柱建築址群

SBのの瑠（第246図）　本建築址は主郭部の東側D9「2，「3，f4に確認され，北側に同方向

を向くSBが4棟ほどあり・本遺構はその南端に位置し，SH）04の床中央より北壁にかけて重

複して位置している。

規模は桁行3問（6m）。実行l間（3・14m）e面積18．84m2ほどで，主軸方向はN…50－Eを向

いている。

柱痕のピット番号は東南コーナーをPlとし，東南西側まわりで北側に「亡」状に番号をPl－

P8まで仮称する。

桁行3問の柱間寸法は南側のPl～P。は2．1＋1．55＋2．4mをなし，北側のP5～P8は1．9

＋2．1＋2．0mほどの間隔をなす。

柱穴の掘り方は一辺が約0．6～0．8mはどの方形ないし長方形状を呈し，深さは約0．3～0．44m

を測りほぼ均一的なものである。柱痕は掘り方の中央より内側壁に位置し，柱穴内にはローム

ブロック・ローム粒子を含む褐色・暗褐色土を充填していた。

ピ ット
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考 ピッ ト

番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考

P l 0．6 5 0．6 0 0 ．1 2 方　　　 形 P 5 0．8 0 0．6 2 0．3 8 長　 方　 形

P 2 1．0 0 0．5 2 0．4 4 長　 方　 形 P 6 0．8 6 0．6 0 0．4 0 長　 方　 形

P 3 0．6 5 0 ．4 4 0．3 8 長　 方　 形 P 7 0．70 0．5 3 0．28 長　 方　 形

P 4 0．75 0．5 2 0．44 長　 方　 形 P 8 0．70 0．5 8 0．3 2 長　 方　 形

SBのの2（第247図）　本建築址はD9d2e d3・e2・e3に確認され，南側3mほどでSBOOl

が位置し，北側はP6～P8がSBO03と重複し切られている。建築址内西側に楕円形状のSKOll

が所在する。

桁行は3問（6・66m）・梁行目苛（3・3m）・面積は2工98m2ほどであり主軸方向はN－2。－Eで，

ほぼ北方向に構築されている。

桁行の柱間寸法巧～P4は2＋2．35＋2・2m，P5～P8は2．2＋2．15＋2．2mほどを測る。

掘り方は一辺約0．7～0．9mほどで長方形ないし方形状を呈し，深さは約0．4～0．5mほどであ

り，柱痕の掘り方はほぼ中央にあるが，P。e P6はやや内側壁によっている。掘り方底部の凹

地と柱痕の位置はかならずLも一致していない。
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感浄

S B OOl土層解説

1．a Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（少）
2．　　Hue7．5YR4／3　褐　色　ロームブロック（少）
3．　　Hue7．5YR4／6　褐　色　ロームブロック（極少）
4．a Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（少）・ロームブロック（少）

b Hue7．5YR3／4　暗褐色　ローム粒子（少）
c Hue7．5YR3／4　暗褐色　abに比してやわらかくぼそぼそしてロームブロックを含まない

5．　　Hue7．5YR4／4　褐　色　ロームブロック（中）

第246図　SB OOl　実測図

－290－



SBの03（第248図）　本建築址はD9C2・C3・C4・d2e d3・d4に確認され，南側をSB

O02と重複し，北側に重複したSBOO4，005が位置し，SH）05の直上に位置している。東側

3mほどで傾斜面の柵列となる。

規模は桁行3問（5．4m）e梁行l問（3．3m）。面積は招．82m2ほどで主軸方向はN～30－W

を向く東西に長い掘立柱建築址である。

桁行3問の柱間寸法は南側のPl～P4は1．7＋2．25＋1．45mを測り北側のP5～P8は上44＋

2．27＋1．7mほどで，梁行の寸法は3．3mである。

南側のP2・P3はSBO02のP6・P7を振り込んでおり，形態的にもあまり変化はないがSB

O03がSB O02より新しい。

ピッ ト
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

ピッ ト
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

P l 0．61 0 ．6 0 0 ．70 方　　　 形 P 5 0．90 0．6 0 0．20 長　 方　 形

P 2 0．75 0．5 1 0．52 長　 方　 形 P 6 0．75 0．50 0 ．32 長　 方　 形

P 3 0．90 0．46 0．42 長　 方　 形 P 7 0．92 0．62 0．43 長　 方　 形

P 4 0．72 0．52 0．40 長　 方　 形 P 8 0．60 0．60 0 ．44 方　　　 形

SBの錮（第249図）　本建築址はD9al・a2・a3・bl eb2・b3に確認され，SBO05

と重複し，南側1mほどでSBO03に接して位置している。西南P4はSIO23の床を振り込み，

P5の西側はSKユ48に接している。

桁行は3問，梁行はユ問であり，桁行8．6mで柱間寸法は南側のPl～P4間が2。84＋3＋

2．7m，北側のP5～P8問は2．9＋3＋2．7mでほぼ同間隔を有している。梁行は4．6mを測る。

主軸方向はSBOO4e O05は共にN－00を向いて位置している。

柱痕はPl，P4，P7が検出されなかった。覆土はロームブロック・ローム粒子を含む，明

褐色土・暗褐色土を充填していた。掘り方はSBO05の内側を切り込んでいる。

ピッ ト
番　 号

長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考 ピ ット
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

P l 0．5 8 0．5 3 0 ．1 2 方　　　 形 P 5 0．68 0．53 0．64 不 整 方 形

P 2 0．9 0 0．5 3 0．5 8 長　 方　 形 P 6 0．7 7 0．6 4 0．6 5 不 整 方 形

P 3 0 ．8 1 0．5 0 0．6 2 長　 方　 形 P 7 0．7 1 0．70 0．6 8 方　　　 形

P 4 0．7 0 0．5 8 不　　　 明 P 8 0．75 0．5 6 0．6 1 長　 方　 形
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S B OO2　土層解説

1．a Hue7．5YR4／6　褐　色　ロームブロック（多）
b Hue7．5YR4／6　褐　色

Hue7．5YR4／3　褐　色
Hue7．5YR4／6　褐　色
Hue7．5YR4／3　褐　色

a Hue7．5YR3／2　黒褐色
b Hue7．5YR3／2　黒褐色

ロームブロック（多）e黒色ブロック（中）

ロームブロック（多）

1に比してロームブロック（極少）

ロームブロック（極少）

ロームブロック（中）

ロームブロック（極少）

第錮　図　SB OO2　実測図

義 ツ与 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考 鼠 ソ与 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

P l 0．90 0．70 0．40 不 整 長方 形 P 5 1．00 0 ．82 0 ．48 長　 方　 形

P 2 0．95 0．8 5 0．55 方　　　 形 P 6 0．95 0．82 0 ．47 方　　　 形

P 3 0．95 0．85 0．54 方　　　 形 P 7 0．98 0．70 0．45 長　 方　 形

P 4 0．9 0 0．87 0．43 方　　　 形 P 8 0．9 1 0 ．70 0．43 長　 方　 形
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三二二⊆二二

S B OO3

1．Hue7．5YR4／6　褐色　ロームブロック（多）・ローム粒（中）

全体にロームブロックを含みポロポロした感じ

第鍼　図　SB OO3　実測図
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SBOO5（第249図）　本建築址はD9al・a2・a31bll b2・b3・Cl・C2・C3に確

認され，内側のほぼ同位置にSBO04が重複して確認されている。

規模は桁行3問（8．8m），梁行1問（5．2m）ほどで，東西に長い長方形状を呈し，面積46．26m2

ほどである。主軸方向はN－OOを向きSBO04と同方向，同位置に構築されていることは，SB

O04とSBO05の関係は建て直しの関係も考えられる。

桁行の柱間寸法はPl～P4が3＋2．7＋3．1m，北側P5～P8は2．8＋2．8＋3．2mほどを

測る。

掘り方は長方形，方形状を呈し，SBO05の掘り方はやや大型で，SBO04は小型の長方形状

のものでありSBOOl～003までの掘り方とほぼ同様のものであり，SBO05は規模的に確認さ

れた建築址の中で最大級のもので，強いてあげれば，SBO12に近いものである。

義 ツ与 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考
ピッ ト
番　 号 長 径 m 短 径 m 深さm 備　　　 考

P l 0 ．9 4 0．8 0 0．7 4 長　 方　 形 P 5 0．9 7 0．7 5 0．6 2 長　 方　 形

P 2 0 ．9 6 0 ．8 6 0．6 4 長　 方　 形 P 6 0．9 4 0．8 4 0．6 6 長　 方　 形

P 3 1．2 4 r 0 ．7 8 0．5 2 長　 方　 形 P 7 1．2 2 0．6 6 0．7 8 長　 方　 形

P 4 0 ．9 4 0．7 6 0．3 6 長　 方　 形 P 8 0．6 3 0．5 3 長　 方　 形

SB OO6（第250図）　本建築址はC8h5・h6・h7・i5・i6・i7に確認され，SIO14

内に重複し，SKO15が北側のP5～P6に接して位置している。さらにSBO07が東側に重複し

ているが新旧は不明である。

規模は桁行3間（6」2m），梁行（4．3m）を測り，東西に長い長方形状の平面形を呈し，主軸

方向はN一日0－EでSHOlとほぼ同方向を向き，面積は26．32m2である。

柱間寸法はPl～P4間が2．1＋1．8＋2．16m，P4～P5は4．3m，P5～P8は2．2＋1．84＋

2．0mほどを測る。

掘り方はPl～P8が方形状をなし他は長方形状を呈し，深さは均一的なものである。

遺物（第25ユ図）はP6から糸切り痕を有する土師器の杯，目線端部が平坦な土師質土器，内耳

土器の破片が出土し，内耳には微量のススが付着していた。

義 ツ与
長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

ピ ット
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

P l 0 ．8 2 0．8 0 0 ．5 0 方　 形　 状 P 5 0．9 0 0．5 0 0．38 長　 方　 形

P 2 1．0 8 0．7 4 0．4 8 長　 方　 形 P 6 0．8し） 0．6 2 0．5 0 長　 方　 形

P 3 0 ．9 2 0．6 6 0 ．3 8 長 方 形 （S K O 6 8 ） P 7 1．2 0 0 ．8 4 0．4 6 長　 方　 形

P 4 1．0 2 0．7 0 0 ．7 0 長　 方　 形 P 8 0．8 6 0 ．72 0．5 2 方　　　 形
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第錮　図　SBOO4eOO5実測図

S B OO4・005　土層解説
1．Hue7．5YR4／4　褐　色

ロームブロック・ロームの粒を含み非常にもろく
くずれやすい

2．Hue7．5YR4／4　褐　色
ロームの粒e粒子が主で粘着力が強い

3．Hue7．5YR3／3　暗褐色
ロームの粒・粒子を含む，ごくわずか炭化物も
含まれている　比較的やわらかい

4．Hue7．5YR3／3　暗褐色
ハードロームの大きなかたまりを含みもろい

5．Hue7．5YR2／2　黒褐色

有機土の中にロームの粒子や小粒のものを
含む，土質はかわきやすくもろい
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第250図　SB OO6　実測図

⊂］‾‾プ

第251図　SB OO6　出土遺物
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SBのの首（第252図）本建築址はC8h6e h7・h8・i6・i7e j8の主郭部の西側に確

認され，西側にSBO06が重複し，SIO14の東南コーナーをP5が掘り込み，SIO17の床をPl

が振り込んで位置している。

規模は桁行3問（8・52m），梁行ユ問（5・1m）で面積43・45m2ほどの東西に長い長方形状の平

面形を呈し，主軸方向はNつ60－EではばSHOユと平行している。

柱間寸法はPl～P4間が2・6＋2・8＋2・8meP4～P5は5．1meP5～P8は2．6＋3＋2．8mほ

どを測る。

掘り方は，P5が方形で他は長方形状を呈LP2～P4，P7がやや大型の長方形をなし，P6の

東側にSBO06のP8が接して位置する。

覆土はローム小ブロック，黒色ブロックを含む暗褐色土，褐色土で，柱痕は明確には検出で

きない。

ピ ッ ト
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考 ピ ッ ト

番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さ m 備　　 考

P l 1 」 0 0 ．7 0 0 ．76 長 方 形 （S K 16 5 ） P 5 0 ．8 0 0 ．7 6 0 ．8 4 方　 形

P 2 1 ．3 0 1 ．0 4 0 ．7 0 長 方 形 （S K 16 4 ） P 6 0 ．8 3 0 ．6 4 0 ．3 6 方　 形

P 3 ユ．1 0 0 ．7 6 0 ．6 0 長 方 形 （S K 16 3 ） P 7 1 ．18 1 」 2 0 ．5 0 方　 形 （S K 1 6 9 ）

P 4 1．0 6 0 ．8 4 0 ．6 2 長 方 形 P 8 1 ．2 0 1 ．20 0 ．5 0 長 方 形 （S K 1 7 0 ）

SBのの8（第253図）本建築址は主郭のほぼ中央D8a7eb7・b8・C7・C8に確認され，

東南コーナーは，SBO09が重複して位置し，北東側に「n」字状に並ぶ小穴群があるが関係は不明

である。SBO08のP3の南にSKO78が重複し，P2の南側にSKO77が接して位置している。

規模は桁行3間（5・96m），梁行目笥（4・34m）で面積は25・86m2ほどの長方形の平面形を呈

し，主軸方向はN－200－Eを向いている。

柱間寸法はPl～P4問が2＋1・92＋2m，P4～P5は4・34m，P5～P8は2．08＋1．88＋2m

ほどを測る。

掘り方はほぼ同様な長方形状を呈し，P3・P6はやや西北を向いて掘り込まれている。

P6の北側に接して「n」字状に小穴群が確認されているが本建築址との関連は不明である。

ピッ ト
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考 義 ツ与 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

P l 1．1 0 0．9 4 0．5 2 方　 形 P 5 1」 2 0．9 6 0．7 2 長 方 形

P 2 1．1 8 0．8 8 0．6 2 長 方 形 P 6 1．0 2 1．0 0 0．7 7 方　 形

P 3 1．2 6 1．20 0．7 8 長 方 形 （S K O 38 ） P 7 1．00 0．7 6 0．5 0 長方 形

P 4 0．9 2 0．8 3 0．5 4 方　 形 （S K O 7 9 ） P 8 0．9 8 0．7 6 0．5 0 長 方 形
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第252図　SB OO7　実測図
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SBの09（第254図）　本建築址はD8C8・C9・C O ed8・d9に確認され，P5がSBO08

のPlと重複しているが新旧関係は覆土が同質の土層であり確認することはできなかった。本建

築址の西側に楕円形状のSKO5上が確認されている。

桁行は3問（6・6m），契行ユ問（3・2m）を測り，面積39．46m2の長方形状の平面形を呈し，

主軸方向はN－150－Eを向いている。

柱間寸法はPl～P4　問が2．2＋2．2＋2．2meP4～P5は3．2m◎P5～P8は2＋2．4＋2mで

ある。

掘り方はPleP2，P7・P8が方形ないし長方形状を示し，P。・P4，P5・P6がやや扁平な長

方形状を呈し，確認されているSBの掘り方とは若干様相が異なる。

ピ ット
番　 号 長 径 m 短径 m 深 さm ， 備　　　 考 ピ ット

番　 号 長径 m 短 径 m 深 さm 備　　 考

P l 0．7 8 0．6 8 0．2 0 方　 形 P 5 1．0 2 0 ．6 8 0．5 8 長 方 形

P 2 0．8 6 0．5 6 0．6 2 長方 形 （扁平） P 6 1．0 6 0．5 4 0．6 2 長 方 形

P 3 0 ．8 2 0 ．5 2 0．4 8 長 方 形 P 7 0 ．9 6 0 ．8 4 0．5 2 長 方 形

P 4 0 ．8 2 0 ．4 0 0．5 6 長方 形 P 8 0．9 6 0．7 6 0．52 長 方 形

SBの瑠0（第255図）　本建築址は土壌群が密集しているD8a3・a4・b3・b4．C4に確

認され，北側はSBOHが重複し，東側には南北に長いSBO14が接し，SBO10のP。・P4は

SIO20の東北壁を掘り込んでおり，西側ImにSBO且3があり，さらに北側にはSBO12が位

置している。

桁行は3問（7・2m），実行1問（3・56m）ほどで面積は25．63m2である。主軸方向はN－4lOM

Eを向き西北より東南に長い長方形状の平面形を呈している。

柱間寸法はPl～P4問が2・2＋2．2＋2．6m，P4～P5は3．56m，P5～P8は3．1＋1．6＋2．5m

を測る。

掘り方は長方形あるいは方形状を呈LP2eP4・P7には掘り直しのようにも考えられる掘り

方が見られ，P5～P6は距離を有し，P6～P7間は短かい。掘り方はそれほど大きなものではな

い。

遺物はSBOユ0のP3より古銭（元豊通宝）が1枚出土している。

義 ツ与
長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

l 鼠 ノ毒
長 径 聖 短 径 m 深 さm 備　　　 考

P l 0．7 2 0．5 0 0．4 6 長 方 形 P 5 0．5 8 0．5 8 0 ．5 0 円　 形 （S K O 9 8 ）

P 2 1．0 6 0．6 4 0．7 4 長 方 形 P 6 0．5 8 0．5 2 0 ．1 2 方　 形 （S K O 8 6 ）

P 3 0．7 6 0 ．5 2 0．6 6 長 方 形 P 7 0．5 0 0 ．5 0 0．5 2 長 方 形 （S K O 8 5 ）

P 4 1．2 0 0．4 0 0．6 8 円　 形 P 8 0．5 4 0．5 4 0．2 6 方　 形
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第254図　SB OO9　実測図
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第255図　SB OlO　実測図
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第鏑　図　SB OH　実測図

SBのm（第256図）　本建築址は土壌群の密集しているD8a3e a4・b3。b4に確認され

「n」字状にSBO13e SBO12・SBO15・SBO14が囲み，南側はSBO16と重複して位置してい

る。

桁行は3問（4．7m），実行ユ間（2．4m）で面積H。28m2を有し，主軸方向はN－260－Eを向く。

柱間寸法はPl～P4は1．6＋1．6＋1．8m，P4～P5が2．4m，P5～P8は1．2＋1．8＋1．6mを

測りやや台形状の平面形を呈している。

掘り方は長方形あるいは方形状を呈し，P5・P6はやや小規模である。

l 義 ツ与
長 径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考 ピ ッ ト

番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

P l 1．0 0 0．72 0．6 0 長 方 形 （S K O 8 9） P 5

P 6

P 7

P 8

0．7 0

0．72

0．8 8

0．9 2

0．56 0 ．5 2 長方 形 （S K O 9 8 ）

P 2 1．0 0 0．7 0 0．60 長 方形 （S K 1 44 ） 0，4 6 0 ．5 2 長 方形 （S K O 8 7）

P 3 0．9 4 0．7 0 0．5 4 長 方 形 （S K O 9 5 ） 0．8 8 0．5 0 方　 形 （S K O 8 8 ）

P 4 1．0 6 0．8 0 0．6 0 長 方 形 （S K O 9 6） 0．7 0 0．3 6 長 方 形 （S K 1 6 8 ）

ー304－



SBの瑠2（第257図）　本建築址は主郭部の西側C8i2・i3e j2・j3・D8a3・a4に確

認され，P4の南側1mでSBO13があり，Ple P2の南にはSBOlO・Ollがほぼ接して位置し，

東方3mにSBO15が位置している。

桁行3問（8．4m）e梁行l問（4m）で面積は33．6m2ほどである。主軸方向はN－ユ80－Eを

向き，東西に長い長方形状の平面形を呈している。

柱間寸法はPl～P4問が2．8＋2．8＋2．8mで，P5～P8は2．92＋2．8＋2．8mで等間隔を有し，

梁行はP4～P5が4．14m◎Pl－P8が3．96mを測る。

掘り方もほぼ同様な方形あるいは長方形状を呈し，深さもそれほど変わらない。

ピッ ト
番　 号 長径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考

ピ ッ ト
番　 号 長径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考

P l 1．ユ4 1．0 6 0．6 6 長 方 形 （S K 1 5 5 ） P 5 1．2 0 0．9 4 0．7 6 長 方 形 （S K 1 5 7 ）

P 2 ユ．2 4 1．0 4 0 ．8 0 長 方 形 （S K 14 2 ） P 6 0．9 4 0．9 0 0 ．8 2 方　 形 （S K 15 8 ）

P 3 1．2 0 1．0 4 0 ．6 6 長 方 形 （S K 1 4 0 ） P 7 1．2 2 1．0 0 0．7 8 長 方 形 （S K 1 5 9 ）

P 4 1．3 2 0．9 2 0 ．7 4 長 方 形 （S K 1 5 6 ） P 8 1．3 6 1．0 2 0 ．9 6 長 方 形 （S K 16 0 ）

SBの瑠3（第258図）　本建築址は主郭部西端のC8jle D8al。a2・bU b2に確認され，

西側に柵列状の小穴が並び，東方ユmでSBOlO，OHがあり，北側1mでBO12が接近して位

置し，P4はSIO20内の床面を掘り込んでいる。

桁行は3間（6・4m）◎梁行は1問（3m）で面積は19．8m2で主軸方向はN－150－Eを向

き，南北に長い長方状の平面形を呈している。

柱間寸法はPl～P4間が2＋2．4＋上8m，P4～P5は3m・P5～P8は2．2＋2．4＋上8mを測

る。

掘り方は長方形ないし方形状の平面形を示し，深さもほぼ均一である。

！ピ ッ ト

番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さm
備　　 考 】ピッ ト

番　 号 長径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考

P l 1．0 2 0 ．9 4 0 ．7 6 長 方 形 （S K l O 7 ） P 5 ま．0 8 ユ．0 4 0．6 6 方　 形 （S K 13 5 ）

P 2

P 3

1．12 0．9 0 0．6 0 長 方 形 （S K 16 6 ） P 6 0．9 0 0．6 0 0 ．6 2 長 方 形 （S K 1 3 6 ）

1．0 0 0．7 2 0．6 2 長 方 形 （S K 1 3 7 ） P 7 0．8 8 0．8 4 0．5 2 方　 形 （S K 1 3 8 ）

i p 4 0．8 2 0．70 0．5 2 長 方 形 （S K 1 3 9 ） P 8 0．8 8 0．7 4 0．5 2 方　 形 （S K 2 3 2 ）
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第258図　SB O13　実測図
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SB酎欄（第259図）　本建築址はD8a5eb4・b5・b6ec5に確認され，東側3．5mほどに

SBO08があり，北側にはSBO15，西側はSBOll・010が接して位置し，SBO14のP4はSI

O21のカマドを掘り込み，P．・P7・P8はSI O19の床およびコーナー部を掘り込んでいる。

桁行は3問（6．6m），梁行1問（3．88m）で面積は26．4m2ほどを測る。主軸方向はN－300…E

でSBO13のように南北に長い長方形状の平面形を呈している。

柱間寸法はPl～P4は1．8＋1．8＋2．8m・P4～P5が3．88m，P5～P8は2．8＋2＋1．8mであ

る。

掘り方は方形あるいは長方形状の平面形を呈し，内側壁に柱痕があったと想定される。P3の

北壁にピットがみられる。

ピ ッ ト
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

ピ ッ ト
番　 号 長 径 m 短 径 m 深 さ m 備　　　 考

P l 1」 2 0．8 2 0．9 0 長 方 形 （S K 1 5 3 ） P 5 1．0 6 1．0 0 0．7 2 長 方 形 （S K O 9 0 ）

P 2 1．0 6 0．8 4 0．8 8 長 方 形 （S K O 8 2 ） P 6 1．04 0 ．9 8 0．9 2 長 方 形 （S K O 8 3 ）

P 3 1．12 1．0 8 0 ．9 0 長 方 形 （S K 15 2 ） P 7 1．0 4 0 ．8 8 0 ．7 8 長 方 形 （S K 1 5 4 ）

P 4 0．9 2 0 ．7 4 0．7 8 長 方 形 （S K 1 8 6 ） P 8 0．9 0 0．7 2 方　 形 （S K 12 4 ）

SBの臓（第260図）　本建築址はC8j5・j6。j7eD8a5・a6に確認され，北側が3mに

SBOO6e O07があり，南側2mにSBO14・西側3mにSBO12が，東側2mにSBO14が位置

し，周囲を前述の建築址によって囲まれたような状態にある。

桁行は同様に3問（6．6m），梁行l問（4m）で，面積26．4m2ほどの東西に長い長方形状の平面

形を呈し，主軸方向はN－220…Eを向いている。

柱間寸法は，Pl～P4は1．96＋2．88＋1．88m・P4～P5が4m・P5～P8ほ1・86＋2．8＋1．94m

を測る。掘り方は長方形あるいは方形状の平面形を示し，壁はほぼ垂直ぎみ，あるいはやや斜

めに立ちあがっている。

さらにSBO15のPl～P4を通る線の延長約2mにSBO08のP5が位置し，そのさらに延長上

にP6～P8が並び，SBO15のP4～Pl，SBO08のP5～P8がほぼ直線上に並んで位置している。

義 ツ毒 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考 義 ツ与 長 径 m 短 径 m 深 さm 備　　　 考

P l 1．04 0．68 0．50 長 方 形 （SK 18 8 ） P 5 0．88 0．68 0．4 6 長 方 形 （S K 190 ）

P 2 1．00 0．78 0．50 長 方 形 （S K 18 5 ） P 6 0．90 0．80 0．5 2 長 方 形 （S K 16 1 ）

P 3 0．82 0．72 0．5 8 長 方 形 （S K 215 ） P 7 1．10 0．74 0．58 長 方 形 （S K 162 ）

P 4 1．00 0．74 0．44 長 方 形 （S K 214 ） P 8 0．98 0．92 0．62 方　 形 （S K O80 ）
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第259図　SB O14　実測図
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第260図　SB O15　実測図
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出土遺物（第251図）　建築址群からの遺物の出土は極少量でSBO06から土師質の揺鉢・内

耳土器・杯等が出土し，SBOlOより元豊通宝が1枚検出されたのみである。

lは揺鉢で，底部にかけてほぼ真直ぐにすぼまる形を呈し，目線端部はへラで切り平縁となっ

ている。目線部に近い位置に楕円形の孔が穿たれ，櫛播きによるおろし目の上部に「＋」のへラ

ガキがみられる。2はやや小型の杯で，器壁が内厚である。底部外面には糸切り痕がみられ，

その他の部分にはヨコナデ調整によっている。3は内耳土器の口綾部で，小片のため全体形は

わからない。内面と口綾部はヨコナデ調整，外面はていねいな調整を施しておらず凹凸がみら

れる。外面には多量のススが付着し，生活用異として使用されていることがわかる。

以上確認された掘立柱建築址はユ5棟であるが，規模はすべて桁行3問，梁行1問であり，掘

り方は方形あるいは長方形状を呈している。主郭部の東側の一群は真北を向き，西側の一群は

ほぼ堀と平行して構築されている。

主軸方向・規模e重複関係e配置などから考えて構築時期はⅢ期ないしそれ以上の時期が想

定されるが，遺構の配置を明確にすることは困難であった。

第2表　掘立柱建築址遺構一覧表

「 ＼
主 軸 方 向

堀 に対 す る

角　　　 度
桁 行 m 梁 行 m

面 積 （m 2 ） 重 複 関係 備　　　　 考

S B O O l N － 5 0－E N － 18 q－W 3 問 6 1 問 3．14 18．8

S B O O 3

S B O O 5

S B O O 7

S B O O 9

S B O l l

S B O 0 3 が新 しい

S B O 0 4 が新 しい

002 N － 20－E N － 14 q－W 3 問 6．66 1 間 3．3 21．9

00 3 N － 3 0－E N －23 ？一一W 3 問 5．4 1 問 3 ．3 17．8

00 4 N － 0 0－E N － 12 9－lW 3 問 8．6 1 問 4 ．6 39．5

00 5 N － 0 0－E N － 12 L W 3 問 8 ．88 1 間 5．21 4 6．2

00 6 N － 11 L E N 1 1 7 q－・W 3 問 6 ．12 1 間 4 ．3 26．3

00 7 N － 16生－E N － 9 0－W 3 問 8．52 1 問 5．ユ 43．4

00 8 N － 20 q－E N － 4 0－W 3 問 5．96 1 問 4 ．34 2 5．8

0 0 9 N － 15 0－E N －8 0⊥W 3 問 6．6 1 問 3．2 21．1

0 10 N －4 1し⊥E N － 23 q－E 3 問 7．2 1 問 3．56 2 5．6

0 1 1 N －26 0－E N － 10 0－E 3 間 4 ．7 1 問 2．4 11．2

01 2 N － 18 q－E N － 2 0－E 3 問 8．4 1 問 4．0 33．6

01 3 N － 15 0－E N － 30－E 3 問 6 ．6 1 問 3．0 09二8

0 1 4 N －3 0 L E N －13 0－E 3 問 6．6 1 間 4．0 26．4

0 ユ5 N －2 2°L E N －0．50－E 3 問 6．6 1 問 4 ．0 26．4
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第261図　SB配置図
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6。柵列群

本柵列は主郭部の東端斜面，西端斜面，桝形部の西側に確認され，東端斜面に特に多くの柵

柱列が確認されている。

東埼斜面柵列（第262図）　本柵列は主郭部の東端斜面に確認されたもので，標高22．00～

23．00mに不等間隔ではあるが3段の柵柱列があったと想定される。柵柱列の配列は幅2～3．5

mで，ほぼ30m程柵列状をなしていると考えられる。柵柱穴は約600～700の角度を有して斜

面を掘り込み，柱穴の規模はそれほど規則性をもつものではないが，ほぼ同様な形態をなして

いる。長軸は0．5～0．8m，深さ0．5～0．9mほどの楕円形あるいは円形状をなすものである。

柵列のほぼ中央部斜面に主軸方向N－400－Eを向く，凹状をなす傾斜が看取される。さらに

北側と南側にSKO54，SKO55が位置しこれは土壌の頃で述べた。

覆土はローム小ブロック，ローム粒子を含む暗褐色土でそれほど堅い土質でない。

西塙斜面止に確認された柵列（SK一日類）本柵列は主郭部の西端，SHOユの北側に屈曲

する腰曲輪に平行して検出された柵柱列群でSBOユ3に接して位置している。

規模はそれほどのものではなく，幅4mほどで，南北にHmほど並列していると考えられる。

桝形部の西側に確認された土鳩群（SK－12類）　本柵列は桝形の西側からSHOユにそってや

や間隔をもって確認されたもので，柵柱列としては若干の問題を残している。規模eその他詳

細なことに関しては土壌群の所で述べた。

一一一313一一



三二　十主　二十

二一三二三　二三、二三

報

Iニ

ー「
第262図　東端斜面柵列群
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7。その他（SX）

SXのの層（第263図）　本遺構は東部地区の南端緩傾斜地でゆるい段差を有するG7・G8区

に確認された，長径約30m◎短径路mほどの平坦な平場で底面は白色粘土層に達する。

北側のゆるい立ちあがり部分およびその周辺に多数の陶磁器，砥石，土師質土器（内耳，措鉢）

が検出されている。覆土はロームブロック・粘土ブロックe黒色ブロック等を含み柔い土質で

ある。出土遺物は散在し，投棄されたような状況を呈していると考えられる。西北には不定楕

円形状で，長径2．8m・短径2．4mほどの土壌が検出されている。

本遺構の性格は不明であるが，遺物は中世より近世にかけての陶磁器が出土している。以前

この周辺には江戸時代に屋敷があったとも云われている。

出立遺物（第264～266図）　外八代城址に伴う土器類についてここで述べることにする。土

器は，土師質の内耳土器・鍋e措鉢，土師器の小皿，瓦質の火合と陶器がある。

内耳土器は，器形でみると措鉢形と盆形に大きく分けられる。捨鉢形のものは，口径30～

40cm◎深さ8。5cm以上あり，内耳がっくり出Lになっている（1e2）。lはSH03から出土

した。3から6は盆形であるが，384は，底部から目線にかけてやや開きぎみで濁さば6cm

内外を測る。とくに4は，内耳の右脇に櫛措きによる文様が入り，この種の内耳土器はl点だ

けであった。5e6の場合は，内耳が貼り付けである。いづれの場合も，内耳は内側に3ヶ所

2等辺3角形になる位置に配置され，内面にはヨコナデの痕がみられるが，外面にはていねい

な調整痕はみられない。外面全体にススが付着しており，日常に使用されていたことがわかる。

胎土は砂粒を含み，色調はにぷい橙色を呈するものがほとんどであるが，うすい橙色や褐色を

呈するものもあった。

内耳土器は，中世の館や城址からの出土例が多く，その使用された年代も中世から近世にわ

たる長い期間である。これらは，調理器貝として使用された後，埋葬の際に人の頭部にかぶせ

た例が多く，そのため人骨。古銭と共に出土することが多い。外八代遺跡で出土した内耳土器は，

人骨や古銭に伴って検出したわけではないが，古銭も出土しており，城も廃城となった可能性

が強いことなどを考えあわせると，日常での使用後，埋葬の際に利用された可能性も考えられ

る。

7は，やはり土師質で，胎土e焼成などが内耳土器と同質である。器壁はうすく，目線端部

が平らで，底部へかけて器面に凹凸がある。鍋として使用されたものかと思う。

措鉢は大きく2種に分けられる。ユつば8のように，内面のおろし目が不定方向につけられ

たもので，もうユつば9のように，おろし目をタテに入れており，量的には後者が圧倒的に多
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第鍼　図　SXOOl　実測図
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第264図　SXOOl　出土遺物
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第265図　SXOOl　出土遺物

多い。いづれの場合も，口縁端部をへラで切って平縁にしており，その面は幅広である。

10・11は土師皿で，10の口縁部の所々にススの付着が認められる。灯明皿として使われた

のであろう。10・11ともに底部は糸切りで，10はさらに木目のような痕が伺える。

12は，やはり土師質の器で，内耳土器や措鉢と質が似ているが用途はわからない。

瓦質土器では，火舎が数点出土している。胎土・焼成は，14・15が他に比べてやや軟質で，

表面が黒く焼き上がっており，13・16は灰色で硬い。形は鉢形（13・15）のはか，盤形（16）

がある。12の器形は方形であろう。なお14・16の外面には印花文が施されている。

陶器は室町時代から江戸初期と思われるものが出土している。

卜2は黄瀬戸の皿で，2の口縁部は輪花，内面には花弁風の彫文が施されている。粕はSD

から出土している皿よりも安定しており，内面底部にはトチを使った重ね焼の痕がみられる。

3・4は小鉢で，底部に3ヶ所脚をつける。3は鉄粗　4は黄味を帯びた白色粕である。

5から7は天目茶碗で，口縁のくびれがややくずれた印象を受ける。5・7には鉄礼　6に

ー318一
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第266図　SXOOl　出土遺物

は灰粕がかけられている。

8から14は瀬戸の平皿で，粕は灰粕，内面底部に重ねて焼いた痕が輪状にのこるものと，窯

道具による痕が3ヶ所にのこるものとがあった。

16・17は，乳白色の粕がロ綾部外面までかかり，底部内面には「米」や文様が鉄粕で措かれて

いる。

21・22は磁器で，白粕がかかり貫人が入っている。22は口綾部が波状を呈し，いわゆる美

濃の御深井の襲皿とよばれるものであろう。

24は瀬戸の瓶子か花瓶の台部である。内側に接合の痕がみられ，外面には灰粕がかかってい

る。胎土は精良で焼成もよい。
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25は常滑の大賓の日録部である。小片のため口径は復元できないが，かなり大型のものであ

ろう。目線部の折り返しの状況から，この種の賓の中でも，時代が下ると考えられる。

この他に江戸初期頃の染付の茶碗類が出土している。

以上の陶器の中で，中世に属するのは，1・2の黄瀬戸の皿，3。4の鈍　5e6e7の天

目茶碗，8から14の瀬戸の平皿，24の瓶，25の賓などである。これらは室町時代でもユ5世

紀から16世紀にかけての時期につくられたと考えられる。他の陶器や磁器は江戸期に下るもの

で，東部地区の西南部に江戸時代の館か寺があったとすれば，それらに伴う遺物であろう。

－320－



8。金属製品◎煙管◎古銭

金属製品（第267・268図）　環状金貝（1～2）1は幅1．1cm◎厚さ0．3cmの扁平な径2．8cm

の環状をなし，責め金臭の一種かとみられる。接合部は幅2．2cmの板状をなしている。東部地

区の南方F8b8区より出土している。2は径5．4cmの環状をなすものとみられ，半分を欠損

する。軸は径0．5～0．7cmの円形あるいはやや方形状を呈し言細い先端は鋭角である。西部地

区の西南E4a5区より出土している。3は径7．3cmのU字型の責め金具の一種かとみられ，

幅上3cm◎厚さ0．3cmを測る。西部地区の2よりに出土している。

蓋（4）　現在長は6cmで推定基部径は26cmと考えられ，明瞭なかえりを有する。東部地区

の東端E9d2区より出土している。

小柄（6）　長径9．5cme幅1．2cm◎厚さ0．2～0．5cmで表面に五三の桐がわずかに3ヶ所看

取される。

青銅製の柄で緑青が多量に吹き出る。調査区南端のSXOOl付近のG8C2より出土している。

紡錘車（ユ0◎11）10は4．8cmほど遺存し，推定径6cmほどの円形状をなしていると考え

られ，厚さ0．3～0．5cmを測り，径1．3cm◎高さ1．2cmほどの突起が残存している。調査区

の中央E6iOより出土している。

11は径6．4cmの円形で厚さは0．2～0．3cmを測り，中央に径0．8cmの棒状の突起が0．8

cmほど残存している。出土位置はSHOlの覆土中より検出されたものである。

不明金属製品（5e7◎8◎9）　5は現在長H．4cm◎幅上7cmで，推定径18cmの円形と

考えられ，鉄鍋の底か，五徳の一部かと考えられる。東部地区の南側F8e8区から出土してい

る。

7は薄い鉄片で厚さ0．15～0．4cmでねじれて折り曲る。8は薄い棒状のもので，内は空胴

で0．4～0．5cmはどの方形状の孔が穿たれ，笛状のものかと考えられる。7◎8はともにSK

129より出土している。

9は銅製のもので上面に細い線状の銀象族が彫られ，長径6．45cm◎幅3．25cmで，基部よ

り4．5cmで細くくびれ，幅上5cmになる。基部に0．2～0．3cmの方形突起がみられる。裏

面は接着部分が若干看取される。E8i5より出土している。

刀（12e13）12◎13は刃部片で，12は現在長16．2cm◎刃部幅0．6～0．7cmを測り，反は

認められない。13は峰のみで，現在長4．6cm◎幅2．1cm◎厚さ0．6cmをなしている。12は

SHOlの南側のE8a3区より出土し，13は主郭部西側のD7h9区より出土している。

鎌（ユ4◎ユ5e16）刃郡の先端部の一部を欠失している。　現在長は7．2cm，刃部の現在長は
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第268図　金属製品（2）

6．7cm，着柄部の最大幅は2．8cm，現在最大高1．1cmを測る。西部地区の第2突端部のC3i5

より出土している。

15は着柄部分の残存部で言基部はU字形に加工して留め金具が挿入される部分とみられる。

現在長7．1cm・幅1．0～2．3cm・厚さ0．5cmを測る。　東部地区の南方F8f3より出土し

ている。
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16は着柄部は欠損している。現在長10．2cm◎幅1．2～2．4cm◎厚さ0．2～0．5cmを測り，

刃部先端は，剣離し，約150の角度に先端部が攣曲している。背部0．2～0．5cmほどの溝が看

取される。東部地区の西側傾斜面D7j2より出土している。

刀子（17◎19）17は刃部の大部分を欠損し，現在長は7．1cm，刃部幅は1．7cmで厚さ0．3

～0。5cm◎関都幅は1．1cm◎厚さ0．3cmを測る。出土位置は東部地区南端の一段低いG7b7

より検出された。

19はSKO12の床面よりやや浮いた状態で検出された刀子で，最大長24．3cmを測り，刃部

は16．8cm◎刃幅1．1～1。25cme厚さは0．5cmで，関都は7．5cm◎幅0．8cme厚さ0．3～

0．4cmで関都と刃部の境に緩い有段をなし，先端は僅かに内向する。

巾頸08）小刀の銅製の巾頚と考えられ，最大長は2．8cme幅1．35cm◎厚さ0．1cmを測り，

刃とより棟区までは2．4cmを測り，茎幅は0．3～0．65cmを測ると考えられる。刃区部分が欠

損している。

SDO09の覆土中より検出された。

釘（2巨22）21は長さ8．1cm◎厚さ0．5cmの角釘で，頭部を扁平に鍛えのばして折り曲げ

ている。頭部は欠損している。SHOlの西橋部の南方D8i4より出土している。

22は長さ7．3cm◎幅l～1．3cme厚さ0．5～0．7cmを測り，頭部はほぼ直角に折り曲げ

られ，一部は欠損している。頭部は厚く，先端は細くなりくの字に折り曲がる。SHOlの東側

E9a3より出土している。

不明鉄器（20◎23）20は現在長8・5cme幅Hcm◎厚さ0・5～0・7cmを測り，先端部は

やや鋭角をなし，基部は細く鍛えのばして折り曲げられている。西部地区のD5◎e4より出

土している。

23は棒状をなし現在長14・8cmで，径0・6～0・8cmの方形ないし長方形状の断面をなし，

先端がややすぼまる。東部地区の南側G8C2より出土している。

煙管（第269図）　2は吸口部で，他は先端部で4◎6は皿部を欠損している。黄銅製の煙管

である。

1は現在長7・3cm◎径は0．7～0．9cm◎皿部は直径1．6cmである。東部地区の南方G8cl

より出土。

2は吸口部で現在長6．5cm◎最大径上2cm◎最小径0．4cmほどであり，1と同地区より出

土している。

3は現在長5・55cm◎径は0．6～0．95cm◎皿部直径上6cmを測り，管の上面は敲打による

へこみを示している。桝形部の西側D8h5（SHOl）の第3層から出土している。

4は皿部を欠損する煙管で，現在長6．55cm6径0．9cmを測り，SH02の中央クランク部
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第269図　煙　管

E7elより出土している。

5は長さ4cm・径1cm・皿部の直径2cm・先端部が短かく皿部が大きい煙管で，SHOlの

東端部E9b5より出土している。

6は皿部を欠損する先端部で，現在長6．55cm・径0．6～0．9cmを測る。SH02の南方E7el

より出土している。

古銭（第270図）　本遺跡内で検出された古銭は12枚の方孔銭で，小調査区の調査で6枚出

土し，他は中世城郭に伴う遺構の覆土中より検出されている。一部錆化がすすんで判読できな

いものもある。
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第270図　古銭拓影図

第3表　古銭一覧表

11

思

出土地区遺　構層　位表　　面裏面 完存率 直径m 厚みcm 備　　　 考

1 D9il

D8a＿4

E5f6

SHOl 第2層天□通宝無地 完 2．23 0．10

2 SDOO4 × 太平通宝無地 完 2．45 0」1

3 SHO2

SKOO9

SXOOl

SXOOl

第2層皇宋通宝無地 完 2．41 0，11

4 × 元豊通宝無地 完 2．52 0」‖

5 第1層元豊通宝無地 完 2．45 0，11

6 第3層閲元通宝

寛永通宝

無地 完 2．48 0．11

7 E7i8 無地一部欠損 2．46 0．11

8 G8al 無地 完 2．45 0」8

9 D7j5 寛永通宝無地 完 2．31 0．11

10 G8cl 天元［］宝無地 完 2．48 0．11

11 D9i7 不　明 無地 完 2．40 0．11

12 D9i7 口元⊂］宝無地一部欠損 2，22 0．11
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9。石製品

本遺跡で確認された石製品は，そのほとんどが砥石である。その分布は東部地区が中心で西

部地区からは僅かに数例を検出するのみである。特に多い地区は東部地区の南側の低い地域で

ある。

次に多く検出されたのはSHOlである。

多量の砥石等を出土した東部地区の南側（G7eG8区）は，小破片を含めれば20個以上を検

出する。1～9（第271図）

lはやや大型の鰹節状を示し，頂部側面と裏面がよく使用され，側面には砥石製作時の切断

面の痕跡が着取される。2・3は中央部が張り出す鰹節状をなし，上下に良く使用され，側面

には切断面が残る。4もほぼ同様であるがややたなど腹状を呈している。ほぼ全面が上下e斜

めによく使用されている。

5は楔状をなすもので，基部側面がよく使用され，側面には荒い切断痕が明瞭に残る。

6は小型であるがよく使用され，裏面に切断痕が残る。基部と頂部の一部を欠く。

7は中央部が山なりになりその上下が良く使用され，側面には切断痕が残る。8もほぼ7と

同様であるが表面で三面利用されている。

9は扁平で全面が使用されている。表面が良く利用され，頂部は研ぎ出しに利用され，基部

は欠損してすぼまる。酸化鉄が付着し橙色化している。

10～16（第272図）は長方形状の置砥石をさらに切断して小型化して利用している。研磨面

は方形の側面のみであり他面は切断痕が残存しておりあまり利用されていない。

11は欠損あるいは磨滅して原型は不明である。部分的に使用痕が看取される。軟質の砂岩。

12は頂部◎基部が欠損し，裏面は磨滅している。三面が研磨され，特に側面が良く使用され

ている。

13は大部分が欠損し，三面が研磨され，表がよく利用され，火をあびている。

以上の中で1～9までの砥石は中世特有の使用方法を示すものではないかと考えられる。

14は方形状をなし，全面がよく使用され砥石でSDO08より出土している。

15は頂部が欠損し三角形状をなし，表面は良く使用され，裏面はかなり欠損している。

16は頂部と基部を欠損し，表面が良く使用され，基部の角で刃先を研磨していると考えられ，

全体的には浅黄橙色であるが一部分にぷい赤褐色で，手持ちの仕上げ砥と考えられる。

17～25（第273図）17は鰹節状を呈し，ほぼ全面が良く使用され，表融ま三面の使用痕が

看取される。
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第271図　石　製　品（1）
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第273図　石　製　品（3）

19・23は小型の切り出しナイフ型を呈し，表面で二面の使用痕がみられ良く使用されている。

側面には切断面が看取される。

18は小型の蒲鉾形を呈し，ほぼ全面が使用され，角部も良く使用されている。

20は細長い長方形状の砥石で，全面がよく使用され，頂部角も使用痕が看取される。

21は中央部が研ぎ減って欠損したものと考えられ，折れた後再利用されている。
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第274図　石　製　品（4）

22は扇平的な砥石で全面が良く使用されている。

24・25は小型の砥石で，全面が良く使用されている。頂部・基部の一部を欠損している。

26～33（第274図）26は断面船底型を呈する小型の砥石で，ほぼ全面が良く使用されてい

る。

27～31は小型の手持ち砥石と考えられ，全面が良く使用され，基部は欠損している。頂部

は研き出しあるいは仕上げ時に利用していると考えられる。

32は長径5cm・短径4・4cm・厚さ4．3cmはど遺存し，側面にはⅤ字状の溝が6条みられ，
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上面にも2条の溝がみられた0石材は硬質砂岩と考えられ言性格は臼の一部かと考えられる。

G8clより出土している。

33は長径Hcm・幅5・8cme厚さ8．6cmを測り，上面から側面に明瞭な段差を有する。石

材は軟質砂岩と考えられる。G7b8より出土している。

他に硯の小片が2点確認されている。

第4表　石製品（砥石）一覧表

地　 区 長 径 cm 短 径 cm 厚 さ cm 重 さ　 g 色　　 調 形　 状
材　 質 ！ 備　　 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

G 8 C 2 1 5．2 3． 9 2．8

13 1

に ぷ い 黄 橙 鰹 節 型 凝 灰 質 頁 岩

G 8 C 2 1 0．8 5 3．0 3．3 に ぷ い 黄 褐 鰹 節 型 凝 灰 質 頁 岩

G 8 C 2 10 ．6 2．8 5 4．1 5 13 8 淡　　　 黄 鰹 節 型 凝 灰 質 頁 岩

G 7 a 8 7．9 3．1 3．0 8 2 灰　 黄　 梶 鰹 節 型 安　 山　 岩

G 8 b 3 9 ．7 3．6 3．8 1 5 1 に ぷ い 黄 橙 楔　 型 流　 紋　 岩

G 8 C 3 7．8 2．8 2 ．1 5 5 9 に ぷ い 黄 橙 長 方 形

鰹 節 型

長 方 形

方　 形

台　 形

長 方 形

安　 山　 岩

G 7 b 8 9．8 2 ．7 2 ．6 5 9 0 灰　 黄　 褐 凝 灰 質 頁 岩

G 7 c O 9．2 3．3 5 2．8 1 1 9 灰　 黄　 褐 安　 山　 岩

G 7 b 9 1 2．9 3．5 2．0 1 4 0 橙 凝 灰 質 頁 岩

G 7 b 8 6 ．2 3 ．9 5 3．25 14 5 橙 凝 灰 質 頁 岩

11 G 7 C 9 7．4 5 4 ．5 2 4 ．8 5 2 15 に ぷ い 黄 橙 砂　　　 岩

1 2 G 7 c O 9．2 4 ．4 4．0 5 2 3 5 に ぷ い 黄 橙

黒　　　 梶

に ぷ い 黄 橙

浅　　　 黄

浅　 黄　 橙

流　 紋　 岩

1 3

14

1 5

G 7 a 9

S D O O 8

G 8 a 6

7．0

6．4

9．7

4．3

6．4

7．6 5

4．3

4．1

4．3

1 72

2 8 1

4 0 7

安　 山　 岩

砂　　　 岩

16 G 7 C 5 5 ．8 5 4 ．2 2．0 7 0 凝 灰 質 頁 岩

17 E 9 a l 1 2 ．6 5 3 ．0 5 2．3 10 2 灰　 黄　 褐 鰹 節 型

楔　 型

楔　 型

楔　 型

台　 形

台　 形

凝 灰 質 頁 岩　 S H O l 出 土

18 D 9 j 2 6．6 5 2．3 1．8 5 3 5 黄　　　 灰

浅　　　 黄

に ぷ い 橙

安　 山　 岩　 S H O l 出 土

1 9 D 9 j 2 7 ．2 5 2．6 2．15 4 2 凝 灰 質 貢 岩　 S H O l 出 土

2 0 F 8 c l 1 0．5 2 2．9 2 ．5 5 1 2 0 凝 灰 質 頁 岩

2 1 C 5 C 4 9．8 3 3．6 3．4 1 72 に ぷ い 赤 褐

灰　　　 黄

褐

淡　　　 黄

灰　　　 黄

浅　 黄　 橙

灰　　　 自

明　　　 褐

黄　　　 褐

明　 赤　 福

西 部 地 区 出 土

2 2 F 7 C 9 1 1．6 5 6．0 2．52 2 38 粘　 板　 岩

2 3 E 9 a 3 5．8 5 2．4 5 1．4 1 3 2 凝 灰 質 頁 岩　 S H O l 出 土

2 4 D 8 g 5 5．8 3 ．2 1．8 6 4 凝 灰 質 頁 岩　 S H O l 出 土

2 5 C 8 g 6 5．4 9 3．15 1．8 5 4 1 軟 質 砂 岩　 S B O O 6 北 側 出 土

2 6 E 5 f 6 5．8 2 2．5 2．9 5 7 軟 質 砂 岩

2 7 D 7 f 6 6．4 3．4 1．1 3 4

17

流　 紋　 岩　 S H O 3 出 土

2 8 D 9 i 5 5．8 9 2．9 8 1．1 凝 灰 質 頁 岩

2 9 D 8 C 8 4．7 2 ．7 0．8 凝 灰 質 頁 岩　 S B O O 8 ・S B O O 9

3 0 F 9 b 7 4 ．7 5 3 ．1 5 1．3 3 5 凝 灰 質 頁 岩

3 1 E 8 f l 4 ．3 2 ．0 1．0 5 1 4 灰 砂 質 貢 岩　 S H O l
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10。その他の遺物

外八代遺跡は，原始から近世にわたる複合遺跡であるため，幾度かの土木工事によって，そ

れ以前の時代の遺構は消失せざるを得なかった状況にある。また，発掘調査も第1次，第2次

に及び，そのために遺構に伴わずに出土した土器片も相当の童にのぼっている。そこで，そう

した遺構外から検出した土器片の中でも，外八代遺跡の性格を把握する上で必要と考えたもの

について，ここに掲載し説明を加えたい。

出　縄文式土器（第275図）　本遺跡で出土した縄文式土器はごく少量である。第275図に掲

載した拓影図はそのすべてで，SIO08。SIOO9◎SIO14◎SIO15◎SIO19◎SIO20◎SH）21

S「022◎SH）29。SKO26の覆土に混入していたものである。これらはSHOlよりも北の地

区，とくに北寄りから多く出土しており，その付近に縄文時代の遺構があった可能性がある。

1から12は沈線文系の土器群である。ユは目線部，他は胴部片で，胎土は砂粒を含み，焼成

は良好である。色調はlと11が明赤褐色，6は灰黄褐色，他は橙色からにぷい橙色を呈する。

田戸下層式に比定される土器群である。

13e14つ5は，やはり沈線文系の土器群で，13と15の下部には貝殻腹縁文がみられる。

13は目線部，14e15は胴部片で，胎土は砂粒を含み，焼成は良好，色調はにぷい橙色を呈す

る。これらは田戸上層式に比定される。

16は，沈線文と刺突文のほかに条痕がみられる。胎土は砂粒とスコリアを含み，焼成は良，

色調は明るい橙色を呈する。

17は刺突文と沈線文言8には条痕がみられ，胎土は砂粒とスコリアを含み，焼成は良，色調

はにぷい橙色を呈する。諸磯系の土器群に類する。

19は，半裁竹管による有節線文が施された胴部片で，胎土は砂粒を含み，焼成は良，色調は

浅黄橙色から黒色に近い。浮島式に比定されると考える。

20から3射ま，堀ノ内Ⅱ式に比定される土器群で，20から26は口綾部，他は胴部片である。

25e27・30を除いて，他は外面に縄文が施され，22と34にはさらに沈線文が入る。（広義の

磨消縄文）25e27は沈線文，30は櫛状工員による施文がみられる。また，26には補修孔が穿た

れている。胎土は砂粒を含み，焼成は良好，色調はにぷい橙色から明るい橙色を呈する。

以上のように，本遺跡における縄文式土器は，大別して早期◎前期e後期に編年される。

（2　弥生式土器（第276～279図）　本遺跡では，SIOO5◎SIOO6◎S王007◎SIO15などの

弥生時代の住居址を検出しているが，他の住居址にも，例外なく弥生式土器片が混入している

ことから，当初はさらに遺構があったと考えられる。図示した土器片の拓影図はその一部であ
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るが，口綾部e頚部はつとめて掲載するようにした。

1・2は，指頭圧痕による波状を呈する口綾部で，6の胴部には櫛状工具による羽状の文様

が横達する。これらは深鉢形土器と考えられ，5はその種の底部かと思う。この底部には焼成

後に穿たれた孔がある。3の口綾部は，端部に縄文の押捺がみられ，外面には朱を塗っている。

4　e6・9は，区画した沈線の問を縄文で充填しているもので，4の外面には朱を塗っている。

8はS字状結節文と列点を配し，10の日録部内面には縄文がみられる。Hは羽状の縄文が施

され，さらに外面に朱を塗っている。12の目線端部には縄文の押捺がみられるほか，13は内

側で複合口縁をなし，複合部には布目圧痕が認められる。以上の土器群は，南関東系のもので

とくに，1。2e5e6の深鉢形土器や，3。4・7◎8の壷などは，中期後妻（宮ノ台期）に比定

されると考える。

14は，櫛状工具による施文がみられ，胎土は砂粒を含み，焼成はやや軟弱で，橙色を呈して

いる。16はS字状結節文が施され，ユ7には連続した刺突文がみられる。18e19は羽状の縄

文を施し，20の口綾部には刻み目が入り，外面には粘土の輪積みらしき痕がみられるほか，外

面に朱を塗っている。20は，上部にパケ目調整がみられ，以下には縄文を施した土器を利用し

た土製円板である。これらの土器群も南関東系の手法をもつもので，後期初頭に比定されると

考える。

22から25は，半裁竹管による波状文がみられる足洗系の土器群である。

27は頚部から肩部にいたるもので，外面にへラ状工具による刺実があり，28は複合日録を

呈する壷で，下部には刺実がみられるほか，内面には朱彩が施されている。これらは南関東の

後期後妻に比定されると思われる。

29は，口径26．5cmを測る大型の蜜で，口縁部と胴部に付加条の縄文がみられる。この種の

土器は茨城県下でよくみられるほか北方と関連があるものである。

30以下は，長岡期併行の土器群である。

30から52はその日綾部で，大きく分けて複合目線をなすものとそうでないものがある。複

合日録の土器群では，折り返し口縁や貼り付けたもののほか，下部に粘土紐を貼り付けて刻み

目を入れるなどの装飾を施したものがみられる。複合日録部には縄文がみられ，素縁の目線の

土器群もおおむね外面には縄文，端部には縄文の押捺が施されている。

56から72は頸部片で，へラ状工具，櫛状工員や半裁竹管による文様がみられる。73から

87は頚部から肩部にいたるもので，上部は，前述の土器と同様に，櫛状工具やへラ状工具によ

る施文があり，以下は縄文である。83から87は無文帯を配す。

88から103は胴部片である。単節縄文e付加条縄文がみられるが，93なと’のように軸の不

明のものや，103のように1段の撚りもどしがゆるんで，不揃いに施文されたものもある。103
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第279図　弥生式土器（4）

は45と同一個体であろう。また，94・96にはパケ目調整の痕がみられ，南関東の手法に類す

る。

104から108は，胴部から底部にかけての小片で，付加条縄文のはか，105，108のように

へラ状工具で格子文を描いたものもあり，底部外面には木の糞圧痕が伺える。

以上，本遺跡で検出した弥生式土器は，中期後妻から後期に編年される土器群で，千彙県や

茨城県内で出土する土器にみられる手法のほか，栃木県にみられる手法の土器もあった。それ

は，本遺跡の位置する竜ヶ崎地区が，茨城県の最南端に位置し，利根川をはさんで千葉県に接

する立地条件からも考えうることである。

（31古墳時代（第280図）

五領期　外八代遺跡で検出した五領期の遺構は，SIOOl・SIO56・SIO76・SIO77など

であるが，他の住居址にも五領期の土器片が混入している。第280図に掲載した土師器は，

他の住居址の覆土に混入したものである。

1から5は壷の口縁部で，1・3・4は有段，2は複合口縁である。5は比較的小さな口縁

で頚部が鋭く「く」の字状に屈曲し，内側には輪積みの痕が顕著に残っている。6・7は要の口

縁部で，頸部が鋭く「く」の字状に屈曲する。6の内・外面には朱彩が施され，7の頚部外側に

粘土紐を貼り付けて装飾化している。8・9は台付賓の一部と考えられ，パケ目調整の痕が伺える。

10・11は鉢形の甑で，器面の内外を八ケ自調整しており，同一個体の可能性がある。

12は，壷か大型の相の口縁部で，器面の内外をハヶ月調整を行っている。13・14はやや

小型の増で，器面をていねいにみがいている。

339－
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15・16は器台である。15はやや異形を呈するが，いづれも小片のため全体の形は不明であ

る。

17は底部片で，もっと時代の潮るものかもしれない。

18の椀は，日録部の内側に稜を形成し，器面全体をていねいにみがいているが，とくに日録

部外面と胴部上面はタテに，以下はヨコにへラミガキを行なっている。

ユ9は，かなり小型の整形を呈する土器で，口綾部はヨコナデ，胴部には内外ともにへラ調整

の痕が伺える。20はミニチュアの整形を呈し，口縁部がかなりゆがんでおり，各所に指圧痕が

認められる。

以上住居址に伴って出土した土器も含めて，本遺跡で検出した古式の土師器群は，五領Ⅱ

式に比定して差しつかえないものと考える。

和泉期（第281図）　本遺跡では，明確な和泉期の住居址は検出されていないが，他の住居址

には，和泉期の高杯の破片などがかなり混入していた。

lから3はSDに混入していた賓の口綾部で，頚部の屈曲から和泉期と考える。

4から9は高杯で，4・507は端部がっよく外反するが，8は外側に攣曲して端部がやや

内偵する。杯の内面はヨコにへラミガキ，外面には，タテにラセンを措くようにへラミガキを

行なっている。6の脚の内側には輪積みの痕が顕著に残り，9は鋭い外稜を形成し，杯部の外

面にはわずかにパケ目の痕が伺える。9は焼成が軟弱であるが他は良好である。

10の相は，底部がややあげ底で，日経部内面はヨコにへラミガも外面はタテにケズッたあ

とていねいなへラミガキを行なっている。胴部内側の上部には接合の痕がみられ，内面はへラ

ナデ調整している。外面はへラ調整の痕が伺える。

13は手捏ね土器で，内面にはユビナデの痕が伺えるほか，外面は未調整で凹凸がはげしい。

鬼高期（第282図）　ユから4は，第1次調査の際，C9i3から出土したものである。ユの

聾，2の杯，3の鉢などへラケズリ調整を行な打ているが器壁は厚い。とくに2の目線部外面に

は朱が塗られ，底部には籾の圧痕がみられた。これらはSIO18に伴う土器群かもしれない。

6は外稜をもち，やや長めの口綾部が外傾して立ち上がるもので，底部内面には放射状のへ

ラミガキを施す。この種の杯は，破片ばかりでどの住居址に伴うか判別できなかったものであ

る。

7は第1次調査の際，F9h3から出土した須恵器の魅の口縁部である。8はG7b9から出土

した須恵器の壷の胴部で，櫛播きによる波状文を施している。

国分期（第283図）　本遺跡では，国分期の住居址は多く検出されており，良好な資料も得て

いる。

ここに図示した3点は，さらにそれらを補うものである。
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第282図　土師器・須恵器（鬼高期）

1は内黒土師器の杯で，C8j9から出土したものである。この種の器形は，遺構から出土し

た内黒土師器とは異なっている。

2は須恵器の壷の底部と思われるもので，SIO57の覆土に混入していたものである。

3は，SIO56の覆土に混入していた灰軸陶器で，浄瓶の一部と思われる。SIO64から出土

した長頸瓶と同様，胎土・焼成とも良好で貴重な資料である。

＿二　∴

第283図　土師器・須恵器・灰粕陶器（国分期）
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第5葦．ま　と　め

外八代遺跡において確認された遺構は前述のどとく住居址（SI）85軒◎土壌（SK）270基◎

溝（SD）9条◎堀（SH）3条◎掘立柱建築址（SB）15棟◎柵列址（SA）3列◎その他（SX）など多

数の遺構が確認され，遺物も縄文土器より中世◎近世にわたり多数検出されている。調査前は

本遺跡は集落址として周知されていたが，調査が進むにあたり，大堀等が確認され，古記録に

もない城郭址としての機能を有する遺跡であることが判明し，従来屋代城跡として指定されて

いた城址に大きな問題をなげかけた。

調査の概要および遺構◎遺物等については前章において記述したが，調査によって明らかに

なった事実，問題点などをあげてまとめとする。

（1）中一牡城郭遺構について

1　主　郭

本遺跡の東部地区のD7◎D8◎D9◎E8◎E9区にわたって確認された大規模な出桝形状

の箱薬研堀（SHOl）の以北，C8◎C9◎D8◎D9区が主郭と考えられる。

SHOlは西北より東南方向に台地を横断して東側で掘り切りとなり，全長95m，上幅8～

10m，深さ約4mほどを測る。中央部は出桝形状をなし，その両側に橋脚部と想定される遺構

が確認されている0主郭部の規模は東西約80m，南北約50m，面積2400m2ほどと考えられ

る地区である0北端および東端は急崖をなし比高は約14mを測る○西端はやや緩傾斜をなし，

中段は狭い平場状をなし，階段状の支谷に至る0東端の斜面上には多数の柵柱列が確認され，

西端にも僅かの柵列が認められる0さらに出桝形部の西側よりにやや間隔を有する柱列が認め

られた。

西北隅には土塁状（第284図）をなすものが位置するが，かなり撹乱を受け，土質はそれほど堅

いものではない。

西側斜面では主郭の西側でクランク状に北向する堀が確認され，中央の拡張区C7j列（第

285図）に確認された堀は薬研状を呈し，覆土中に少量の焼土とカーボンを検出する。西側肩部

のローム面は平坦をなし，さらに斜面下に落ち込みが醇認されている。SH03の北向に延びる

遺構との関連も想定される。

主部部はほぼ平坦をなし，東側から中央部にかけては地形をかなり削平していると考えられ

る。
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確認された遺構は，掘立柱建築址が15棟（東側に5棟の西側に10棟）と200基以上の土壌が検

出されている。井戸は検出されなかった。

2　二　ノ　郭

二ノ郭は，主郭部に確認された大規模な出桝形状の堀（SHOl）の南方地域で，その東端は急崖

となり，西側は傾斜面D7区に確認されたSH03とE6区に確認されたSH02に囲まれた範囲

と考えられる。

規模は，東西約80m，南北約70mを測り，総面積約6200m2ほどの範囲が考えられる。し

かしSHOlの南方20～30mほどの距離にSH03から弓なりに南南東へ走る溝（SDOOl◎002）

が確認され二ノ郭を二分する形で位置している。

さらに問題となるのは南側の境界である。E7◎E8◎E9区はほぼ平坦面をなしているが，

F7◎F8区は緩傾斜地となりG7◎G8区へとゆるい傾斜を示しているのみで，特別な防備施

設がみとめられない事である。土塁状のものがあったとも考えられるが，調査前にその痕跡を

確認することはできなかった。

堀以外に確認された遺構は，SDOOlの西南部に地下式土壌◎ピットを有する長方形土壌◎

その他不明の土壌が多数検出されている。中世期の所産とするものは，地下式土壌とピットを

もつ長方形状の土壌が考えられる。遺物は少量の土師器◎陶磁器◎土師質土器⑳馬骨等が検出

されている。

二ノ郭の東側からは中世期に伴う遺構は検出されていないが西北側のSHOlとSH03に狭ま

れた地域D7区の表土下40～60cmほどの深さに，黒色土混じりの白色粘土を貼ったような状

態を示し，下層は堅い暗褐色土層がほぼ水平に堆積しており，僅かに窪んだ傾斜地を人工的に

埋めて平坦な地形に整形していると想定される平場が看取された。

以上主郭および二ノ郭に伴う遺物は少量の土師質土器◎鉄製品◎砥石◎陶器等が検出される

に留まるが，南方部の緩傾斜地G7◎G8区から多量の陶磁器◎土師質土器（内耳◎措鉢）が検出

されており，その出土状態はあたかも投棄されたようである。当地区より出土した遺物は15世

紀後半期～17世紀のものと考えられ，近世の陶磁器を除けばほぼ城郭の構築時期に合うものと

想定されよう。

これにより城郭の時期は伊檀氏の云う15世紀の後半期より16世紀前半の時期と合うものと

考えられる。

問題となるのは，主郭部はSHOlの大規模な堀を要し，また東西には柵列を配し，虎口には

横矢を射る出桝形状をなしたほぼ完全な防備施設がなされているが，二ノ郭は防備不足の観が

多分に認められる。それは，西側に確認されたSH02が途中で立ちあがり消滅してしまい，そ

の周辺を拡張して調査を実施したが，同様の遺構は検出されていない事である。また生活には

一一一345－－
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第284図　西側傾斜面　土塁状遺構
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No．I C7e5～eO（北）
1．Hue7．5YR3／3
2．Hue7．5YR3／4
3．Hue7．5YR3／4
4．Hue7．5YR4／4

5．Hue7．5YR3／4
6．Hue7．5YR4／4
7．Hue7．5YR4／4
8．Hue7．5YR2／2
9．Hue7．5YR4／6
10．Hue7．5YR4／6
11．Hue7．5YR3／4

暗　褐　色
暗　褐　色
暗　褐　色
褐　　　　色
暗　褐　色

褐　　　　色
褐　　　　色
黒　褐　色
褐　　　　色
褐　　　　色
暗　褐　色

ロームブロック（少）含む
ロームブロック（少）含む
ローム粒子（多）含む
ロームブロック（多）含む
ローム粒子（多）
ロームブロック（少）含む
砂質粘土ブロック（多）含む

ローム粒子（多）含む

砂質粘土含む
砂質粘土を（微）含む

12．Hue7．5YR3／3　暗　褐　色　砂質粘土を多く含む
13．Hue7．5YR2／3　極　暗　褐　粒子のあらい土質である
14．Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　砂質粘土層
15。Hue7．5YR4／4　褐　　　色　砂質粘土粒子を多く含む
16．Hue7．5YR3／4　暗褐　色　　砂質粘土粒子を少eローム粒子を含む
17．Hue7．5YR3／3　暗　褐　色　ローム粒子e焼土粒子を（少）含む
18．Hue7．5YR4／4・褐　　　色　砂質粘土粒子含む
19．Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　粘質のある粘土層
20．Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　砂質粘土粒子を多く含む
21。Hue7．5YR5／4　にぷい褐色　砂質層
22．Hue7．5YR4／4　褐　　　色　粒子があらい　さらさらしている
23．Hue　5YR3／4　暗赤褐色　砂質層
24．Hue7．5YR4／4　褐　　　色　粘質がある

No2　C7jO列（北）
1．Hue7．5YR3／2　黒　褐　色
2．Hue7．5YR2／3
3．Hue7．5YR3／3
4．Hue7．5YR2／2
5．Hue7．5YR3／3
6．Hue7．5YR3／3
7．Hue7．5YR3／3

8．Hue7．5YR4／4
9．Hue7．5YR3／4
10．Hue7．5YR4／3
11．Hue7．5YR4／4

極　暗　褐　色

暗　褐　色
黒　褐　色
暗　褐　色
暗　褐　色
暗　褐　色
褐　　　　色
暗　褐　色
褐　　　　色
褐　　　　色

粒子が大きくさらさらしている
粘りがなくさらさらしている・ロームブロック若干含む
ロームブロック多く含む

さらさらした土質でロームブロック若干含む
さらさらした土質でローム粒子含む
さらさらした土質でローム大ブロック含む
さらさらした土質でローム粒子多量に含む
焼土ブロック4ロームブロック・白い粘土ブロックe小石を含む

焼土ブロックeロームブロック・白い粘土ブロック44屯e土器を含む
焼土ブロック・ローム粒争粘土ブロック含む
ローム粒子炭化材。粘土ブロック含む

第285図　西傾斜面　土層断面図

12．Hue7．5YR3／3　暗　褐　色　粘土粒子・ローム粒子含む
13．Hue7．5YR3／4　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子多量に含む
14．Hue7．5YR4／3　にぷい黄褐色　砂質性粘土・石えいを含む
15．HuelOYR3／4　暗　褐　色

暗　褐　色
暗　褐　色
極　暗　褐　色

褐　　　　色
暗　褐　色

暗　褐　色

16．　Hue7．5YR3／4
17．　Hue7．5YR3／3
18．　Hue7．5YR2／4
19．　Hue7．5YR4／4
20．　Hue7．5YR3／4

21．　Hue7．5YR3／4

白い粘土質のブロック含む
にぷい黄褐色の粘土・大ブロックを多量に含む
密度うすい土層中小きほうあり・焼土微含む
YR（微）含む
砂質性土層・粘着性なし
YR（徴）含む
粘土質・砂質の混合・かたくしまっていて密度高し



欠く事ができない水の問題がある。主郭および二ノ郭にも井戸は検出されておらず，台地周辺

には数ヶ所の湧水があると云われるが，非常時に台地をおりることは困難である。

さらに二ノ郭の外郭の追求をしたが防備上の施設◎遺構は確認されていない。これらの事と

南側の防備不足，SH02が途中で切れてしまう状態などからして，建築途中で廃城となってい

る事も考えられるが，その全貌を把捉することはできなかった。しかし，昭和54年末に本遺

跡の西方500mほどに位置する屋代城跡の調査が実施されており，屋代城跡の性格がつかめれ

ば，外八代遺跡との関係もかなり明確になるかと考えられ，今後の調査に期待したい。

（2）土士康について

本遺跡内で確認された土壌は270基であり，形状は楕円形◎長方形◎不定形などさまざまで

ある。掘立柱建築址◎柵柱列の地下式土壌など中世期の所産と考えられる以外は性格の不明な

ものである。

中でも二ノ郭の西南に一群をなして確認された土壌は，城郭址に多く確認されている地下式

土壌◎長方形遺構である0確認された地下式土壌は6基であり，形態的に分類すればSK255

は竪坑と地下室との段差がない無段C類をなし，SK238◎SK245は僅かではあるが段差をも

つ有段I類Cに分けられる。（註1）SK244◎SK259◎SK264は地下室単室であるが，SK

244◎SK259はトンネル状の横穴をもち，SK245との関連が想定される。SK264は北測に

抜穴が掘られている。

長方形土壌は10基確認され，SK251◎SK253◎SK260～SK263は壁ぎわにピットを有し

ている。SK251とSK253のピットはほぼ同直線上に位置している。

県内においてこの種の地下式土壌は鹿島郡鹿島町神野遺跡◎守谷町北今城遺跡に類列がみら

れ，ピットを有する長方形遺構の類例は，那珂郡那珂町堀之内館跡（註2）に3基確認され，一辺

2m内外でほぼ壁中央に密着してピットが掘られている。高萩市リュウガイ遺跡（註3）でも同

規模のものが確認され，住居址状遺構◎竪穴状遺構としているが，比較上たいへん興味がある

遺構である。

以上の土壌からの出土遺物は土師質土器◎陶器等が少量出土し，SK254◎SK259からは獣

骨（馬）が出土し，焼土◎炭化物が検出されている。性格は栃木県石那田館跡（註4）にみられる方

形遺構と同様な上屋の構造が考えられる貯蔵用的なものと想定される。

参考文献

註1半田堅三「本邦地下式境の類型学的研究」『伊知波良』21979年

註2　国道349号線発掘調査会「常陸堀之内館跡」昭和51年
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註3　高萩市教育委員会「リュウガイ遺跡」昭和51年

註4　栃木県教育委員会「石都田館跡」昭和50年

（3）住居址◎土器について

本遺跡の東部地区に確認された住居址は85軒である。時期別に分ければ，弥生時代の住居

址は4軒，古墳時代の五領期に比定される住居址4軒，鬼高期に比定される住居址は35軒ほど

確認されてⅢ期ないしはそれ以上に細分されるものと考えられる。

国分期の住居址は11軒ほど確認されⅡ期に分けられ，その他の住居も鬼高◎国分期に伴う

ものと考えられるが，城郭により大群分破壊されており，ここでは不明として扱っておく。

以上の住居址の中で特筆すべきものは，主柱穴P2～P3のほぼ中間やや壁よりに柱穴を有す

るものが13軒確認されていることである。特に大型の住居址にはほとんどといってよい程検

出されている。また，その大型住居址は全て火災にあっている。なお，住居内に貯蔵穴を有す

るものは少なく，85軒中6軒のみである。

中世城郭の主郭であるSHOl以北の住居址は，城構築の際にかなりの削平を受けたと考えら

れ，極一部の遺構を残すに留まる。さらに集落址を把握する上において大規模な堀によって中

央部および西側部分を破壊されている事は，その集落の分布，配置を明確にすることを非常に

困難としている。

次に検出された土器について若干の考察を加えて結びとする。

外八代遺跡では，発掘調査の結果，縄文式土器から近世の陶磁器類などの長期にわたる出土

遺物を検出した。そのうち外八代城に伴う土器については第4章のSDOO2，SBOO6，SHOl

とSXOOlのところで述べた。また，縄文式土器，弥生式土器と古墳時代の中でも古式に属す

る五領期の土師器については第4章10のところで述べた。ここでは，外八代遺跡の中でも，

最も遺構数の多かった鬼高期から国分期にかけての土器について，簡単にまとめておくつもり

である。

鬼　高　期

外八代遺跡で，最も多く検出された住居址は，古墳時代の中でも鬼高期に比定されるもので

ある。しかし，これらは，後に中世の城郭を築造する際にかなり壊されており，出土した遺物

の量のわりには完形に近い土器は少ない。このうち，遺物がほぼ良好な状態で出土したのは

SIO54eSIO54・S工060・SIO62・SIO67・SIO68・SIO70・SIO73などである。

関東地方における土師器の発展をみると，前代の和泉期と鬼高期の間には大きな転期がある。

それは，須恵器の影響をうけたことによるもので，和泉期にみる器形だけからの進化では説明

できない器形があらわれることから，古くから言われてきた。当時の土師器しか知らなかった
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関東地方の人々にとって，初めて須恵器に出会った時の驚きと憧れは，想像以上のものであろ

う。土師器のように，低火度で焼成された土器は，日常に使われる場合，須恵器に比べてさま

ざまの欠点をもっている。当時の人々が須恵器を見た時，それに似せようとしたことは当然で

あろう。かくして，外稜をもつ杯◎高杯◎鉢が出現するのである。もし，茨城県における土師

器の研究が遅れているとするならば，須恵器に対する理解が足りないことに起因するのではな

いだろうか。それは，土師器に対し須恵器の出土例が非常に少ないために致し方のないことか

もしれない。だからと言って，近畿◎東海における須恵器の編年をそのままこちらへもってく

ることができないのは当然である。ただ，須恵器の窯が関東に定着する以前に，どのように須

恵器が土師器へ影響を与えたかを考えることが必要であり，その発祥地における本来の須恵器

に対する理解を深めることが基礎になるであろう。

さて，須恵器の日本における発祥地である地方，すなわち，須恵器を充分に供給できた近畿

地方では，その後何百年もの間，土師器と須恵器が，手法も用途も区別されたまま発展して

いった。それに比べて，須恵器の普及がずっと遅れた関東地方では，須恵器が伝わってから，

土師器を須恵器に近づける工夫がされるようになる。関西の土師器に比して，関東の土師器が

硬く，場合によっては，軟弱な須恵器に近い硬さをもつものがあり，また色調の点からも，

黒っぱく焼き上がっているものが非常に多い。これらは，日常に使用される土器は土師器がほ

とんどであったため，欠点をカバーするための工夫がなされたといえよう。いづれにせよ，関

東における土師器と須恵器の発展は，器形と手法の点で相互に関連をもっている。

本遺跡のSIO80から出土した外稜のある鉢（第96図－1）や，SIO37の外稜があり，やや長

めの目線をもつ杯は須恵器の第I段階（「陶邑」の編乳大阪文化財センター）の影響をうけたもので

ある。また，SIO68eSIO75の土師器群は，かなりの出土量に比して須恵器を伴わないこと

から，後述するSIO60の土器群よりも減るものと解釈している。ちなみにSIO75の土器群は，

千葉◎大谷口の土器の組成にかなり共通点があるように思われる。さらに，やはり鬼高期に比

定されるSIOO3・SIO20やC9i3から出土した土器群（第282図）のように，器面をへラケズリ

調整してはいるものの肉厚で，須恵器の器形とは関連のみられない土器群は，やはり鬼高期の

うちでも古式に属すると考える。それは，へラケズリという調整が，器壁をうすくするための

ものであり，土器づくりの方向性が，よりうす手でつよいものへと向かうという前提から考え

た場合である。

さて，SIO60では，陶邑の編年でいえば第2段階のⅡ式に比定される須恵器の杯身を伴っ

ている。また，SIO70は，やはり同時期と思われる提瓶を伴っている。これらを伴う土師器

群をみると，杯や甑の内面にラセン状もしくは放射状のへラミガキを行なう手法が盛行している。

次に，扁平なっまみと，内側にかえりをもつ須恵器の蓋を伴うのがSIO62である。これを
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伴う土師器群をみると，器壁はかなりうす手で，外面の調整に顕著なへラケズリはみられず，

下半にへラミガキを施した大型蜜がある。この種の賓は，本遺跡でかなり多くみられたもので，

とくにSIO67からは5個体も出土している。ただし，SIO67は最大の遺物量のわりには須恵

器の良好な資料は得られず，SIO62ほど下がるかどうかは疑問である。

このように，鬼高期を3段階にわけた場合，SIO62がⅢ式に，SIO60がⅡ式と仮りに編年

すると，SIO80・SIO75・SIO37の土器群はⅡ式よりも以前に，SIO68もⅡ式より少し前

に，SIO70はⅡ式に比定されると解釈する。しかし，Ⅲ期にわけたとしても，そのI期の期間

は50年ほどあり，外八代遺跡の住居址の重複関係や住居址の構造による耐久年数を考え合わ

せると，もっと細分化される可能性があるが，それらは別の機会にゆずりたい。また，千葉県

や東京都，埼玉県の鬼高期の土器群と比較した場合，千葉県の土器にはかなりの類似点があり，

東京◎中田遺跡や埼玉県の土器とは異なった点が多く発見される。これは，時期差も考えられ

ようが，むしろ地域差による面が大きいのではないかと思う。

真　間　期

本遺跡では，貞間期に比定できる資料はほとんどない。土師器では長胴形になると考えられ

る賓の底部片は1◎2点出土しているが，伴出関係も定かでない状況である。また須恵器につ

いても詳しいことは判らない。SIO54から，かえりを消失した蓋が出土しているが，土師器

をみると，SIO54に伴うかどうかは疑問で，真問期に比定できるかもしれない。SIO71は，

土師器の聾に良好な資料がないため確定できないが，須恵器の杯の器形をみると，底部が不安

定で，口径もやや大きく，東間期に比定できそうな土器群である。

国　分　期

本遺跡では，国分期の住居址を多数検出し，SIO16eSIO39・SIO55・SIO6巨SIO63・

SIO64・SIO66・SIO71・SIO72などから良好な土器が出土した。

これらは，土器の組成から内黒土師器を主流とする住居址，SIO55・SIO64と，須恵器が

主流のSIO63e SIO72に分けられる。内黒土師器を主流とする土器群をみると，須恵器の杯

は，内黒土師器の杯と器形が酷似している。内黒土師器は，手法の点からロクロを使うことを

除けば，近畿地方で出土する黒色土器Aと同じである。この2者の関係はさておき，黒色土器

が陶邑の衰退と反比例して発展した土器であることを考えると，関東の内黒土師器が須恵器と

相互に関連をもつ土器であるという点で，前にも触れたように，土師器と須恵器の関係が西と

東ではまるで違うことに気づくであろう。さらに，SIO64からは灰紬陶器の長頸瓶が伴出し

ている。これは猿投の編年でもかなり古式に属すると思われるが，他から浄瓶の一部も出土し

ていることから，Ⅱ期の初め頃のものであろうか。

さて，須恵器を主流とする住居址の土器群をみると，須恵器の婆は口径に最大径があり，頸
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部の屈曲がなくて目線部がつよく外反するものである。また，杯も高台をつけるものがいくつ

かあり，高台をつけないものは，ミズビキ成形の時にできる凹凸が顕著で，底部がせまく，休

部がまっすぐに大きくひらく形のものである。

以上のように，大きく2つに分かれた土器群について，2つの時期を設定することが可能で

ある。住居址との関連も含めて，両者の詳しい関係については今後の課題としたい。

付　記

本報告の土器の原稿を草するにあたり，とくに縄文式土器・弥生式土器・陶磁器類・内耳土器につ

いては多くの方々からこ’教示を得た。末尾ながら記して，感謝の意を表する。
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別　編

中傲城郭としての外八代遺跡

伊　再豊　正　雄

I

中世を通じて常陸園には，大別して三氏の系統が勢力を競ひ合ってゐた。北方・奥七郡と云

はれた地方に蔓延する12世紀初頭以来の佐竹氏，小田城を根接地にして西部一帯に勢力を張る

12世紀末以来の小田氏，府中城主を宗家にして東部に発展した11世紀初め以来の大濠氏，が

これである。

この三家の角逐からやゝ外れた形で信太・河内繭郡があり，信太荘や東條荘等の名高い荘園

が存立して，鎌倉幕府の執権北條氏一門がその大半を領してゐて，比較的安定した地方と見ら

れるが，元弘3（1333）年の幕府滅亡とそれにつゞく南北朝の動乱のなかで，ここもまた争乱に

捲込まれることになった。

延元3（1338）年9月，新田・楠両氏の相次ぐ敗死に加へて嫡子顕家までも戦死といふ大打撃

を受けた南朝の柱石北畠親房は，その査勢を挽回すべく遠大な計画の下に吉野を出発し，義良

親王e宗良親王を奉じて次子頼信と共に伊勢を出航して一路東園に向ったが，暴風の為に一行

は分散してしまひ，義良親王と頼信は伊勢に吹き戻され，宗良親王は遠江に上陸，親房のみ東

園に進んで漸く常陸の東條浦に辿り着くことができた。以来数年，つひに興国4（1343）年11月

関e大宝雨域が陥落して空しく吉野に蹄還するまで，或は阿波崎・神宮寺繭城に擦り，或は小

田城に数万の敵軍を迎へながら，陸奥白河の結城親朝へ切々たる書状を送って南朝への尽力を

促し，或は孤城落日の間に皇統の大義を顕彰する為に接大の筆をふるひ，八面六腎の活躍をす

るのであるが，南風競はず，時勢の動向を如何ともすることができなかった。

幕府の滅亡。足利氏の叛逆の過程のなかで建武中興は挫折し，この地方は足利氏の支配下に

蹄して，関東派遣軍の指揮官とも云ふべき高師冬が，その所有者になる。興国2年師冬は武蔵

の兵を率ゐて信太荘に侵入するが，このとき，この地の土豪で「貝サニ地理二熟シテ」ゐる為に，

彼の轡導役を引受けたものがゐる。八代彦七信経といふ。1）9月，信経らは高井城を攻め火を

放って民家を焼いた。

高井城の位置は不明である。『関城鐸史』によれば，貝原塚城がそれである，と云ふが，現

存する同城址は勿論富時のものではない。が，とにかく，この地方になは南朝方の城郭が存在

してゐて，信太荘周辺も戦乱が絶えなかったことが分る。

貝原塚南方直線距離で三キロの龍ヶ崎市八代の桂呂寺西方台地上に，屋代城址があり，部分

的に土塁と空堀を残してゐるが，八代氏はこゝの城主であったと恩はれる。信経については，
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別府文書の暦應4（興国2・1341）年7月の別府事実軍忠状に，「輿屋代彦七信経同道仕，馳向信

太庄」といふ記事があり，2）その実在と活動とを疑ふことはできないが，今回発掘調査の対象

となった外八代城址は，先の屋代城址からは谷を距てゝ東方500米程の位置にあり，南城の関

係には不明な点が少くない。

それに何らかの照明を富てゝ外八代城址の実態に少しでも近付く為に，この地方の勢力関係

の推移をもうしばらく追究してみよう。

Ⅱ

周知のやうに，関東は武家社会にとって特別の意味を持った土地柄であるだけに，新しい幕

府を創立しようとした足利高氏は，その勢力拡大強化の過程でこの地方を特別行政地区として，

鎌倉府といふ小幕府を設け，初め嫡子義詮を。その上洛後は次子基氏を最高責任者とし，それ

らが年少の為補佐役として畠山・高・上杉氏を附けておいた。前二者は次々に没落し，最後に，

基氏の信愛最も篤い上杉憲顕が，一度は離叛したにも不拘，信州の亡命先から呼戻され，以後

二百年，上杉氏が関東管領として関東に威をふるふこととなる。さうして，曽て高師冬に輿へ

られた常陸の信太荘は，途中小田氏に輿へられたが，結局山内上杉氏に侍領されるやうになる。

信州から鎌倉へ上るとき，憲顕は，その地における己れの随伴者を共に関東へ入部させ，自

己の所領の代官とした。信太荘には，このころ－憲顕は正平18（貞治2e1363）年3月管領と

なる－土岐e臼田両氏が新に登場し，以後天正18（1590）年7月－このとき関東の中世は

終りを告げる－まで，二氏殊に土岐氏がこの地方に雄飛する。

云ふまでもなく，土岐氏は美濃園の大族であるが，この地方との関係の歴史は余り明らかで

はない。3）信太荘へ下った同氏は，土岐氏庶流で同園郡上郡原（岐阜県郡上郡八幡町原）を本質

とし，従って正確な文書にはすべて「土岐原」となってゐるが，4）ここでは江戸崎あたりを根

接地として，信太荘惣政所となり，上杉氏に封してはその越後逃亡まで忠実な被官であり，5）

上杉氏としても，他の諸氏以上に土岐原氏とは密接な関係を持ち続けてゐた。6）信太荘に土

岐民らが入部した時期は確実ではないにしても，上杉憲顕の子憲方が，小田氏に代って（同氏は

小山若犬丸に窯した為この広大な荘園を没収されたのである），こゝを領有したのは嘉慶前後（元年は

1387年）と見られるので，土岐民らの入部も大体十四世紀後半であらう。

『茨城県史料』Iに収められた鳥名木文書や臼田文書に見られるやうに，それ以後戦国時代

を通じて，土岐氏は信太も河内繭郡における代表的豪族である。それは，同氏の信太荘におけ

る惣政所といふ地位からも窺ほれるが，例へば上杉憲政の近藤氏への養子斡旋を土岐原美作守

が渋ってゐるのも，謂はゞ自己の配下である近藤氏に次男を遣はすことに封する，土岐原氏の

不満即ち自己の誇りを暗示してゐるものであらう。しかし，その土岐原氏も，時代が時代だけ

に，決して容易に自己の地位を維持し得た訳ではない。
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1

前述のやうに，常陸の三大族のうち，信太荘に最も接近してゐるのは小田氏である。しかも

小田氏はその元の領主である。同氏は，南北朝動乱に南朝方に立った為，百数十年に捗る常陸

の守護職を奪ほれて所領も半減し，どちらかと云へば衰運を辿る一方であったが，14代政治の

ころになって，家運の挽回に乗出し，しきりに周辺の中小豪族と事を横へるやうになる。雷然，

信太荘はその侵略の重要な封象であり，土岐原氏とその興業も安穏ではあり得ない。勿論，こ

のころもなは，この地方の名目上の所有者は上野囲平井に在城する山内上杉家ではあらうが，

上杉家としては，小田氏の侵略に封して自己の所有権を主張する限り，在地領主であり代官で

ある土岐原民らの力を籍りて防ぐ以外に，手段はあり得ない訳である。さうして，在地の中小豪

族の問には，またそれなりの利害関係が錯綜してゐて，事は上杉氏の思惑通り簡単には運ばな

いであらう。

しかも，関東には－戦国時代も半ばに達すると特に常総地方がさうである－二上杉氏以外

に乃至以上にもう一人の主君がゐるのであって，勿論名目上の主君には相違ないが，この即ち

古河公方家が，衰運に向ふ名家の歴史的必然と云ほうか，家中に封立を生むやうになり，封立

者のそれぞれが関東の諸侯や豪族らを味方に引き込まうとし，その為封立紛糾はそれらの人々

にまで蔓延する。殊に，3代高基－文明17（1485）年頃生れて天文4（1538）年死ぬ－は，

父政氏と不和であり，弟義明や基頼とも封立し，後者は相共に上総に移って武田氏に擁せられ，

見高基とは別個に関東公方として策動しようとする。このやうな有様で，保守的な関東の大小

豪族は，全く彼らを無視し得ぬまま－無視し得たのは後北僚氏のみで，同氏は逆にこれを最

大限に利用した－結局彼らの策動に翻弄される結果になり，容易にその堵に安んずる．ことは

できない状態にあった。

この間に虞するのは甚だ困難であったらうが，土岐原氏は，自己と利害を共にする行方・鹿

島の大濠一族と結び，終始小田氏の侵略に抵抗する。幸ひ小田氏は政治の子氏治（入遺して天庵

と云ふ）の代に至ると再び衰へ，その結果，同氏の一族で重臣の岡見氏とは却って接鯛するやう

になり，これと同盟して，小田氏を殆ど滅亡させた佐竹。多賀谷両氏と封立するに至る。さう

して，強力な敵勢力に封抗する為に後北僚氏と結び，天正以降牛久城を前線基地とする　7）

北僚氏照に属して，牛久沼周辺で主として多賀谷氏と戦ふ。江戸崎・龍ヶ崎雨域を根接にする

土岐原氏は，恐らくこの時代が最も勢力を拡大した時期であらう。木原城の近藤氏は勿論，羽

賀の臼田氏も，土岐原氏の配下であったし，岡見氏は土岐原氏から養子を迎へて殆ど一心同体

である。信太・河内郡はほぼ土岐原氏の領内と見なしてよいと恩はれる。

しかし，後北僚勢力下の自立性は，小田原の勢力の消長に依存してゐる。天正18（1590）年

初め，豊臣秀吉が北僚氏討伐に向ったとき，土岐氏は北條側に立たざるを得ず，8）同年7月北

僚氏が滅亡すると共に，土岐原氏の二百年に及ぶ権力も一掃されてしまふ。
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土岐原氏を中心とするこの地方の歴史のなかで，八代氏がどういふ位置にあったか，どのや

うに活躍し，どのやうな地位を保ってゐたか，実態は殆ど全く分らないと云ってもよい。八代

氏は，土岐原氏と違って，この地方の土着の豪族のやうであるが，大濠氏の一族でも小田氏の

系統でもないらしく，又，信太荘を開発した紀氏の流れでもなささうである。屋代城を根接と

したことは一應認められようが，15世紀以降の同氏の動向や外八代城の性格については，歴史

的側面をしばらく摘いて，この城の今回の発掘による様相と，この地方の前述した時代の変遷

のなかでのその可能な地位と，を考へてみる方が真相に近付けると恩はれる。

では，今回の調査の結果，どのやうな姿をこの城は我々に示したであらうか。

Ⅲ

龍ヶ崎市街北方の水田地帯と女化方面の台地帯の境界線を形造るやうに，女化の南方から二

つの細長い台地群が東南東方向に延びる。それらは問に谷を隔てて，北方のものは貝原塚から

長峰に至り，南方のものは別所・羽原から八代に終る。後者の東端東台の北方に外八代城址が

ある。比高は16～17米位で，城址の西e北も東は水田地帯に面し，南方は平坦地となってゐる。

発掘以前，ここは欄であったが，深さ30糎程の窪地が台地基部を東西に走って，空堀の存在

を暗示してゐたとのことであるが，発掘の結果はそれを実証し，深さ4米・上幅10米程の大き

な堀（1号堀）が出現した。断面は，東半部の大きなところは逆台形状を呈し，西側のやや規模

の小さくなるあたりは箱薬研である。

この大きな堀の内部即ち北に突出した舌状台地の先端部が主郭で，東西70数米・南北80数

米程，内部に中世関係では15棟の建築址が発掘されてゐるが，それらは，大きなものでも8×

5米位，大抵は6×4米程の規模で，6坪から12坪の小屋と見られる。9）勿論すべてが同時

期のものではなく，この他に弥生から平安までの住居址が存在し，主郭外南方には殊に多数の

古代住居址が，土壌等を伴って見出されてゐる（詳しくは遺物・遺構の項を参照されたい）。

主郭部の地形は，北と東とは傾斜が急で，特に東は急斜面であるが，北西の隅から南へ向ふ

西側斜面は東や北程ではなく，防御といふ点からは，東や北は自然地形でよいとしても，西に

は何らかの虞置が必要であらう。事実，ここには人工を恩はせる急階段状のものが4段走って

ゐたのであるが，それは正しく人工を加へたもので，発掘の結果，大空堀（1号妙がここをやや規

模を縮小して北上するのと平行に，その1段下にもう一つの空堀（3号堀）が大空堀の半分程の

規模で北上してゐることが，明らかになった。それらが台地西北端で堀切となって落ちてゐる

のか，それとも，3号堀はそのまま落ちるが，1号堀は，3号堀との問に帯曲輪状の土塁を挟

みながら，北斜面をそのまま東行してすぐに止まってゐたのか，それは不明のままに終った。

西北端は現状では地形がかなり崩れてをり，発掘調査は危険と判断されたからである。

郭内東側は郭平面より低くやや階段状に削平され，その斜面に大小無数のピットが不規則に
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見出された。それらの一部はたしかに柵列と認められるが，或はまた，所謂乱杭逆茂木の痕跡

である可能性も大きい，と恩はれる。

この郭で城郭設備として注目されるのは，1号堀の曲折である。この堀は東端は多分掘切ら

れてゐるが，東西線のほぼ中央で塁線から10米程南方へ張出し，12米程西走してから再び10米

程北に折れ，それから西へ30余米進んで，規模をやや小さくしながら台地西縁を北上する，

つまり，約120平方米（37坪程）の出所形を形成する訳である。この遺構は，遺構そのものと

しても関東中世城郭中で注目すべきものであるのみか，主郭の規模を考へると一層深い印象を

輿へずにはゐない。

ところで，この郭は富然土塁を設けてあったはずであるが，西北隅にその残歓部分と思はれ

る（或は櫓台か）土盛りが残ってゐるだけで，現在その残存部分は見苦らないので，主郭への出

入口（虎口）の位置が不明になってゐるが，この研形状の突出部が侵入者に槙矢を射ることがで

きる以上，その基部の東西どちらかに富然虎口が想定される。事実，ここの西部に封應する空

堀を隔てた外郭部から空堀へ下る連絡路とも見られる地形が残され，堀底の屈曲部に小さな平

坦部があり，それに北側の主部内で封應する位置に，2米乃至3米間隔の封稀的な柱穴が－

木戸の柱痕のやうに－存在するので，この小平坦部から郭内に木橋でも渡した，とも見られ

るが，さうすると橋の傾斜はかなり急である。もう一つ，出所形の東方堀底に大きなピットが

2個あり，その北側斜面に堀底から1米半程高く細長い削平部分が存在し，主郭はそこから更

に2米近く高くなってゐるが，堀底のピットに封栴的に郭内にも2つのピットがあり，これら

にそれぞれ適富な柱を立て，必要ならば中間の削平部分にも支脚を設けて，ここに木橋を架け

た，とも考へられる。後者のはうが，遺構上からも戦術上からも，適富と思はれる。

以上のやうに，主郭については，一應中世城郭としての体裁が整へられてゐるが，しかし，

この城はこのままの形即ち単郭で存立してゐたのであらうか。

たしかに，こゝの堀は立派であり，出析形も見事である。しかし，山上や高地の険阻な場所

ならとにかく，この程度の台地上では，如何に堀が大きくてもこのままでは防御力にかける。

富然これを包む外郭が要求される訳で，そのことは，主部の南方の発掘の－特に3号堀の南

端を追究する－過程で実讃されたのである。

3号堀は，1号堀と別れて南々西へ延び，約30数米で終ってしまふのであるが，その終結点

に2つの小さな堀が落込んでゐることが明らかになった。これらは3号堀よりも遥かに小規模

で，一つは，3号堀とは直角に接合するが，1号堀の南をこれに平行して20数米の間隔で東南

東方向に走り，やがて弓なりに東南へ折れて，70米程で終る。もう一つは，それの更に南を東

南方向に30米延長してゐる。両者のうち，後者は周辺の住居址に伴ふものと見られるが，前

者は，種々の知見から－それについては遺構の部を参照－大体1号堀と同時代と考へてよい。
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更に，主郭外にもう一つ珍しい遺構が現ほれたのである。それは，3号堀との問に析形状の

2平方米程の小空間－こゝは外部から外郭内への虎口と考へらる－を置いて，その西から

南へ向ふ空堀（2号堀）である。

これが，3号城南部分と共に，外部から主郭を守る為の設備であることは，云ふまでもなく，

むしろ3号堀以上にその使命を持ってゐることは，こちらのはうが規模もやゝ大きく又曲折し

てゐるところからも明らかであるが，実に謎に包まれた遺構と云ふ他はないものである。

第一に，出発点から南走して40米程のところで終ってゐるのである。それに関係する－例

へばそれに北方で連絡する3号堀のやうな－堀は存在しない。SDO88の塊状の遺構は，こ

れとは無関係であり，且つ空堀ではないやうである。第二に，その断面であるが，W字型を呈

してゐて，正に二候の堀が並んでゐる形で，城内側（東）の堀は正確に薬研堀，外側は箱薬研で

このはうがやや深い。さうして両者の間には逆Ⅴ字型に畝が残されてゐる。両者を併せた堀の

上幅は5米を超えるが，この空堀の構造はどう解釈したらよいか。

一つは，これを意園的なものと見ることである。その場合，中間の畝は一種の障碍物と考へ

られる。武装して幅5米の堀を飛び超え得る人間はゐるかも知れないし，馬なら或は超えられ

よう。しかし，堀の中間に畝が突出してゐると，それが視覚上の邪魔になって，何かそれに贋

くとか或は足をさらはれるとか云った，錯覚を惹起することがあらう。又，単に心理的な問題

にとどまらず，実際物理的にも，例へば馬が跳躍した場合，その前脚は城内へかからうとしな

がら後へ延び切った後脚がこの土盛りにひっかかると，跳躍それ自体が結局は失敗に終る，と

いふこともあり得ると考へられる。更に，畝上にそいだ竹や木の枝を植ゑれば，危険な障碍物と

なることは云ふまでもない。

もう一つは，これらを時期的に違った堀と見ること，である。つまり，まづ内側の薬研堀を

掘った城兵が，これだけでは心許ないと考へて，その外に接して急いでもう一つの堀を掘ったと

見るのである。この場合も二つの考へ方ができる。一つは，とにかく二候の平行する堀を掘り，

これらを一封のものと考へ，その間に生じた畝は，ふと（前述のやうな）障碍物になることに気付

いて，そのままに放置したとすること。もうとっは，二條の堀を掘ったのではなく，初めから

一つの大きな堀を掘るつもりであった，と見ることである。即ち，その場合，まづ先に掘った薬

研堀の外に箱薬研の堀を掘り，ついで，その間に生じた畝を除去する，と云ふ空堀の掘り方が行

はれた，と見る訳である。つまり，大きな空堀を掘る場合，いきなり幅の広い堀を掘るのではな

く，二條の比較的小さな平行する堀をまづ掘って，次にその間の畝を除去する。さうすれば，

まだ堀が一條しか掘れないうちに敵襲を受けても，とにかくその一條の堀は既に存在する訳で，

それによって一應の防御は果せるといふことになる。緊急事態においてはこのやうなことも有

効ではないか。－この見方に立つと，外八代城の2号堀は未完成であったことになる。
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戦
暮汲

意園的なものか，時間不足の未完成的なものか，確定することはむづかしい。ただ，いづれ

にせよ，外郭工事自体は未完成と云ふ他はないやうである。畝がもし障碍物として意囲される

とすれば，或程度畝の土をしめる必要があるであらう（ちゃうど土塁を築く場合に一種の版築の方

法が採られるやうに）。ところが，この畝は，北の部分は或程度そのやうな感じを輿へるが，南側

の大部分は，自然に掘り残された土盛りがそのままになった，といふ状態に近いのである。さう

して，外郭の他の空堀乃至そのやうな遺構が未完成と恩はれることからも，その常時，主郭に

比べて外郭は正に建設途上にあったと見てよいであらう。

Ⅳ

中世城郭としての外八代遺跡について私見を纏めてみると，次のやうになるのであらう。

上　この城は舌状台地に占地する主郭と外郭とからなり，主郭には，緩傾斜面では二重堀を

設け，急傾斜面は自然地形のままではあるが外縁部に柵列乃至乱杭逆茂木の如き設備を備へ，城

域に比べると大規模な空堀をめぐらし，この南中央部を桝形状に突出させ，外敵襲来に充分に

億へてゐた。ここに見られる塁線の屈曲は，私見によれば関東では15世紀中期以前には見られ

ない上に，この程度の城郭におけるこの空堀の規模の大きさを考へ合はせると∴富然その存立

期は15世紀の中後期以降と考へられる。

2．しかし，主郭以外の設備の比較的単純な点から，これは天文以降の戦国盛期のものでは

なく，主として16世紀の前半に属する遺構のやうである。

3．外郭は未完成の様相を呈し，恐らく，城郭全体が一應完成して封敵活動に移ったのでは

なく，外郭の構築中にその存立が中絶されてしまったと見られる。それについては，前述の通

りであるが，その他にも，外郭の南部は地形がやや低くなってゐる－そのあたりに江戸時代

に屋敷があったと云ふ－が，そこの低部は例へば東西の空鋸の跡であり，その内縁には土塁

乃至柵列があった，と考へたいところである。しかし，そのやうな遺構はつひに発見されず，南

西端の桐のある塚も土塁の残映ではないと見られる。さうなると，この城の外郭線は西側40米

位で終り，防御線としては明らかに中途半端であるのみか，南方は全く防御設備がなかったこと

になる。尤も，SDOOl堀はもう少し延長してゐる可能性はあり，それが或程度防御線となるこ

とは否定し得ないが，1号堀との間隔は余り大きくなく，防御線としては極めて弱体である。

4．城内には，中世城郭に往々見出される規模の小屋が存在するし，内耳土器その他の生活

用貝も発掘され，城内生活の存在が認められるが，ここには井戸が確認されなかった。これは

勿論城内生活に致命的な不利である。但，西側の谷の斜面に素堀の井戸が認められたし，この

やうなところには往々湧水があるのではあるが，平常時ならいざ知らず，籠城などの場合はこ

れでは極めて不便であらう。それゆゑか，ここには城内の数年に及ぶと云った長期生活の痕跡

は存在しないのである。
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5・そこで，想定されるのは次のやうなものである。－この舌状台地に単郭のしっかりし

た城郭が築かれ，その即事的な目的－大局的な目的は別にあらうが－は，比較的少人数に

よる短期間の龍城であったことである。ところが，戦乱の様相をよく考へてみると，短期間と

いふ点に疑問が生ずるし，兵力の増大といふ常時の一般動向から，敵兵力についても必ずしも

少人数を想定してほならなくなり，或緊迫した時点においては，主郭以外に富然外郭を急いで

築かなくてはならなかった。しかるに，工事の完成よりも敵の釆攻のはうが急であった為，外

郭工事半ばに落城してしまった……。なは，攻防戦は，恐らく極めて短時間にあっけなく，つ

まり相互に多数の犠牲者を出すことなく，終ったことであらう。

Ⅴ

結論を急がなくてはならぬ。

一体，この城は，誰が，いつごろ，何の目的で，作ったと考へたらよいのか。

先に，この地方には，戦国時代に土岐原氏が江戸崎・龍ヶ崎を中心に威をふるひ，上には管

領上杉氏を戴き配下には臼田・近藤等の人々を従へてゐたが，同氏の直接の敵は同氏より強力

る小田氏であった，と述べた。

さて，この城にとって非常に幸ひにも，一通の古文書一成箸堂文庫所蔵真壁文書所収の－

が残されてゐる。10）日く－

屋代要害，土岐原責落引陣候所へ，政治馳合遂一戦候。圃之為合力麻生淡路守即時打越候

様鉢事，口候共未聞候。此度各令調淡，北郡へ馳陣相勤可然候。委細町野淡路守可申達候。

謹言

閏三月九日

眞壁右衛門佐殿

（花押）

この無年号文書は，閏月の発給である為，誠に幸なことに年代が分る。発給者は多分古河公

方高基の弟基頼で，彼と文中の小田政治の死去の年からすると，これが大永3（1523）年のもの

であることは動かない。

これによると－屋代城を土岐原氏が攻落して引揚げたところへ，小田政治が屋代救援に駆

けつけ，土岐氏と一戦を交へた，そこへ，鹿島郡の麻生氏が小田に一味する為に馳せ参じた，

と云ふことになる。

常時，前述したやうに，小田氏や土岐氏の動向は上杉氏の動きに大なり小なり影響を受けて

をり，その又上に古河公方家の動きがそれらに何らかの影響を輿へてゐた。高基は，父政氏と

封立して新興の小田原北條氏に接近し，弟義明e基頼らは北條氏とは封立してゐたが，管領上

杉氏の家督問題で，高基の叔父で上杉顕定の養子となった顕実と，やはり養子の憲房との問に

抗争が起り，永正9（1512）年，家重代の長臣長尾民らの後援で憲房が勝って，顧実は古河へ逃
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げ辟ってゐる。ところが，高基は，曽て父政氏に不孝の子として廃嫡されかけたとき，叔父顆

実のとりなしで宥されてをり，顕実に好意を持ってゐたが，基頼らはむしろ憲房と結んでゐた

ことは，臼田文書によって明らかである011）してみると，近藤民らを率ゐる土岐氏は，この

とき，高基一顧実例に立って，基頼一意房側に立つ小田氏の属城屋代要害を攻めた，といふこ

とになる。

屋代城が，大永3年には存立し，小田方の城として土岐氏に攻められて落城した，といふこ

とがこれで明瞭である。

では，その後，屋代城はどうなったか。いや，それよりもまづ，文書の屋代城を外八代城と

見てよいかどうか，ここから数百米西に屋代氏の本接屋代城がある以上，そこをも考へる必要

はないか。

それについては，もっと屋代氏の歴史が明らかにされなくてはならないが，さしあたり，文

書の屋代城を八代城と同定しないはうが合理的である，と答へておかう。八代氏は，信頼できぬ

軍記物などに小田氏の家来として八代越中e同平馬等といふ名が出て，土岐氏や岡見氏よりは

小田氏と関係がありさうであり，或る説では，小田氏の家臣で，新治群片野に拠り，同群上曽

の上曽源三郎を聾にした，12）とあるが，さうすると，小田氏配下の八代氏は，八代城の八代氏

とは別系統とも見られる。しかし，確実な少くとも参考に堰へ得る史料である「関東幕注文」，

これは，永禄4（1561）年関東へ管領上杉憲政を奉じて進出するに苦り，長尾景虎方で作成した

関東諸侯の幕紋や旗印の覚書であるが，このなかに，「屋代彦四郎」といふ名が掲げられ，しか

もその前後の人々は平塚・菅谷・眞壁等の小田氏の配下であること，南北朝時代の屋代信経も

彦七といって「彦」を共通にしてゐること，から，彦四郎はその後裔と恩はれる。屋代氏はこの時

点までは小田氏に属するものとして存続したと見てよいであらう。

してみると，大永3年前後，小田民らが，土岐原民らに封する軍事設備として，その時点に

相應する城塞を自由に構築するには，屋代氏歴代の居城を改修するよりも，新しい地点を撰ん

だはうが事が円滑に進捗するであらう。次に，八代氏の居城が攻落されたのであれば，文書で

城主の名が触れられてもよいのではないか。更に，て屋代氏が永禄頃にもなは存続してゐるのは，

屋代要害の落城によって屋代氏及びその居城が大きな痛手を受けなかった，といふことを暗示し

てゐるのではないか。さうして，最後に，屋代本城のはうが外八代よりも規模も大きく且つ領

主数代の生活の場として一層ふさはしい地形を占めてゐる，といふ事実がある。つまり，ここな

らば，簡単には落城しなかったであらう。従って，大永3年の戦争の際，小田氏は，自己の興

業八代氏の領内のしかも八代城に近くそこからの側面援護の期待できるところに，急遽城塞を

拡大強化しようとしたが，龍ヶ崎乃至江戸崎から目と鼻の先の同城は，直に土岐氏の攻撃を受

けて落城した，と見られるのである。
13）
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とにかく，この地方は常陸の中世史の空白地帯である為，八代氏の真相を把握することがで

きない。この城の西の屋代本城e谷一つ隔てた北方丘陵地帯の長峰城や貝原塚城は，未だにか

なりよく遺構を残してゐるので，それらをもう少し詳しく調査すれば，その全体のかかはりの

中で外八代城址の性格も，かなり明らかになると思はれる。しかし，ここでもまた，中世城郭

に輿へられた同じやうな苛酷な運命が繰返されたのである－いつの日か，関係する記録或

は文書が出現してその城郭の歴史が解明される時が来ても，そのときは，城址そのものは，一

冊の－結局は不完全な－調査記録のみを残して，この地上から永久に姿を消してゐる，と

いふ運命が。

この悲運は，いつ，どのやうにして，停止－とまでは行かなくともせめて，緩和されるの

であらうか。

（55．2．22）

註

1）『関城繹史』興国2年9月の候。

2）太田　亮『姓氏家系大辞典』　屋代氏の頃（角川書店版同書第3巻6184貢）による。

3）稲敷郡に発展する土岐氏の歴史については，故伊藤　勲氏の労作『土岐原史記』（昭和53年）があり，

参考するに足る。その4頁に言及された建武2（1335）年の土岐瀬貞による玉作郷水田の鎌倉正続院へ

の寄進は，土岐氏の常陸との関係の古さ（鎌倉幕府時代からの）を示してゐるよりは，この地の頼貞への建

武新政からの恩賞を暗示してゐるのではなからうか。

4）土岐ノ原某と云ふ訳である。『茨城学史料』中世編I所収円密院文書24号の某費には「惣政所土岐

ノ原入道殿」といふ表記がある。

5）例へば，共に信州からこの地に上杉家の下に入部した臼田氏一族さへも上杉氏に反抗したのに，土

岐原氏が終始上杉氏に忠実であることを，山内顕定（彼は永正7（1510）年死ぬ），が賞してゐる（県史料I

所収臼田文書51号12月14日付）。

6）同じく臼田文書43号の臼田河内入道あての上杉憲政判物では，憲政は，近藤丹後守の後継者とし

て土岐原美作守の次男を斡旋してゐるが，そこには，自己の数少くなった常陸の被官たち特に土岐氏

に封する。並々ならぬ配慮が感じとられるであらう。

7）氏照側の牛久進出の正確な年代は不明であるが，周辺の事情から考へて，天正10年以前（5年前後か）

と恩はれる。

8）天正18年の戦役に億へて，秀吉側で作製した関東の諸侯やその持城や勢力についての覚書が，三種

類程『毛利家文書』に収められてゐるが，その一つ「北條家人数付」には，土岐氏は「とき美作守」として

奉げられ，持ち城として常陸の江戸崎城e籠（龍の誤り）かみね・木原三ヶ所・兵力千五百騎となってゐ

る。もう一つの「関東八州城々ノ覚」には，更に詳しく，「江戸崎城　土岐美作守　龍か嶺　同兵衛助（正

しくは兵衛尉）木原　進藤（正しくは近藤）」と書かれてゐる。
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萄

9）天文5（1536）年前後に存在してゐた武蔵囲多摩郡（東京都調布市）の深大寺城址で発掘された常時の

小屋も，9軒程で，その規模はここと大同小異である。青木一美氏「東京都深大寺城跡発掘調査の成

果と若干の考察」（『鳥羽正雄博士古稀記念論文集・日本城郭史論叢』所収）参照。

10）この文書を筆者に提供し種々の知見を輿へられ，しかも，『土岐原史記』を長期間貸興された，地

元江戸崎町佐倉出身の東洋大学大学院生平田満男君に心から感謝の意を表する。

11）基頼文書の添へ状のやうな上杉憲房の翌4月19日付の感状が，臼田家文書48号に納められてをり，

近藤八郎三郎を従へた土岐原源次郎の軍勢に封して小田政治方として戦った臼田氏が，その子弟郎等

を失なったことに，憲房が弔意を示してゐる。

12）前掲『姓代家系大辞典』屋代氏の項（下巻6180頁）。

13）屋代氏がこのとき大して大打撃を受けなかったこと，屋代本城は攻められなかったかも知れないこ

と，それは基頼文書の暗示するやうに，「屋代要害」が攻められたとの情報が侍はるや否や，直ちに小

田政治が屋代氏を救ふべく出撃して来たからであらう。なは，屋代氏についてはたとへば，天正目

（1583）年佐竹氏に攻められて，最後の富主右京が妻子と共に死んだ　といふ説があるが，根接薄弱なの

で本稿では採らなかった。屋代氏については今後の新資料の出現に侯っ他はない。
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丑器類観察衷

（第　5　表）

項　目　に　つ　い　て

番　　　号　　図版中の番号に一致する。

遺　物　名　　縄文式土器，弥生式土器，土師器，須恵器，

灰粕陶器，内黒土師器，土師質土器，瓦質土

器，陶器，磁器に分類した。

器種は壷，賓，甑，高杯，杯，椀，増，器台，

提瓶，聴，長頸瓶とした。

法　　　量　　単位はセンチメートル，（）は復元値である。



畷

S1001

番

号

1
遺　物　名

法　　　 畳
形　態　の　特　徴

手　 法　 上　 の　 特　 徴

（文　 様）
胎　　 土 焼成 色　　 謁 備　　　　　　 考

口　径 器　高

1

土師器

dお望

19．5 ロ綾部は，折りかえし口緑 ロ綾部一ヨコナデ，ロ綾部内面1パケ目調整

の後へラミガキウ・頭部から胴部にかけて－

パケ自認蔓の後へラミガキ↓

砂粒 良 にぷい橙色 ロ縁から頸部完存

2 土師器 21．2 － 頚部が鋭く「く」の字状に屈 口綾部－ヨコナデ，胴部内面－へラナデ 砂粒 良 にぷい赤橙色口緑部から胴部％残

蛮 曲する 内面に輪積み痕が残る スコリア

S1002

1
土師器

杯

13．2 － 素縁．内傾口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ

底部外面一へラケズリ

粘質

スコリア

普通 赤褐色 ロ綾部完存

2
土師器

杯

13．0 3．9 素縁。内傾口緑 底部内面からロ綾部－ヨコナデ

底部外面－へラケズリ

砂粒

スコリア

良好 橙色 完形

3
土師器

椀

12．6 5．1 半球形を呈する 底部内面からロ縁部－ヨコナデ

底部外面…へラケズリ

砂粒 艮 橙色 完形

4

土師器

杯

12．2 4．6 外稜・内傾口縁 ロ綾部…へラミガキ

底部内面一放射状へラミガキ

底部外面－へラケズリ

砂粒 軟弱 明赤褐色 完形

5
土師器

椀

13．2 4．7 外稜・内傾口縁 底部内面から口綾部－ヨコナデ

底部外面－へラケズリ

砂粒 普通 橙色 完形

6
土師器

儀

12．0 5．6 半球形を呈する 3に同じ

底部外面に木の葉圧痕

砂粒 良好 橙色 完形

S1003

1
土師器

幾

（16．8） － 頸部は垂直に立ち上がり，

ロ綾部は平坦にひらく

口綾部∵ヨコナデ 砂粒
l
良好 橙色 ロ縁部㌔

2
土師器

杯

11．1 6．8 鉢に近い形を呈する ロ綾部…ヨコナデ．休部から底部外面…へラ

調整，休部・底部内面…へラケズリ

砂粒

スコリア

良 橙色 完形

3
土師器

杯

11．1 6．6 2 とはば同形 ロ綾部－ヨコナデ，休部から底部外面－へラ

調整，休部・底部内面－へラケズリ

砂粒

スコリア

普通 橙色
㌔

4
土師器

杯

13．1 4．5 外稜・内傾口縁 ロ綾部－ヨコナデ，底部内面一放射状のへラ

ミガキ，底部外面…ヘラケズリ

砂粒 良好 橙色 完形

5
土師器 15．7 5．1 外稜・垂直口綾．ただし外 ロ綾部…ヨコナデ，底部内面…放射状のヘラ砂拉 良 橙色 完形

杯 稜は明瞭でない ミガキ．底部外面－へラケズリ スコリア

Sl004

1

土師器 28．3 29．0 ・頚部はゆるやかに屈曲する ロ縁部－ヨコナデ，胴部外面…へラケズリ†砂礫 良好 橙色 完形

甑 ロ綾部内側に沈線 のあと下半にへラミガキ，胴部内面上部－へ

ラケズリ／，下部－ナデく→

2

土師器 15．2 11．6 林部は外稜をもち，その上 杯・口綾部－ヨコナデ．杯・底部内面－へラ 砂粒 良好 橙色 完形

高林 に沈線が2圏めぐる。ロ縁

は外傾して立ち上がる

ミガキ．同外面－へラケズリ，脚・内面－へ

ラケズリ，同外面－ヘラミガキ

3

i

土師器

杯

16．2 4．7 素縁・外傾口稼 口綾部…ヨコナデ，底部内面…放射状のへラ

ミガキ，底部外面…へラケズリ

砂粒
！

良好 橙色 完形

l

4 土師器

杯

（11．9）（4．9）外稜・垂直口縁 ロ綾部－ヨコナデ，底部内面－ていねいなへ

ラミガキ，底部外面－ヘラケズリ

粘質 良好 橙色 14 残

5
土師器

椀（杯）

10．4 9．4 鉢に近い形を呈する。ロ縁

端部は短く外反する。

口縁部－ヨコナデ，休部外面－へラケズリ 砂礫

スコリア
l

普通 にぷい橙色 完形

S1005

1 弥生式土器

出豊

－ 口綾部外面下部に刺突．

端部に縄文の押捺

付加粂縄文

！

砂粒 良 橙色 ロ綾部片

2
弥生式土器

血宝E

ロ縁端部一縄文押捺。付加条縄文 砂粒 良 にぷい橙色 ロ綾部
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番
号

遺　 物　 名
放　　　 免

形　 態　 の　 特　 徴
手　 法　 上　 の　 特　 徴

（文　 様） 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考
口　 径　 器　 高

3

弥生式土器

・ヨヒ望

頚部一無文等を有す。付加条縄文 砂粒（少） 艮 外面一黒色

内面 一

にぷい橙色

頸部片

4
弥生式土器

女望

－ － 頸部に無文箱を有す。付加条縄文 砂粒 （少） 良 にぷい橙色 頚部片

5
弥生式土器

てことご隻E

－ － 頸部…櫛描文，へラ状工具による格子文 砂粒（少） 良好 橙色 頚部片

6
弥生式土器

＝ヒ質E

－ － 無文箱を有する。以下は付加灸縄文 砂粒 （少） 艮 にぷい橙色 頸部片

7
弥生式土器

ここk望

－ － 無文帯を有する。以下は付加条縄文 砂粒 良 橙色 胴部片

8
弥生式土器

てことご覧E

－ － 無文音を有する。以下は付加粂縄文 砂粒 良 橙色 胴部片

9
弥生式土器

こコとチ宝E

－ － 無文帯を有する。以下は付加条縄文 砂粒 良 にぷい橙色 胴部片

10
弥生式土器

恵雲芝

－ － 無文等を有する。以下は付加条縄文 粘質 良 褐色 胴部片

1 1
弥生式土器

。ゴ宝E

－ － 無文帯を有す る。以下は付加粂縄文 砂粒（少） 良 にぷい橙色 胴部片

12
弥生式土器

ニヒ雲E

－ － 櫛描き文か？ 砂粒 良 にぷい橙色 頚部か ？

13
弥生式土器

こことご宝E

－ － 付加粂縄文 砂粒（多） 良 橙色 胴部片

14

弥生式土器

恵ご貿E

付加粂縄文 砂粒（少） 良 外面 一

にぷい褐色

内面一黒色

胴部片

S1007

1
弥生式土器

ことご隻E

－ 複合口縁 端部一縄文押捺

外面一付加条縄文，下部に刺突

砂粒（少） 良 にぷい褐色 ロ綾部片

2
弥生式土器

或ご望

－ 複合口縁 端部一縄文押捺

外面一付加粂縄文

砂粒（少） 良 にぷい褐色 ロ縁部片

3
弥生式土器

こことr竺E

－ － 境漕臣」粗文押捺

外面一付加条縄文，下部に癖状突起

砂粒（少） 良好 にぷい橙色 □綾部片

4

弥生式土器

てことご望

上部－へラ状工具による刺突，以下一付加灸

縄文

砂粒（少） 良 外面一黒色

内面一

にぷい褐色

肩部片

5
弥生式土器

ここヒご覧g

－ － 上部一触文帯，以下一付加粂縄文 粘質 艮 にぷい橙色 頚部片

6
弥生式土器

こまま璽E

－ － 櫛状工具による施文，ヘラ状工具によるジグ

ザグ文，下部に感状の突起

砂粒 良好 にぷい黄橙

色

頭部片

7

弥生式土器

＝ヒ竺E

上部一櫛状工具による施文，以下一付加粂縄

文

砂粒（少） 艮 外面一黒色

内面一

にぷい褐色

頚部から胴部の小片

8

弥生式土器

こiニご宅芝

上部一櫛状工具による施文。以下一付加条縄

文

砂粒（少）

l

良 外面一黒色

内面一

にぷい褐色

頚部から胴部の小片

9
弥生式土器

ヨゴ宝E

上部一櫛状工具による施文，以下一付加粂縄

文

砂粒（少） 良好 橙色 頭部から胴部小片

10

弥生式土器

こと宝E

頚部に無文帯を配す，以下は付加灸縄文 砂粒（少） 良好 外面一黒色

内面一

にぷい褐色

頚部から胴部㌔

11
弥生式土器

こよご宝E

】

胴部中位で，ゆるやかに

「く」の字状に屈曲する

付加粂縄文（羽状） 砂粒（少） 良 にぷい橙色
脚部〕
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こノ

番
号 遺　 物　 名

技　　　 量 ！ 形 態 の 特 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴

（文　 様）
胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　 径 1器　 高

12 弥生式土器 － － 付加条縄文 砂粒（少） 艮 にぷい橙色 底部に近い胴部片

13

弥生式土器 胴部から頚部にかけて，ゆ

るやかに内傾して立ち上が

る

頚部－へラ状工具による区画と格子文，櫛状

工具（単位 6 本）による界線．以下は付加粂縄

文

砂粒（多） 軟弱 橙色 頚部から胴部乾

14 弥生式土器 付加条縄文 砂粒（多） 軟弱 橙色 胴部片， 13 と同一個体

15 弥生式土器 付加粂縄文 砂粒（多） 軟弱 橙色 胴部片． 13，14 と同一個体

16 弥生式土器 付加条縄文 砂粒（少） 艮 にぷい橙色 胴部片

17 弥生式土器 付加粂縄文 砂礫 良 にぷい橙色 胴部片

18 弥生式土器 付加条縄文 砂粒 良好 橙色 胴部片

19 弥生式土器 付加粂縄文 砂粒（少） 良 にぷい橙色 胴部片

20 弥生式土器 － － 付加粂縄文 砂粒（少） 良好 橙色 胴部片

21 弥生式土器 － － 付加粂縄文（軸不明） 砂粒 良好 にぷい橙色 胴部片

22 弥生式土器 － － 付加粂縄文（軸不明） 砂粒（少） 良 にぷい橙色 胴部片

23 弥生式土器 － － 付加粂縄文 砂礫 良 にぷい橙色 胴部片

24 弥生式土器 底部径

（6．8 ）
－ 付加粂縄文，底部外面…木の葉圧痕 、砂粒（少） 良好 にぷい橙色 底部片

25
弥生式土器 底部径

（7．0 ）

単節縄文 砂粒 良好 にぷい橙色 底部片

26
弥生式土器 底部径

8．0

付加条縄文．底部外面一木の葉圧痕

l

砂礫（多） 艮 にぷい褐色 胴部から底部亀

SI O O8

1
土師器 （20．3 ） － 頚部 は垂直に立 ち上がり， l［割線寄ト十ヨコナデ，胴部内外－へラ調整 砂粒 良好 橙色

ロ綾部 1／う＋ ＋ ＋ ！

婆 ロ縁 が平坦にひらく

2
土師器 （10．0） 7．6 鉢に近い器形．外稜をもつ　 ロ綾部－ ヨコナデ，休部底部外面…へラケズ 砂粒 艮 にぷい褐色 ％ 残

杯 リ，休部，底部内面－へラミガキ

S1010

1
土師器

蛮

（20．8） － ロ綾部は短く，垂直に立ち

上がりやや外傾する

ロ綾部－ヨコナデ 砂礫（多） 普通 にぷい橙色 ロ縁から胴部坊

2
土師器

幾
－ － 底部はひろく，胴部下部は

安定した形を呈する

胴部内外－ヘラケズリ 砂粒

スコリア

普通 にぷい橙色 胴部から底部14

3
土師器 （28．8） － ロ綾部はやや平坦に外反す ロ綾部一一ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ→ スコリア（多）良好 橙色 ロ綾部から胴部毎

甑 る。頭部の屈曲はない 胴部内面→†

4
土師器 20．7 21．5 口綾部はやや平坦に外反す ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリJ＼，砂粒 良好 にぷい橙色 完形

甑 22．9 る頚部の屈曲はない 胴部内面／ スコリア

5
土師器

杯

12．4 － 外稜・垂直口縁 口綾部－ヨコナデ，底部内面－へラミガキ．

底部外面－ヘラケズリ

スコリア 良 にぷい橙色 14

6
土師器

杯

12．7 － 外稜・内偵口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

スコリア 良 にぷい橙色 14

7
土師器

杯

（12．2） － 外稜・垂直口緑 底部内面から口綾部一ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒 良 橙色 坊
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S1011

番

号
遺　物　名

法　　　 量
形　態　の　特　徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴

（文　 様）
胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　径 器　高

1
土師器 （20．2） － ロ綾部は短く，つよく外反 □縁部－ヨコナデ．胴部外面－へラケズリ‡．砂粒（多） 良好 橙色 ロ縁から胴部にかけて】4

窺 する 胴部内面一ナデ

2
土師器 － － 底部はひろく（径12cm），胴部から底部内面－ナデ，胴部外面－へラケ 砂粒 良好 橙色 胴部から底部ちら残

應 胴部は長胴であろう ズリム

3
土師器 （21．8） － 頚部外面にヨコナデによる 胴部内面から口綾部一ヨコナデ 砂粒（多） 良好 橙色 ロ綾部から胴部1／4

蛮 凹面 胴部外面に砂が多量付着

4
土師器

璧

16．7 － ロ綾部内側が凹面をなす ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラミガキ 砂礫（多） 良好 にぷい褐色 ロ綾部から胴部，はば完形

S1015

1

弥生式土器

こヒ宝E

外側に粘土紐を貼り付け，

へラ状工具で刻み目を入れ

る

端部一縄文押捺 砂礫（多） 良 にぷい黄褐

色

口綾部片

2
弥生式土器

ごとご宝巨

－ 複合口縁 端部一縄文押捺 砂粒 良 にぷい橙色 口縁部片

3

弥生式土器

dご寛

端部一縄文の押捺，外面一付加条縄文，下部

に刺突

砂粒 艮 外面「黒褐色

内面一

にぷい橙色

ロ綾部片

4
弥生式土器

こまこご宝E

－ － 櫛状工具によるスリット 砂粒（少） 普通 にぷい橙色 頸部片

5
弥生式土器

てことご雲E

－ － 上部に無文箱を配する。以下一付加粂縄文 砂粒 良 にぷい橙色 頚部から胴部の小片

6

弥生式土器

てこヒ・貿E
i

上部に無文帯を配する。以下一付加条縄文 砂粒 艮 外面一黒褐色

内面一

にぷい橙色

項部片

7

弥生式土器 櫛状工具による波状文 砂粒

スコリア

良好 外面一黒色

内面一

にぷい橙色

頸部片

8 弥生式土器 － － S字状結節文 砂粒（少） 良好 橙色 頚部片

9 弥生式土器 － － 付加粂縄文 砂粒 艮 にぷい橙色 底部に近い胴部片

10 弥生式土器 － － 付加粂縄文 砂粒 良 にぷい橙色 胴部片

11
弥生式土器 － － 付加粂縄文 砂粒

スコリア

良 にぷい橙色 胴部片

12 弥生式土器 － － 付加条縄文 砂粒 良 橙色・ 胴部片

13 弥生式土器 － － 付加灸縄文 砂粒 艮 橙色 胴部片

14
弥生式土器 － － 付加粂縄文 砂粒（少） 良 表面一黒褐色

内部一橙色

胴部片

15 弥生式土器 － － 付加粂縄文 粘質 良好 にぷい橙色 胴部片

16
弥生式土器 － － 付加条縄文 砂粒

スコリア

良 にぷい橙色 胴部片

17 弥生式土器 － － 付加粂縄文，底部外面一木の葉圧痕 砂粒 良 にぷい橙色 底部片

S1016

1

土師器
！

器壁は比較的うすく，底部 胴部外面一あらいへラミガキ，胴部内面下部 砂粒 艮 にぷい褐色 胴部巧，胴部下半にスス

窺 にかけてかなりすぼまる形

を呈する

に輪づみの痕が残る スコリア（多） が付着

2

須恵器 21．6 口径が大きく．ロ縁部は外 ミズヒキ成形，底部外面…へラケズリ 砂礫 良好 背灰色 1／う

皿 稜をつくって，短く外反す

る。端部は平坦

高台をつけて回転ナデ調整

3
須恵器

杯

（13．7） － 口径に比べて器高が短い ミズヒキ成形 良 良好 青灰色 ロ縁から休部下端1／互
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竃声

S1020

番

号
遺　物　名

法　　　 藍
形　態　の　特　徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　径 器　高

1

土師器 11．9 15．1 口縁が短く，はば垂直に立 ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ， 砂礫（多） 普通 にぷい橙色 巧

蛮 ちあがる。頚部の屈曲がほ

とんどない

胴部内面一ヘラナデ

2
土師器

杯

13．5 4．7 外稜・外傾口縁 ロ綾部－ヨコナデ．底部外面－へラケズリ．

底部内面…へラミガキ

スコリア

砂礫（多）

良好 橙色 兢

3
土師器

杯

（13．1） 5．35 外稜をもつ 底部外面…へラケズリ，底部内面一放射状の

へラミガキ（暗文）

艮 良好 内面一黒梅色

外面一浅黄橙

底部1／う

4
土師器

杯

10．5 6．6 口縁がかなりいびつ 全体にへラケズリ調整 砂粒 良好 橙色 字4

5
土師器

杯

12．5 6．8 4と同類の器形 内面と口綾部外側－ヨコナデ スコリア 良好 浅黄橙色 1／う

6
土師器

鉢

19・2 巨
摺鉢状を呈す 日綾部－ヨコナデ，休部外面－へラケズリ 砂粒 良好 にぷい橙色 巧

S1021

1
土師器

蛮

（20．0） 頚部から．口綾部にかけて

「く」の字状に屈曲する

ロ綾部－ヨコナデ 砂礫

スコリア

良好 にぷい赤褐

色

小片

2
土師器

杯

11．9 4．1 外稜・垂直口縁 底部からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－へラ

ケズリ

砂礫

スコリア

良好 にぷい橙色 完形

3

土師器

杯

10．4 4．8 外稜・垂直□縁 ロ綾部－ヨコナデ，底部内面－ヘラミガキ，

底部外面－へラケズリ

砂礫

スコリア

良好 内面…黒色

外面一

にぷい褐色

完形

4

土師器

杯

12．7 4．8 外稜・内傾口縁 底部内面から日綾部∵ヨコナデ

底部外面－へラケズリ，木の葉圧痕

砂粒

スコリア

良好 表面一黒色

内部一

明黄褐色

㌦

5
土師器

杯

（12．0） 4．3 外稜・垂直口緑 底部内面から日毎増臣－ヨコナデ

底部外画一へラケズリ

砂粒

スコリア

良好 梱灰色 1／う

6

ま

土師器

杯

13．0 4．3 外稜・内傾口縁 底部内面からロ崩は針－ヨコナデ

底部外面－へラケズリ

砂礫

良好

良好 にぷい黄橙

色

完形

l

7
土師器

杯

11．6 5．2 外稜・内偵口縁 底部内面から口縁部－ヨコナデ

底部外面一へラケズリ

砂礫

スコリア

良好 にぷい褐色 叛

8

土師器

杯
12．8 3．9 素縁・外傾口縁 底部内面から口綾部－ヨコナデ

底部外面－へラケズリ，木の葉圧痕

砂礫

スコリア

良好 にぷい橙色

？

黒　色

完形

9
土師器

杯

12．9 4．8 外稜・内傾口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ

底部外面－へラケズリ

良好 良好 内面一黒色

外面一褐灰色

完形

1∩
土師器 （13．4） 4．8 外稜・内傾口縁 口綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ 良 良好 梶灰色 1／う

S1022

底部内面からロ綾部－ヨコナデ

底部外面－へラケズリ，へラミガキ

Sl O26

1

土師器 （18．6） 口綾部はやや長く，頭部は ロ綾部－ヨコナデ．胴部内面－パケ目調整＼，砂粒 普通 橙色 ロ綾から胴部14

幾 ゆるやかに「く」の字状をえ

がく。口径と胴部最大径が

あまりちがわない

胴部外面一ハケ目調整上のあと下半はへラケ

ズリ

スコリア

2

土師器 20．0 19．5 最大径が頸部下にあり底部 ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ 良好 良好 にぷい橙色 完形

璧 にかけてすぼまる。ロ縁は

かなりいびつである。

底部外面一木の葉圧痕

3
土師器 （20．4） 頭部から口綾部はゆるく外 ロ綾部…ヨコナデ，胴部外面一ナデ 砂粒 良好 にぷい橙色 ロ綾から胴部1／う

幾 反し外側に段をつくる 胴部内面に輪づみの痕がのこる スコリア
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番
号

遺　 物　 名
法　　　 藍

形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考
口　 径 器　 高

4
土師器

璧
－ －

3 つの形を呈する幾の底部

と考え られ る

底部に木の葉庄痕 砂礫（多） 普通 橙色 底部のみ完存

5
土師器 （2 9．0 ） － ロ縁端部に沈線がめ ぐる。 ロ綾部 －ヨコナデ，胴部内 ・外面－ヘラミガ 良好 良好 にぷい黄褐 小片

甑 端部は平坦 キ ‡ 色

6
土師器

高杯

底辺径

8．4
－ 底辺端部 はやや上 に上がる 底辺端部 －ヨコナデ．槻部外而－ヘラミガキ．

裾部内面－ヘラミガキ＼

良好 良好 橙色 据部のみ完形

7
土師器

椀

（1 6．6 ） － ロ綾部 は折 り返 し，底部は

半球形を呈する

ロ綾部 一ヨコナデ，底部 内面－へラミガキ ‡ 良好 良好 褐色 小片

8
土師器

杯

（18 ．2 ）
i
外稜 ・垂直口縁 底部 内面か ら口縁部… ヨコナデ．底部外 面－

へラケズリ

砂粒 良好 黒色～億 色 レ 4

9
土師器

杯

1 2．4 4 ．5 外稜 ・内偵口縁 底部内面か ら口綾部＋ ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

スコリア 良好 表面 …黒色

内部 一褐色

完形

10
土師器

鉢

（8．0 ） 外稜をつ くり．ロ綾部はか

なり内傾する

ロ綾部－ナデ，休部外面 －へ ラケズリ 砂粒 良好 さこぶい黄橙色

）

黒　 色

現

S1029

1

土師器

蛮

13．8 □綾部内側に沈線がめぐる。

端部外部は「く」の字状に段

をつくる

ロ縁部－ヨコナデ 砂粒 良 にぷい褐色 ロ縁から胴部1／4

2
内黒土師器

杯

底部径

6．0

ミズヒキ成形，休部下端・底部外面－へラケ

ズリ，内面－へラミガキ

砂粒（少） 艮 にぷい黄橙

色

底部のみ

S1033

1

土師器 （17．0） － 頚部は垂直に立ち上がり， ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面下部－へラミガ 砂粒 良 橙色 小片

幾 ロ綾部が短く，つよく外反

する

キが一部に及ぶ，胴部内面…へラナデ スコリア

2
土師器 （23．6） － 頚部は，ほとんど屈曲がな ロ綾部－ヨコナデ，胴部内面－へラミガキN 砂礫（多） 艮 にぷい橙色 ロ綾から胴部1／う

甑 くロ縁端部は平坦

S1034

SI O37

底部内面からロ綾部－ヨコナデ・朱彩

底部外面－へラケズリ

1

土師 器 （2 2．3 ） 頸部 か らロ綾 部 が 「く」の字 口綾 部 － パ ケ 目調整 の あ と ヨコ ナ デ ス コ リア 良 好 にぷ い 橙 色 小 片

蛮 状 に外 反 す る 胴部 外 面 － パケ 目 調整 ← ， 胴 部 内面 － パ ケ目

調整 ， へ ラナデ

2
土 師 器 （1 1．9 ） － ロ縁 部 は や や外 反 ．底 部 は ロ綾 部 一 ヨコナ デ ，底 部 内 ・外 面 －へ ラ調 整 ．砂 粒 良 好 褐灰 色 巧

椀 半 球 形 を 呈す 口綾 部 一朱 影 ス コ リア

3

土 師 器 13 ．0 5 ．0 ロ綾 部 は やや 長 い ，外 稜 ・ ロ緑 部 … ヨ コナ デ ・へ ラ ミガ キ， 底 部 － へ ラ 良 好 良 好 褐　 色

完 形杯 内傾 口縁 ケ ズ リ，底 部 内 面 －ヘ ラ ミガ キ ？

にぷ い 褐色

4
土 師器

杯

1 2 ．7 4．6 外 稜 ・垂 直 口縁 ロ綾 部 － ヨ コナ デ ，底 部 外面 －へ ラケ ズ リ。

底 部 内 面 一放 射 状 のへ ラ ミガ キ

ス コ リア

砂 粒

良 好 灰 黄 褐色 ㍉

5
土 師器 （1 3．0 ） 5．1 口縁 は やや 長 い 。 外稜 ・垂 ロ綾 部 － ヨ コナ デ， 底 部 外面 －へ ラケ ズ リ， 砂 粒 良 好 にぷ い橙 色 1／4

杯 直 ＝緑 底 部 内面 一放 射状 の へ ラ ミガ キ

6
土 師 器 （12．6 ） 4．5 ロ縁 は やや 長 め ，外 稜 ・外 ロ縁 部 － ヨ コナ デ， へ ラ ミガキ ， 底部 外 面 － 良 好 良好 褐 灰 色 14

杯 傾 □縁 へ ラケ ズ リ， 底部 内面 … ヨ コナ デ

－373－
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番

P等
遺　物　名

法　　　 量 I 形 態 の 特 徴
手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎．土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　径 器　高

1
土師器

蛮

（19．7） 頸部ははば垂直に立ちあが

りつよく外反する

口綾部－ヨコナデ スコリア 艮 橙色 ロ綾部のみ1／う

2

土師器

塵

25．1 頚部ははば垂直に立ちあが

り□綾部の外側に段をつく

る

U軽部一ヨコナデ 砂礫（多） 良好 にぷい橙色 口縁から胴部完存

3
土師器 － 最大径は胴部はば中位から 胴部外面下半－へラミガキ，胴部内面一へラ 砂礫（多） 良 にぷい黄橙 胴部から底部2 14

蛮 上にある ナデ← 色

4
土師器 （12．0） 外稜をつくり，ロ綾部はや 底部内面から口綾部－ヨコナデ，底部外面－ 艮 良 にぴぃ橙色 1／布

杯 や外反する エビオサエの痕が伺える

5
土師器

杯

（11．7） 外稜・垂直口縁 □綾部－ヨコナデ．底部外面－へラケズリ．

底部内面…放射状のへラミガキ

良 良好 外面一黒色

内面一橙色

1／4

6
土師器

杯

（14．2） 外稜・外傾口縁 内部内面から□綾部－ヨコナデ，底部外面－

ヘラケズリ

スコリア 良 黒褐色 14

7
土師器

杯

（13．0） － 素縁・垂直口縁 内部内面からロ綾部－ヨコナデ．底部外面－

へラケズリ

砂粒（少） 普通 灰白色 14

8
土師器

杯

（13．7） － 素縁・外傾ノロ綾 □綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ，

底部内面－へラミガキ
スコリア 良好 暗赤灰色 1／4

9
土師器

杯

（12．2） － 外稜・垂直口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

ヘラケズリ

良 良好 外面一黒色

内面一橙色

1丞

10
土師器

手捏ね土器

5．7 2．9 杯形 手捏ね．エビオサエ，底部に木の葉圧痕 砂粒（少） 普通 にぷい橙色 完形

11
土師器

手捏ね土器
4．6 3．2 杯形 手捏ね．エビオサエ，底部に木の葉圧痕 良 良 橙色 完形

12
土師器

手捏ね土器

5．2 3．5 杯形 手捏ね，エビオサエ，輪づみの痕がのこる 艮 艮 橙色 完形

13
土師器

手捏ね土器

10．8 5．0 杯形 手捏ね，エビナデ，輪づみ痕．底部一木の葉

庄痕
砂粒（少） 艮 橙色 14

14
土師器

手捏ね土器
5．4 2．3 杯形 手捏ね，エビオサエ，底部に木の莫圧痕 良 良 橙色 完形

15
須恵器

憩
－ 折り返し口縁，端部の断面

は三角形を呈する

外面に櫛描きによる波状文 砂粒 普通 灰色 小片，波状櫛描文

16

土師器

窺

（20°8）i 頚部の屈曲はなく．ロ縁が

つよく外反する。頚部外面

にヨコナデによる凹面がある

胴部内面からロ綾部－ヨコナデ 砂粒 良 橙色 1／4

17
土師器

杯

11．7 素縁口縁，やや小型 ミズヒキ成形 良 良 橙色 1／う

18

内黒土師器 （14．8） 5．7　　高台が高いが．杯底部は安 ミズヒキ成形，椀の底部一回転へラケズリ， 砂粒 良好 浅黄橙色 14

杯 定している。休部は外側に 高台を付けてから，回転ナデ調整

Sl O39

土師器 2 1．8 33．0 ロ綾部は短く，屈曲するた ロ縁部－ヨコナデ，胴部外面一あらいヘラミ 砂礫 普通 にぷい橙色 しう

1
意 め内側に沈線がめぐり，端 ガキ，胴部内面－へラナデ，底部外面－へラ

部にも沈線がめぐってその

下に段をつくる

ケズリ

2

土師器 23．5 口綾部は短く，屈曲するた ロ綾部一ヨコナデ，胴部外面一あらいへラミ 砂礫 良 にぷい褐色 底部欠損，他は完形

幾 め内側に沈線がめぐり，端

部にも沈線がめぐってその

下に段をつくる

ガキ，胴部内面－へラナデ

3

土師器 29．8 29．3
i口縁部は短く，屈曲するた

ロ綾部－ヨコナデ，胴部下味－へラケズリ→ 砂礫 良 にぷい橙色 完形

甑 め内側に沈線がめぐり，塊

部にも沈線がめぐってその

下に段をつくる

胴部内面－へラナデ

4

土師器 17．5 頚部は「く」の字状に屈曲し ロ綾部－ヨコナデ．胴部外面－へラケズリ． スコリア やや オリーブ黒 底部欠損，他は完形
幾 端部は1，2に同じ。胴部は

球形を呈する

胴部内面一へラナデ 軟弱 色

－374一



番
号

遺　 物　 名 法　　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考
口　 径 器　 高

5
須恵器

蓋
－ －

扁平な擬宝珠形のつみを付

す

ミズヒキ成形．回転ナデ調整 砂礫 （多） 普通 灰黄色 天井部のみ完存

6
須恵器

杯
－ － 小片のため不明 ミズヒキ成形，底部外面一回転へ ラケズ リ 砂粒 普通 灰白色 小片，底部外面に黒書がみ

られる

7

須恵器

杯

1 1．5 3 ．4 底部がひろく，休部 から日

綾部が短 くまっす ぐに外反

する

ミズヒキ成形，底部外面－へラケズリ 砂粒 （少） 普通 灰色 完形

8
須恵器

杯

1 4．9 3 ．7 7 よりも口縁部がやや長い ミズヒキ成形，底部外面－へラケズ リ 砂粒 （少 ） 普通 灰色 完形

9

須恵器 （2 3．8 ） 大皿に属する。底部と□縁 ミズヒキ成形．底部外面 一回転へラケズ リ， 砂礫 （少） 普通 灰色 高台部欠損 ．四部 レ迄

皿 との境いで鋭 い段を形成す

る。高台がつくものと考 え

られ る

ロクロ方向 1

10
須恵器

蛮

最大径

（4 5．0 ）
－ 最大径は胴部上半にある。

器壁は比較的 うすい

胴部 一叩き調整 （平行叩き痕，同心内文痕） 砂粒 良 暗灰色 胴部のみ 1／う 弱

1 1
須恵器

璧
－ － 器壁が厚 い 胴部一叩き調整（平行叩き痕）

内面は同心 円文をすり消 している

砂礫 （多） 堅緻 灰色 胴部のみ 1／今 弱

S1041

1

土師器

療

（24．6） 頸部はほぼ垂直に立ち上が

りロ綾部は短く外反する。

内側は凹面をなし，外側に

段をつくる

ロ綾部…ヨコナデ．胴部内面－へラナデ 砂礫 良好 にぷい橙色
！
口縁から胴部14

2

内黒土師器

杯

（15．0） 椀に近い形を呈する。器壁

はうすく，外側に轡曲して

立ちあがる

ミズヒキ成形，林部内面－へラミガキ 砂粒 良 灰褐色 ロ縁から休部1／う

3
須恵器

杯

（14．4） 3．9 底部はひろく安定しており

ロ縁端部がやや反る

ミズヒキ成形，底部外面一回転へラケズリ 砂礫（多） 普通 灰白色 1／4

S1045

1
土師器

杯

14．0 4．1 外稜・外傾日縁 底部内面からロ縁－ヨコナデ，底部外面－へ

ラケズリ

砂粒 良 橙色 完形

2
須恵器

杯

13．9 4．5 底部はひろく，休部下端で

屈曲して外反する

ミズヒキ成形．底部外面…回転へラケズリ 良 普通 灰褐色 14

S1047

1

土師器

甑

23．6 22．2 底辺からⅤ字状にひらく。

頭部はほとんど屈曲がなく

口縁端部は外側に反る

ロ綾部－ヨコナデ・胴部外面‾へラケズリ羊 砂粒 良 にぷい黄橙

色

完形

2

土師器

杯

14．7 4．9 素縁・内偵口縁 底部内面からロ綾部一ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒（少） 良 表面一黒色

内面一

にぷい赤褐色

完形

3
土師器

杯

1‾3．3 5．1 外稜・垂直口縁 底部内面からロ縁幾トヨコナデ，底部外面－

ヘラケズリ

砂粒（少） 普通 にぷい褐色 完形

4

土師器

高林

脚・胴部はややふくらむ 脚・胴部外面一へラミガキ，融胴部内面－へ

ラケズリ

良 良好 表面一

明赤褐色

内部一橙色

脚・胴部のみ完存

S1048

1

土師器

蛮

14．9 頸部はゆるやかに屈曲し，

ロ綾部は短く，つよく外反
する。ロ綾部はかなりゆが

んでいる。

口縁部－ヨコナデ 砂粒（少） 艮 橙色 ロ綾部から胴部1／う

2

土師器 14．4 7．2 外稜・外傾口縁。器高が高 口綾部一ヨコナデ．底部外面－ヘラケズリ・砂粒（少） 良 にぷい橙色 叛

杯 く鉢に近い形を呈する。底

部ははぼ半球形である

へラミガキ，底部内面－へラミガキ

一一375－
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番
号

遺　 物　 名
法　　　 量

形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考
口　 径 器　 高

3
土師器 10 ．1 3 ．7 小形の半球形を呈する。□ 底部内面か ら口綾部－ ヨコナデ．底部外面－ 砂粒 良 にぷい橙色 完形

椀 縁はゆがんでいる へ ラケズリ

4
土師器

（不明）

（8．6 ） －
コップ状尊重する □綾部 －ヨコナデ，胴部内－パケ目調整 ，

胴部内面下半－へ ラナデ

砂礫

スコリア

良好 明赤褐色 ロ綾部か ら胴部 14

5
須恵器

杯

14．6 4．8 底部はやや不安定 ミズヒキ成形 ，底部外面…回転 へラケズ リ 砂礫（多） 普通 灰 白色 叛

S1049

1
土師器 （15．4） － 頚部は垂直に立ちあがり， ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面下半－へラケズ 良 良 にぷい褐色 口縁から胴部14

窺 ロ綾部はつよく外反する リ，胴部内面－へラナデ

2
土師器

杯

12．4 4．0 外接・内偵口縁 □綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ・

へラミガキ，底部内面一放射状へラミガキ

砂粒 良好表面一黒褐色

内部一橙色

はば完形

3

土師器

杯

12．5 5．2 外稜・内傾口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

粘質 良好 浅黄橙色
？

黒褐色

ほぼ完形

S1050

1
土師器

窺

（18．0） － 頸部はゆるやかに「く」の字

状に屈曲する

口綾部－ヨコナデ 砂礫（多） 普通 にぷい橙色 ロ綾部から胴部1／う

2

土師器 （14．8） 頚部で外稜をつくり．垂直 ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面…へラケズリL 粘質 良 にぷい橙色 口綾部から胴部14

盤 に立ちあがってゆるやかに

外反する

胴部内面一へラナデ

3
土師器 12．9 6．0 外稜・垂直口縁．器高がや 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－ 砂粒（少） 良 橙色 彷

杯 や深く鉢に近い形を呈する へラケズリ スコリア

4
土師器

杯

（14．0） － 黄緑・外傾口縁 ロ綾部－ヨコ十デ．底部外面－へラケズリ，

底部内面－へラミガキ

砂粒

スコリア

良 にぷい橙色 14

5
土師器

杯

（14．8） － 外稜・垂直目線 底部内面からロ綾部一ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒 良 にぷい黄橙

色

14

6
土師器

手捏ね土器

4．8 2．6 杯形 手捏ね，エビオサエ 砂粒

スコリア

良 にぷい黄橙

色

14

S1080

外稜・内傾口縁　は㌫完票鵠ケズリ十校（少）
に ぷ い橙 色

2
土 師 器

手 捏 ね 土器

7．7 2．2 小 皿形 手 捏 ね ， エ ビオ サ エ，底 部 外 面 一木 の 葉 圧痕 スコ リア 軟弱 に ぷ い橙 色 完 形

3
土 師 器

手 捏 ね土 器
7．5 2．0 ′j＼皿形 手 捏 ね ，エ ビオサ 工 。底 部 外 面 一木 の 葉圧 痕 スコ リア 普 通 に ぷい 橙 色 完 形

4
土 師器

手 捏 ね土 器

7．3 2．0 小 皿形 手 捏 ね． ユ ビオサ 工 ，底 部 外 面 一木 の 葉圧 痕 ス コ リア 軟 弱 橙色 完 形

Si O52

1
土師器

療

15．9 － 頚部は垂直に立ちあがり，

ロ縁部はつよく外反する

ロ綾部－ヨコナデ 砂粒（少） 良 橙色 ロ縁部のみ完存

2

土師器 （19．7） 頚部はゆるやかに「く」の字 ロ縁部－ヨコナデ，ロ綾部内面－ハケ目調整，砂礫（多） 良好 にぷい橙色 ロ縁から胴部1／4

盤 状に屈曲し．ロ綾部短かい 胴部外面－へラナデ・へラケズリ，胴部外面－

ヘラナデ

3

土師器

高林

（21．6） 杯は外稜を有し，ロ綾部が

大きく外反する。ロ縁端部

はまるい

ロ綾部－ヨコナデ，杯事内外面一へラミガキ スコリア 良好 橙色 杯上部1／う，粘土ひも接合

部分で離脱

4
土師器 底地径 － 脚の胴部は短く，据部も低 胸の胴部外面－ヘラミガキ．裾部外面－へラ 砂粒 良好 にぷい橙色 細部完存

高杯 9．8 い。内側の凹みも浅い ケズリ．裾部内面－ナデ スコリア

5
土師器 － － 脚の胴部は棒状であるが下 脚の胴部外面－へラミガキ，脚の胴部内面下 粘質 良好 橙色 脚の胴部1／う

高杯 部がやや広くなる 部一へラケズリ

ー376－



番

ロ号
遺　 物　 名

法　　　 畳
形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　 径 器　 高

6
土師器
高杯

－ － 底辺端部はやや上がる ヨコナデ調整，外面 に朱彩 良 良好 にぷい橙色 福部 14

7

土師器 （16 ．2 ） 1 6．2 底辺部からやや外側に弧を ロ綾部－ ヨコナデ，胴部外面－へ ラケズリ＼，砂粒 良 にぷい橙色 34

甑 えがいて立 ちあがり，頚部

は屈曲はない。ロ綾部は短
く外反する。

胴部内面－へ ラナデユ ス コリア

8
土師器

甑
－ － 底辺部か らⅤ字状に外反す

る器形

へラケズ リ調整← スコリア 良好 橙色 底辺部のみレう

9
土師器 13 ．5 （4．5 ） 底部が安定している。素縁 底部内面か らロ綾部 －ヨコナデ，底部外面－ 砂粒 良好 橙色 1／う

杯 内偵口縁 ヘラケズ リ　 朱彩 ス コリア

1 0
土師器 12 ．2 （5．7 ） 外稜 ・内傾 口縁，口綾部は 底部内面か らロ綾部－ヨコナデのあとへ ラミ ス コリア 軟弱 橙色 1／う ．底部外面に焼土付着

杯 やや長い ガキ，底部外面－ヘ ラケズリ

S1053

1
土師器
療

（13．8） － 頭部はゆるやかに「く」の字

状に屈曲する

ロ綾部－ヨコナデ 粘質 良好 赤褐色 ロ綾部の小片

2
土師器 （15．0） －

頭部はゆるやかに「く」の字 口綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリL 砂粒（少） 良好 にぷい橙色 ロ縁から胴部レう

蛮 状に屈曲する 胴部内面－へラナデ←

3
土師器 － － S IO67の大型愛に類する 胴部外面－ヘラミガキ，胴部内面－ヘラナデ．砂礫（多） 普通 にぷい赤福 底部のみ完存

盤 形 底部外面－へラミガキ 色

4
土師器 16．4 － 外稜・内傾口縁，底部は半 底部内面からロ綾部－ヨコナデ．底部外面－ 砂粒（少） 艮 にぷい黄褐 口綾部のみ1／う

杯 球形を呈する へラケズリ 色

5

土師器
杯

（13．0）（3．0）素縁・外傾口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ 砂粒 良 明黄褐色
？

暗灰色

1／う

6
土師器
杯

（15．8） － 外稜！外傾口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

粘質 良好 浅黄橙色 1／う

7
土師器

杯

（10．2）

l

－ 半球形を呈する

1

底部内面から口綾部－ヨコナデ，底部外面一

輪づみの痕がのこる
砂粒

スコリア
l

良好 にぷい橙色 小片

S1054

1
土師器

療
21．1 － 頚部は長く垂直に立ちあが

りロ縁部はつよく外反する

ロ綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリt，砂礫（少） 軟弱 橙色 小片

2
土師器

療

底部径

7．8
－ 底部はせまく，胴部はやや

下ぶくれの形を呈する
胴部内面－ヘラ調整 砂礫（多） 普通 にぷい黄褐

色

底部から胴部1／う

3
土師器

甑

28．4 － 頚部はやや屈曲する ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面…へラケズリ1，

胴部内面－へラミガキ‡

砂粒

スコリア

良好 にぷい橙色 口縁から胴部14

4
土師器 － － 脚の胴部は据部にむかって 脚の胴部外面－へラミガキ，脚部の胴部内側－砂粒 良好 にぷい橙色 脚の胴部のみ

高林 ひろがる しぼり痕 スコリア

5
土師器

杯

（13．0） － 外稜・垂直口縁 ロ綾部－ヨコナデ，底部外面－ヘラケズリ，
底部内面一放射状へラミガキ

砂粒 良好 にぷい橙色 1／布

6

土師器
杯

14．2 4．2 黄緑・外接口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ．底部外面－

ヘラケズリ

砂粒（少） 良 表面一黒色
内部一
にぷい黄梶色

1／う

7
土師器
杯

15．4 4．9 内接・外債ロ縁 ロ綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ，

内面－へラミガキ

砕柾

スコリア

良好 にぷい黄橙

色

1／う

8
土師器

杯
（15．0） 5．0 内稜・外傾口綾 ロ綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ，

内面一朱影
スコリア 普通 浅黄橙色 14

9
土師器 （13．8） 外稜・垂直口縁，ロ綾部は □綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ． 砂粒（少） 良好 にぷい褐色 1／う

杯 長く，器高も高い 底部内面－へラミガキ ）

黒　色

10
須恵器

蓋

底辺径

16．5
－ ロ縁端部は短く下り，端部

はまるい

ミズヒキ成玖 天井部1／う一回転へラケズリ 砂礫（多） 普通 灰色 34 ，つまみ欠損

11
須恵器

蛮
－ － 底部はひろい 胴部外面上部一叩き調整（平行叩痕），同下

部－ヘラケズリ叫，胴部内面－ナデ

砂粒 良好 赤褐色 胴部から底部1／う

S1055

1
土師器
窺

底部径
8．0

－ やや小型で胴部はやや長胴
と考えられる

胴部内面－へラナデ← 砂礫

スコリア

良好 橙色 胴部から底部のみ完存

2

内黒土師器 13．6 4．9 底部はひろく，休部・ロ縁 ミズヒキ成形，底部外面－へラケズリタ 砂礫 良 橙色 ㌦

杯 部が外側に轡曲して立ちあ

がる

内面一ヘラミガキ

3
内黒土師器 13．5 4．2 休部・口綾部は，はばまっ ミズヒキ成形，休部下端・底部外面－へラケ 砂粒 良 橙色 完形．底部に墨書「仁万」

杯 すぐに立ち上がる ズリ

ー377－



ヽ

番

ロ写
遺　 物　 名

法　　　 量
形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　 径 器　 高

4
須恵器
杯

（1 3．0 ） 4 ．5 2 の杯と同類の器形 ミズ ヒキ成形，休部下端 ・底部外面 －ヘラケ

ズ リ

砂礫（多） 普通 黄灰色 1／う

5
須恵器

蛮
－ － 頚部は長く外反し，ロ縁端

部の断面は三角形を呈する

回転ナデ錮整 砂礫 普通 灰色 小片

S1056

1

土師器 （9．2 ） 最大径は胴部中位より下に ロ縁外面－へラミガキく→，胴部外面－へラミ 粘質 良好 明黄褐色 1／う，底部欠損

＝ヒ竺E ある。頸部は「く」の字状に ガキL　胴部内面－へラナデ，ロ綾部から胴

屈曲する 部にかけて朱彩が施されている

2

土師器
士宝E

（11．0） 頚部は「く」の字状に屈曲し

ロ縁部は長く，外側に攣曲
して外反する。端部は外に

くびれる

ロ綾部－へラミガキ・朱彩 砂粒（少） 良好 橙色 ＝綾部14

3
土師器
士官巨

－ － 胴部中位より下に最大径が

ある

胴部－へラミガキ・朱彩，底部－ヘラミガキ 砂粒 良好 にぷい橙色 底部から頚部2 1／う

4

土師器 （16．0） 頸部は鋭く「く」の字状に屈 □綾部－パケ目調整のあとナデ．胴部外面－砂粒 良好 橙色 ロ縁から胴部1／う

蛮 曲する。最大径は胴部の中

位，ロ縁端部は平坦

パケ目調整のあとへラケズリ，胴部内面－へ

ラナデ←

スコリア

5
土師器 （14．6） 頸部は「く」の字状に屈曲しロ綾部外面－パケ目調整－，頸部外面－パケ 砂粒（少） 良好 にぷい橙色 ロ縁から胴部1／う

蜜 ロ綾部は垂直に立ちあがり

端部は平坦

目調整し　胴部外面－パケ目調整・す．ロ綾部
内面－へラミガも　胴部内面－へラナデ

6
土師器 底辺径 － 大型で．底辺部までまっす 蛮胴部下端外面－へラミガキ，台部－へラ砂粒 良 橙色 台部のみ完存

璧 12．3 ぐにひらく 調整，端部－ナデ調整 スコリア

7

土師器 底辺径 6よりやや小型，底辺部ま 建部との境いに粘土ひもの凸帯を貼り付け， 砂粒（少） 良好 橙色 台部のみ完存

窺 11．0 でまっすぐにひらく ユビオサ工，台部外面－へラ調整，内面－ナ

フ‾

8
土師器
蛮

－ －
やや小型，台部の器壁がう

すい

外面－パケ目調整 粘質 良 浅黄橙色 窺底部との接合部のみ完存

9
土師器

窺

底辺径

（6．7）

小型で底辺部へまっすぐひ

らく

台部内面－ナデ調整 砂粒 良 橙色 台部1／i

10
土師器 （17．7） － 林部はやや外面に轡曲して ロ綾部－ヨコナデ，杯底部外面－ヘラ調整， 砂粒（少） 良好 にぷい黄橙 林部1／1

高杯 ひらく ‾部へラミガキ・内面‾へラミガキ了 色

11

土師器 8．7 受部は外稜をつくって外に ロ綾部－ナデ，受部外面－パケ目調整のあと 良好 良好 にぷい橙色 底辺部欠損，他は完形

器台 ひらく。ロ綾部は平坦であ

る。孔は3孔

へラミガキ叫．同内面一放射状のヘラミガも

脚部外面－へラミガも　同内面－パケ目調整

のあとすり消し

12
土師器

器台
－ － 孔は4孔か？ 脚部外面－へラミガキ朱彩，同内面－へラケ

ズリ

砂礫

スコリア

良好 にぷい橙色 脚上部のみ完存

S1058

】

2
土師器

杯

i

（12．0）

l

素縁・外傾口縁

】

底部内面から口綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

i

砂粒（少）

スコリア

良好 にぷい橙色

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

1／布

3
土師器 － － 脚の胴部は棒状，やや外側 胴部－へラミガキ，据部外面－ヘラミガこし スコリア 良好 浅黄橙色 脚の胴部のみ完存

高杯 にひらく 同内面－パケ目調整 砂粒

SI O5g

1

土師器

璧

（21．4） 頭部は垂直に立ちあがり，

ロ綾部はつよく外にひらく。

端部は平坦

□綾部－ヨコナデ，胴部－へラ調整 砂粒

スコリア

普通 にぷい橙色 ′j＼片

2
土師器

幾

（12．4） － ロ綾部側に沈線がめぐる ロ綾部－パケ目調整のあとヨコナデ 砂礫 良好 浅黄橙色 口綾部1／う

3

土師器

杯

（12．3）（3．2） 外稜 ・内偵口縁 底部内面－ヨコナデ．底部外面－へラケズリ スコリア 良好 内面一黒色

外面一

にぷい橙色

14

4
土師器

杯

14．3 4．5 素縁 ・内傾口縁 底部内面－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ 砂粒

スコリア

良 橙色 芋4

5
土師器

杯

（11．0） － 外稜 ・垂直口縁 底部内面－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ 砂粒

スコリア

普通 橙色 兢

6
須恵器

瓦墾（？）
－ － 不明 ミズヒキ成形，肩部に波状櫛描文 砂粒 軟弱 灰白色 肩部の小片
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S1060

番

号
遺　物　名

法　　　 量
形　態　の　特　徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　径　器　高

1

土師器 （31．0） 頚部は垂直に立ち上がりロ ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面－ヘラケズリ， 砂粒 普通 浅黄橙色 口縁と底部のみ1／4

窺 綾部はつよく外反する。端

部は平坦

同内面－へラナデ スコリア

2
土師器

盤

19．3 頚部は垂直に立ち上がる 口綾部－ヨコナデ，頸部内側に接合の痕がみ

られる

砂礫（多） 普通 にぷい橙色 1／云

3
土師器

一ニビ宝E

底部径

7．0
－ 最大径32．7cmをはかり，

横に幅広い胴部を呈する

胴部内面－へラナデ 砂礫 良 橙色 胴部から底部14

4
土師器

餐

底部径

8．0
－ 胴部下半から底部にかけて

安定した形を呈する

胴部外面－へラケズリ，胴部内面－へラナデ スコリア 普通 にぷい橙色 胴部から底部完存　′

5

土師器 （18．6） 林部はまっすぐに外にひら ロ綾部－ヨコナデ，杯部内・外面－へラミガ 粘質 良好 橙色 杯部のみ1／う

高杯 き，端部は平坦。底部に近

い部分で外稜を形成する

キ

6
土師器 底辺径 据部はまっすぐにひらき， 脚部外面－へラミガキ1，底辺部－ヨコナデ 粘質 良好 橙色 脚部小片

高杯 （14．0） 端部はやや外反する。 据部内・外面－へラミガキ．脚部内面－へラ

ケズリ

7
土師器 － － 脚部は棒状を呈し，内側の 脚部外面－へラミガキト　脚部内面－ナデ， スコリア 良好 橙色 脚部（胴）のみ完存

高杯 凹みは浅い 朱影を施す

8
土師器

高杯
－ － 脚部は棒状を呈し．ややふ

くらむ

脚部（胴）外面－ヘラミガキL　朱影 粘質 良好 橙色 脚部（胴）のみ完存

9
土師器 － － 脚部は棒状で下部はややふ 脚部（胴）外面－へラミガキ，同内面－へラケ スコリア 良好 にぷい橙色 脚部（胴）のみ完存

高杯 くらむ ズリ←，

10
土師器

高杯
－ － 脚部は棒状でふくらむ 脚部（胴）外面－へラミガキ，同内面－ナデ 粘質 良好 橙色 脚部（胴）のみ完存

11
土師器 － － 脚部は下方にひらく 脚部外面－へラミガキし　同内面上部－ナデ，砂粒（少） 良好 橙色 杯との接合面で離脱，脚部

高杯 下部－パケ目調整 （胴）のみ完存

12

土師器 25．5
！24．9

頚部の屈曲はほとんどなく口綾部－ヨコナデ，□綾部内面一朱彩，胴部 粘質 良好 にぷい橙色 1／う

甑 胴部は外側にやや攣曲して

すぼまる

外面－へラケズリ1，同内面－へラミガキ付

13

土師器 （27．6） 頚部の屈曲はほとんどなく 日綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリし砂粒（少） 良好 橙色 口綾部から胴部1／う

甑 胴部は外側にやや轡曲して

すぼまる．

同内面－へラミガキ〟 スコリア

14
土師器

杯

13．1 4．8 外稜・垂直口縁 ロ綾部－ヨコナデ，内面－へラミガキ 良 良 明赤褐色 34

15
土師器

杯

（12．7）（4．2）外稜・垂直口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデのあとへラミ

ガキ，底部外面－へラケズリ

粘質 良好 にぷい橙色 1／う

16
土師器

杯

（14．0）（4．6）外稜・内傾口縁 底部内面からロ縁部－ヨコナデのあとへラミ

ガキ．底部外面－ヘラケズリ

砂粒 良好 灰褐色 レ4

17
土師器

杯

（12．6） － 外稜・垂直口縁 ロ綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ，

底部内面一放射状のへラミガキ

粘質 良 にぷい橙色 14

18
土師器

杯

13．3 4．6 外接・内傾口縁 ロ綾部－ヲコナデ，底部外面－へラケズリ，

底部内面－へラミガキ

良 良好 赤褐色 叛

19
土師器

杯

（13．2） － 外稜・内傾口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

粘質 良好 黒褐色 1／う

20
土師器

杯

14．8 4．5 素縁・外傾口縁 ロ縁部－ヨ：コナデ，底部外面－へラケズリ，

底部内面一放射状のへラミガキ

粘質 良好 にぷい橙色 レ包

21
土師器

杯

12．4 4．6 外稜・垂直口縁 底部内面からH綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

良好 良好 にぷい褐色 44

22
土師器

杯

12．0 4．8 外稜・内傾口縁 底部内面からロ園部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

スコリア 良好 黒色 完形。器面に光沢がある

23

土師器 （11．0） 5．8 器壁が厚く，底部は安定し ロ縁部－ヨコナデ，内面－へラミガキ，休部 砂粒 良好 にぷい橙色 完形

杯 ロ綾部は短く内傾する 外面－へラケズリ．底部外面－へラケズリを

行っているが木の葉の圧痕が残っている

スコリア

24

土師器 （10．0）16．8 コップ状を呈し。ロ縁はい 内側には輪積みの痕が顕著にのこる。ユビオ 砂粒（多） 普通 橙色 完形

（探鉢形） びつであると考えられる サエの痕もみられる。底部内面はユビナデ。

外面はパケ目調整

25

須恵器 （12．9） 4．8 外稜は鋭く，器壁はうすい。ミズヒキ成玖 底部の弓4 一回転へラケズリ砂礫 良好 灰白色 レ2

杯（身） ロ縁部が内傾して立ち上が

る

調整 底部外面に灰かぶりによる

自然粕がみられる
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S1061

番
ロ写

遺　物　 名
法　　　 畳 ！ 形 態 の 特 徴

胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考
口　径】器　 高

1

須恵器

窺

（25．6） ロ綾部は大きくひらき，内

側に沈線がめぐり外側は段

をつくる

回転ナデ調整 砂礫（少） やや

軟弱

灰色 2巧 ，カマドから出土して

おり，2次的に火をうけて

いる。

2
須恵器 － －

頸部は「く」の字状に屈曲す 頚部一回転ナデ調整，胴部外面一叩き諷整 砂礫 普通 灰色 頚部から胴部14

蛮 る （平行叩き痕）

3
須恵器 － － はばまっすぐに底部にいた 胴部上部外面一叩き調整（平行叩き痕） 砂礫 硬 灰色 胴部14

窺 る 同下部－へラケズリ→，内面－ナデ

4
須恵器

杯

（14．3）（4．0 ）底部はひろく体・ロ縁部は

まっすぐにひらく

ミズヒキ成形．底部外面－へラケズリ 砂礫 普通 灰黄色 1／布

5
須恵器 14．1 － 体・□綾部がやや長い。底 ミズヒキ成形，休部下端外面一回転へラケ 砂粒（少） 普通 灰白色 1／う底部欠損

杯 部からまっすぐにひらく ズリ

S1062

1

土師器 0．8 頚部は内偵して立ち上がり ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面下部－ヘラミガ 砂礫（少） 良好 にぷい橙色 苧4

窺 ロ綾部はつよく外反する。

最大径はかなり上位にあり

底部にかけてかなりすぼま

ると考えられる

キ，胴部内面－へラナデ．内側に輪積みの痕

を残す

2

土師器

療

1よりもやや底部にかけて

ふくらむ形を呈すると考え

られる

胴部外面下半－ヘラミガキ 砂礫（多） 良 にぷい橙色 胴部14 ，外面は黒色

3・

土師器 15．0 頭部はゆるやかに屈曲し． 口綾部－ヨコナデ，胴部内面－へラナデ，胴 砂礫（多） 良好 橙色 24 ，底部欠損

蛮 口綾部はつよく外反する。

内側が凹面をなし，端部に

沈線がめぐる

部外面下部－へラミガキ 内面一赤灰色

5

土師器 （12．2）（5．1）外接・垂直口緑，器高はや 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－粘質 良好 外面一黒色 ㌦

杯 や深い へラケズリ 内面－

浅黄橙色

6
土師器

杯

（13．0） － 素縁・外傾口縁 底部内面から日綾部－ヨコナデ，底部外面…

へラケズリ

砂粒 良好 にぷい橙色 14

7
土師器

手捏ね土器

（8．0） 2．6 小皿形を呈する ユビオサ工，エビナデ調整 粘質 普通 浅黄橙色 1／う

8

土師器 9．6 6．4 器壁は厚く，□綾部はかな 内面－へラナデ，底部外面に木の葉圧痕を残 砂礫 良 にぷい橙色 14

手捏ね土器

杯

りいぴっである す スコリア

9

須恵器 17．4 3．5 ロ綾部は内側にかえりかつ ミズヒキ成私 天井部2巧一回転へラケズリ．砂礫（多） 普通 灰黄色 完形

蓋 き，天上部には扁平な擬宝

珠状のつみを貼す

つまみをつけて回転ナデ調整

ノヌご‾ニ士rqP 1　タへ　　′ヽ r′！、r事由 帝’；3萬rrr⊥1∠乙 1／

S1063

l
i

土師器

餐
－ － ロ綾部内外側は凹面をなす ロ縁部－ヨコナデ，胴部外面－あらいへラミ

ガキ

砂礫（多） 良好 橙色 小片

2

土師器

療

（14．0） ロ縁端部内側は凹面をなし

外側に段をつくる。頸部は

つよく屈曲する

ロ綾部－ヨコナデ，胴部内面－ヘラナデ 砂礫（多） 良好 橙色 ロ縁から胴部1／う

3

須恵器 （33．0） ロ綾部はつよく外にひらき 回転ナデ調整，胴部外面一叩き調整（平行叩 砂粒（少） 普通 灰白色 口綾部1／う

聾 内側は凹面．外側で段をつ

くる

き痕）

4
須恵器 － － 底部は安定し，胴部はまっ 胴部外面一叩き調整，同下端外面－へラケズ 砂礫 軟弱 灰色 胴部から底部14

蛮 すぐにひらいて立ちあがる リ．→

5
須恵器

杯

底部径

（6．8）
－ ミズヒキ成形，休部下端一回転へラケズリ 砂礫（多） 普通 灰白色 底部14

6
須恵器 （15．4） 4．0 ロ綾部内側に沈線がめぐり ミズヒキ成形．底部外面一回転へラケズリの 砂礫 普通 灰白色 1／う

皿 端部はまるい あと高台を付け，回転ナデ調整
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S1064

番
号

遺　物　名
法　　　 皇

形t　態Yの　特　徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考ロ　勘 器　高

1
内黒土師器 13．8 3．9 底部はひろく，体・ロ綾部 ミズヒキ成形，体・底部下端外面－へラケズ 砂粒 艮 にぷい橙色 はば完形，休部外面に墨書

杯 はやや外側に轡曲する リ，内面へラミガキ 「仁万」

2
内黒土師器 12．8 4．1 底部はひろく，体・口綾部 ミズヒキ成形，体・底部下端外面－へラケズ 砂粒 良 浅黄橙色 号4 ．休部外面に墨書「仁

杯 はやや外側に轡曲する リ，内面へラミガキ スコリア 万」

3
内黒土師器

14十 9
底部はひろく，体・ロ綾部 ミズヒキ成形．体・底部下端外面－へラケズ 砂粒 やや にぷい橙色 芋4 ，休部外面に墨書「仁

杯 はやや外側に攣曲する リ，内面へラミガキ 軟弱 万」

4
内黒土師器 13．6 3．0 高台は高く，休部・口綾部 ミズヒキ成形，高台をつけて回転ナデ藷整， 砂粒（少） 艮

】

にぷい橙色 1／有 休部外面に墨書「仁

皿 がまっすぐにひらく 内面－ヘラミガキ 万」

5
内黒土師器 14．2 2．8 体・口綾部がまっすぐひら ミズヒキ成形，底部一糸切り後へラケズリ， 砂粒 普通 橙色 はば完形，休部外面に墨書

皿 く 内面－へラミガキ 「仁万」

6
内黒土師器 － － 体・ロ縁部がまっすぐひら ミズヒキ成形，底部一糸切り後．回転へラケ 砂粒 良 浅黄橙色 底部から休部にかけて残

皿 く ズリ，内面－へラミガキ，ロクロ方向J 休部外面に墨書「仁万」

7
内黒土師器 （15．4） － 休部・ロ綾部はやや外側に ミズヒキ成形，休部下端外面－へラケズリ， 砂粒（少） 艮 浅黄橙色 ロ綾部1／七，休部外面に墨

杯 轡曲してひらく 内面－へラミガキ 書「仁万」

8
内黒土師器（12．4）（4．7）体・ロ綾部はやや外側に轡 ミズヒキ成形．底部外面－へラケズリ， 砂粒 艮 にぷい黄橙 14

杯 曲してひらく 内面－ヘラミガキ 色

9
内黒土師器 （12．2）（3．9）体・日綾部はやや外側に轡 ミズヒキ成形，休部下端，底部外面－へラケ 砂粒 艮 浅黄橙色 1／う

杯 曲してひらく ズリ，内面－へラミガキ スコリア

10
土師器 13．7 － 半球形を呈し，ロ縁端部に 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－ 粘質 良 橙色 ロ綾部完存

杯 沈線がめぐる へラケズリ

11
土師器

杯

底部径

5．8
－ 休部はやや外側に轡曲する ミズヒキ成形．休部下端，底部外面…へラケ

ズリ．内面－へラミガキ
砂礫

スコリア

軟弱 橙色 14

12
須恵器

杯

底部磋

（6．2）
－ 休部はやや外側に轡曲する ミズヒキ成形．休部下端，底部外面－へラケ

ズリ

砂粒 普通 灰白色 底部から休部14

13
灰粕陶器 12．6 － ロ緑端部の断面が三角形を ミズヒキ成形，頸部で接合 砂礫（多） 堅緻 素地∵灰白色頭部からロ綾部完存
長頸瓶 なす

14
須恵器

蛮

底部径

（16．0）
－ 底部が安定し，胴部はまっ

すぐに外にひらく

胴部外面…叩き調整（平行叩き痕）

胴部下端外面－ヘラケズリ

砂粒 普通 灰白色 底部から胴部14

S1065

頚部は垂直に立ちあがり，
ロ緑はつよく外にひらく

ロ綾部－ヨコナデ

S1066

1

土師器

窺

（20．8） 頚部は垂直に立ちあがり．

ロ綾部は短く外にひらく。
内側に凹面をなし外側で段

をつくる

口綾部－ヨコナデ，胴部内面－へラナデ 砂粒（多） 良 浅黄橙色 口縁から胴部1／云

2

土師器 底部径 底部はせまく，胴部はまっ 胴部外面－ハヶ月調整のあとへラケズリL 砂礫（多） 普通 浅黄橙色 底部から胴部1／う

窺 （6．6） すぐに外にひらいて立ちあ
がる

同内面－ナデ

3
須恵器

杯

13．9 4．6 体・口綾部ほほほまっすぐ

にひらく

ミズヒキ成形．休部下端外面－へラケズリ 砂礫 普通 灰褐色 完形

4
須恵器
杯

（13．0）（3．9）体・ロ縁部はほぼまっすぐ
にひらく

ミズヒキ成形，体部下塊外面－へラケズリ 砂礫（多） 普通 灰色 レう

5
須恵器 12．7 4．1 体・ロ綾部はほぼまっすぐ ミズヒキ成形．休部下端外面－へラケズリ 砂礫 普通 灰黄色 叛
杯 にひらく

SI O67

1

土師器 23．5 32．4 頚部は垂直に立ちあがり． ロ綾部－ヨコナデ．胴部下部内面－ナデ， 砂礫 良好 にぷい橙色 完形
蛮 ロ縁部は短く屈曲するため

内側は凹面をなし，外側に

は沈線がめぐる

胴部外部下半－へラミガキ 底部付近－

黒色

2

土師器 23．6 3 1．5 頚部は垂直に立ちあがり， 口縁部－▼ヨコナデ，胴部下部内面－ナデ， 砂礫（少） 良好 にぷい橙色 完形
蛮 ロ綾部は短く屈曲するため

内側は凹面をなし，外側に

は沈線がめぐる

胴部外部下半－へラミガキ
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噂を

番

口等
遺　 物　 名

法　　　 量
形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　 径 器　 高

3

土 師 器 20 ．7 34 ．0 1 ， 2 は ど 口 綾 部 は ひ ら か ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 下 半 － へ ラ ミ ガ 砂 粒 良 好 に ぷ い 橙 色 完 形
聾 ず ． ロ 綾 部 の 屈 曲 も 小 さ い キ ス コ リ ア

4

土 師 器 2 2．9 3 3 ．5 頚 部 は ゆ る や か に 「く 」の 字 ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 下 部 － へ ラ ミ ガ 砂 礫 （多 ） 良 に ぷ い 橙 色 完 形
蛮 状 に 屈 曲 し ， 口 綾 部 内 側 は

凹 面 を な す

キ 外 面 一黒 褐 色

5

土 師 器 2 3．4 3 4．3 頭 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が り ， U 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 下 半 － へ ラ ミ ガ 砂 礫 良 好 橙 色 完 形
窺 ロ 綾 部 は つ よ く 外 反 す る 。

外 側 に 沈 線 が め ぐ る
キ ， 胴 部 内 側 に 輪 積 み の 痕 が 伺 え る

6

土 師 器

痩

（19 ．6 ） 頸 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が り ，

□ 綾 部 は つ よ く 外 反 す る 。

端 部 は 平 坦

ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ス コ リ ア 良 に ぷ い 橙 色 ロ 綾 部 1丞

7
土 師 器

窺

底 部 径

7．8
－ 器 壁 は や や 厚 い 胴 部 外 面 － へ ラ ケ ズ リ ー ， 胴 部 内 面 － へ ラ ナ

デ

砂 粒

ス コ リ ア

普 通 に ぷ い 橙 色 底 部 の み 完 存

8

土 師 器

蛮
12．6 10．7 頚 部 は ゆ る や か に 屈 曲 し ．

ロ 綾 部 は つ よ く 外 反 す る 。

胴 部 は 球 形 に 近 い

ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ 砂 粒

ス コ リ ア

良 好 に ぷ い 橙 色 完 形

9
土 師 器

窺

（1 6．4 ） 2 3．2 頚 部 は ゆ る や か に 屈 曲 し ．

胴 部 は 杏 仁 形 を 呈 す る
口 縁 部 － ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 － へ ラケ ズ リ ‡，

胴 部 内 面 － へ ラ ナ デ

粘 質 艮 に ぷ い 橙 色 44

1 0

土 師 器

痩
1 3．0 頸 部 は や や 内 傾 に 立 ち 上 が

り ， ロ 綾 部 は 短 く ， あ ま り

外 反 し な い

ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ の 後 内 面 は へ ラ ミ ガ ヰ ， 胴

部 外 面 － へ ラ ミガ キ

粘 質 良 好 に ぷ い 橙 色 口 綾 部 の み 完 形

11

土 師 器

療

1 1．1 14．0 頚 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が り ，

日 綾 部 は あ ま り ひ らか な い 。

肩 部 が 鋭 く は り ， 胴 部 は 長

く底 部 が 安 定 し た 形 を 呈 す

る

口 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 ・底 部 外 面 － へ

ラ ケ ズ リ ． 胴 部 内 面 － へ ラ ナ デ

砂 粒 （少 ） 良 に ぷ い 橙 色 完 形

1 2

土 師 器

窺

r1 2．4 1 6．4 頚 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が り ， 日 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 … へ ラケ ズ リ し 砂 粒 良 好 橙 色 完 形
口 綾 部 は つ よ く外 反 す る 。

胴 部 は 外 側 に ゆ る や か に 轡

曲 し て や や 長 胴 の 形 を 呈 す

る

底 部 外 面 － へ ラ ケ ズ リ ， 胴 部 内 面 － へ ラ ナ デ ス コ リ ア

13

土 師 器
幾

16 ．9 17 ．8 頚 部 の 屈 曲 は ほ と ん ど な く，

ロ 綾 部 は つ よ く 外 反 す る 。

全 体 に 幅 広 の 形 を 呈 す る

ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 － へ ラ ケ ズ リ ，

胴 部 内 面 … へ ラ ナ デ
砂 礫 （多 ） 普 通 に ぷ い 黄 橙

色

完 形

1 4

土 師 器 15．2 2 2．6 頚 部 は や や 内 傾 に 立 ち 上 が 口 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 － へ ラ ケ ズ リ ， 粘 質 良 好 明 赤 褐 色 完 形
窺 （円 窓 土

器 ）
り ， 口 綾 部 は つ よ く外 反 す

る 。 胴 部 は ほ ぼ 球 形 に 近 く．

上 部 に タ テ 8 ．2 ，ヨ コ1 0．3 cm

の 孔 を 穿 つ

胴 部 内 面 － へ ラ ナ デ

1 5

土 師 器

甑

2 9．0 頭 部 の 屈 曲 は な く ， ロ 綾 部

は 短 く外 反 す る 。 端 部 は 平

坦 で あ る

口 綾 部 … ヨ コ ナ デ ， 胴 部 外 面 … へ ラケ ズ リ ㌔ ．

頸 部 内 面 － へ ラ ミ ガ キ ー ， 胴 部 内 面 － へ ラ

ミ ガ キ

砂 粒 （少 ） 良 好 に ぷ い 橙 色 14 ， 粘 土 の つ ぎ 目 で 離 脱

土 師 器 2 9 ．8 （29 ．7 ） 頸 部 の 屈 曲 は ほ と ん ど な く． 口 綾 部 － ヨ コ ナ デ ．胴 部 外 面 － へ ラ ケ ズ リ ノt ． 掛 指 叩 椒 圧 でム 7 ／、

16
甑 口 綾 部 は や や 長 め で 外 に ひ

ら く 。 胴 部 は や や 外 側 に 轡

曲 す る

胴 部 内 面 － へ ラ ナ デ ‡ ′　0

17
土 師 器 2 5．8 － 頚 部 の 屈 曲 は ほ と ん ど な く， ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ，胴 部 外 面 － へ ラ ケ ズ リ ⇔ 禁 ア （多 ） 良 好 橙 色 口 綾 部 1／う
甑 口 綾 部 は 短 く 外 反 す る 胴 部 内 面 － へ ラ ミ ガ キ ‡

18

土 師 器 （2 1．0 ） （2 1．2 ） 頸 部 の 屈 曲 は な く ， 口 綾 部 ロ 縁 部 － ヨ コ ナ デ ，胴 部 外 面 － へ ラ ケ ズ 生 砂 粒 良 好 に ぷ い 橙 色 14

甑 は 短 く 外 反 す る 。 胴 部 は は

ば ま っ す ぐ す ぼ ま る

胴 部 内 面 － へ ラ ケ ズ リ の あ と へ ラ ミ ガ キ ス コ リ ア

1 9

土 師 器 2 2．8 2 6．8 頚 部 の 屈 曲 は ほ と ん ど な く， 口 綾 部 － ヨ コ ナ デ ，胴 部 外 面 … へ ラ ケ ズ リ 3 ， 砂 粒 艮 に ぷ い 褐 色 完 形
甑 ？

2 6．8

？

2 5．6

口 綾 部 は 外 反 す る 。 器 高 に

比 し て 口 径 が 広 く 口 縁 は か

な り ゆ が ん で ． 上 か らみ る

と 楕 円 形 を 呈 す る

胴 部 内 面 一 へ ラ 調 整 ‡

2 0

土 師 器 （2 5．8 ） 頚 部 の 屈 曲 は ほ と ん ど な く， ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ，胴 部 外 面 －へ ラ ケ ズ リ 「 砂 粒 良 好 橙 色 ロ 縁 か ら 胴 部 14

甑 口 綾 部 は つ よ く 外 反 す る 。

端 部 は 平 坦

胴 部 内 面 － へ ラ調 整 ‡ ス コ リ ア

（少 ）

2 1
土 師 器 （25 ．4 ） － 頚 部 の 屈 曲 は な く ， 口 縁 部 ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ，胴 部 外 面 － ヘ ラケ ズ リ L 砂 粒 良 好 に ぷ い 橙 色 口 綾 部 1／勺

甑 は ゆ る や か に 外 反 す る 胴 部 内 面 － へ ラ ナ デ

2 2

土 師 器

杯

14． 3 4．4 素 縁 ・外 傾 口 縁 底 部 内 面 か ら ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 底 部 外 面 －

へ ラ ケ ズ リ

粘 質 良 好 外 面 一 黒 色

内 面 一

に ぷ い 橙 色

完 形

2 3
土 師 器

杯

（1 5．0 ） 素 縁 ・ 外 傾 口 縁 底 部 内 面 か ら ロ 綾 部 － ヨ コ ナ デ ， 底 部 外 面 －

へ ラ ケ ズ リ

粘 質 良 好 オ リーブ 黒 色 1／う
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番

ロ写
遺　 物　 名

法　　　 畳
形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　 径 器　 高

2 4

土師器

杯

12 ．8 5．0 外稜 ・内偵口縁 底部内面か ら口綾部－ ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

粘質 良好 外面 一黒色

内面 一灰白

色

与も

2 5
土師器

杯

12 ．3 6．7 やや器高が深い ロ綾部 －ヨコナデ，底部外面－へラケズ リ，，

底部内面 －へラナデ

砂粒

スコ リア

良好 にぷい橙色 完形

2 6
土師器

手捏ね土器

6．0 4．0 杯形を呈する 内面か らロ綾部 －エ ビナデ．外面 一束調整 スコリア 良好 にぷい橙色 1／う

S1068

1

土師器 19．4 31．9 噸部はやや内傾に立ち上が 口綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ富，砂礫（多） 良好 外面一黒色 完形

窺 り．接合のため肉厚である。

□綾部ほっよく外反し，端
部には沈線がめぐる

底部外面－へラケズリ．胴部内面－へラナデ 内面一

にぷい橙色

2
土師器 14．7 16．1 口綾部は短く外反し，胴部・口綾部－ヨコナデ．胴部外面－へラケズリム， 砂礫（多） 良 橙色 完形

蛮 底部ともに幅広い 胴部内面…ヘラナデ

3
土師器

窺

21．6 1に類する ＝綾部－ヨコナデ 砂粒（少） 良好 橙色 ＝緑部1！2

4

土師器 23．9 24．7 頚部の屈曲はほとんどない。口綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ‡， 砂礫 良好 にぷい橙色 完形

甑 外側にはヨコナデによる稜

線が二段にわたってめぐる。

口縁部は短く，つよく外反

し，瑞部は平坦である。胴

部はやや外側に轡曲する

胴部内面←，底辺部－へラケズリ スコリア

5
土師器

杯

14．2 4．4 外接・外傾日録 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

ヘラケズリ

良好 良好 黒色 完形

6
土師器

杯

14．0 4．5 外稜・外傾口縁 ロ綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ，

底部内面一放射状のへラミガキ（暗文）

良好 良好 灰黄色 完形

7

土師器

杯

（13．2） 4．0 外接・重患目線 底部内面から口綾部…ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒（少） 普通 外面一味槻

色

内面一橙色

1／う

8
土師器

杯

12．9 4．7 外稜・内傾Lj縁 底部内面から＝綾部－ヨコナデ．底部外面…

へラケズリ

砂粒 良好 橙色 完形

9

土師器

杯

（13．0） 4．3 外稜・垂直口縁 底部内面から口綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒

スコリア

艮 外面…黒色

内面一

にぷい橙色

10
土師器

杯

12．9 4．3 外接・内傾目線 ［］綾部－ヘラミガキ．→．底部外面－へラケズ

リ，底部内面一放射状のへラミガキ

砂粒 良好 にぷい橙色 ㌦

11

土師器

杯

12．4 4．5 外稜・内傾臼縁 日綾部－ヘラミガキ⇔，底部外面－へラケズ

リ，底部内面一放射状のヘテてガヰ

良好 良好 外面一黒色

内面一

にぷい橙色

完形

12
土師器

杯

12．6 4．1 外稜・内傾口縁 口綾部－へラミガキO ．底部外面－へラケズ

リ．底部内面一放射状のへラミガキ

砂粒 良好 橙色 完形

13
土師器

杯

13．0 5．0 外稜・内傾口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

良好 良好 明褐色 完形

14
土師器

杯

（13．8） 4．7 外稜・内傾目線 底部内面からロ綾部一ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒 普通 にぷい橙色 レ包

15

土師器

杯

13．2 4．0 外稜・内傾口綾 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

良 艮 外面一暗煤

色

内面一橙色

写4

16
土師器

杯

12．8 5．0 外稜・内傾H縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒 良好 にぷい叢橙

色

完形

17
土師器

杯
－ 外稜・内傾口縁 底部内面から口綾部－ヨコナデ．底部外面－

へラケズリ

良好 良好 明褐色 底部のみ完存

18

土師器

杯

14．3 4．1 素縁・垂直口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面一

へラケズリ

良好 良好 外表面一黒

色

内部一明黄

褐色

完形

19

土師器

杯

（15，2）（3．4）素縁・内偵口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

良好 良好 外面一暗褐

色

内面一橙色

1／4
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番

口写
遺　物　名

法　　　 量
形　態　の　特　徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考口　径l器　高

1

土師器 16．4 27．3 頚部は垂直に立ち上がり， ロ縁部－ヨコナデ，胴部外面上半－ナデ，胴 砂礫（多） 良好 にぷい橙色 完形
蛮 日綾部はつよく外反する。

胴部はやや長胴で，下ぶく

れである。

部外面下半－へラケズリ

2

土師器 29．0 28．6 頚部はほとんど屈曲℃魂、。ロ縁部－ヨコナデ，胴部外面二へラケズリ‡， 砂粒（少） 良 にぷい橙色 2巧

甑 口綾部から底辺部にかけて

Ⅴ字状を呈する

胴部内面－ヘラナデ‡ スコリア

3

土師器 11．5 （11．5）休部からロ綾部の屈曲はは ロ綾部－ヨコナデ．休部・底部内面－へラナ 砂粒 軟弱 内面一にぶ 1／う
鉢 とんどない デ，休部・底部外面－へラケズリ スコリア い赤橙色

外面一暗赤

灰色

4
須恵器 10．2 ロ縁端部の断面が三角形を ミズビキ成形．ロ綾内部に自然粕がみられ， 砂粒 堅 灰色 ＝綾部1／2
提瓶 呈する 火ぶくれを生じている

S1071

1

土師器 （19．8） － 頭部は垂直に立ち上がり， 口綾部－ヨコナデ，頸部内面－へラケズリ． 砂礫（多） 艮 にぷい橙色 目線から胴部14
盤 ロ縁は平坦にひらく。端部

には沈線がめぐる

胴部内面－ヘラナデ

2 土師器
盤

（11．8） 13．2 頚部は短く「く」の字状に屈

曲し．口綾部も短い

口綾部－ヨコナデ，胴部内面－へラナデ 艮 良 橙色 号4 残

3
土師器 16．4 － 項部が垂直に立ち上がり， ロ綾部－ヨコナデ，胴部面－ヘラケズリ．胴 良 普通 にぷい橙色 ロ縁から胴部1／う
塵 口綾部はゆるく外反する 部内面－ヘラナデ

4
土師器 14．4 4．9 底部は不安定，外反する。 底部内面から日綾部－ヨコナデ，底部外面－ 砂粒 良好 橙色 完形
杯 口綾部内側に沈線がめぐる へラケズリ ロ綾部の各所にススが付着

5

須恵器

杯

14．4 4．6 底部はやや不安定，休部か

ら冒綾部はまっすぐに外反

する

ミズビキ成形，底部外面一回転へラケズリ 砂礫（多） 普通 灰白色 完形

6

須恵器

杯

（15．6） 4．7 底部はやや不安定，休部か

ら口綾部はまっすぐに外反

する

ミズビキ成形，底部外面一回転へラケズリ 砂粒 軟弱 灰白色 1／う

S1072

fJ 蛮

3

須恵器

杯

11．6 3．7 底部はひろく，休部から口

綾部にかけてはぽまっすぐ

に外反する

ミズビキ成形，底部外面－へラケズリ 砂礫 堅緻 灰色 ほぼ完形

4

須恵器 15．5 6．3 底部と休部との境に段をつ ミズビヰ成形，底部外面を回転へラケズリ訝 砂礫（多） 良 灰色 ほぼ完形
杯 くる。休部から口綾部はほ

ぼまっすぐである

整したあと高台を貼り付け，回転ナデ調整。

ロクロ方向フ

5

須啓器 35．8 胴部ははぽまっすぐで口縁 口綾部一回転ナデ調軌　胴部一叩き調整した 砂礫 普通 黄灰色 口縁から胴部1／包

意 部は短く，つよく外反する。

端部の断面は三角形を呈す

る

あと内面はナデ諷整

SI O73

土師器 17．8 26．0 頚部はやや垂直に立ち上が ロ綾部－ヨコナデ．胴部外面－へラミガキム，砂礫（多） 良好 橙色 14 残

1 療 り，ロ綾部はゆるく外反す

る。胴部はやや長胴である

胴部内面－ヘラナデ，輪づみの痕が残る

2
土師器

窺

13．9 19．2 ロ縁部は短く外反する 口綾部－ヨコナデ，胴部・底部外面－ヘラケ

ズリ有 胴部内面－へラナデ ←
砂粒

スコリア

良好 橙色 ほぼ完形

3

土師器 15．4 13．0 最大径は口径にあり，頚部 H 綾部－ヨコナデ，休部外面－へラケズリ丸， 砂粒 良好 にぷい橙色 レう
鉢 で短く屈曲してつよく外反

する

休部内面－へラナデこ，底部外面－へラケズ

リ
スコリア

一一384－



番
P等

遺　 物　 名
法　　　 量

形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考
口　 径 器　 高

4

土師器 2 5．0 2 4．7 底辺部か らⅤ字状にひろが ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面 －へラケズリ L 砂粒 普通 にぷい橙色 はば完形
甑 り，頚部で外稜をつくり，

つよく外反す る。□緑端部

は平坦である。

胴部内面上部－へラナデ，胴部内面下部 －へ

ラミガキ

スコリア

5
土師器 2 2．6 1 7．3 器高が低いほかは 4と同類． ロ緑部－ヨコナデ・胴部外面 －へラケズリ十 ・砂粒 （少） 良 にぷい黄橙 はぼ完形

甑 ロ縁はゆがんでいる 胴部内面 －ヘラナデ スコリア 色

6

土師器 14 ．2 4 ．5 黄緑 ・内傾 口縁，端部内側 内面からロ縁部－ヨコナデ，底部外面 －へ ラ 砂礫 普通 表面一黒褐 はば完形
杯 でやや くびれる ケズ リ 色

内部一にぷ

い橙色

S1074・075

土師器 （20．6） － 頸部は垂直に立ち上がり． 口綾部－パケ目調整のあとヨコナデ，胴部外 砂粒 軟弱 橙色 1／斥底部欠損

1

窺 口綾部は短く屈曲するため，

内側が凹面をなし，外側で

段をつくる。端部は平坦，

胴部は球形に近い

面－パケ目調整，胴部内面－ヘラナデのあと スコリア
ヘラミガキ

2
土師器

蛮

底部径

5．8

底部はせまく，胴部は球形

を呈する

胴部外面－へラ調整 砂粒

スコリア

やや
軟

外面一黒色

内面一橙色

胴部から底部にかけて完存

3
土師器 SIO67の大型聾に類すると 胴部外面下部－へラミガキ，胴部内面－へラ 砂礫（多） 良好 橙色 14

意 考えられる ナデ

4
土師器 底部径 底部はややせまく．胴部は 胴部・底部外面－へラケズリ，胴部・底部内 砂粒 艮 にぷい橙色 小片
魂 （7．4） 外側に大きくひらく 面－へラナデ スコリア

5

土師器

甑

（26．3）（28．6）頚部の屈曲＿はほとんどなく

口綾部はつよく外反する。

胴部は外側に攣曲する

ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面－ヘラケズリ＼ 砂礫

スコリア

良好 橙色 叛

6

土師器 27．1 29．0 頚部の屈曲はほとんどなく， ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ‡． 砂礫 良好 にぷい橙色 完形
甑 口綾部はつよく外反する。

胴部は外側に轡曲する

胴部内面－へラミガキ号 ，中位に接合の痕

が伺える

スコリア

7
土師器 底辺径 － 脚部・胴部はやや短く，和 外面－へラミガキ，底辺部から内面…ヨコナ スコリア 良好 橙色 杯底部から底辺部にかけて

高林 12．1 泉系の形を呈する デ，内側にしぼり痕が伺える 完存

8
土師器 － － 脚部・胴部はやや短く．和 杯底部内面，胴部外面－へラミガキ，内面－ スコリア 良好 浅黄橙色 脚・胴部のみ完存
高杯 泉系の形を呈する へラケズリ，内側にしぼり痕

9
土師器

杯

14．7 4．9 内稜・外傾口縁 底部内面から口縁部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ．内面に朱彩

砂礫

スコリア

普通 橙色 叛

10

土師器

杯

14．0 4．5 外稜・外傾口縁 底部内面－へラ調整，口綾部－ヨコナデ，底

部外面…へラケズリ．底部内面から□綾部－

朱彩

砂礫

スコリア

良好 橙色 完形

11
土師器

杯

（15．2） 4．6 外稜・外傾口縁 口綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ スコリア ・Pや
軟

にぷい橙色 1／う

12
土師器

杯

12．8 4．0 外稜・内傾口縁 底部内面から口綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒

スコリア

普通 にぷい橙色 ㌦

13

土師器

杯
12．9 4．8 外稜・内傾□綾 底部内面からロ綾部－ヨコナデ．底部外画一

へラケズリ

良 良 豪由一尿栂

色

内部一にぷ

い橙色

完形

14

土師器

杯

13．8 素縁（外稜）外傾口縁 底部内面から口綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

粘質 良 表面一黒褐

色

内部一浅黄

橙色

1／う

15
土師器

杯

13．5 － 外稜・内傾口縁 ロ縁部－ヨコナデ．底部内面…放射状のへラ

ミガキ．底部外面－へラケズリ

粘質 普通 橙色 14

16

土師器

鉢

18．9 9．4 最大径は口径にあり，外傾 底部内面からロ綾部－ヨコナデ．底部外面－ 砂礫 艮 橙色 完形
するロ縁をもつ杯と共通点

をもつ。器壁は厚い

へラケズリ．休部外面－へラケズリ スコリア

（少）

17
土師器

鉢

11．1 9．3 ロ綾部は内傾し，休部は半 ロ綾部－ヨコナデ，内面－ヘラナデ，休部か 砂礫 良好 橙色 完形

球形を呈する ら底部外面－ヘラケズリ且 スコリア

18
土師器

杯

（10．0） 手捏ね土器に類する 内面からロ綾部－ヨコナデ，休部外面－へ．ラ

ケズリJ

砂粒

スコリア

やや

軟

橙色 1／布底部欠損

19

土師器

甑

（31．0） 頚部の屈曲はほとんどなく，

口綾部は短く屈曲するため

内側は凹面，端部には沈線

がめぐる

口綾部－ヨコナデ 砂礫（多） 艮 浅黄橙色 口綾部小片

－385－



番

号
遺　 物　 名

法　　　 豊
形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　 径 器　 高

2 0
須恵器 底部径 － 底部はひろく，休部は外側 休部外面 一平行叩 き痕，休部下端外面－へラ 砂礫 普通 灰 白色 底部のみ 14

蛮 （1 4．4 ） にやや轡 曲して立ち上がる ケズリ→，休部内面一同心円あて板痕

2 1

須恵器 底部はひろく，休部は外側 休部外面 一同心円叩 き痕，休部下端外面－へ 砂礫 （少） 普通 灰 白色 底部に近い小片
蛮 にやや轡曲して立ち上がる ラケズリ，粘土の接合痕 ←ケ．休部内面一同

心円あて板痕

S1076

1
土師器

・出雲E
－ － 頚部はほぼ垂直に立ち上が

る

諷登は不明 砂粒

スコリア

やや

軟弱

橙色 頚部のみ

2
土師器

盤

底辺径

（9．0）
－ 應底部との境はやや細く，

ほばまっすぐにひろがる

台部外面－へラミガキ．端部－ヨコナデ 砂粒 良 にぷい橙色 台部のみ14

SI O77

1

土師器 18．2 頚部は鋭く「く」の字状に屈 ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面上部－へラナデ 砂粒 良 にぷい橙色 口縁から胴部にかけて完存
感 曲し，ロ綾部はつよく外反 ＼，胴部外面下部－へラケズリ“ ，胴部内 スコリア ロ綾部外面，胴部外面にス

する。

最大径は胴部中位やや下に

ある。

面－へラナデ ←， 内側には輪づみの痕 スが付着

2

土師器 底部径 最大径は胴部中位やや下に 胴部－へラミガキ，下端にはパケ目がわずか 砂粒（少） 良好 にぷい橙色 胴部から底部にかけて完存
窺 8．5 ある に残る。胴部内面－へラナデ← ，輪づみの

痕，胴部下面一朱影

3 土師器 底部径 － 最大径は胴部中位やや下に 胴部外面－ていねいなへラミガキL　胴部内 砂粒 良好 橙色 底部から胴部1／う

嘘 8．0 ある 面－へラナデ ← スコリア

4

土師器 （17．0） 頚部は垂直に立ち上がり． ロ縁部内外－パケ目調整，胴部外面－パケ目 砂粒 良好 橙色 口綾部から胴部弓4

窺 ロ縁はゆるく外反する。胴

部は球形を呈する。日綾部

には

調整．胴部内面－へラナデ，へラケズリ スコリア

5
土師器

幾

底部径

8．8

最大径は胴部中位 ′胴部外面」へテ一一ミガキ，下端にはわずかにパ

ケ目調整が伺える。胴部内面－へラナデ←

砂粒

スコリア

良 橙色 底部から胴部 14

6
土師器

器台

底辺径

（9．6）
－ 小片のため孔の数は不明 裾部内外－パケ目調整か 良 良好 にぷい黄橙

色

据部のみ14

S1078

l

I　　　】

土師器

療

i　　　　　　　　 l

最大径は胴部中位にある

l

□綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ．

胴部内面－ナデ

】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

砂礫

スコリア

艮

l

橙色

l

胴部1／う

I

2
土師器

窺

（19．6） － 頚部は「く」の字状に屈曲し，

口縁端部はやや平坦

口綾部一ヨコナデ 砂粒

スコリア

良好 明赤褐色 口綾部14

3
土師器

盛

（16．0） － 頭部は「く」の字状に屈曲し，

□縁端部はやや平坦

口綾部－ヨコナデ，胴部丁へラケズリf 砂礫（少） 良好 にぷい橙色 小片

4

土師器 12．2 5．5 外稜，やや内傾するロ縁， ロ綾部・内外面－へラミガキ，底部外面－へ 砂粒 良好 表面一黒色 完形
杯 口綾部はやや長めである ラケズリ，底部内面一放射状へラミガキ スコリア 内部一浅黄

橙色

S1081

1
土師器 （25．0） － ロ綾部内側に凹面をつくり，ロ綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラミガキ， 砂礫 良好 浅黄橙色 ロ縁から胴部14

蛮 外側で段をつくる 胴部内面－へラナデ スコリア

2

土師器

療

（16．0） 頸部外面で外稜をつくり，

ロ綾部はゆるやかに外反す

る

口綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ1 スコリア 艮 外面一黒色

内面一浅黄

橙色

ロ綾部1／4

3
土師器 6．3 2．4 椀を小型化した形 手捏ね．エビナデ 粘質 艮 橙色 2巧

4
須恵器

杯

（13．0） 4．2 底部からロ綾部へまっすぐ

ひらく

ミズビキ成形．休部下端・底部－へラケズリ砂礫 普通 灰白色 14

一386－
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番

ロ写
遺　物　名

法　　　 豊
形　態　の　特　徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

日　経 器　高

1
土師器

高杯
－ 脚部は棒状を呈する 脚・胴部外面－ヘラミガキ，脚・胴部内面－

へラナデ

粘質 良好 にぷい橙色 脚の胴部のみ完存

2

土師器 脚の胴部は短く，器壁は内 脚の胴部外面－へラミガキ，脚の胴部内面－ 砂粒 良好 橙色 胸の胴部のみ完存

高杯 厚，据部との境いで内側に

段をつくる

へラケズリ

3
土師器

杯

（11．7） － 外稜・内傾日経 底部内面から日綾部－ヨコナデ，底部外面－

ヘラケズリ

粘質 良好 黒色 ロ綾部1／克

4

土師器 （12．2） 3．2 素縁・外傾口縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－ 砂粒 やや 表面一黒色 14

杯 へラケズリ スコリア 軟弱 内部一にぷ

い橙色

5
土師器

杯

14．6 4．2 素縁・垂直日録 底部内面からH縁部－ヨコナデ．底部外面－

へラケズリ

砂礫

スコリア

普通 橙色 1／う

6

土師器

杯

14．2 3．8 黄緑・垂直日縁 底部内面からロ綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

粘質 普通 表面一黒色

内部一浅黄

橙色

弓4

7

土師器

杯

（14．6） 4．0 素縁・垂直口縁 口綾部－ヨコナデ，底部外面－へラケズリ．

底部内面一放射状のヘラミガキ

砂礫（少） 良 表面一黒色

内部一にぷ

い黄橙色

弓4

S1083

1

土師器 27．8 26．1 底辺部からⅤ字状にひらき，ロ綾部－ヨコナデ．胴部外面…ヘラケズリ　L
i砂粒

良 にぷい橙色 ほば完形

甑 ロ綾部がつよく外反する。

頭部の屈曲はない

胴部内面－へラミガキ‡ スコリア

2
土師器 － － 脚の胴部は裾部へかけてひ 脚の胴部外面－へラミガキL　脚の胴部内面

1粘質
良好 橙色 脚の胴部のみ完存

高杯 ろがる －ナデ

3
土師器

高杯
－ － 脚の胴部は棒状を呈する 脚の胴部外面－へラミガキ，脚の胴部内面－

へラケズリ．へラナデ

スコリア 良好 橙色 脚の胴部1／2

4
土師器

杯

13．2 － 外稜．・内傾口縁 底部内面からロ綾部…ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂礫 良好 橙色 レセ

5

土師器

杯

13．4 4．5 素縁・垂直口縁 底部内面から口綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂粒

スコリア
（少）

良 内面一黒色

外面一にぷ

い橙色

完形

6
土師器

杯

13．2 4．6 外稜・内傾目線 底部内面から口綾部－ヨコナデ，底部外面－

へラケズリ

砂礫（少） 普通 にぷい橙色 完形

7

土師器

ミニチュ

ア土器

（3．6） 4．8 窺形 ロ綾部内面－パケ目＼，エビオサエ 粘質 良好 浅黄橙色 14

SI O85

1

土師器 （11．4） 11．6 頚部はゆるやかに「く」の字 U綾部－ヨコナデ，胴部外面－へラケズリ上， スコリア 良 橙色 1／う

聾 状に屈曲し．ロ縁端部内側

に沈線がめぐる

底部外面－へラケズリ，胴部内面－へラナデ

2
須恵器 14．1 4．4 底部から口綾部がまっすぐ ミズビキ成形，休部下端 ・底部外面－へラケ 砂礫 普通 灰褐色 ㌦

杯 に外反する ズリ

3
須恵器 13．6 4．5 底部から口縁部がまっすぐ ミズビキ成形，休部下端 ・底部外面…へラケ 砂礫（多） 普通 暗灰褐色 完形
杯 に外反する ズリ

SK O53

土師器 12．9 4．7 底部がやや安定し，半球形 底部内面から日綾部－ヨコナデ．底部外面－ スコリア 良 橙色 完形
杯 を呈する へラケズリ

SK154

ロ綾部－ヨコナデ，底部内面－ヘラミガキ．

底部外面－ヘラケズリ

－387－
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番
ロち

遺　 物　 名
法 ＿鼠嵐 ！ 形 態 の 特 徴

手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考口　 径 器　 高

陶器 14．4 4．2 ロ縁は輪花状，内面には花 ミズビキ成形，高台をつけたあと回転ナデ調 艮 良 素地一明灰 1／2 ・藁瀬戸

皿 弁状の彫文を施す 整

底部内面に重ね焼の痕（トチン，ピン状のもの）
褐色

粕色…黄色

かなり大型，底部に彫刻し
た脚を三ヶ所につけている

SH O2

底部から休部にかけて

13

底部は安定し，ロ綾部はや
や垂直，内傾して立ち上が
る。端部は平坦

SB O O6

日縁から肩部－ヨコナデ，胴部外面…タテに

整形痕がある

ロ縁は1部，他はほぼ完形

1

土 師 質 土器

才雷鉢

（29 ．2 ） 口綾 部 は平 綾 ． 休部 は は ぽ

ま っす ぐに す ぼ ま る。 休部

内 面 に孔 と「＋」の へ ラガ 牛

が あ る

ロ縁 端部 －へ ラ切 り，外 面 － ナ デ 砂 粒 良 橙色 H 綾 部 14

2
土 師 質土 器 （11．3 ） 3．8 底 部 は器 壁 は うす い が 休部 底 部 内面 か ら休 部 一 ヨ コナ デ ．底 部 外面 一糸 砂粒 良 好 表 面 一 にぶ 1／1

杯 は 肉厚 で あ る 切 り痕 い赤 褐 色

3
土 師 質土 器 － － 盆形 を呈 す る と思 わ れ る 内 面 － ヨコ ナデ ，外 面 －て いね い な 調整 は み 砂 粒 艮 にぷ い赤 福 小 片 ．外 面 に スス が 多量 に

内 耳土 器 られず ， 凹 凸が あ る 色 付 着 して い る

SX O Ol

1
土 師質土器

内耳土器

29．6 8．5 捨鉢形を呈す る。器高 はや

や高い

内耳はつくり出し 禁 ア（多） 普通 黄橙色 ほぼ完形，外面にスス

2
土師質土器

内耳土器

36．8 － 捨鉢形，内耳はやや扁平で

ある

内耳はつ くり出し 砂粒 普通 にぷい褐色 ［］綾部 1／b

3
土師質土器

内耳土器

（34．6） 6．1 盆形，ロ縁がかなり大きく

外にひろがる

内耳はつ くり出し 砂粒

スコ リア

良 にぷい橙色 14

＋師暫十器 r3且4 ） 6．2 砂粒 普涌 1／月　 内斑の右脚に櫛描す
4 内耳土 器 外にひろがる スコリア

′　　1ニ

5
土師質土器

内耳土器

（36．8 ） 6．5 盆形．目線がかな り大きく

外にひろがる

内耳は貼 り付け 砂粒

スコリア

良 にぷい橙色 1／4

6
土師質土器

内耳土器

38．5 5．4 盆形 ，目線がかな り大きく

外にひろがる

内耳は貼 り付け 砂礫 良好 淡橙色 弓4

7

土師質土器

鍋

（32．0） 器壁はかなりうす く，端部

は平坦である。休部はやや

！外側に攣曲す る

調整不明 砂粒 普通 橙色 日綾部 1／4

8

土師質土器

摺鉢

（25．2） 口縁端部は平嫁．休 部はや

や内側に攣 曲する。おろし
目は不定方 向に施されてい

る

口稼部…ヨコナデ
！砂粒

良 にぷい褐色 小片

9

土師質土器

摺鉢

（26．7）

i

口縁端部は平縁，休部はや

や 内側に轡曲する。おろ し

目はタテ方向に施されてい

る

ロ綾部一ヨコナデ 砂粒

ス コリア

良 にぷい栂色 ロ縁から休部 1／布

10
土師器

皿

7．0 2．3 底部に沈線がめぐる ヨコナデ調整，底部外面に糸切り 粘質 良好 にぷい橙色 完形，ロ綾部にススが付着

12
土師器

皿

5．0 1．2 底部に洗練がめぐる ヨコナデ調整，底部一糸切 り 砂粒 良好 にぷい橙色 ろ巧

13
土師質土器

（鉢）
13．8 5．8 底部はひろく．休部はほぼまっ

すぐに立ち上がる。器壁は厚い

調整不明 砂粒 普通 橙色 レう

一一一388－



番

田う．
遺　 物　 名

法　　　 量
形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　 考

口　 径 器　 高

13
瓦質土器

火舎

（5．2） － 器壁は厚 く，口綾部はつよ

く内側に傾 く

調整不明 艮 硬 灰色 レう

14

瓦質土器

火舎

方形を呈すると思われる 外面に印花文 砂粒（少） 良 外面 一暗灰

色

内面 一灰褐

色

小片

15

瓦質土 器

火舎

（2 1．4 ） 1 1．7 器壁は厚 く，口綾部は内傾

する

調整不 明 スコ リア 艮 外面 一黒色

内面 一灰褐

色

1／う

1 6
瓦質土 器

火舎

（3 8 ．0 ）
－

ロ綾部内側に凸線がめぐる 外面に印花文 砂粒 （少） 艮 灰色 レも　 底部欠損

陶磁器類

1

陶器 13．6 2．9 ロ綾部は輪花 ，内面は花弁 ミズビキ成形．底部一糸切り後回転へラケズ 精良 良好 素地一白色 14　 黄瀬戸

皿 風の彫文，底部内面には 2 リ，高台をつけて回転ナデ．袖は内面か ら外 （黄味）

圏線がめぐる 面底部付近までかかる。底部 内面に窯道具に

よる重ね焼痕

軸色一黄色

2 陶器

皿

6．0 2．5 小皿形 ミズビキ成形 ，高台－ケズ リ出し，重ね焼痕 精良 良好 素地 一白色

粕色一黄色

14　 黄瀬戸

3

陶器

鉢

11．8 7．4 底部に 3 ヶ所 ，脚をつける ミズビキ成形，底部 一回転へラケズ リ．脚に

はエ ビオサエの痕

砂礫 良好 素地一白色

（黄昧）

和一鉄袖

1／う

4

陶器

鉢

11．0 6．8 底部に 3 ヶ所，脚をつける ミズ ビキ成形．底部 一回転 へラケズリ 精良 良好 素地一白色

（黄味）

粕一鉄粕

しう

5

陶器

椀

11．0 6．9 天 日形．日綾部のくびれは

明確でない

ミズ ビキ成形，高台 －ケズリ出 し 砂礫－（少） 良好 素地一白色

（黄昧）

和一鉄粕

14

6

陶器

椀

12．0 7．6 天 日形．ロ綾部の くびれは

あ まりなく，端部は外反す

る

ミズビキ成形，高台－ケズリ出 し 砂礫 艮 素地 一灰白

色

和一灰粕

弓4

7

陶器

椀

11．0 天 日形 ，5 と同形 ミズビキ成形 砂礫 良 素地 一白色

（赤味）

和 一鉄軸

14

8
陶器

皿

14．0 2．7 休部は内側に轡曲 し，底部

内面に2 圏線がめ ぐる

ミズビキ成形．高台－ケズ リ出し 精良 良好 素地 一白色

和 一灰粕

14　 瀬戸

9

陶器

皿

12．2 2．7 休部は外側に轡曲する ミズビキ成形 ．高台－ケズ リ出し，輪状 に重

ね焼痕

砂礫 良 素地 一白色

和 一灰紬

（厚）

学4　 瀬戸

10

陶器 11．8 2．7 休部は内側にやや轡曲し， ミズビキ成形 ，高台－ケズ リ出し，三ヶ所に 砂粒 （少） 良好 素地一灰黄 叛　 瀬戸

皿 底部内面には沈線がめぐる 窯道具による重ね焼痕 色

和 一灰粕

11
陶器

皿

13．7 2．5 休部は外側 に攣曲する ミズビキ成形，高台 －ケズ リ出し，輪状に重

ね焼痕

砂礫 （少） 良好 素地一白色

和 一灰粕

14　 瀬戸

12

陶器

皿

12．8 2．5 休部は外側 に攣曲する ミズビキ成形，高台 －ケズ リ出 し 精良 良好 素地一淡灰

色

和一灰粕

14　 瀬戸

13
陶器 12．7 2．6 休部は内側に攣曲す る。端 ミズ ビキ成形，高台 －ケズリ出 し．三ヶ所に 精良 良好 素地一白色 ∈琉　 瀬戸

皿 部は平坦 窯道具による重ね焼痕 粕一灰粕

14
陶器

皿
－ － 小片のため不明 ミズ ビキ成形，高台 －ケズリ出 し 精良 良好 素地一白色

和一灰粕

底部のみ完存，瀬戸

15
陶器

皿

9．7 2．0 休部はほぼ まっすぐに外反

する

ミズビキ成形，高台－ケズリ出 し 精良 良好 素地 一白色

粕一灰粕

14

1 6

陶器

皿

14．2 3．1 ロ綾部が屈曲 して内側で段

を形成する

ミズビキ成形，高台一貼り付け 椅艮 良好 素地 一決黄

灰色

粕一灰粕系

文様 一鉄粕

1／も

17

陶器

皿

12．1 3．0 ロ綾部が屈曲して内側で段

を形成する

ミズビキ成形 ，高台一貼 り付け 精良 艮 素地 一白色

（黄味）

和 一灰粕系

内面底

部は乳

白色粕

文様一鉄粕

14
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18

陶器

皿

1 1．5 2．6 休部は内側に攣曲する ミズビキ成形 ．高台－ケズリ出し 精良 良好 素地一白色

（黄味）

粕色一白色

文様一鉄粕

1／う

1 9

陶器

皿

11．8 2．3 休部は内側に攣曲す る ミズビキ成形，高台－ケズ リ出 し 椅艮 良好 素地 一白色

（黄昧）

粕色 一白色

文様 ＋淡緑

色

兢

20

陶器

皿

1 2．2 2 ．6 休部は内側に攣曲する ミズビキ成形，高台－ケズリ出し 精良 良好 素地 一白色

（黄味）

粕色 一白色

文様一淡緑

色

レう

2 1

磁器

皿

12 ．7 2．3 休部はやや外側に攣 曲する ミズビキ成形 ，高台－ケズ リ出し．貫人が入

る。粕は厚くかかる

砂礫 普通 素地一白色

（黄味）

粕一白粕

1／う

2 2

磁器 （1 4．6 ） 4．0 口綾部は波状を呈する。い ミズ ビキ成形．高台 一貼り付け ，貫人が入る。 砂粒（多） 良好 素地 一白色 1／§　 美濃

皿 わゆる壁皿 粕は厚い。 （赤味）

粕一日粕

23

陶器

鉢

休部は底部から大 きくひろ

が り，ロ綾部はほぼ垂直 に

立ち上がる

ミズ ビキ成形．高台…ケズリ出 し 砂礫 艮 素地 一灰白

色

粕色一灰黄

褐色

14

2 4 陶器

瓶

底辺径

（1 1．4 ）

ミズビキ成形 ，内側に接合痕 精良 良好 灰色

灰粕

台部のみ 14 ．瀬戸

2 5
陶器

窺
－ 折り返 しロ綾 砂礫 良好 にぷい褐色 小片 ．常滑

－390－




